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浅沼稲次郎関係文書（その２）書簡の部　【凡例】

【整理・記述について】

・当室搬入時、中野紀邦氏（浅沼稲次郎の女婿）により、書簡、書類などおおよその内容のまとまりごとに分類され、段ボール箱に箱詰めされていた。

・当室では、まず、書類のみを抽出し、整理、分類した。なお、その際に書類中に綴りこまれるなどした書簡についてはさらに抽出することはせず、書
類の部に分類した。なお、書類については、2009年7月公開の「浅沼稲次郎関係文書 その２ 書類の部　目録」を参照のこと。

・目録及び索引の記述項目は、番号／標題／作成者／宛先／年月日／用紙／型式／数量／内容／付／備考である。

・資料番号がないものは、「浅沼稲次郎文書 その２ 書類の部　目録」に収録されている資料にあり、備考欄にその請求番号を記載した。

・標題は原則として原標題によるが、資料に標題のない場合は整理者が適宜付した。その場合には標題に〔　　〕を付している。
・作成者、年月日は推定可能なものについては記述した。その際には（　　）を付した。

・用紙欄には、資料の来歴を推測させる内容があった場合に記述した。
　　例：日本社会党本部原稿用紙

・型式欄には資料の記述法について記述した。
　　例：謄写
・内容欄には、資料の主な内容物を記述した。
・備考欄には、資料相互の包含関係、作成者及び年月日の推定の典拠、作成者などについての情報について記述した。
・付は資料に添付されていたものを記した。

・ホチキス・クリップなどの金具類は可能な限り除去した。ただし、除去についての記述はしていない。

・なお、記述項目中、解読できなかった文字は「〓」で表示した。

【目録の編成について】

・浅沼稲次郎関係書簡と浅沼享子関係書簡に分けた上で、主題別に分類し、さらに人名順に並べ替えた索引である。

・書簡の部の整理にあたり、2009年7月に公開された「浅沼稲次郎文書 その２ 書類の部 目録」の内容と照合し、書類に分類した方が良いと思われた
資料を「書類の部　補遺」とし、「浅沼稲次郎文書 その２ 書類の部 目録」に合綴した。

・ただし、以下の資料については「書類の部　補遺」ではなく、本目録に記載している。
例）・名刺にお悔やみの言葉が記載されている。
　 ・暑中見舞い、年始挨拶の際に届けられたと思われる名刺。
　 ・選挙関係の案内・通知。



・「浅沼稲次郎文書（その２）書簡の部」は、資料搬入時、すでに旧蔵者により、内容ごとにおおよそのまとまりに分類されていたという特徴があった。
よって搬入時の秩序（原秩序）を生かしたままに、資料番号を付与したものとして、別に請求番号順目録を作成している。

【主な内容】
1．浅沼稲次郎関係書簡

・浅沼稲次郎関係書簡は1.1.一般書簡、1.2.選挙関係、1.3.日本社会党書記長就任関係、1.4.米国視察（1950年）関係、1.5.日本社会党委員長就任
（1960年）関係、1.6.浅沼稲次郎逝去（1960年10月）関係、1.7.年賀状、1.8.暑中（残暑)見舞、1.9.人事異動等挨拶状に分類した。なお、これらには電
報も含まれている。

・1.1.一般書簡は、一般書簡（日本人）と一般書簡（外国人）に分類した。資料の内容は、知人による近況報告、党務関係、政治活動関係の他、市民
からの陳情・相談・意見等も含まれている。

・1.2.選挙関係の書簡は、第17回衆議院議員選挙（1930年2月20日）、第18回衆議院議員選挙（1932年2月20日)、第19回衆議院議員選挙(1936年2
月20日）、第21回衆議院議員選挙（1942年4月30日）、東京市会議員選挙（1942年6月15日）、第22回衆議院議員選挙（1946年4月10日）、第23回衆
議院議員選挙（1947年4月25日）、第24回衆議院議員選挙（1949年1月23日）、第28回衆議院議員選挙（1958年5月22日）に分類した。資料の内容
は、浅沼稲次郎に対する激励の手紙、当選祝い、落選見舞い、他の候補者からの当落の報告、他の選挙区における選挙活動の報告等である。

・1.3.日本社会党書記長就任関係は、就任時期ごとに、1947年6月（書記長代理）、1948年1月、1950年4月に分類した。資料の内容は、主に浅沼稲
次郎の書記長就任を祝す書簡である。

・1.4．米国視察（1950年）関係は、1950年1月から3月にかけて、浅沼稲次郎がアメリカ・カナダで議会制度調査のために行った、視察に関する書簡で
ある。資料の内容は、渡米に際し浅沼稲次郎を激励する書簡、帰朝を祝す書簡、渡米議員団名簿等である。
・1.5.日本社会党委員長就任（1960年）関係の主な資料の内容は、浅沼稲次郎の社会党委員長就任を祝す書簡である。

・1.6．浅沼稲次郎逝去関係（1960年10月）には、全国から寄せられた浅沼稲次郎に対し弔意を示す書簡、暗殺に対する抗議の署名、浅沼稲次郎と
の思い出が綴られた書簡等が含まれている。

・これらの書簡の宛先は、浅沼稲次郎の他、浅沼享子・浅沼衣江・日本社会党本部等であるが、この目録では一括して、浅沼稲次郎関係書簡とした。

・1.9．人事異動等挨拶状には、浅沼稲次郎宛に送られた就任及び退任通知を収めた。

・なお、「浅沼稲次郎 その２ 書類の部　目録」の「1.1.6.（戦前）その他」にも、催事案内・お店の案内・出版物の案内・就任及び退任通知が収録されて
いる。

2.浅沼享子関係書簡

・浅沼享子関係書簡は、2.1. 一般書簡、2.2.第29回(1960年)衆議院議員選挙関係に分類した。

・2.1.一般書簡には、知人からの近況報告のほか、陳情や社会党及び政治情勢に対する意見等が含まれている。

・2.2.第29回（1960年）衆議院議員選挙関係の資料の内容は、選挙活動関係の書簡（出馬応援、カンパ送付等）や当選祝いである。

3.その他



・封筒のみで本文等が存在しない書簡についてはここに収録した。

＊目録作成に当たっては中野紀邦氏が作成した目録を参考にさせていただいたほか、同氏の協力をえることができた。ここに記して感謝いたします。

＊目録の作成に際しては資料の分類・整理を今津敏晃・松田忍・和田華子（いずれも憲政資料室非常勤調査員）が担当し、最終的な目録の
編成を和田華子が行った。
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番号
枝番
号

標題 作成者 宛先 年月日 用紙 型式
数
量

内容 付 備考

2261 愛国の志士書簡 愛国の志士 浅沼稲次郎
昭和（33）年（10）
月（1）日

ペン 1通 浅沼の発言を批判、陳謝を求める
年月日は消印より採った　差出人不明瞭、差出人名義は
「愛国の志士」

4054 1 相沢重明書簡 相沢重明 浅沼稲次郎 昭和33年8月26日 ペン 1通

香港からのエアメール、訪朝使節団の出
発に際し御配慮に感謝、無事香港に着き、
中共側の手続きも済み、明日27日平壌に
向かう　今回の手続きを見て日本に対する
中共の決意の固いこと、そして社会党の重
大な任務を痛感した

4126 59 愛知県議会書簡 愛知県議会 浅沼稲次郎 昭和25年1月14日
活版・
ペン

1通 中央出先機関の地方委譲に関する意見

4059 52 愛知書房渾沌編集部書簡 愛知書房渾沌編集部 浅沼稲次郎 昭和23年2月26日 謄写 1通 原稿依頼

4119 17 青木幸太郎書簡 青木幸太郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年（10）
月（29）日

ペン 1通 国会での浅沼稲次郎の奮闘を乞う 年月日は消印より採った

4048 8 青木茂十郎書簡 青木茂十郎 浅沼（稲次郎）
昭和（22）年6月1
日

墨書 1通 首班内閣成立祝い？「祝　社会党　〓中」 年は消印より採った

4112 3 青木得三書簡 青木得三 浅沼稲次郎 昭和24年6月1日
活版・
墨書・
ペン

1通
中小企業等協同組合法案の成立感謝　な
お信用組合の運営上支障の点を配慮求む

肩書きは、青木得三(社団法人全国市街地信用組合協会
会長)　封筒には石山典武とあり

4091 12 青柳良一書簡 青柳良一 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 漕艇部活動への援助を請う 肩書きは、青柳良一（早稲田大学体育会漕艇部）

4075 2 赤松清一書簡 赤松清一 浅沼稲次郎 昭和33年9月11日 ペン 1通 勤評問題と日教組　国民運動　道徳教育

秋田県連電報 秋田県連 浅沼稲次郎 昭和23年4月8日 タイプ 1通 「ホソノセイムジカンゼヒジツゲンサレタシ」
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」177に綴じこま
れる

4204 1 秋山重五郎書簡 秋山重五郎 浅沼稲次郎 昭和35年10月9日 ペン 1通

浅沼稲次郎が左派陣営に復帰したら日本
社会党の左右の対立が解消した　浅沼稲
次郎委員長の次の使命は、次期衆院選で
の農村票の獲得　総評の言うことばかり聴
いていては天下はとれない

2522 浅岡季雄書簡 浅岡季雄 浅沼稲次郎
昭和（7）年（5）月
26日

ペン 1通

日暮里工場に勤務　一度来訪したく、ア
パートの所在知らせてほしい　大衆党三河
島支部の小松正太郎という人物について
今後お付き合いしてよいかどうかのお尋ね

年月は消印より採った　浅岡は浅岡頼の四男

4047 53 浅岡たか子書簡 浅岡たか子 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 お返事昨日確かにいただきました
4047 45 浅岡信夫他3名書簡 浅岡信夫他3名 浅沼稲次郎 6月2日 ペン 1通 面会依頼

4011 19 浅岡信夫書簡 浅岡信夫 浅沼稲次郎
昭和（22）年（5月
22日

活字・
ペン

1通 参議院議員に当選挨拶
肩書きは、浅岡信夫（参議院議員）　年月日は消印より
採った

4117 14 浅岡信夫書簡 浅岡信夫 浅沼稲次郎
昭和（24）年8月30
日

ペン 1通 浅沼書簡への返礼 年は消印より採った

4141 17 浅岡祐三郎書簡 浅岡祐三郎 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 「浅岡精機製作所営業品目」 宛名は「浅沼先生」

2672 浅沼稲次郎・武尾感覚書簡 浅沼稲次郎・武尾感覚 加藤文次 年月日不明 活版 1通 岡村良治推薦文
年月日不明　　加藤文次宛に浅沼と武尾が送付したが、
転居先不明で浅沼のもとに戻ってきたものと思われる
旧蔵者整理では昭和17年4月のものと一括

4043 43 浅沼稲次郎書簡 浅沼稲次郎 浅沼稲次郎 昭和22年11月4日 謄写 1通 電話新設のお知らせ 浅沼の肩書きは「日本社会党東京連合会執行委員長」

4042 23 浅沼稲次郎書簡 浅沼稲次郎 浅沼稲次郎 昭和22年12月4日 謄写 1通 「常任執行委員会通知」 浅沼の肩書は「日本社会党東京連合会執行委員長」

4042 38b 浅沼稲次郎書簡 浅沼稲次郎 浅沼稲次郎
昭和22年12月30
日

謄写 １通 「拡大執行委員会通知」 浅沼の肩書は「日本社会党東京連合会会長」

4043 7 浅沼稲次郎書簡 浅沼稲次郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（24）日

謄写 1通
衆議院食糧対策議員連盟理事会開催の
案内

浅沼の肩書は「委員長」　年月日は消印より採った

4042 38a 浅沼稲次郎書簡 浅沼稲次郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（30）日

謄写 1通 「常任執行委員会開催通知」
浅沼の肩書は「日本社会党東京連合会会長」　年月日は
消印より採った

4150 10 浅沼稲次郎書簡 浅沼稲次郎 岩崎正三郎
昭和（25）年（6）月
（4）日

活版・
ペン

1通
日本社会党公認全国区参議院議員候補
江木武彦

年月日は消印より採った

1.浅沼稲次郎関係書簡

1.1.1..一般書簡（日本人）

1.1..一般書簡
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番号
枝番
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数
量

内容 付 備考

2584 浅沼稲次郎書簡 浅沼稲次郎 不明
昭和11年11月23
日

活版 1通 荒川区改選に当り、小松鉦太郎推薦状 　

4028 16 浅沼稲次郎書簡 浅沼稲次郎 浅沼稲次郎 昭和22年8月27日
謄写・
ペン

1通
食料供出懇請員報告兼懇談会開催の通
知

肩書きは、浅沼稲次郎（日本社会党東京都連合会執行
委員長）

浅沼稲次郎書簡 浅沼稲次郎 浅沼稲次郎 昭和22年10月8日 謄写 1通 水害対策懇談会開催通知
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」170に綴じこま
れる　浅沼の肩書きは日本社会党東京都連合会執行委
員長

2449 浅沼稲次郎書簡 浅沼稲次郎
第一合同関東
消費組合

年月日不明
ペン・
謄写

1通
「東京第一合同消費組合不平の調査表」
（アンケート）への返信

2583 浅沼稲次郎書簡 浅沼稲次郎 関俊雄
昭和（11）年（11）
月（25）日

謄写 1通 石田忠治推薦状 年月日は消印より採った

2582 浅沼稲次郎・武尾感覚書簡 浅沼稲次郎・武尾感覚 武田麻二 昭和（戦前） 活版 1通 岡村良治推薦状 年代は内容から推定

2581 浅沼稲次郎・野宮英一書簡 浅沼稲次郎・野宮英一 国井新助
昭和11年11月
（24）日

活版 1通 石岡七之助推薦状 日は消印より採った

2585 浅沼稲次郎・横山蔵二書簡 浅沼稲次郎・よこやまくらじ 桜井十郎
昭和11年11月26
日

活版 1通 城東区会議員選挙に当り岡村良治君推薦 　

2830 浅沼七松書簡 浅沼七松 浅沼稲次郎 昭和 ペン 1通
鮫兵〔浜〕国民学校の教員の給料問題に
ついて至急解決決議文を文相に手渡す事
になり、浅沼にその役を依頼

4062 16 浅沼七松書簡 浅沼七松 浅沼稲次郎
昭和（23）年（3）月
（13）日

ペン 1通
今回は貴殿も参加と心待ちにしていたが
御遠慮されたとのこと残念

年月日は消印より採った

4092 14 〔浅沼俊助名刺〕 浅沼俊助 年月日不明
活版・
ペン

1枚
人物紹介　（紹介状がわりに書いたもの
か？）

4081 2 浅沼信一郎書簡 浅沼信一郎 浅沼稲次郎 10月4日 ペン 1通

「私くしも益々元気…次々の作戦に多忙…
応召以来一回の病気もせず、務め得られ
ることを幸ひに思って居ります　今後益々
聖戦の目的を達する覚悟」

肩書きは、浅沼信一郎（広東海軍根拠地隊水上警備科）
「軍事郵便」の印あり　4081-1～11までは「戦前不明10
通」とペン書きされた茶封筒に入っていた

4153 4 浅沼多久也書簡 浅沼多久也 浅沼稲次郎
昭和（25）年11月6
日

ペン 1通 18，19日頃訪問予定 年は消印より採った

4131 20 浅沼多久也書簡 浅沼多久也 浅沼稲次郎
昭和（28）年6月25
日

ペン 1通 近況報告 年は消印より採った

2680 浅沼虎雄書簡 浅沼虎雄 浅沼稲次郎 昭和17年4月15日 活版 1通 架電通知 　
4059 9 浅沼道之助書簡 浅沼道之助 浅沼稲次郎 昭和23年2月2日 謄写 1通 神着小学校同窓会拡張、整備について
4102 20 浅沼実書簡 浅沼実 浅沼稲次郎 昭和24年2月14日 ペン 1通 〔チェーンメイル〕

4144 30 浅沼康成書簡 浅沼康成 浅沼稲次郎 昭和25年4月26日 ペン 1通
板橋支部主催の帰朝演説会並びに親迎
会の際は、自宅に立ち寄ってほしい

封筒には、浅沼堅司（百貨店浅沼ストア）とあり

4221 浅沼友一・浅沼芳子書簡 浅沼友一・浅沼芳子 浅沼稲次郎 昭和(11)年(4)月 ペン 1通 満州の暮らしについて近況報告 年月は消印より採った

2304 浅沼祐吉書簡 浅沼祐吉 浅沼稲次郎
昭和（35）年（9）月
（29）日

ペン 1通 小生娘の結婚式への出席依頼 年月日は消印より採った

4093 15 浅野兼蔵書簡 浅野兼蔵 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（12）日

ペン 1通
現在製飴業を営む　「今月中旬」「農林省
及び商工省に陳情のため上京」

年月日は消印より採った

4060 20 浅野善蔵書簡 浅野善蔵 浅沼稲次郎
昭和（23）年（4）月
（8）日

ペン 1通 上京の際にはお世話になりました 年月日は消印より採った

4092 16
朝日新聞大阪本社調査部書
簡

朝日新聞大阪本社調査部 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
ペン

1通
「朝野人士の人事カード作成保存」への協
力依頼

4166 23
朝日新聞東京本社読者応答
室書簡

朝日新聞東京本社読者応答
室

鈴木茂三郎・
浅沼稲次郎

3月23日 ペン 1通 浅沼宛の読者書簡を浅沼に転送
鈴木茂三郎・浅沼
稲次郎宛田宮とし
書簡

鈴木から転送されてきたものか

4011 28 浅間雪子書簡 浅間雪子 浅沼稲次郎
昭和（22）年5月26
日

ペン 1通
（浅沼稲次郎の）生年月日と本籍の番地を
尋ねる内容

年は消印より採った

4120 3 朝山豊三書簡 朝山豊三 浅沼稲次郎
昭和(24)年(12)月
(2)日

墨書 1通 転居通知
肩書きは、朝山豊三(弁護士・法学士)　年月日は消印よ
り採った

2605 足鹿内書簡 足鹿内 浅沼稲次郎
昭和（14）年6月21
日

ペン 1通 選挙応援御礼 年は消印より採った

3592 芦田均書簡 芦田均 浅沼稲次郎
昭和21年12月15
日

活版・
ペン

1枚 憲法普及会評議員委嘱願い
芦田の肩書きは憲法普及会会長　浅沼の肩書きは衆議
院議員
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4132 5 東泉書簡 東泉 浅沼稲次郎 昭和26年8月14日 ペン 1通

過日の九州ブロック会議並びに夏季党員
講習会での浅沼の話は意義深い　来る青
年部全国大会に出席するので宜しく指導
を願う

肩書きは、東泉(日本社会党八女支部連合会書記長)

4062 10 東喜代駒（武井喜代治）書簡 東喜代駒（武井喜代治） 浅沼稲次郎 昭和23年3月9日 活版 1通 長女の結婚について挨拶

2659 東舜英書簡 東舜英 浅沼稲次郎 昭和17年4月
活版・
墨書

1通
来る30日施行の衆議院議員総選挙に小生
第五区より立候補、選挙委員として加勢賜
りたい

月不明

2531 東武書簡 東武 浅沼稲次郎 昭和7年6月21日 活版 1通
日本新聞連盟主催農村救済座談会への
御臨席御快諾御礼　当日の案内

東の肩書きは日本新聞連盟理事長

4091 6 東友市書簡 東友市 浅沼稲次郎 年月日不明
西九州石
炭株式会
社罫紙

ペン 1通 炭鉱国営を社会党が取り上げたのは愚作

4021 16 東良三書簡 東良三 昭和15年2月17日 活版 1通 帰朝挨拶
2841 麻生良方書簡 麻生良方 浅沼稲次郎 24日 ペン 1通 不在のお詫び

4006 8
麻生良方・田所輝子・河上丈
太郎書簡

麻生良方・田所輝子・河上丈
太郎

浅沼稲次郎 昭和21年8月15日
謄写・
ペン・

1通
麻生久七回忌及び田所輝明の十三回忌
の案内

肩書きは、麻生良方（麻生久嗣子）、田所輝子（田所輝明
嗣子）、河上丈太郎（友人総代）

4069 10 当文弘書簡 当文弘 浅沼稲次郎
昭和（33）年6月16
日

ペン 1通

終戦以来憲法改正反対の立場より社会党
の味方であり続けてきた　「良識ある一般
国民がどんなに共産党や赤い旗そして彼
等のやり方をきらっているのか」を考えて
いただき、社会党が国民にきらわれない為
にも、どなり、さけぶような演説をやめるよ
う鈴木委員長に伝えて欲しい　「社会党に
大人になって欲しい」

年は消印より採った

4039 3 足立梅市書簡 足立梅市 浅沼稲次郎 昭和（22）年9月
全国椎茸
組合連合
会

ペン 1通
党宣伝部長土井直作氏の後任として佐藤
観次郎氏をもってくるという噂を聞いたが、
最適任である

年は消印より採った

4007 6 足立一男書簡 足立一男 浅沼稲次郎 昭和21年9月10日 ペン 1通 病気見舞い

4059 13 足達一男書簡 足達一男 浅沼稲次郎
昭和(23)年(2)月
(6)日

ペン 1通 長男の葬儀のお知らせ 年月日は消印より採った

4102 11 足達一男書簡 足達一男 浅沼稲次郎
昭和（24）年（2）月
（20）日

活版・
ペン

1通
社会党も愈々本然の姿に立かえる　民主
主義の確立、国民生活の安定、民族独立
のため微力いたしたい

肩書きは、足達一男(協同機械工具商会)　年月日は消印
より採った

4104 4 足達一男書簡 足達一男 浅沼稲次郎
昭和（24）年（3）月
（3）日

活版・
ペン

1通
大阪での連合大会出席の由悦びにたえず
大阪に行く際は従兄弟に面会するように伝
えておく

年月日は消印より採った

4080 1 篤間桂子書簡 篤間桂子 浅沼稲次郎
昭和(33)年(12)月
(20)日

ペン 1通 灘尾文相に対する批判 年月日は消印より採った

4082 4 篤間桂子書簡 篤間桂子 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月18
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する激励 年は消印より採った

2564 安部磯雄書簡 安部磯雄 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月（16）日

謄写・
ペン

1通 常任執行委員会通知
年月日は消印より採った　　安部は社会大衆党中央執行
委員長

2565 安部磯雄書簡 安部磯雄 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月（24）日

謄写 1通 緊急常任中央執行委員会召集 年月日は消印より採った

4059 43 阿部亀三郎書簡 阿部亀三郎 浅沼稲次郎
昭和(23)年2月22
日

ペン 1通 政局に対する意見 年は消印より採った

2224 阿部季介書簡 阿部季介 浅沼稲次郎
昭和（23）年6月30
日

ペン 1通 近況報告 年は消印より採った

2593 阿部茂夫選挙事務所書簡 阿部茂夫選挙事務所 浅沼稲次郎
昭和（12）年（2）月
（25）日

ペン 1通 応援演説依頼 年月日は消印より採った

2598 阿部茂夫選挙事務所書簡 阿部茂夫選挙事務所 浅沼稲次郎
昭和（12）年（3）月
（2）日

ペン 1通 演説応援依頼 年月日は消印より採った

4104 24 安部民雄書簡 安部民雄 浅沼稲次郎 昭和24年3月20日
活版・
ペン

1通 父安部磯雄死去時の会葬に対する礼状

4147 1 安部登樹書簡 安部登樹 浅沼稲次郎
昭和(25)年5月26
日

ペン 1通
浅沼からの依頼に応じて小泉幸蔵を支援
する

年は消印より採った

4108 3 阿部敏徳書簡 阿部敏徳 浅沼稲次郎 昭和24年5月13日 ペン 1通
行政整理反対　給与のベース2割引き上げ
希望

肩書きは、阿部敏徳(浜松税務署)
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4101 2 阿部要後書簡 阿部要後 浅沼稲次郎
昭和（24）年（2）月
（10）日

墨書 1通
福島米沢間の電化区間の仙台鉄道局へ
の移管反対

肩書きは、阿部要後(山形県最上郡日本社会党支部顧
問)　年月日は消印より採った

4053 6 阿部義宗書簡 阿部義宗 浅沼稲次郎 9月1日 ペン 1通 激励の手紙

4118 19 天田勝正書簡 天田勝正 浅沼稲次郎
昭和（24）年（9）月
（24）日

ペン 1通 転居通知 年月日は消印より採った

4031 3 雨谷義俊書簡 雨谷義俊 浅沼稲次郎 昭和22年8月23日 墨書 1通 参議院補欠選挙惨敗に際しての挨拶

4032 3 天野辰次書簡 天野辰次 浅沼稲次郎 7月22日 ペン 1通

賠償物資撤去作業に深川の業者を中心に
東京都の業者で団体を結成し、作業に参
加致し度く存じ居りますが、商工省に如何
なる手続きを取るべきか詳細に亙り調査致
したい

「天野組」封筒

4152 2 雨田居書簡 雨田居 浅沼稲次郎
昭和（25）年（7）月
（3）日

ペン 1通 井出季和太『講和会議と台湾の帰趨』広告 年月日は消印より採った

4028 6 新井延劭書簡 新井延劭 浅沼稲次郎 昭和22年8月29日 ペン 1通
「労働省も愈発足することゝなった由です
予ねて御依頼申上げました件何卒よろし
く」

4176 4 新井延劭書簡 新井延劭 浅沼稲次郎 4月20日 ペン 1通 新井自身の退職に関する依頼 月日は消印より採った

2702 新井延劭書簡 新井延劭 浅沼稲次郎
昭和（17）年5月31
日

墨書 1通 祈御成攻 年は消印より採った

4062 3 新井延劭書簡 新井延劭 浅沼稲次郎
昭和（23）年3月4
日

ペン 1通 激励の手紙
年は消印より採った　封筒表書にも「23年3／4」と鉛筆で
書き込みあり

2676 荒井誠次書簡 荒井誠次 浅沼稲次郎
昭和（17）年4月8
日

ペン 1通
中村弥三郎先生の件、返信がないが他の
人は入学している　もう一度書状でお願い
してもらえないか

年は消印より採った　旧蔵者整理では昭和17年と推定さ
れていた

4144 33 新井宗太郎書簡 新井宗太郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（28）日

墨書 1通
「田代栄助先生の慰霊祭執行いたし度」、
貴下の同意が欲しい

年月日は消印より採った

4079 7 新井房太郎書簡 新井房太郎 浅沼稲次郎
昭和(33)年11月9
日

ペン 1通
警視庁在職27年、特高の経験もあるが、
警職法改正には反対　浅沼稲次郎に会っ
て意中を述べたい

年は消印より採った

4004 3 荒井光雄書簡 荒井光雄 浅沼稲次郎 6月1日 ペン 1通
退職につき、郷里千葉県で労働運動に従
事したい

肩書きは、荒井光雄（釜之澤従業員労働組合）

4026 45 新井光吉書簡 新井光吉 浅沼稲次郎 昭和22年8月11日 ペン 1通 「陣中の慰労謝し」「暑中御見舞」

4035 3 荒川甚吉書簡 荒川甚吉 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月14
日

謄写 1通
衆議院議員立候補に際して資格審査の対
象となったが、今回総理大臣名にて該当
せずという通知に接した

年は消印より採った

4014 15 有馬秀雄書簡 有馬秀雄 浅沼稲次郎
昭和（23）年（2）月
（23）日

墨書 1通
首相への芦田均指名に対して憤る内容
片山哲を選ぶべきであったという内容

「昨日国会に於ける首相選定」「芦田」、及び、消印から年
月日推定

4059 1 有馬秀雄書簡 有馬秀雄 浅沼稲次郎 昭和23年2月 活版 1通 近況報告

2808 安藤太三郎書簡 安藤太三郎 浅沼稲次郎 昭和19年3月13日
謄写・
ペン

1通
来る3月23日初等部、中等部卒業証書授
与式挙行につき、御来臨賜り度

　安藤の肩書きは東京都立聾学校長

4039 18 安藤正純書簡 安藤正純 浅沼稲次郎 昭和22年9月3日 墨書 1通 励ましの葉書 年月日は消印より採った

4003 2 安念育男書簡 安念育男 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通
赤松氏との面談の件報告、叔母親子の件
のお礼

4139 10 安野政次郎・安野きの書簡 安野政次郎・安野きの 浅沼稲次郎
昭和（25）年（5）月
（8）日

ペン 1通 夫死去の報 年月日は消印より採った

2673 井伊誠一書簡 井伊誠一 浅沼稲次郎
昭和（17）年4月5
日

墨書 1通 新潟県の立候補状況報告 年は消印より採った

4065 2 飯田弘太郎書簡 飯田弘太郎 浅沼稲次郎 昭和33年3月25日 ペン 1通
「ほんの少しの間政権を得た丈で…米国
の共和党の同様心細いでせうが…無言の
味方を信じて尚前進して下さい」

2586 飯田五平書簡 飯田五平 浅沼稲次郎 昭和11年11月7日 活版 1通 立候補宣言 　飯田の肩書きは社会大衆党公認荏原区会議員候補者

2568 飯田五平書簡 飯田五平 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月（29）日

ペン 1通 最高当選御礼 年月日は消印より採った

4006 15 飯田五平書簡 飯田五平 浅沼稲次郎
昭和（21）年（8）月
（26）日

墨書 1通 病気見舞い状 年月日は消印より採った
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4043 51 飯塚栄喜書簡 飯塚栄喜 浅沼稲次郎
昭和（22）年11月5
日

ペン 1通
「台閣に列せし暁は農林行政は一般の努
力を希望してやみません」

年は消印より採った

4010 13 飯塚秀治書簡 飯塚秀治 浅沼稲次郎
昭和（21）年（12）
月（16）日

ペン 1通 田所八重子の住所を尋ねる内容 年月日付は消印より採った

4026 12 飯塚ヨシオ書簡 飯塚ヨシオ 〔社会党〕
昭和（22）年（8）月
（21）日

タイプ 1通
国管即時』実施せよ　経営と企業の分離生
産協議会を決議機関にせよ

年月日は消印より採った

4028 13 五十嵐〔直作〕書簡 五十嵐〔直作〕 浅沼稲次郎 昭和22年8月27日 ペン 1通
「転出」人事に関する浅沼の口ぞえを依頼
する内容

4039 29 五十嵐久一書簡 五十嵐久一 浅沼稲次郎 昭和24年9月6日 ペン 1通 全逓留萌郵便局支部による要望書

4076 5 五十嵐二男書簡 五十嵐二男 浅沼稲次郎
昭和（33）年10月
22日

ペン 1通

「私は社会党支持でもなく、自民党支持で
もありません　併し、どちらかと言へば社会
党支持者ですが、ここ数ヶ月来の貴党の
動静を新聞、テレビ等を聴視して非常に疑
問」

年は消印より採った

4011 23 井口義一書簡 井口義一 浅沼稲次郎 昭和22年5月26日 墨書 1通 来月十日頃上京　〓〓〓

4032 8 井口義一書簡 井口義一 浅沼稲次郎 昭和22年7月25日
墨書・
ペン

1通 政策批判 年は消印より採った

井口義一書簡 井口義一 浅沼稲次郎 昭和（20）年 ペン 2枚 15日大阪支部にて入党届け提出ほか
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」158-1に挟み込
まれる

2576 池田元吉書簡 池田元吉 浅沼稲次郎
昭和（11）年11月
15日

ペン 1通
馬場春太郎立候補宣言発行に当り、推薦
文掲載について問い合わせ

年は消印より採った

4031 6 池田新平・吉田和夫書簡 池田新平・吉田和夫 浅沼稲次郎 昭和22年8月21日
謄写・
墨書

1通 青年部費納入に関する件（重要）
肩書きは、池田新平（東連青年部財務）、吉田和夫（東連
青年部書記）

4047 52 池田禎治書簡 池田禎治 浅沼稲次郎 昭和22年6月 活版 1通 片山内閣秘書官就任の挨拶

4015 6 池田豊耕書簡 池田豊耕
田原春次・浅
沼稲次郎・水
谷長三郎

昭和22年3月28日 ペン 1通
ワシントンから届いた"World Report"の内
容について、経済再建問題に対する意見

封筒裏に俳句の草稿らしき書き込みあり

4016 4 池田豊耕書簡 池田豊耕
田原春次・浅
沼稲次郎・水
谷長三郎

昭和22年4月1日 ペン 1通
政局に関する意見　選挙法改定について、
現在の社会情勢及び政治関係から見て、
社会党の地位が一番有利等

4011 24 池田豊耕書簡 池田豊耕
常任中央執行
委員会

昭和22年5月27日 ペン 1通
政局に関する意見
政局批判

4011 29 池田豊耕書簡 池田豊耕 浅沼稲次郎
昭和（22）年（5）月
（28）日

ペン 1通 政局批判 年月日は消印より採った

4059 21 池田豊耕書簡 池田豊耕 浅沼稲次郎
昭和（23）年（2）月
（10）日

ペン 1通 政局に関する意見 年月日は消印より採った　San Mateoからのエアメール

4057 5 池田豊耕書簡 池田豊耕
社会党常任中
央執行委員会

昭和（23）年3月24
日

ペン 1通 政策に対する意見、批判 三セント切手3枚
年は消印より採った　カルフォルニア州San Maleoからの
エアメール

4104 22 池田豊耕書簡 池田豊耕
社会党常任中
央執行委員会

昭和（24）年3月20
日

ペン 1通
在米三十年の生活に終止符を打ち帰国の
途につく　帰国の目的は国際問題研究所
の設立と社会党の再建協力

年は消印より採った

4088 2 池谷宇右衛門書簡 池谷宇右衛門 浅沼稲次郎
昭和27年11月22
日

活版・
墨書

1通
村長当選の挨拶　「過日は御来村種々御
懇請賜はり難有」

4088 5 池土幸雄書簡 池土幸雄 浅沼稲次郎
昭和（23）年（5）月
（23）日

ペン 1通 地方教育委員法に関する意見 年月日は消印より採った

4180 1 伊古田正書簡 伊古田正 浅沼稲次郎 2月22日 ペン 1通
陳情書　労働組合の賃金闘争への応援要
請

愛育病院経営陣
容

肩書きは、伊古田正(愛育病院労働組合委員長)

4119 2 石井きみ書簡 石井きみ 浅沼稲次郎 昭和（24）年（6）月 ペン 1通 民自党の鉄道業首切り政策反対 年月日は消印より採った

4069 9 石井忠五郎書簡 石井忠五郎 浅沼稲次郎 昭和33年6月16日 ペン 1通
埼玉四区板川正吾先生が最高点で初当
選　浅沼稲次郎の力強い応援演説感謝

2438 石勝石材店書簡 石勝石材店 浅沼稲次郎 昭和16年12月5日
石勝多摩
出張所用
箋

墨書 1通 別紙草野家図面、見積書送付
〔見積書〕・多磨霊
園草野家御墓所
設計図
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2690 石上市太郎・石上ゆり書簡 石上市太郎・石上ゆり 浅沼稲次郎
昭和（17）年（5）月
（2）日

ペン 1通 病気見舞い 年月日は消印より採った

4082 7 石川明彦書簡 石川明彦 浅沼稲次郎 昭和33年5月19日 ペン 1通
大阪第一区の選挙近況　野原氏優勢　大
矢氏、田万氏が票を食い合う

肩書きは、石川明彦（日本社会党生野支部）

2588 石川清書簡 石川清 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月（18）日

ペン 1通
区会議員選挙にあたり、右の人々を推薦
いたしたし　連名にご賛成願い上げ候　諾
否御回答願い上げ候

年月日は消印より採った

4047 11 石川金七郎書簡 石川金七郎 浅沼稲次郎 昭和22年6月23日 ペン 1通 東京で働かせてほしい

4002 18 石川誠一書簡 石川誠一 浅沼稲次郎
昭和（21）年5月10
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する面談申し込み

肩書きは、石川誠一（深川区教員組合副執行委員明治
国民学校内八名川国民学校教頭）　年は内容からとった
（八名川国民学校が明治国民学校内で運営されていた
のは昭和２１年）

4054 7 石川千蔵書簡 石川千蔵 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 面会依頼
4113 3 石黒サキ書簡 石黒サキ 浅沼稲次郎 昭和24年 ペン 1通 行政整理問題の解決希望 年は消印より採った

4122 1 石黒良作書簡 石黒良作 浅沼稲次郎
昭和（24）年12月1
日

ペン 1通 社会党の現況に関する感想　渡米見舞 年は消印より採った

4031 2 石津文雄書簡 石津文雄 浅沼稲次郎 昭和22年8月22日 謄写 1通
財団法人教化愛育協会設立に関しては高
配感謝　創立総会への出席を乞う

肩書きは、石津文雄（財団法人教化愛育協会準備委員
会代表者）

2482 石田宥全書簡 石田宥全
田所輝明・角
田藤三郎

昭和（　）年9月10
日

ペン 1通

お約束のパンフレット「転換期に於ける農
民運動を如何に展開するか」というタイトル
で大体書上げた　送り先、原稿料などにつ
いて至急返事を願う

4047 54 石塚幸治郎書簡 石塚幸治郎 浅沼稲次郎 昭和22年6月1日 活版 1通 品川区会当選の挨拶

4027 41 石津忠書簡 石津忠 浅沼稲次郎 昭和22年8月15日
活版・
ペン

1通
科学的増産運動への協力を乞う　「科学的
増産技術　栄養週期栽培法大講習会」開
催の知らせ

肩書きは、石津忠（全国食糧増産同志会理事長）

2663 イシハラ電報 イシハラ 浅沼稲次郎
昭和（17）年（4）月
（7）日

活版 1通 バンナンヲハイシテタテ 年月日は消印より採った

4093 36 石原勘有三書簡 石原勘有三 浅沼稲次郎
昭和（24）年1月25
日

墨書 1通 祝賀
「茨城県多賀郡高萩町、大東炭礦」封筒　年は消印より
採った

4019 8 石原歎蔵書簡 石原歎蔵 浅沼稲次郎 年月日不明 鉛筆 1通 手紙の返信、愛媛支部の状況等

4047 4 石山静雄書簡 石山静雄 浅沼稲次郎 昭和22年6月25日 ペン 1通 食糧配給に対する小生の案を送付
「食糧配給に対す
る試案」中央区議
会議員石山静雄

2421 石山光郎書簡 石山光郎 浅沼稲次郎
昭和（16）年10月
25日

石山専用
用箋

ペン 1通
先生と面会の後、八丈島に帰り、父に面会
の旨を話したところ、喜んでいた　政局に
関する意見

年は消印より採った

4053 3 居城武夫書簡 居城武夫 浅沼稲次郎
昭和（23）年（9）月
（21）日

ペン 1通

国鉄の従業員待遇問題について意見、
我々を支持し理解をもってくれる政党を国
会に送るべく努力したい、皆様の御意を賜
りたい

年月日は消印より採った

4081 10 泉水書簡 泉水 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1枚 「必勝　浅沼　泉水」
4081-1～11までは「戦前不明10通」とペン書きされた茶封
筒に入っていた

4033 4 泉芳忠書簡 泉芳忠 浅沼稲次郎 昭和22年7月15日 ペン 1通
今回の社会党の政策実行は余り野党時代
と異なりガッカリもの

4027 28 泉芳忠書簡 泉芳忠 浅沼稲次郎 昭和22年8月18日 ペン 1通 「拝復　御芳書拝見・・・」　近況報告
4060 12 泉芳忠書簡 泉芳忠 浅沼稲次郎 昭和23年4月15日 ペン 1通 上京の際にはお世話になりました

4059 16 泉芳忠書簡 泉水芳忠 浅沼稲次郎
昭和(23)年(2)月
(7)日

墨書 1通 政局に関する意見 年月日は消印より採った

4007 4 泉芳忠書簡 泉芳忠 浅沼稲次郎 昭和21年9月4日 ペン 1通
当村（滋賀県野洲郡兵主村）青年団常例
総会の際の、議会報告及び講演を依頼す
る内容

4047 24 泉水珋一郎書簡 泉水珋一郎 浅沼稲次郎 昭和22年6月13日 墨書 1通 浅沼に対する激励の手紙

4112 25 伊瀬敏郎書簡 伊瀬敏郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年（6）月
（20）日

ペン 1通

無理な願いについて何卒よろしく　6月
12,13日の青年部全国会議及び16日に井
上良二と面会した際に、「独立青年同盟」
の話を聞く　地方にいると実体が良く分ら
ない　浅沼はどう考えるか

年月日は消印より採った
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4028 20 磯崎真助書簡 磯崎真助 浅沼稲次郎
昭和20年4月～昭
和21年7月25日？

ペン 1通 自治権に関する小委員会通知
肩書きは、磯崎真助（社会党本部会議室議会対策部長）
年代推定情報；通常ハガキの料金が５銭だったのは、昭
和20年4月1日から昭和21年7月25日まで

4131 2 板垣正明・板垣桃子書簡 板垣正明・板垣桃子 浅沼稲次郎 昭和26年7月
活版・
墨書

1通 父板垣守正告別式の案内

2419 一市民書簡 一市民 浅沼稲次郎
昭和（戦前）（6）月
（19）日

ペン 1通
阿部茂夫（市会議員？）批判　大久保東京
市長批判

月日は消印より採った　差出人不明瞭、差出人名義は
「一市民」

4152 7 一社党支持者書簡 一社党支持者 浅沼稲次郎
昭和（25）年7月30
日

ペン 1通

「29日付読売に掲載された社会党の回答
を読み失望」、「社会党は正式講和会議、
全面講和が到底望むべくもない現実を率
直に認めたる上、それに代るものとしての
単独講話にはあくまで反対であり、従って
当然占領行政を即時終結せしめ、少くとも
内政問題には完全なる自主権、国外問題
にも大巾の自由を与へられん事を要求す
る声明を発明すべきである」

差出人不明瞭、差出人欄に「一社党支持者とあり」　年は
消印より採った

4126 22 一手鋒山書簡 一手鋒山 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（6）日

ペン 1通 政情に関する意見
年月日は消印より採った　差出人欄に「いろは会」の印あ
り

4104 2 一都民書簡 一都民 浅沼稲次郎 昭和(24)年3月2日 ペン 1通
長期間同一家屋に住居する借家人に対し
て、借家人の希望により適当な価格で家
屋を借家人に売り渡す法律の制定希望

差出人不明瞭、差出人名義は「一都民」　年は消印より
採った

4014 1 市村今朝蔵書簡 市村今朝蔵 浅沼稲次郎 2月3日 墨書 1通 当選祝い

4002 21 井出書簡 井出 浅沼稲次郎
昭和（21）年（5）月
（24）日

メモ 1通 礼状 年月日は消印より採った

4073 7 伊藤書簡 伊藤 浅沼稲次郎
昭和（33）年（9）月
（4）日

ペン 1通
農業委員会委員の任期を3ヵ年から4ヵ年
に延長希望

年月日は消印より採った

4003 8 伊藤卯四郎書簡 伊藤卯四郎 浅沼稲次郎 6月7日 ペン 1通

組織会議に欠席します　本十日から八幡
にて労働学校を開校、総同盟も社会党の
母体となるよう態度を積極的に推し進めま
す

4028 10 伊藤卯四郎書簡 伊藤卯四郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（28）日

ペン 1通
組閣による委員長並びに委員更迭後の初
の選挙委員会開催通知

肩書きは、伊藤卯四郎（本部選挙委員会委員長）　年月
日は消印より採った

4102 9 伊藤栄一書簡 伊藤栄一 浅沼稲次郎
昭和（24）年（2）月
（19）日

ペン 1通

反動的資本主義、保守陣営が大同団結し
つつあるとき、三党合同が終局の理想　ま
ずは働らく貧しい人民のために社会党を成
長させて欲しい

年月日は消印より採った

4118 8 伊藤英治書簡 伊藤英治 浅沼稲次郎
昭和（24）年（9）月
（8）日

ペン 1通 水害見舞 年月日は消印より採った

4092 3 伊藤正書簡 伊藤正 浅沼稲次郎 昭和(23)年 鉛筆 1通
社会経済運営を社会体験より勉学したい
指導を請う

月日は消印より採った

4093 5 伊藤徳蔵書簡 伊藤徳蔵 浅沼稲次郎 昭和(23)年1月4日 墨書 1通
浅沼稲次郎の「山形遊説の折は御構いも
出来ず御気毒に御座候」

年は消印より採った

4129 11 伊藤誠書簡 伊藤誠 浅沼稲次郎
昭和（26）年（5）月
（22）日

ペン 1通
島根県の農民団体統一の為の党拡大強
化の運動を起こす　オルグを一人欲しいの
で援助を希望

年月日は消印より採った

4055 7 伊藤誠書簡 伊藤誠 浅沼稲次郎
昭和（26）年（7）月
（8）日

ペン 1通
近く支部を請求、「ウンと頑張らないとと
思って居ます」

年月日は消印より採った

4108 4 伊東美代子書簡 伊東美代子 浅沼稲次郎 昭和（24）年（5）月 墨書 1通 地域給引上げ中止絶対反対運動要請 年月は消印より採った

4073 5 伊藤保太郎書簡 伊藤保太郎 浅沼稲次郎
昭和（33）年（9）月
（13）日

ペン 1通
戦時中の強制立退の際に「五ヶ年据置封
鎖預金通帳」にして渡された代金の支払に
ついて依頼

年月日は消印より採った

4073 3 伊藤保太郎書簡 伊藤保太郎 浅沼稲次郎
昭和（33）年（9）月
（22）日

ペン 1通 政府返還金の件？依頼の催促 年月日は消印より採った
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4131 17 伊藤佑一書簡 伊藤佑一 浅沼稲次郎
昭和（26）年7月20
日

ペン 1通 生活の困苦日々増大　最低賃金実現求む 年は消印より採った

4042 17 糸川廣書簡 糸川廣 浅沼稲次郎
昭和（22）年12月8
日

ペン 1通 父糸川進逝去の通知 年は消印より採った

4015 2 糸坂千代書簡 糸坂千代 浅沼稲次郎 3月6日 墨書 1通 聖書一冊贈呈 切手、消印なし

4126 202 稲垣順二書簡 稲垣順二 浅沼稲次郎 昭和25年2月
活版・
ペン

1通 挨拶 肩書きは、稲垣順二(株式会社石川製作所)

4104 1 稲垣武雄書簡 稲垣武雄 浅沼稲次郎
昭和（24）年（3）月
（1）日

ペン 1通 井堀氏によろしく 年月日は消印より採った

4039 45 稲員稔書簡 稲員稔 浅沼稲次郎 昭和22年9月10日
カーボ
ン写

1通

大臣の九州視察日程について（今後大臣
の政務調査又は視察の為九州出張の際
は福岡市において本県議会議員代表と懇
談してほしい）

4035 5 稲見健一書簡 稲見健一 浅沼稲次郎
昭和（21）年（8）月
（10）日

ペン 1通 露天商許可証の件尽力のお願い 年月日は消印より採った

4118 14 稲門艇友会書簡 稲門艇友会 浅沼稲次郎
昭和（24）年（8）月
（28）日

謄写・
ペン

1通 第十八回早慶対校競漕大会の案内 年月日は消印より採った

4223 井上卯吉書簡 井上卯吉 浅沼稲次郎 昭和35年8月28日 ペン 1通 誓約保証書送付 誓約保証書

4063 3 Susumu Inoue夫妻書簡 Susumu Inoue夫妻 浅沼稲次郎
昭和（30）年（12）
月（3）日

活版 1通
グリーティングカード　"The Season's
Greetings and Best Wishes."

年月日は消印より採った

4144 13 井上隆之書簡 井上隆之 浅沼稲次郎
昭和(25)年4月11
日

ペン 1通 事業の近況報告 年は消印より採った

4193 6 井上とき書簡 井上とき 浅沼享子
昭和（33）年（5）月
（21）日

鉛筆・
墨書

1通 ラジオで浅沼稲次郎の声を聞いた 年月日は消印より採った

2411 井上縫三郎書簡 井上縫三郎 浅沼稲次郎 昭和16年11月 活版 1通 転居通知

4093 25 井上尚夫・井下清書簡 井上尚夫・井下清 浅沼稲次郎 昭和23年1月16日
謄写・
墨書

1通 井上安元告別式案内 肩書きは、井上尚夫（嗣子）、井下清（友人総代）

井上良次書簡 井上良次 議事部長 昭和23年5月6日
日本社会
党本部罫
紙

ペン 1通
4月30日に衆議院各派議員が土地改良議
員連盟を結成、各派交渉団体に準ずる取
扱方を依頼

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」436に綴じこま
れる　井上の肩書きは土地改良議員連盟代表者

4178 5 井上良二書簡 井上良二
浅沼稲次郎・
松井政吉

昭和（26）年（1）月
（15）日

ペン 1通
〔絵葉書〕（AIRVIEW OF SAN FRANCISCO,
CAL)

年月日は消印より採った

4112 24
猪俣浩三・岡謙四郎・伊藤仁
書簡

猪俣浩三・岡謙四郎・伊藤仁 浅沼稲次郎
昭和24年6月（20）
日

活版・
ペン

1通 猪俣法律税務事務所転居案内
肩書きは、猪俣浩二（弁護士・衆議院議員）、岡謙四郎
（計理士・経済学士）・伊藤仁（法学士）　日付は消印より
採った

4057 3 猪俣浩之書簡 猪俣浩之 浅沼稲次郎 5月24日 ペン 1通 建議書、とくに「代議士会規則」について 年は添付されていた付箋よりとった

4054 6 伊原吉助書簡 伊原吉助 浅沼稲次郎
昭和(22）年8月25
日

鉛筆・
墨書

1通 社会党の政策に対する意見 年は消印より採った

4107 21 伊原吉太郎書簡 伊原吉太郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月は消印より採った

4017 10 今崎良男書簡 今崎良男
東京都衆議院
議員一同

年月日不明 ペン 1通

「祖国を離れ戦地にある事七・八年今又し
に勝さる虜囚の恥辱と困苦の生活二ヵ年、
加ふるに現地英軍の内還約束の累次に渡
る欺瞞」「我々の内還に関し一層の御尽力
御高配を」

肩書きは、今崎良男（新嘉坡綾部部隊沖本部隊（テン
ガー作業隊）岩村隊陸軍少尉）

今津菊松書簡 今津菊松 浅沼稲次郎
昭和（23）年（　）月
23日

ペン 1通
松沢氏の件感謝、片山委員長の遊説につ
き、兵庫県に日程をご一報下さい

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」177に綴じこま
れる　年は前後の資料から推定　今津の肩書きは日本社
会党兵庫県支部連合会

4043 30 今村久則書簡 今村久則 浅沼稲次郎
昭和22年11月13
日

カーボ
ン写

1通 長崎訪問の御礼　農相問題について意見

4131 23 今村泰子書簡 今村泰子 浅沼稲次郎
昭和（26）年（6）月
（29）日

ペン 1通 雑誌送付感謝 年月日は消印より採った

4112 10 入江俊郎書簡 入江俊郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年6月7
日

ペン 1通
吉田茂兼担外相の地位に関する質問への
回答

年は消印より採った

4047 32 岩倉具栄書簡 岩倉具栄 浅沼稲次郎 年月日不明 活版 1通 宮東孝行二女靖子の葬儀執行通知 岩倉の肩書は葬儀委員長
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4039 12 岩崎覚書簡 岩崎覚 浅沼稲次郎 昭和22年9月1日 活版 1通 岩崎工務所の組織変更のお知らせ

4108 7 岩下とめ書簡 岩下とめ 浅沼稲次郎
昭和（24）年（5）月
（9）日

ペン 1通 行政整理反対 年月日は消印より採った

4149 1 岩下とめ書簡 岩下とめ 浅沼稲次郎 昭和(25)年6月2日 ペン 1通
事件や心中は本人の責任だけだろうか
国会に於ける池田暴言は冷酷無情

年は消印より採った

4062 30 岩田覚秋書簡 岩田覚秋 浅沼稲次郎
昭和（23）年（3）月
（21）日

ペン 1通 社会党の今後について意見 年月は消印より採った

4005 2 岩田治一書簡 岩田治一 浅沼稲次郎
昭和（21）年（7）月
（20）日

ペン 1通 勤労所得税の免税点引上げ 年月日は消印より採った

4016 1 岩田友一書簡 岩田友一 浅沼稲次郎 昭和23年4月1日 ペン 1通
「カニ江氏に会ひましたが係の人も自分も
（カニ江氏）来る十四日迄都合が付かぬ」
「カニ江氏にお会ひでしたら宜敷く」

4127 4 岩橋一夫書簡 岩橋一夫 浅沼稲次郎
昭和（26）年（4）月
（24）日

ペン 1通
今回の電力再編成に伴う公益事業委員会
の決定は余りにも配電尊重の感

年月日は消印より採った

4060 10 岩部成城書簡 岩部成城 浅沼稲次郎
昭和（23）年4月17
日

ペン 1通 活動報告？ 年は消印より採った

4062 26 岩本煒知郎書簡 岩本煒知郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年3月19
日

墨書 1通 面会依頼 年は消印より採った

4118 2 上氏田六祐書簡 上氏田六祐
浅沼稲次郎・
浅沼暁子

昭和（24）年9月1
日

ペン 1通 暴風雨後の挨拶ほか 年は消印より採った

4079 4 上田憲照書簡 上田憲照 浅沼稲次郎
昭和(33)年11月9
日

墨書 1通
岸、大野各氏に、国会解散を求めることが
挙国の大声であるとしてきめつけていただ
きたい

年は消印より採った

4105 3 上田康照書簡 上田康照 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
ペン

1通 当選祝い　「調和主義宣言」
世界大動乱防波
堤建設空前の大
福運のおしらせ

肩書きは、上田康照（財団法人国際調和クラブ会長）　本
名上田広吉

4008 9 上田康照書簡 上田康照 浅沼稲次郎
昭和（21）年（10）
月（5）日

謄写・
ペン

1通 美術報告方針に対する意見重ねて要求
肩書きは、上田康照（財団法人国際調査クラブ）　年は消
印より採った

2801 上野信書簡 上野信 浅沼稲次郎 昭和19年4月22日 ペン 1通 書留の転送を依頼 　
4059 31 上野信書簡 上野信 浅沼稲次郎 昭和23年2月16日 墨書 1通 政局に対する意見 年は消印より採った

4059 45 上野信書簡 上野信 浅沼稲次郎 昭和23年2月22日 墨書 1通 政局に対する意見

4060 24 上野信書簡 上野信 浅沼稲次郎 昭和23年4月4日 墨書 1通 近況報告、社会党について意見

4032 20 上原六郎書簡 上原六郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（7）月
（10）日

ペン 1通 札幌市長に赴任したことの報告 年月日は消印より採った

4026 26 上平正治・横瀬精一書簡 上平正治・横瀬精一 浅沼稲次郎 昭和22年8月4日
活版・
ペン

1通
東京都民生委員連合会常務委員長並び
評議員会開催について

肩書きは、上平正治（東京都民生局長）、横瀬精一（東京
都民生委員連合会長）

4055 5 上蕨寿太郎書簡 上蕨寿太郎 浅沼稲次郎 昭和23年7月7日 謄写 1通 生活協同組合設立のお知らせ

4027 32 魚住芳平・山田武書簡 魚住芳平・山田武 浅沼稲次郎 昭和22年8月
活版・
ペン

1通
江東区誕生以来、区政に対する格別なる
御援助感謝

肩書きは、魚住芳平（江東区会議長）、山田武（江東区副
議長）　日付は消印より採った

4134 4 鵜飼金一書簡 鵜飼金一 浅沼稲次郎
昭和（26）年（9）月
（14）日

ペン 1通
「過日わ御多忙の処わざわざ御来臨を賜り
まして有難く」

年月日は消印より採った

4027 31 臼田恵格書簡 臼田恵格 浅沼稲次郎 昭和22年8月19日 墨書 1通 社会党政府片山内閣の誕生への喜び

2608 内ヶ崎作三郎書簡 内ヶ崎作三郎 浅沼稲次郎
昭和（14）年11月1
日

墨書 1通
欧州第二次大戦乱の渦中より無事御帰朝
を御祝ひ申候

年は消印より採った

4196 打越顕太郎書簡 打越顕太郎 浅沼稲次郎 昭和35年10月4日
活版・
ペン

1通
『月刊社会党』『社会新聞』「自由化問題に
ついて貴党の政策、方針書か解説書」寄
贈の依頼

協経研資料依頼第1039号　打越顕太郎（協同組合経営
研究所所長）

4031 1 内田繁隆書簡 内田繁隆 浅沼稲次郎 昭和22年8月22日

早稲田大
学封筒早
稲田大学
出版部罫
紙

ペン 1通

日本社会党入党希望　今のところ政治家
になろうという意志はないが、専攻の立場
から日本社会主義の政治学的理論づけ
や、実践政策の研究に寄与したい　入党
の上は党の政務調査員の一委員にでも加
えて欲しい

内田繁隆名刺

4193 2 内田道治書簡 内田道治 浅沼稲次郎 昭和35年4月1日 活版 1通

東京ニューヨーク都市提携式典参列を機
会に、ローマオリンピック大会施設、地方
議会制度、および大都市行政制度等の調
査ならびに経済文化交流のため欧米各都
市を歴訪することになり4月7日羽田を出発
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4039 43 内田幽香書簡 内田幽香 浅沼稲次郎
昭和（22）年（9）月
（9）日

ペン 1通 選挙出陣の激励ヵ 年月日は消印より採った

4159 83
内村鑑三派民族独立救世神
道聖徳連盟書簡

内村鑑三派民族独立救世神
道聖徳連盟

浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（15）日

活版・
ペン

1通 「ユダヤ民族」に対する批判 年月日は消印より採った

4032 11 内村節雄書簡 内村節雄 浅沼稲次郎 昭和22年7月20日
日向紙業
有限会社
用箋

ペン
（カーボ
ン写）

1通

近況報告、マラリヤに罹患したが、回復し
た　先日の青年部大会に出席した山口君
及帰郷中の石上代議士への伝言に対する
御礼

4059 49 宇都宮一書簡 宇都宮一 浅沼稲次郎 昭和23年2月25日 ペン 1通 近況報告、励ましの手紙 年は消印より採った

4002 5 宇野助書簡 宇野助 浅沼稲次郎
昭和（21）年（5）月
（7）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の講演を乞う 年月日は消印より採った

2210 海野三朗書簡 海野三朗 浅沼稲次郎 昭和（21）年7月9
日

ペン 1通 病気見舞い 年は消印より採った

4102 10 海野三朗書簡 海野三朗 浅沼稲次郎
昭和(24)年2月20
日

ペン 1通 社会党山形県連に分裂の兆しあり 年は消印より採った

4047 37 梅沢琴恭書簡 梅沢琴恭 浅沼稲次郎
昭和（22）年6月4
日

墨書 1通
戦災少年保護施設を計画しているが、進
歩せず　行政の保護関係者への口添を依
頼

年は消印より採った

4116 26 梅田薫書簡 梅田薫 浅沼稲次郎
昭和（24）年（8）月
（28）日

墨書 1通 賛助承認に対する礼状
肩書きは、梅田薫(東京正生院)　年月日は消印より採っ
た

2797 浦谷静江書簡 浦谷静江 浅沼稲次郎
昭和（19）年1月1
日

ペン 1通 近況報告 年は消印より採った

4042 1 易断所書簡 易断所 浅沼稲次郎 昭和22年12月1日 ペン 1通
片山内閣について占った結果を報告する
手紙

4019 4 江崎書簡 江崎 田中代議士 年月日不明
江崎組用
箋

ペン 1通

兄について相談、「労働運動に苦労してき
た兄と思へばやはり情にとらはれて仕方あ
りません」「兄は筑後一円の各支部長やそ
の他有志と一日毎に話し合ひに行って小
生とゆっくり話し合い出来ずに居ます」

4043 45 柄澤利清書簡 柄澤利清 浅沼稲次郎
昭和（22）年11月3
日

ペン 1通 「後任農相はぜひ貴下の御出馬願ひ度く」 年は消印より採った

4043 38 江澤萬之助書簡 江澤萬之助 浅沼稲次郎 11月7日 ペン 1通
激励の手紙、「最近の新聞紙上御推選の
重大なる使命を是非負って此の機会大い
に御奮闘下さい　」

4050 3 江藤振書簡 江藤振 浅沼稲次郎
昭和23年11月15
日

活版 1通 江藤迫合同葬儀施行通知 江藤振の肩書は「喪主」

4027 17 海老根均書簡 海老根均 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（16）日

ペン 1通 肥料公団支所長人事をめぐる助力依頼
年代推定情報①葉書の郵便料金50銭なのは、昭和22年
4月1日から23年7月10日　②消印

4144 31 海老根均書簡 海老根均 浅沼稲次郎
昭和(25)年4月27
日

ペン 1通
山武支部大会を開催するので、来会して
欲しい

年は消印より採った

4144 5
愛媛県温泉郡P.T.A.連合会書
簡

愛媛県温泉郡P.T.A.連合会 浅沼稲次郎 昭和25年4月11日
活版・
墨書

1通
標準義務教育費の確保に関する法律の制
定実現方要望に関する陳情

4109 3 江間正書簡 江間正 浅沼稲次郎
昭和（24）年（5）月
（14）日

ペン 1通 人員整理反対 年月日は消印より採った

4055 3 遠藤和春書簡 遠藤和春 浅沼稲次郎 昭和23年7月10日 ペン 1通 激励の手紙

4150 3 遠藤勝千代書簡 遠藤勝千代 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（7）日

ペン 1通 参院選勝利を祝う 年月日は消印より採った

4025 3 遠藤可満書簡 遠藤可満 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（2）日

ペン 1通
来る十三日群馬選挙に御光来の間御待ち
申ます

年代推定情報①郵便料金50銭なのは、昭和22年4月1日
から23年7月10日　②消印

2595 遠藤忠治書簡 遠藤忠治 浅沼稲次郎 昭和12年2月26日 謄写 1通 東京市会議員選挙立候補宣言 　

2594 遠藤忠治選挙事務所書簡 遠藤忠治選挙事務所 浅沼稲次郎
昭和（12）年（2）月
（26）日

ペン・
謄写

1通 選挙？演説依頼 年月日は消印より採った　葉書

4104 15 遠藤一書簡 遠藤一 浅沼稲次郎 昭和24年3月13日 ペン 1通
小柴正七を紹介、党本部の職員に採用を
求む

肩書きは、遠藤一(日本社会党福島県連)
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4082 13 遠藤萬三書簡 遠藤萬三 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月24
日

墨書・
ペン

1通

社会党の選挙は委員分析　「教員の政治
活動、交通機関のストライキなどを暗に社
会党が扇動していることは大いに恨みを
買っている」　「自民党は資本家の奴隷」
「社会党は資本家の横暴を抑制する為め
現行の会社法を改定する意志はありませ
んか」　会社の取締役の7分の4は株主よ
り、7分の3は社員労働者より選出し、株式
配当を一定限度に制限することで、過剰の
利益金を労資に平等に分配することとして
はどうか

年は消印より採った　本文中に差出人略歴あり　遠藤萬
三（北大農学部出身、牧畜家、86才、熊本県立球磨農業
高等学校及び日本農友会の創立に関わる）

4102 18 及川規・及川とみ子書簡 及川規・及川とみ子 浅沼稲次郎 2月22日 ペン 1通 選挙落選の挨拶

4081 9 王子恵書簡 王子恵 浅沼稲次郎
昭和13年11月10
日

謄写 1通
日本で開催の日満支経済懇談会参列のた
め、11月15日出港の日華連絡船にて訪日

肩書きは、王子恵（中華民国維新政府実業部長）　4081-
1～11までは「戦前不明10通」とペン書きされた茶封筒に
入っていた

2237 王子権現書簡 王子権現 浅沼稲次郎
昭和（23）年（7）月
（1）日

ペン 1通 西尾問題につき批判
年月日は消印より採った　　差出人不明瞭、差出人名義
は「王子権現」

4025 1 大池真書簡 大池真 浅沼稲次郎 昭和22年8月
墨書・
活版

1通
国家民生のための御奮闘に対して、国民
の一人として感謝　残暑見舞い

4120 2 大泉淑子他5名書簡 大泉淑子他5名 浅沼稲次郎
昭和（24）年（11）
月（26）日

活版・
ペン

1通 父大泉信逝去　葬儀案内

差出人は、大泉淑子（嗣子）、大山郁夫（葬儀委員長）、
大泉正（親戚代表）、細田綱吉（親戚代表）、中村高一（友
人代表）、高久清一（社会党文京区支部代表）　年月日は
消印より採った

4039 14 大賀道蔵書簡 大賀道蔵 浅沼稲次郎 昭和22年9月1日 ペン 2通 近況報告

議会傍聴希望す
る手紙　司法保護
団体拓寿院浅草
橋直買所用箋

封筒は長崎県歯科医師会南松支部用封筒

4067 1 大木英一書簡 大木英一 浅沼稲次郎 昭和33年4月5日 ペン 1通

「内閣法務委員会に提訴の件」　「提訴理
由　職権乱用、私的独占禁止法無視　人
権じゅうりん」　三重県四日市市東海海運
局四日市市局長渥美昇氏のとった志摩観
光の汽船料金を巡る対応に対する提訴

4112 7 大木金次郎書簡 大木金次郎 浅沼稲次郎 （6）月（4）日 ペン 1通 面会の際の失礼を謝す 年月日は消印より採った

2527 大木彦一書簡 大木彦一 浅沼稲次郎
昭和（7）年（6）月
14日

墨書 1通
先生の奮闘努力感謝、および小訳生への
援助を賜りたし　労農青年に訴ふと題せら
る小冊記一部お送り下さい

年月は消印より採った

4144 24 大木操書簡 大木操 浅沼稲次郎
昭和（25）年4月18
日

ペン・
墨書

1通

現在牧山耕蔵が社長をつとめる大日本興
業株式会社に代表取締役の一人として入
社した　同社に対する意見を牧山に話して
欲しい

浅沼稲次郎宛大
木操書簡

年は消印より採った

2577 大久保学書簡 大久保学 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月17日

墨書 1通
本日御申越の岡村氏推薦の件、承諾仕り
候　文面の儀宜敷御取斗い願上候

年は消印より採った

2707 大久保留次郎書簡 大久保留次郎 浅沼稲次郎 昭和17年5月1日
活版・
墨書

1通
東京市大森区入新井方面館竣工披露へ
の出席依頼

　大久保の肩書きは東京市長

4035 40 大久保義夫書簡 大久保義夫 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 見舞いのお礼

2206
大阪新聞社出版局新生日本
編輯部書簡

大阪新聞社出版局新生日本
編輯部

浅沼稲次郎 昭和21年4月29日 活版 1枚 原稿料送付通知 領収証 2207を同封

4166 14 大沢善吉書簡 大沢善吉 浅沼稲次郎
昭和(35)年(3)月
(27)日

ペン 1通
自民党、民社党に対峙する社会党を激励
する内容

年月日は消印より採った

4150 1 大澤時計店書簡 大澤時計店 浅沼稲次郎 昭和（25）年 ペン 1通 参院選への激励 年月日は消印より採った

4114 5 大塩憲一書簡 大塩憲一 浅沼稲次郎
昭和（24）年（7）月
（24）日

ペン 1通 石炭代の早急な支給を求む 年月日は消印より採った

4131 7 大山彦一書簡 大山彦一 浅沼稲次郎 昭和26年7月9日 ペン 1通 社会党の前進を祈る

4114 3 大角与作書簡 大角与作 浅沼稲次郎
昭和（24）年7月15
日

ペン 1通
石炭手当、寒冷地手当の速やかな支給を
望む

年は消印より採った
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4074 5 大高昇書簡 大高昇 浅沼稲次郎 昭和33年10月3日 ペン 1通
社会党入党時における事務遅滞、非常に
残念

現在迄の経過
肩書きは、大高昇（寶酒造労働組合白河支部売店運営
委員長、28歳）

4032 26 大田喜代吉書簡 大田喜代吉 浅沼稲次郎 昭和22年7月3日
ペン
（カーボ
ン写）

1通
「庶民住宅対策協議会に御臨席を仰ぐの
件」

大田の肩書は「住宅復興同盟幹事」

4112 6 太田竹夫書簡 太田竹夫 浅沼稲次郎
昭和（24）年（6）月
（3）日

ペン 1通 社会新聞送付感謝 年月日は消印より採った

4126 187 太田竹夫書簡 太田竹夫 浅沼稲次郎
昭和(24)年(9)月
(8)日

ペン 1通 浅沼稲次郎書簡への返信 年月日は消印より採った

4153 3 太田竹夫書簡 太田竹夫 浅沼稲次郎
昭和（25）年（11）
月（23）日

ペン 1通 訪問できないことへの謝意 年月日は消印より採った

4152 8 太田竹夫書簡 太田竹夫 浅沼稲次郎
昭和（25）年（9）月
（27）日

鉛筆 1通 近況報告 年月日は消印より採った

4125 8 大谷志気夫書簡 大谷志気夫 浅沼稲次郎 昭和25年1月9日 ペン 1通 社会党とマルクス主義について

2234 大谷為重書簡 大谷為重 浅沼稲次郎
昭和（23）年（4）月
（19）日

ペン 1通 砂糖の主食代替配給反対 年月日は消印より採った

4130 7 多田龍造書簡 多田龍造 浅沼稲次郎
昭和（26）年6月29
日

ペン 1通 県議選落選の挨拶 年は消印より採った

4043 20 大塚宮明書簡 大塚宮明 浅沼稲次郎 （10）月（19）日 墨書 1通 面会依頼 月日は消印より採った

4047 22 大塚宮明書簡 大塚宮明 浅沼稲次郎
昭和(22)年6月16
日

東京セル
ロイド製品
塗装業組
合用紙

ペン 1通
輸出振興に関する方途関連で浅沼と水谷
に臨席を依頼

年は消印より採った

4053 1 大塚宮明書簡 大塚宮明 浅沼稲次郎
昭和（23）年（9）月
（30）日

ペン 1通 揮毫依頼ヵ 年月日は消印より採った

4053 5 大塚宮明書簡 大塚宮明 浅沼稲次郎
昭和（23）年9月11
日

墨書 1通 面会依頼 年は消印より採った

4069 5 大塚哲史書簡 大塚哲史 浅沼稲次郎
昭和（33）年6月8
日

ペン 1通
大西正道を三選させ得たことに対する礼状
委員は出来れば大蔵をお割当下さるよう

年は消印より採った

2572 大塚実書簡 大塚実 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月（20）日

ペン 1通
府連の御決定及び〓区候補打合せに基き
き時間決定割当られ候へば、勝手ながら
是非御出演願う

年月日は消印より採った

2562 大塚実書簡 大塚実 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月（23）日

ペン 1通
25日山中小学校連合会の御指示により是
非御出席願上度

年月日は消印より採った

4119 13 大塚実書簡 大塚実 浅沼稲次郎
昭和（24）年（11）
月（14）日

ペン 1通 夕張における運動の現状報告 年月日は消印より採った

4043 56 大塚勇蔵書簡 大塚勇蔵 浅沼稲次郎 昭和22年11月1日 ペン 1通

秘書採用の件について問い合わせ、「今朝
のニュースペーパーに平野農相追放必至
のことが三段抜で書いてありました　もう日
に日に社会党否、現内閣に対する非難の
声は強く高鳴っているでせう」

4014 9 大西鎌蔵書簡 大西鎌蔵 浅沼稲次郎 昭和22年2月9日 墨書 1通
「千葉中山駅又は上盤線（ママ）新小岩駅
なり共江戸川区葛西方面より品川駅に第
一線新設方」への尽力を依頼

4118 20 大西正二書簡 大西正二 浅沼稲次郎 昭和24年9月23日 ペン 1通
東京都農地委員会選挙への推薦状感謝
当選

4082 16 大西武三書簡 大西武三 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月28
日

墨書 1通
「私の社会保障に関する首相への陳情文
印刷にし別郵便を以て御送り致しましたか
ら国会議員各位に御一読願上ます」

年は消印より採った

4144 15 大貫大八書簡 大貫大八 浅沼稲次郎 昭和25年4月13日
謄写・
ペン

1通 藤原熊雄の十三回忌法要の案内 肩書きは、大貫大八(日本社会党栃木県連合会会長)

4131 22 大野天童書簡 大野天童 浅沼稲次郎
昭和（26）年7月27
日

ペン 1通 講和会議全権委員参加拒否は欣快 年は消印より採った

4039 21 大野万亀子書簡 大野万亀子 浅沼稲次郎 昭和22年9月4日 ペン 1通 講演の依頼 年は消印より採った

4118 16 大橋初太郎書簡 大橋初太郎 浅沼稲次郎
昭和(24)年(9)月
(29)日

ペン 1通 見舞に対する礼状 年月日は消印より採った
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4056 10 大原国生書簡 大原国生 浅沼稲次郎 昭和23年6月22日
墨書・
タイプ

1通
面会御礼、計理士法改正について日本計
理士会の決議や修正意見書の採用を懇願

「日本計理会総会
決議」

差出人欄には「日本計理士会兵庫支部　大〓〓生」とあ
る

4144 35 大山郁夫後援会事務局書簡 大山郁夫後援会事務局 浅沼稲次郎 昭和25年4月26日
謄写・
ペン

1通 第一回世話人会開催通知

4096 5 大山勝明書簡 大山勝明 片山哲 昭和23年6月28日 ペン 1通
大野伴睦への数百万円献金を起訴せず、
西尾への五十万円への献金を起訴するの
は起訴権の悪用

肩書きは、(茨城日報社長)

4096 4 大山勝明書簡 大山勝明 片山哲
昭和（23）年6月26
日

ペン 1通
西尾〔末広〕大臣を辞任させるという片山
哲の言明は西尾の味方たる我々の敗北

肩書きは、大山勝明(茨城日報社長)、年は内容から推定
した

4027 35 大山三郎書簡 大山三郎 浅沼稲次郎 昭和22年8月19日 ペン 1通
インフレ批判　「社会党に成って良い事は
一つもない」

本文左下に「1」と記載あり　4027-36との続き番号だと思
われる

4027 36 大山三郎書簡 大山三郎 浅沼稲次郎 昭和22年8月19日 ペン 1通
平野力三、水谷、西尾など内閣閣僚に対
する不審の念　「社会党を支持した私は馬
鹿だった」

本文左下に「2」と記載あり　4027-36との続き番号だと思
われる

4060 5 大山門下会世話人会書簡 大山門下会世話人会 浅沼稲次郎
昭和(23)年(4)月
(18)日

ペン 1通 「大山門下会総会御通知」 年月日は消印より採った

4150 7 大脇英雄書簡 大脇英雄 浅沼稲次郎
昭和（25）年6月6
日

ペン 1通 参院選結果を祝う 年月日は消印より採った

4077 5 岡薫書簡 岡薫 浅沼稲次郎
昭和（33）年（6)月
(14)日

ペン 1通
「民主主義と多数決」　第28回衆議院総選
挙（5月22日）の結果観測

年月日は消印より採った

4096 1 岡謙四郎書簡 岡謙四郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年（2）月
（10）日

謄写・
ペン

1通 港区長選挙の際の支援に対する礼状 年は消印より採った

4071 1 岡崎雄児書簡 岡崎雄児 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（8）日

ペン 1通

「朝日新聞の世論調査ガッカリとなさった事
でしょう」　「貴党が一日も早く政権を得、日
中国交回復を始め正しい政治の行われる
日々の来る事を願ってやみません　」

差出人は高校一年生　浅沼稲次郎との直接の面識はな
い　月日は消印より採った

4062 31 小笠原静雄書簡 小笠原静雄 浅沼稲次郎
昭和23年（3）月
（24）日

謄写 1通 光雄遺骨到着、追悼法要のお知らせ 年は消印より採った

4111 4 岡田基書簡 岡田基 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通
北海道に住む者の寒冷地手当・石炭手当
の国会における制度化を依頼

4116 1 岡林歓喜書簡 岡林歓喜 浅沼稲次郎 昭和24年7月20日
活版・
ペン

1通
組合精神の涵養と政治教育の徹底を図る
と謂ふ所信に基き職場に復帰

肩書きは、岡林歓喜(太平洋炭鉱資材課木材係)

4028 1 岡部完介書簡 岡部完介 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（31）日

ペン 1通 〓原達君が遊びに来るといっている 年月日は消印より採った

4011 17 岡部喜八書簡 岡部喜八 浅沼稲次郎 昭和22年5月21日 ペン 1通 書留、社会新聞送付に対する返礼

4082 3 岡部健夫書簡 岡部健夫 浅沼稲次郎 昭和(32)年5月7日 ペン 1通

「中少企業生活三十五年の経歴を持つ一
商人です　今回議会に提出されてゐる中
少企業団体組織法を是非議会を通過さて
頂き度い」

年は消印より採った

4014 14 岡村若狭書簡 岡村若狭 浅沼稲次郎 （2）月（16）日 ペン 1通
三河島の大東鉱粉工業所を訪問すること
を勧める内容

月日は消印より採った

岡本季正書簡 岡本季正 浅沼稲次郎 昭和（23）年 謄写 1通
民主政治教育連盟の画劇台本及び大型
紙芝居製作完了につき、一度御高覧仰ぎ
たし

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」179に綴じこま
れる　年は前後の資料から推定　岡本の肩書きは民主政
治教育連盟事務局長

4082 10 岡山泰延書簡 岡山泰延 浅沼稲次郎 5月23日 ペン 1通

「日本社会党に望む」　「党の今後の労働
政策としては就中、国家的事業に於ては
悉く国営事業を以て致す其の監督指導は
政府之に当る従って、資本主義業者はボ
イコットする」、「日本経済は台湾放棄、少
して中共と提携し、他方に於ては日本基地
撤廃、そして核兵器持込禁止、不可侵地
域としての日本の外交は世界何れの国に
も友効親善を図り得る様要望してやみませ
ん　」
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4051 1 小川延賢書簡 小川延賢 浅沼稲次郎
昭和（22）年10月
27日

ペン 1通

長岡支部と中越協議会と連合で党大会を
開催するが、中央から権威者を招聘し大
演説会を開催したい、ついては西尾氏か
片山氏を派遣していただきたい

年は消印より採った

2807 小川亀寿書簡 小川亀寿 浅沼稲次郎 昭和19年3月29日 謄写 1通
当町会事務所に専用電話設置　ご利用下
さい

　小川の肩書きは深川区住吉町2丁目南町会長

4057 6 小川泰助書簡 小川泰助 浅沼稲次郎
昭和（23）年（5）月
（24）日

ペン 1通 政策に対する意見、批判 年月日は消印より採った

4057 7 小川泰助書簡 小川泰助
日本社会党政
策委員会

昭和（23）年（5）月
（24）日

ペン 1通 政策に対する意見、批判 年月日は消印より採った

4059 36 小川泰助書簡 小川泰助 浅沼稲次郎
昭和（23）年2月18
日

ペン 1通 政局に対する意見 年は消印より採った

4049 4 小川友三郎書簡 小川友三郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（12）
月（25）日

ペン 1通 住所変更のお知らせ 年月日は消印より採った

4130 3 小川半次書簡 小川半次 浅沼稲次郎
昭和26年6月（2）
日

ペン 1通
日米親善学生相撲大会の日本側総監督と
しての出発前の挨拶

肩書きは、小川半次(ハワイ遠征学生相撲団総監督、衆
議院議員)　日付は消印より採った

2427 小川ふさ書簡 小川ふさ 浅沼稲次郎
昭和（16）年（11）
月（25）日

ペン 1通 毎度お便りいただき恐縮 年月日は消印より採った

4104 11 小川龍兒書簡 小川龍兒 浅沼稲次郎
昭和（24）年（3）月
（10）日

ペン 1通
お陰さまで首相からも原稿をいただけそ
う、感謝

肩書きは、(政治文化社主幹)　年月日は消印より採った

4039 48 沖山規矩太書簡 沖山規矩太 浅沼稲次郎
昭和（22）年9月10
日

墨書 1通
政党統制強化のために日夜御敢闘されて
いることに感謝、とくに教育の刷新を超党
派的問題として尽力されていることに感激

年は消印より採った　沖山は渋谷区立長谷戸小学校の
第６代校長（昭和23年～）

4049 3 沖山規矩太書簡 沖山規矩太 浅沼稲次郎
昭和（23）年（11）
月（19）日

ペン 1通
愚息の件につきましては御心配おかけしま
した　公務員改正問題賃金ベース問題の
改悪をくいとめてほしい

年月日は消印より採った

4011 30 沖山徳一書簡 沖山徳一 浅沼稲次郎 昭和22年5月27日 ペン 1通
末吉村長（八丈島内の村、1955年～東京・
八丈町）就任の挨拶　「天草、木炭、飛魚、
鰹節」などの産物の紹介

肩書きは沖山徳一（末吉村長）

4050 1 奥澤久一書簡 奥澤久一 浅沼稲次郎
昭和22年11月27
日

謄写 1通
社会党飯田支部準備会の解散、党規に基
き支部体制を確立した件について通知

奥澤の肩書は「日本社会党飯田支部支部長兼調査部
長」

4047 17 奥澤久一書簡 奥澤久一 浅沼稲次郎
昭和22年6月(19)
日

活版 1通
下伊那支部内飯田市大火に際し、絶大な
る御同情御見舞に感謝

日付は消印より採った

4008 20 井口健次郎書簡 井口健次郎 浅沼稲次郎
昭和（21）年10月
17日

ペン 1通 浅沼の退院祝い 年は消印より採った

4130 8 奥野恵一書簡 奥野恵一 浅沼稲次郎 昭和26年6月30日 ペン 1通 仕事斡旋依頼

4007 12 奥野恵一書簡 奥野恵一 浅沼稲次郎
昭和（21）年（9）月
23日

墨書 1通 種々の挨拶（内地帰国、病気見舞い）
所属は、奥野恵一（中華民国国際新聞社福岡支局）　年
月は消印より採った

2520 〔小倉田〕祐三郎書簡 〔小倉田〕祐三郎 浅沼稲次郎
昭和（7）年（5）月
（21）日

小倉木版
用箋

ペン 1枚
社会新聞送付感謝　大茂の叔母は月島の
方へ引越しとのこと　通知ありや

姓の記載なし　封筒の差出人名は「神田表神保町十　小
倉方　祐三郎」、4529の書簡の差出人小倉田祐三郎と同
住所、本文末に4529と同じく「兄様」とあるため、祐三郎は
小倉田祐三郎であると思われる

4074 6 奥山栄輝書簡 奥山栄輝 浅沼稲次郎
昭和(33)年10月5
日

ペン 1通

道内の労働組合における左派、右派の対
立状況　右派のものは党に「迫害」を受け
ていると感じている　現実に進行する「生
産性向上」は黙殺できる性質のものではな
い　「党が暴動化した様な労働争議を支援
する場合、一般市民―道民―国民からの
批判、ひんしゅくを買ふことも当然」

年は消印より採った

4026 18 オクヤマシケル書簡 オクヤマシケル 〔浅沼稲次郎〕
昭和（22）年（8）月
（31）日

タイプ 1通 お葉書拝見　ご奮闘祈る 年月日は消印より採った
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4026 10 オクヤマタケミ書簡 オクヤマタケミ 〔浅沼稲次郎〕 8）月（17）日 タイプ 1通
明18日漁船八千代丸を船卸しす　ご声援
を乞う

月日は消印より採った

2529 小倉田祐三郎書簡 小倉田祐三郎 浅沼稲次郎
昭和（7）年（6）月
17日

ペン 1通 面会を依頼 年月は消印より採った

4039 54
御子柴博見（東京都民生局保
護課）書簡

御子柴博見 浅沼稲次郎 昭和22年9月11日 活版 1通 ララ救援物資に関する打合会開催の件

4233 1 小澤美恵子書簡 小澤美恵子 藤山愛一郎 昭和34年3月 墨書 1通
中華人民共和国旅行中の小澤清が香港
経由で帰国できるよう英国当局に対し適当
な措置をとるように望む

4077 2 小代正雄書簡 小代正雄 浅沼稲次郎
昭和（33）年（10)
月(21)日

ペン 1通

警職法反対闘争の進め方に関する意見
「行き過ぎ」「無謀」な行為を避けて、社会
党は「国民的立場と国家的見地から行動し
て下さい」

肩書きは、小代正雄（会計検査院職員労働組合執行委
員長）　年は消印より採った

4047 34
大田支部結成準備委員会書
簡

大田支部結成準備委員会 浅沼稲次郎 昭和22年6月2日
墨書・
ペン

1通 大森・蒲田支部合同大会開催のお知らせ

4119 11 落合信男書簡 落合信男 浅沼稲次郎
昭和24年10月11
日

ペン 1通 釧路における運動の現状報告 肩書きは、落合信男(釧路地方労働組合協議会)

4145 12 小野寿一書簡 小野寿一 浅沼稲次郎 昭和(25)年5月7日 ペン 1通 書記長の御来援を切望す 年は消印より採った

4077 3 小野達書簡 小野達 浅沼稲次郎
昭和(33)年10月20
日

ペン 1通

「教育委員法」の内容が国民に徹底しな
かったため、勤務評定の問題が起こり困っ
た事になっている　警職法改正についても
国民に充分分る様に宣伝せられたい

年月日は消印より採った

尾道久数書簡 尾道久数 浅沼稲次郎 昭和21年1月27日 ペン 1通 「時局批判演説会」への出演依頼
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる　高村代筆　尾道の肩書きは日本社会党桐生支
部書記長

4008 22 小野力正書簡 小野力正 浅沼稲次郎
昭和（21）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼の退院を祝う手紙 年は消印より採った

4129 8 小室畑勝美書簡 小室畑勝美 浅沼稲次郎
昭和（26）年（5）月
（18）日

ペン 1通 浅沼への激励 年月日は消印より採った

4141 15
恩給受給者連盟武蔵野支部
書簡

恩給受給者連盟武蔵野支部 浅沼稲次郎 昭和（25）年 ペン 1通 恩給増額国会通過感謝 年は消印より採った

4078 2 科学研究所書簡 科学研究所 浅沼稲次郎 昭和33年11月 ペン 1通 脅迫文の一種ヵ

4026 34 賀川豊彦書簡 賀川豊彦 浅沼稲次郎 昭和22年8月7日
謄写・
ペン

1通
全国農民組合総本部結成大会に際して戴
ける祝辞に感謝

肩書きは、賀川豊彦（全国農民組合葬本部会長）

4177 3 賀川豊彦書簡 賀川豊彦 浅沼稲次郎 昭和34年3月27日 活版 1通 退院挨拶

4010 4 賀川豊彦書簡 賀川豊彦 浅沼稲次郎 昭和21年12月頃
謄写・
ペン

1通
有限責任中ノ郷質庫信用組合総代任期終
了に付き、選挙会及び組合員大会開催の
知らせ

肩書きは、賀川豊彦（有限責任中ノ郷質庫信用組合組合
長理事）　封筒には、有限責任中ノ郷質庫信用組合組合
長理事田川大吉郎とあり

4145 19 香川元俊書簡 香川元俊 浅沼稲次郎 昭和25年5月23日 ペン 1通

選挙において「識者、筋肉労働者、精神労
働者」の支持は間違いない　「商業層が附
くか否か」がポイント　婦人層に対しては
「家庭につながる国政を強調」することが
重要　特別調達庁にいる自分はどのように
選挙活動したらよいか

肩書きは、香川元俊(特別調達庁)　横浜特別調達局横須
賀監督官事務所

4073 2 柿沼宣三書簡 柿沼宣三 浅沼稲次郎
昭和(33)年9月30
日

墨書・
ペン

1通
「緊急ならざる文教の勤評事件　ユー通性
不足の文相」他5点に対する政府批判

4074 4 柿沼宣三書簡 柿沼宣三 浅沼稲次郎
昭和(33)年10月3
日

墨書・
ペン

1通
勤評問題、防衛費、売春法問題、青年悪
質犯罪増加、料亭政治批判、私鉄運賃値
上など

年は消印より採った

4044 3 柿村今朝蔵書簡 柿村今朝蔵 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（20）日

ペン 1通
来る23日に大山先生宅で早稲田大学校友
有志懇談会を開催　是非出席をお願いい
たします

年月日は消印より採った

4153 10 影浦好隆書簡 影浦好隆 浅沼稲次郎
昭和（25）年（12）
月（26）日

ペン 1通 来県、講演に対する礼状
肩書きは、影浦好隆(埼玉雄弁大学学長)　年月日は消印
より採った
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4066 1 加古桂堂書簡 加古桂堂 浅沼稲次郎
昭和（33）年（1）月
（29）日

ペン 1通

「政治家はすべからく庶民の心を掴まねば
なりません」　商店店主、店員、（会社で
の）係長位までは同調を求めて毎月政談
ぬきの会合を　総評とか（評判の悪い）日
教組とかとは手を切ること　社会との潜在
的支持層が「（課長級などの）金持になって
いる気分」のときに「闘争」とか「大衆」とか
いうことばは変えたほうがよい

年月日は消印より採った

4075 5 加古桂堂書簡 加古桂堂 浅沼稲次郎
昭和（33）年（10）
月（11）日

ペン 1通

全学連、日教組などのいきすぎた行為に
対する反省必要　自民党が規制法案を出
しやすい状況になる　「組合言葉や労働階
級云々をなるべく避けて国民一人一人がこ
の法案の実施と共にどんなに苦しまねば
ならんかという点を強く主張すべき」

年月日は消印より採った

4075 4 加古桂堂書簡 加古桂堂 浅沼稲次郎
昭和（33）年（10）
月（15）日

ペン 1通
警職法をめぐる自民党の政治手法批判
国会乱闘は無抵抗で　組合闘争方では自
民党を益するばかり

年月日は消印より採った

4078 4 加古桂堂書簡 加古桂堂 浅沼稲次郎
昭和（33）年（10)
月(28)日

ペン 1通
「同封の切抜きの朱線のところを立会演説
会で各弁士が特に強調されたら効果的と
思います　ご参考までに」

〔新聞切抜〕自主
性回復の底に2
（『神戸新聞』昭和
33年10月24日）
〔新聞切抜〕自主
性回復の底に5
（『神戸新聞』昭和
33年10月27日）

年月日は消印より採った

4069 4 加古桂堂書簡 加古桂堂 浅沼稲次郎
昭和（33）年（6）月
（7）日

ペン 1通 社会党右派から見た政情観測　左派批判 年月日は消印より採った

4073 6 加古桂堂書簡 加古桂堂 浅沼稲次郎
昭和（33）年（9）月
（12）日

ペン 1通 社会党の対日教組政策に対する批判 年月日は消印より採った

4048 7 笠原寅吉書簡 笠原寅吉 浅沼稲次郎
昭和（22）年（6）月
（18）日

ペン 1通
安達支部主催片山内閣首班祝賀大講演
会への出席の有無につき返信催促

年月日は消印より採った

4009 5 梶川静雄書簡 梶川静雄 浅沼稲次郎 昭和21年11月 ペン 1通 日本社会党加入の挨拶

4115 11 梶邦雄書簡 梶邦雄 浅沼稲次郎 （7）月（29）日
謄写・
墨書

1通
私部青年会発行会誌「天の川」への原稿
依頼

肩書きは、梶邦雄(私部青年会文化部長)　往復葉書（返
信用葉書使用済み）　年月日は消印より採った

4112 11 柏木政八書簡 柏木政八 浅沼稲次郎
昭和（24）年6月6
日

1通
日本社会党の党勢反発のために中分以下
の農民の宣伝が必要

年月日は消印より採った

4021 15 梶原壽一書簡 梶原壽一 浅沼稲次郎 昭和15年3月15日 活版 1通
東京市立芝商業学校卒業証書授与式へ
の臨席依頼

肩書きは、梶原壽一（東京市立芝商業学校長）

2612 和向書簡 和向
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（17）年（6）月
（19）日

ペン 1通
24日に上京、25日築地本願寺にて合同葬
出席予定　お目にかかれるのを楽しみにし
ております

年月日は消印より採った

4026 37 片山哲書簡 片山哲 浅沼稲次郎 昭和22年8月9日
活字・
墨書

1通
「御高話拝聴旁々粗餐差上度」　8月11日
（月曜日）来臨を乞う

肩書きは、片山哲（内閣総理大臣）　切手なし

片山哲書簡 片山哲 浅沼稲次郎 昭和23年4月30日 墨書 1通 常任委員長人選希望
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」177に綴じこま
れる

片山哲書簡 片山哲 浅沼稲次郎
昭和（23）年5月3
日

墨書 1通 常任委員長指名
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」177に綴じこま
れる　年は前後の資料から推定

4059 32 勝田五郎吉書簡 勝田五郎吉 浅沼稲次郎
昭和(23)年(2)月
(16)日

ペン 1通 政局に対する意見 年月日は消印より採った

2823 勝見宗吉書簡 勝見宗吉 昭和 ペン 1通 勝見の妻の葬儀案内 宛先不明　浅沼稲次郎宛か

4043 16 葛城照三書簡 葛城照三 浅沼稲次郎
昭和22年11月18
日

謄写 1通 稲角会総会のお知らせ 葛城の肩書は「早稲田大学角力部長　稲角会会長」

4047 49 加藤晃書簡 加藤晃 浅沼稲次郎 昭和22年6月 活版 1通 転居通知
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4027 5 加藤吉太郎書簡 加藤吉太郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8月
14日

活版・
ペン

1通 「魚自由販売全国運動御協力御願」
肩書きは、加藤吉太郎（魚自由販売全国運動本部主唱
責任者）　日にち情報は消印より採った

加藤登書簡 加藤登 浅沼稲次郎 昭和21年1月20日 ペン 1通
沼津支部結成大会への出席快諾御礼、当
日の案内について

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる

2700 加藤晴夫書簡 加藤晴夫 浅沼稲次郎
昭和（17）年5月31
日

ペン 1通 選挙応援、病気見舞い 年は消印より採った

2445 1 加藤充書簡 加藤充 浅沼稲次郎
昭和（6）年5月13
日

ペン 1通 炭鉱争議について状況報告、意見 年は印から採った　4445-2を同封

4157 10 加藤山成書簡 加藤山成
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（29）日

ペン 1通 社会党の政権戦略への批判
肩書きは、加藤山〓(学芸大学受付)　年月日は消印より
採った

4117 7 加藤弓子書簡 加藤弓子 浅沼稲次郎
昭和（24）年（8）月
（4）日

ペン 1通 〔チェインメール〕 年月日は消印より採った

4014 8 金井清人書簡 金井清人 浅沼稲次郎
昭和（22）年2月8
日

墨書 1通
深川城東区長選挙に立候補する泰岡富吉
への支援を依頼する内容

年は消印より採った

4039 37 金井次人書簡 金井次人 浅沼稲次郎 昭和22年9月8日 ペン 1通

本県（長野県）と新潟県下の農産物を毎年
継続して東京方面に売り込みたく、若しそ
れができれば地元農村に冬季計画生産を
させ大量生産したい　お心あたりがあれば
御紹介ください

4126 75 神奈川県議会書簡 神奈川県議会 浅沼稲次郎 昭和25年2月6日
活版・
ペン

1通 中央出先機関の地方委譲に関する意見

4096 16 金沢辰夫書簡 金沢辰夫 浅沼稲次郎 (9）月（28）日 ペン 1通 転居案内 月日は消印より採った

4043 5 金沢辰夫書簡 金沢辰夫 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（28）日

ペン 1通

後援会辞任の報告　「愈々私に辞表を提
出やめる事になりました　理由は会長各理
事の総辞職で新たに人を入れかへてやり
直す為です」

年月日は消印より採った

金森徳次郎書簡 金森徳次郎 浅沼稲次郎 昭和（23）年　27日
衆議院罫
紙

ペン 1通

GHQのネピアーと鈴木法務庁総裁、金森
徳次郎の会見内容　赤坂旧離宮は建物西
側半分は法務庁、東側半分は国会図書館
が使用し、全体の管理は国会図書館が行
う旨の協定をなし、来月曜から引越事務を
開始すべき旨の勧誘がネピアーからあり、
法務庁および国会図書館は之に同意

年は前後の資料から推定　「浅沼稲次郎関係文書その２
書類の部」179に綴じこまれる　金森の肩書きは国立国会
図書館長

4130 5 金内一美書簡 金内一美 浅沼稲次郎 昭和26年6月24日 活版 1通 亡妻カツ葬儀への焼香感謝

4158 23 金枝芳美・金枝せい子書簡 金枝芳美・金枝せい子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（4）日

ペン 1通 結婚報告 年月日は消印より採った

4002 19 兼子金太郎書簡 兼子金太郎 浅沼稲次郎 昭和21年5月10日 ペン 1通 住居移転の通知

4145 2 金子東一書簡 金子東一 浅沼稲次郎 昭和25年5月
活版・
ペン

1通 電話番号変更通知 肩書きは、金子東一(弁護士)

4107 20 金子松五郎書簡 金子松五郎 浅沼稲次郎 昭和（24）年（4）月 ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月は消印より採った

4047 20 金田太吉書簡 金田太吉 浅沼稲次郎
昭和(22)年6月18
日

ペン 1通 近況報告 年は消印より採った

4027 12 金田ゆめ平書簡 金田ゆめ平 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（15）日

ペン 1通
過日はご多忙中、ご好意感謝　早速石井
建築課長に面会便宜を賜る

年月日推定情報①葉書の郵便料金50銭なのは、昭和22
年4月1日から23年7月10日　②消印

4110 5 金野七右エ門書簡 金野七右エ門 浅沼稲次郎
昭和（24）年（5）月
（18）日

墨書 1通 達磨絵 年月日は消印より採った

4213 金正米吉書簡 金正米吉 浅沼稲次郎
昭和（32）年（5）月
（2）日

活版 1通
故前田種男遺家族援護のため各位の配
慮に対して感謝

肩書きは、金正米吉(前田種男遺族公園委員会委員長)
年月日は消印より採った
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4039 53 鎌瀧征邦書簡 鎌瀧征邦 浅沼稲次郎
昭和（22）年（9）月
（12）日

ペン 1通
先般教会場設置に賀川豊彦先生へ照会
状をいただきましたが住所の件で御尋ね

年月日は消印より採った

4115 9 鎌瀧征邦書簡 鎌瀧征邦 浅沼稲次郎
昭和（24）年（7）月
（27）日

ペン 1通
浅沼稲次郎の名刺が入った袋をスリ取ら
れた　悪用の可能性があるので念のため
通知

年月日は消印より採った

4043 46 上伊那女子青年団書簡 上伊那女子青年団 浅沼稲次郎 11月5日 ペン 1通
農相後任候補として挙がった当地選出の
代議士（生溝勝）は大臣になる資格はない

2265 神尾華郷書簡 神尾華郷 浅沼稲次郎 昭和(34)年7月8日 墨書 1通 先日、当会賛助員御引受、感謝
高齢書画会賛助
員一覧

年は消印より採った

4043 53 神木匡書簡 神木匡 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（4）日

ペン 1通 料亭・飲食業者の営業禁止について意見 年月日は消印より採った

4059 12 神武範書簡 神武範 浅沼稲次郎 昭和23年2月5日 ペン 1通 挨拶、近々お目にかかりたい

4035 52 上平正治書簡 上平正治 浅沼稲次郎 昭和22年8月15日 ペン 1通 面会の依頼 年月日は消印より採った

2431 上平正治書簡 上平正治 浅沼稲次郎
昭和（16）年11月
27日

ペン 1通
東京市政に関する調査報告書に関する意
見、都政実施は市政再編成の為急務

年は消印より採った

4026 8 カミヤ書簡 カミヤ 〔浅沼稲次郎〕 （8）月（16）日 タイプ 1通 ご奮闘を謝す　健康を祈る 月日は消印より採った

4006 7 神谷庄三郎書簡 神谷庄三郎 浅沼稲次郎 昭和21年8月15日
墨書・
ペン

1通 浅沼稲次郎の病気に対する見舞い状

4062 15 神谷庄三郎書簡 神谷庄三郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（3）月
（12）日

ペン 1通 激励の手紙 年月日は消印より採った

4131 8 神谷庄三郎書簡 神谷庄三郎 浅沼稲次郎
昭和（26）年（7）月
（10）日

ペン 1通 記念品感謝 年月日は消印より採った

4078 7 上山済一書簡 上山済一 浅沼稲次郎
昭和33年10月26
日

ペン 1通
共済組合を任意加入制にする法改正を求
める内容

未納金の整理に
ついて御依頼

2599 上蕨寿太郎書簡 上蕨寿太郎 浅沼稲次郎 昭和12年3月3日 ペン 1通

議会傍聴の件御礼　就いては今回立候補
と承り欣快の至りに存じ候　微力ながら小
生深川方面の同志と呼応積極的応援仕る
べし

　

4125 10 亀田電報 亀田 浅沼稲次郎 昭和25年3月22日 タイプ 1通 高槻選挙に勝つ

4011 34 唐松平兵衛・清水兵次書簡 唐松平兵衛・清水兵次 浅沼稲次郎 昭和22年5月30日
活字・
ペン

1通
新憲法施行後、新憲法施行後第1回葛飾
区議会にて正副議長に当選　今後格別の
鞭撻を乞う

肩書きは、唐松平兵衛（葛飾区議会議長）、清水平次（葛
飾区議会副議長）

4130 1 川上繁一書簡 川上繁一 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（6）日

ペン 1通 島根県内の選挙状況について 年月日は消印より採った

2229 河上丈太郎書簡 河上丈太郎
昭和23年（　）月23
日

謄写 1通 退院報告 　本文に月の記載なし

4120 4 川崎栄允書簡 川崎栄允 浅沼稲次郎
昭和（24）年（10）
月（1）日

ペン 1通
都道府県農委選挙における社会党の進出
同慶の至りです

年月日は消印より採った

4096 9 川崎栄允書簡 川崎栄允 浅沼稲次郎
昭和（24）年（9）月
（2）日

ペン 1通 社会党党勢拡大に対する意欲 年月日は消印より採った

4104 23 川崎秀二書簡 川崎秀二 浅沼稲次郎 昭和24年3月20日
活版・
墨書

1通 転居通知

4093 12 川崎久敏書簡 川崎久敏 浅沼稲次郎 昭和23年1月11日 墨書 1通
日本療術士協同組合顧問の件のご承諾あ
りがたく御礼

肩書きは、川崎久敏（東京医術専修学校）

4009 20 川島金太書簡 川島金太 浅沼稲次郎
昭和（21）年11月
17日

活字・
ペン

1通
県連大会の結果に対する分析、議会解散
に関する見解

年は旧蔵者が添付した付箋より推定(「S-21　11/17）

2404 川島淳司書簡 川島淳司 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通
貴意に添えず遺憾　武村君もお世話に預
かり感謝し居ると存じ候　お申し越しの件
向後考慮致したし
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4177 6 川瀬助男書簡 川瀬助男 浅沼稲次郎 年月日不明
十社村農
業協同組
合罫紙

ペン 1通
社会党は自由と統制との中間くらいを欲す
る国民の要求に応えられていないとする意
見書

〔国際関係におけ
る中立をめぐる問
題〕・〔経済上にお
ける四民平等の
確立〕　・〔「生産
立国実現のため
の二歩社会党が
なすべきこと〕

1949年5月1日郵便料金改定以降から、1950年6月4日第
二回参議院選挙の前までに投函されたものか？

4043 6 河田琢郎書簡 河田琢郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（28）日

ペン 1通
後任農相は浅沼で決まりとひそかにほくそ
笑んでいたが失望、然し書記長浅沼の評
判はこちらでは良い

河田はのちに福岡県議会議員　年月日は消印より採った

4112 27 河田琢郎書簡 河田琢郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年6月18
日

ペン 1通 福岡の党情勢 年は消印より採った

4011 2 川出雄二郎書簡 川出雄二郎 浅沼稲次郎 昭和22年5月2日
謄写・
ペン

1通 県議選への援助感謝　高梨も圧倒的大勝

4011 25 川端喜代次書簡 川端喜代次 浅沼稲次郎
昭和22年（5）月
（26）日

ペン 1通
「祝　首班片山氏　日本再建の為、社会党
躍進の為、貴家栄達の為両手を挙で衷心
より御悦び申上ます　」

日付は消印より採った　年情報は「祝首班片山氏」から

4081 11 川俣書簡 川俣 浅沼稲次郎 1月30日 ペン 1通

「どうしても今すぐ必要だ　すぐ送るやう頼
む　弁士も足りぬ　誰れも来ぬのはけしか
らぬ　金と人是非送るやうに田所君にも話
をして呉れ」

4081-1～11までは「戦前不明10通」とペン書きされた茶封
筒に入っていた

2600 川俣清彦書簡 川俣清彦 浅沼稲次郎
昭和（12）年10月
22日

ペン 1通

電話にて御願いの北支行の件よろしく願い
ます　26日の各派交渉会で歴問団を出す
ように主張していただければ幸甚、やはり
正式な議員院代表を送ることが必要だと思
ふ

年は消印より採った

4081 1 川俣哲子書簡 川俣哲子 浅沼稲次郎 2月12日 ペン 1通

県下目下トラ狩の最中で、応援にも行けぬ
が、金もなし　漸く少し出来たので御送りす
る　…選挙関係のビラポスター等の参考物
は御手数でも御送付下さい

封筒なし　4081-1～11までは「戦前不明10通」とペン書き
された茶封筒に入っていた

4028 7 官公労組員有志代表書簡 官公労組員有志代表 浅沼稲次郎 昭和22年8月29日 鉛筆 1通

「臨時人事委員長に慶応大学法学博士、
浅井清らしいが浅井清は自由党の政治顧
問だから委員長には吾が社会党は絶対反
対すべし　書記長浅沼君頑張れ」

4002 7 神田五山書簡 神田五山 浅沼稲次郎
昭和（21）年（5）月
（1）日

ペン 1通 活動再開のお知らせ 年月日は消印より採った

4096 13 菅嘉男書簡 菅嘉男 浅沼稲次郎 昭和（24）年（9）月 ペン 1通
福島米沢間の電化区間の仙台鉄道局へ
の移管反対

年月は消印より採った

4144 37 気賀連書簡 気賀連 浅沼稲次郎
昭和(25)年4月28
日

ペン・
墨書

1通
社会党は、「行方」として保守党、共産党よ
りむつかしい　邦家のため奮闘を乞う

年は消印より採った

4106 7 菊川忠雄書簡 菊川忠雄 浅沼稲次郎 4月14日
鉱山労働
組合罫紙

ペン 1通
中央執行委員は受諾、党本部の局部長な
どへの就任は辞退

封筒なし

4056 21 菊川忠雄書簡 菊川忠雄 浅沼稲次郎 6月9日 ペン 1通

本日から平の日鉱大会に行くので１週間
ばかり議会や本部会を欠席しますが、例
の生活協同組合法案の事成り行き極めて
微妙の折柄、御尽力いただきたい　亀井、
松原にも依頼しておきましたか

4008 19 菊川忠雄書簡 菊川忠雄 浅沼稲次郎 10月16日 ペン 1通
封筒表に「託高橋長太郎氏」の添え書きあり　封筒裏に
「陸軍」の判あり　内容物は記載のない罫紙1枚

2205 菊川忠雄書簡 菊川忠雄 浅沼稲次郎
昭和（21）年4月17
日

ペン 1枚 連立問題について面会を依頼 年は消印より採った
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菊川忠雄書簡 菊川忠雄 浅沼稲次郎 昭和（23）年 ペン 1通 組合委員会開催の件　通達ヵ
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」179に綴じこま
れる　封筒欠

4026 20 菊池清治書簡 菊池清治 浅沼稲次郎 昭和22年8月
活版・
墨書

1通
九四〔九州四国間〕省営連絡促進に対する
陳情

九四省営連絡八幡浜陳情団　連名並びに肩書きは、川
口満義（県会議員）、明地儀達（八幡浜商工会議所会
頭）、畑山明壽朗（愛媛県機帆組合専務理事）、兵頭伝兵
衛（西宇和郡町村長会長）、佐海健治（西宇和郡三瓶町
長）、松本金五郎、木村徳一郎、兵頭基幸、平田理三郎
（八幡浜市会議員）、魚部牧太郎（八幡浜市会副議長）、
高田鶴一郎（八幡浜市会議長）、渡辺勝経（南予省営交
通路開発促進実行委員会副会長）、野田芳光（八幡浜市
庶務課）、菊池清治（八幡浜市長）

4003 3 菊池重作書簡 菊池重作 浅沼稲次郎 昭和21年6月27日 ペン 1通 自転車二、三台特配交渉の依頼

2432 菊池尭書簡 菊池尭書簡 浅沼稲次郎
昭和（16）年11月
28日

墨書 1通 病床見舞い御礼 年は消印より採った

4039 15 菊池正則書簡 菊池正則 浅沼稲次郎 昭和22年9月1日 ペン 1通
浅沼稲次郎の人物評の記事掲載のため
協力を依頼

封筒の差出人欄には「島の新聞社　菊池正則」とあり

4042 10 岸寿喜恵書簡 岸寿喜恵 浅沼稲次郎 12月3日 ペン 1通
先般鈴木茂三郎宇治、加藤勘十郎氏来樽
近況報告

月日は消印より採った

4007 10 岸寛司書簡 岸寛司 浅沼稲次郎
昭和（21）年9月15
日

ペン 1通 退院祝い 年は消印より採った

2692 北岡春夫書簡 北岡春夫 浅沼稲次郎
昭和（17）年6月7
日

ペン 1通 病気見舞い 年は消印より採った

4112 26 北沢新次郎書簡 北沢新次郎 浅沼稲次郎 昭和24年6月22日
活版・
ペン

1通 還暦祝賀会開催、祝辞、記念品など感謝

4042 20 北澤無界書簡 北澤無界 浅沼稲次郎 12月9日 ペン 1通 政策に関する意見

4027 15 北沢無界書簡 北沢無界 浅沼稲次郎 8月16日 墨書 1通
僧侶に対し貴党より何とか覚醒的勢授を
与ふる時は思想上に党勢払張上に一石二
鳥

切手なし

4150 4 北澤無界書簡 北澤無界 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（7）日

墨書 1通 参院選勝利を祝う 年月日は消印より採った

4011 18 北澤無界書簡 北澤無界 浅沼稲次郎
昭和（22）年5月22
日

ペン 1通 面談希望 年は消印より採った

4026 32 北島栄次郎書簡 北島栄次郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（9）月
（6）日

ペン 1通
今般御願の件、無事解決致し候間、御一
報致候

肩書きは、北島栄次郎（土浦警察署勤務）　年月日は消
印より採った

4051 8 北原龍雄書簡 北原龍雄 浅沼稲次郎 昭和23年10月 墨書 1通
朝鮮半島情勢についてなど　近々面会依
頼

2533 北村亀太郎書簡 北村亀太郎 浅沼稲次郎
昭和（7）年（6）月
（10）日

鉛筆 1通 鈴木さまとのやりとり 年月日は消印より採った

2640 北村甚蔵書簡 北村甚蔵 浅沼稲次郎
昭和17年2月（14）
日

ペン・
活版

1通 神宮祈年祭と御神楽奉奏に就て 日は消印より採った

2799 北村信書簡 北村信 浅沼稲次郎
昭和（19）年（6）月
（13）日

ペン 1通 近況報告
年月日は消印より採った　　北村の肩書きは横須賀潜水
艦基地隊第三分隊

4166 40 北村頼二郎書簡 北村頼二郎 浅沼稲次郎 昭和35年4月9日 ペン 1通 浅沼稲次郎書簡に対する返礼

中屋健一「教師の
立場から学生逮
捕事件をみる」
（『週刊公論　コウ
ロン』昭和34年12
月22日号切抜）

4022 2 北昤吉書簡 北昤吉 浅沼稲次郎 昭和15年6月1日 ペン 1通

「オスロより欧州旅行中の鉄道料金（独逸
鉄道の分）一〇五．三〇クローネン（貴下
及び小生分）を還付してきました　ポーラン
ド鉄道の分は還付不能　還付分は半額送
付」

書簡を記しているのは、北昤吉の「代理」との記載あり
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4023 3 北昤吉書簡 北昤吉 浅沼稲次郎 昭和15年6月4日 ペン 1通

先便の独逸鉄道料金払戻しの件につき、
「オスロよりの小切手一〇五．三〇クロー
ネン）横浜正金銀行丸の内出張所に持参
いたしましたところ、戦乱勃発のため取り
立て不可能につき、兎に角戦争終了まで
まってみてくれ」との返事

2696 木下源吾書簡 木下源吾 浅沼稲次郎
昭和（17）年（5）月
8日

墨書 1通
小生ベチヤンにやられ申候　何か事情
あったにあらずやと心配してゐたが、一向
不判

年月は消印より採った　消印は7日付

4104 7 木下与市書簡 木下与市 浅沼稲次郎
昭和(24)年(3）月
（7）日

謄写・
ペン

1通 執行委員会開催通知
肩書きは、木下与市(日本社会党港支部支部長)　年月日
は消印より採った

4167 1 木林書簡 木林 浅沼稲次郎
昭和（34）年3月23
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する激励 年は消印より採った

2609 木原磯次書簡 木原磯次 浅沼稲次郎
昭和（14）年10月
26日

墨書 1通 上京の際の御芳情に感謝
年は消印より採った　木原の肩書きは日田報恩舎託児所
関係者

4144 10 木村小左衛門書簡 木村小左衛門 浅沼稲次郎 昭和25年4月9日
活版・
ペン

1通 電話番号変更通知

4112 4 木村小左衛門書簡 木村小左衛門 浅沼稲次郎
昭和（24）年6月1
日

活版・
ペン

1通 母タツ葬儀通知 年は消印より採った

4112 17 木村庄次郎書簡 木村庄次郎 浅沼稲次郎 昭和24年6月13日
活版・
ペン

1通 亡母志ゆ葬儀の際の会葬感謝

4014 10 木村盛書簡 木村盛 浅沼稲次郎 昭和22年2月10日 ペン 1通
党籍をつけ様にも世田谷区の誰れに連絡
すべきか困っている　教育活動、一般市民
獲得の面でも工夫が居る

2526 木村騰蔵書簡 木村騰蔵 浅沼稲次郎 昭和7年6月6日
活版・
墨書

1通
社会新聞維持会員申込送付　名義は円谷
正明、松村勝治郎、岩内善作、木村騰蔵、
俵次雄、小林寅次

4056 19 木村春子書簡 木村春子 浅沼稲次郎 6月9日
農林省蚕
糸試験場

墨書 1通 訪問の礼状、近況報告

2228 木村需書簡 木村需 浅沼稲次郎
昭和（23）年（8）月
（18）日

ペン 1通 社会党批判 年月日は消印より採った

4062 36 九州民論社書簡 九州民論社
日本社会党本
部調査部

昭和23年3月25日 ペン 1通

社会党調査部が依頼した調査（昭和21・22
年度選挙における貴府県立候補者の各町
村ごとの得票数一覧、それが記載された
年間の有無）に対する回答

日本社会党本部
用箋に書かれたメ
モ

4002 22
京都府福知山市戦死没者遺
族書簡

京都府福知山市戦死没者遺
族

社会党各議員
閣下

昭和21年5月30日
ペン・
墨書

1通
戦死没者に対する年金制度の実現を厚生
省に働きかけるように求める

4026 16
京都市右京区北部区民大会
書簡

京都市右京区北部区民大会 〔社会党〕
昭和（22）年（8）月
（28）日

タイプ 1通 速に特別市制の実施を望む 年月日は消印より採った

4042 16 京都市民書簡 京都市民 浅沼稲次郎
昭和（22）年12月8
日

ペン 1通 片山内閣の政策に関する意見 年は消印より採った

4076 2
京都大学経済学部教官有志
書簡

京都大学経済学部教官有志 浅沼稲次郎
昭和33年10月28
日

タイプ・
ペン

1通

「警察官職務執行法改正法案」が施行され
ると、国民の基本的人権をおびやかし、学
問・思想の自由が奪われる危険がある　同
法案の取扱に慎重な考慮を求む

4076 6
京都大学人文科学研究所教
官有志書簡

京都大学人文科学研究所教
官有志

浅沼稲次郎
昭和33年10月30
日

ペン 1通
警職法改正反対の要請書を赤城内閣官房
長官宛に差し出した　社会党にも慎重な考
慮を求む

〔京都大学人文科
学研究所内教官
有志から赤城内
閣官房長官へ宛
てた要請書〕・〔浅
沼稲次郎宛久保
谷富子書簡〕

2647 清瀬一郎書簡 清瀬一郎 浅沼稲次郎
昭和（17）年（2）月
（17）日

謄写 1通
「ラヂオ放送を総選挙に利用すべしとの提
案」

年月日は消印より採った

4068 1 清実節子書簡 清実節子 浅沼稲次郎
昭和（33）年4月22
日

ペン 1通
漬け物工場での労働経験から女性賃金の
低廉さを訴える内容　その他生活詳細

年は消印より採った
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4081 3 金海雲永書簡 金海雲永 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 来年度の海女の入漁運動について
切手（4銭切手は1938年発行の図柄、1銭切手は1937年
発行の図柄）　4081-1～11までは「戦前不明10通」とペン
書きされた茶封筒に入っていた

金光平電報 金光平 浅沼稲次郎 昭和23年4月7日
タイプ・
ペン

1通 応援感謝
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」177に綴じこま
れる

4059 48 金城甚智書簡 金城甚智 浅沼稲次郎 昭和23年2月25日 ペン 1通 政局に対する意見

2435 金東一書簡 金東一 浅沼稲次郎
昭和（16）年（12）
月（1）日

ペン 1通

在京時は種々御指導を仰ぎ、小生も大東
亜文化建設に邁進せんと奔走せしも、
種々の事情より一断帰鮮　帰鮮後の生
活、今後について　京城日報社への入社
のため先生の名刺、紹介状いただけたら
幸い

年月日は消印より採った

4115 12 草野武治郎書簡 草野武治郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年7月30
日

ペン 1通 愛知県連一時合同の通知 年は消印より採った

4052 1 草深慶太郎書簡 草深慶太郎 浅沼稲次郎 昭和22年4月13日
三重化成
研究所用

ペン 1通 鈴鹿支部大会等での演説を依頼

4092 9 工藤隆治書簡 工藤隆治 浅沼稲次郎 昭和23年2月5日
活字・
墨書

1通 「世界暦と中正暦」 肩書きは、工藤隆治（元徳島市長）

4129 13 国方好市書簡 国方好市 浅沼稲次郎
昭和（26）年5月25
日

ペン 1通

木田郡十三ヶ町村各農協は合同会議を開
き、電力料金不当値上反対を決議した国
会に於て社会党は全力を挙て戦い抜かれ
ん事を切望

年は消印より採った

4044 2 国友書簡 国友 浅沼稲次郎 （11）月（15）日 ペン 1通 挨拶状の返信ヵ 月日は消印より採った

4078 9 久布白オチミ書簡 久布白オチミ 浅沼稲次郎
昭和33年10月25
日

ペン 1通

売春対策国民協議会、昭和33年10月8日
に政府が国会に提出した警察官職務執行
法改正案に反対することを第七回実行委
員会において決議

肩書きは、久布白オチミ（売春対策国民協議会）

4042 19 久保満義書簡 久保満義 浅沼稲次郎 昭和22年12月9日 ペン 1通 「選挙管理委員の自薦」

4002 12 久保満義書簡 久保満義 浅沼稲次郎 5月6日 ペン 1通
激励　「世紀の脚光を浴びて起つ我党の春
は参候」

4142 4 クマモト電報 クマモト 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（1）日

タイプ 1通
宇部争議激化　党大会に出られぬ　よろし
く頼む

年月日は消印より採った

4104 21 熊本虎三書簡 熊本虎三 浅沼稲次郎 昭和24年3月24日
謄写・
ペン

1通 常任執行委員会通知
肩書きは、熊本虎三(日本社会党東京都連合会執行委員
長)

4060 4 熊本虎三書簡 熊本虎三 浅沼稲次郎 昭和23年3月 活版 1通
日本社会党東京都連合会執行委員長就
任挨拶

4054 2
熊本虎蔵・渡辺文政・町田正
吾書簡

熊本虎蔵・渡辺文政・町田正
吾

浅沼稲次郎
昭和（23）年（3）月
（20）日

活版 1通
都営住宅建設のための土地提供への協
力依頼

熊本の肩書は「公職審査委員」、渡辺は「都議会議員建
設委員長」、町田は「江東運送株式会社取締役区会議
員、復興委員」　年月日は消印より採った

2606 区民事務所書簡 区民事務所 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月（13）日

墨書 1通

御来演感謝　来る15日、場所四条大通、
四条館裏型秀工場　尚時間、荒川区と打
合せの上其節電話にて御知らせいたしま
す

年月日は消印より採った

2413 倉持友吉書簡 倉持友吉 浅沼稲次郎 昭和15年1月14日 墨書 1通
社会大衆党葛飾分隊の昭和15年度初分
隊会議決議について

倉持は社会大衆党葛飾分隊員ヵ　浅沼の肩書きは中央
青年隊長

4082 14 栗林貞助書簡 栗林貞助 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月27
日

ペン 1通
小選挙区制絶対反対　5月27日の毎日新
聞の鵜飼教授の小選挙区制反対意見に
賛成

栗林貞助（68才）　年は消印より採った

2239 来馬琢道書簡 来馬琢道 浅沼稲次郎
昭和（23）年（7）月
（7）日

活版 1通 自己紹介
年月日は消印より採った　　来馬は参議院議員、曹洞宗
大教師

4047 14 呉文炳他5名書簡 呉文炳他5名 浅沼稲次郎 昭和22年6月20日 墨書 1通
私学振興の方策に関し御高見拝聴したく6
月25日に中央大学内旧西園寺公邸に御
光臨賜りたい

呉の肩書は日本私学団体連合会会長、他5名も早稲田
大学・慶応義塾大学・明治大学・中央大学・法政大学学
長

4144 6 黒井直義書簡 黒井直義 浅沼稲次郎
昭和(25）年4月7
日

ペン・
墨書

1通 統一後の社会党に対する希望 月日は消印より採った
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4043 50 黒澤幸一書簡 黒澤幸一 浅沼稲次郎 11月5日 墨書 1通

農相の問題については地方党員の最も注
目し心痛している　後任農相については我
が〓合舎としては貴氏の就任を戴くことが
大勢です

4039 30 黒田寿男書簡 黒田寿男 浅沼稲次郎 昭和22年9月6日 活版 1通
日本農民党書記長衆議院長大西俊夫葬
儀会葬御礼

年は消印より採った

4028 22 黒田壽男・野溝勝書簡 黒田壽男・野溝勝 浅沼稲次郎 昭和22年8月25日
活版・
ペン

1通
日本農民組合書記長参議院議員大西十
寸男（俊夫）の組合葬の通知

肩書きは、黒田壽男（葬儀委員長）、野溝勝（副委員長）

4138 1 黒田愛知書簡 黒田愛知 浅沼稲次郎 昭和25年3月2日
活版・
墨書

1通 妻近子死去　告別式の通知

4027 3 黒田寿男書簡 黒田寿男 浅沼稲次郎 昭和22年8月13日
謄写・
墨書

1通
日本農民組合書記長大西俊夫死去に就
つき、葬儀委員承諾御依頼の件

肩書きは黒田寿男（日本農民組合本部委員長）

4062 18 黒田保次郎書簡 黒田保次郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（3）月
（15）日

ペン 1通
「あんまはり灸柔道整腹等営業法」につい
て意見

年月日は消印より採った

4135 1 桑山慶達他3名書簡 桑山慶達他3名 浅沼稲次郎
昭和26年10月15
日

活版 1通
故県議会議員桑山達雄葬儀への参列・焼
香に対する感謝

差出人は、桑山慶達、藤巻栄作（親戚総代）、鈴木義男
（友人総代）、山辺義一（友人総代）　切手なし

4039 22 経済復興会議書簡 経済復興会議 浅沼稲次郎 昭和22年9月10日 謄写 1通 経済力集中排除に対する意見

4028 9 経済復興青年会議書簡 経済復興青年会議 浅沼稲次郎 昭和22年8月28日 ペン 1通
「同封別紙のごとく、経済復興青年会議に
おいて官僚政治粛清青年大会を開催」

官僚政治粛清青
年大会趣意書

切手なし

4047 25 月花巌書簡 月花巌 浅沼稲次郎 （6）月（12）日 ペン 1通 御奮闘を祈る

4026 14 〔憲法普及会〕書簡 〔憲法普及会〕 〔浅沼稲次郎〕
昭和（22）年（8）月
（26）日

タイプ 1通
28日12時半議長応接室にて常任理事会開
く

年月日は消印より採った

4178 7 小泉書簡 小泉 浅沼稲次郎 7月17日 ペン 1通 講演依頼

4043 27 小泉清一他2名書簡 小泉清一他2名 浅沼稲次郎
昭和22年11月13
日

活版 1通 故母ヨネ告別式会葬御礼

4059 18 高應喆書簡 高應喆 浅沼稲次郎
昭和23年2月（9）
日

活版 1通 世界恒久平和大演説会のお知らせ 日は消印より採った

4127 2 糀島定武書簡 糀島定武 浅沼稲次郎 昭和26年9月10日
謄写・
ペン

1通
第六回青年部全国大会において全国執行
委員に選任されたことを受けての挨拶

肩書きは、糀島定武(日本社会党青年部全国執行委員、
日本社会党青年部九州ブロック協議会議長、佐賀県支
部連合会青年部〓長)

4096 15 幸陣兵造書簡 幸陣兵造 浅沼稲次郎
昭和（24）年（3）月
（20）日

ペン 1通 労働法規の改悪に反対 年月日は消印より採った

4117 12 香月保書簡 香月保 浅沼稲次郎 昭和24年8月15日
活版・
墨書

1通 転居通知

4006 10 恒久平和研究所書簡 恒久平和研究所 浅沼稲次郎 年月日不明 1通 世界恒久平和に関するアンケート

2788 江東消費組合書簡 江東消費組合 浅沼稲次郎
昭和18年5月（28）
日

活版・
ペン

1通 出資配当記入通知
日は消印より採った　　江東組合は有限責任購買利用組
合

2573 河野平治書簡 河野平治 浅沼稲次郎 昭和（戦前） ペン 1通
馬場春太郎推薦状につき、推薦署名人と
文案起草の依頼

年代は内容から推定

4047 35 河野義保書簡 河野義保 浅沼稲次郎
昭和（22）年（6）月
（5）日

ペン 1通
新聞送付に対する返礼　清州アパートを世
話してほしい

年月日は消印より採った

4112 8 河野義保書簡 河野義保 浅沼稲次郎
昭和（24）年6月4
日

ペン 1通 上京の際浅沼宅を訪問予定 年は消印より採った

4145 10 神戸九一書簡 神戸九一 浅沼稲次郎 昭和25年5月5日 ペン 1通 近況報告

4071 5 古賀貞男書簡 古賀貞男
鈴木茂三郎・
浅沼稲次郎

昭和33年8月24日
ペン・
カーボ
ン

1通 中日外交に関する意見

4225 国策研究会書簡 国策研究会 浅沼稲次郎 昭和35年8月23日 活版 1通 国策研究会会費督促 請求書・払込票

4039 52 国分漬物株式会社書簡 国分漬物株式会社 浅沼稲次郎 昭和22年9月12日 活版 1通 漬物類荷受機関として新発足の挨拶状 日は消印より採った

4028 19 国民政治会員一同書簡 国民政治会員一同
「先週の国会
より」出席者

昭和22年8月26日 ペン 1通 ラジオの「先週の国会から」に対する感想

2754 小坂茂書簡 小坂茂 浅沼稲次郎
昭和（17）年6月6
日

ペン 1通 今月２日に粗品を郵送 年は消印より採った
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4059 23 小坂三国他4名書簡 小坂三国他4名 浅沼稲次郎
昭和（23）年（2）月
（13）日

活版 1通 井上正夫逝去通知 年月日は消印より採った

4026 40 小島栄書簡 小島栄 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（10）日

ペン 1通

マッカーサー元帥より一切の権利を剥奪さ
れた最高戦犯天皇が各所行幸、費用を其
府県市民に賦課するはマ元帥に違命せざ
るや

年代推定情報①郵便料金50銭なのは、昭和22年4月1日
から23年7月10日　②消印

4011 15 小杉イ子・山岸儀一書簡 小杉イ子・山岸儀一 浅沼稲次郎
昭和（22）年（5）月
（13）日

活字・
ペン

1通
参議院選挙に関する挨拶　「政界平和党
綱領」

肩書きは、小杉イ子（全国参議院議員候補者）、山岸儀
一（世界平和党委員長）　年月日は消印より採った

2487 小ぞう書簡 小ぞう 浅沼稲次郎 昭和（7）年 ペン 1通

我々苦しい労働者は一日も早い生活の安
定をほしい　身を無産者解放に居るなら、
男子らしい闘争、闘士らしく合同を望む　口
ばかりなら無産者解放運動をよしなさい

差出人不明瞭、差出人名義は「小ぞう」　年は旧蔵者メモ
から採った

4062 29 後藤祐男書簡 後藤祐男 浅沼稲次郎
昭和（23）年（3）月
（20）日

ペン 1通 下宿先斡旋の依頼 年月日は消印より採った

2602 後藤勝三書簡 後藤勝三 浅沼稲次郎 昭和13年4月
謄写・
ペン

1通 転居通知 日付記載なし

4144 34 後藤仙弥書簡 後藤仙弥 浅沼稲次郎
昭和(25)年4月28
日

墨書 1通
五月五日には当地にても組合結成　援助
を願う

年は消印より採った

4150 5 後藤時男書簡 後藤時男 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（9）日

ペン 1通 選挙戦への支援感謝 年月日は消印より採った

4026 38 後藤寅市書簡 後藤寅市 浅沼稲次郎 昭和22年8月9日
点字・
鉛筆・
ペン

1通

「我が国においても欧米諸国のごとく国家
社会の手で盲人の生活を全面的に保証し
なければならない」　所得税法改正にとも
なって「盲人」の納税問題も取り上げて欲し
い

肩書きは、後藤寅市（北海道盲人連盟代表）　本文点字
（鉛筆による翻訳あり）

4153 8 小西長一他2名書簡 小西長一他2名 浅沼稲次郎 （12）月（12）日
タイプ・
ペン

1通

「地方公務員法制定に関してわれわれの
意見に対し格別の御配慮を賜り且つ御尽
力下されわれわれの初期の目的達成に御
協力頂いたことは全組合員一同深く感謝」

肩書きは、小西長一（大阪市従業員組合委員長）、芝田
長太郎（神戸市従業員組合委員長）、小島拾吉（大阪府
土木従業員組合組合長）　年月日は消印より採った

2250 小橋靖書簡 小橋靖 浅沼稲次郎
昭和（24）年4月24
日

神奈川県
職員労働
組合

ペン 1通
川崎市役所採用決定、先生はじめ皆様の
ご指導に感謝　参院選挙での圧倒的戦績
に向け、一層の御健闘祈念

年は旧蔵者メモによる

2537 小林一平書簡 小林一平 浅沼稲次郎
昭和（7）年（8）月
21日

墨書 1通
労農議会入場券、御恵贈願えれば徳永氏
に御渡し置きくだされ度候

年月は消印より採った

4042 13 小林勘二書簡 小林勘二 浅沼稲次郎 12月6日 ペン 1通 本日梨２箱送りました

4093 1 小林勘二書簡 小林勘二 浅沼稲次郎
昭和(22)年12月31
日

ペン 1通 手紙拝読　来月上京 年は消印より採った

4032 19 小林五郎書簡 小林五郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年7月11
日

ペン 1通 「片山内閣の退陣を要求する辞」 年は消印より採った

2262 小林進書簡 小林進 浅沼稲次郎
昭和（35）年8月27
日

ペン 1通

ローマオリンピック（昭和35年）　ローマ滞
在中　坂上君らと同じパッションになる　私
共議運グループは九月四日に帰国予定
事前運動も激しいとかで気もおちつきませ
んが、帰国後大いにやるつもり

年は内容から推定

4060 25 小林武城書簡 小林武城 浅沼稲次郎 4月1日 墨書 1通
利根川の欠壊および洪水の被害について
援助を依頼

2574 小林得三書簡 小林得三 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月（23）日

墨書 1通 後援御礼 年月日は消印より採った

2563 小林得三書簡 小林得三 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月（25）日

墨書 1通 ご不振のところ、遠路御後援深謝 年月日は消印より採った

4110 6 小林豊三郎書簡 小林豊三郎 浅沼稲次郎 昭和24年5月20日
東京商工
興信所罫
紙

ペン 1通
昭和三年の国民新聞葬儀以来疎音の打
過ぎ　本会議で浅沼の質問を傍聴、胸の
すく感あり

肩書きは、小林豊三郎(旧・国民新聞大崎出張所主任、
現別紙勤務)

4119 7 小林秀太郎書簡 小林秀太郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年10月4
日

ペン 1通 浅沼稲次郎の地方遊説に対して感謝 年は消印より採った
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4104 29 小林政春書簡 小林政春 浅沼稲次郎
昭和（24）年（3）月
（30）日

ペン 1通
行政整理の断行が必要　農地のこれ以上
の解放は希望しない

年月日は消印より採った

4144 40 小林政春書簡 小林政春 浅沼稲次郎
昭和(25)年(4)月
(30)日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する脅迫状　「余り労働者
を扇動して生産意力を阻害するとタダでは
置かないぞ」

年月日は消印より採った

2806 小日向サワ書簡 小日向サワ 浅沼稲次郎
昭和（19）年（3）月
（25）日

ペン 1通 上京の際にお世話になったことに対し御礼 年月日は消印より採った

4047 43 小松島正一書簡 小松島正一 浅沼稲次郎 6月2日 ペン 1通 激励及び近況報告

4010 12 小松原光太郎書簡 小松原光太郎 浅沼稲次郎
昭和（21）年（12）
月15日

ペン 1通
小松原が中央で運動を行う際の、適当な
職を求める内容

年日付は消印より採った

小松原正一書簡 小松原正一 浅沼稲次郎 昭和21年2月2日 ペン 1通
埼玉県北葛飾郡田宮村の党班結成大会
への出演を依頼

附　綱領・規約
（日本農民組合埼
玉連合会羽生農
民組合）・教育委
員会実地視察並
懇談会開催ノ件

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる

4107 22 小松与三郎書簡 小松与三郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（4）日

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月日は消印より採った

4096 14 小村伯栄書簡 小村伯栄 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通
浅沼の帯広来訪以来の道東に於ける党組
織の動き

4103 3 小山寿夫書簡 小山寿夫 浅沼稲次郎
昭和（24）年（3）月
（7）日

ペン 1通
党を左翼張らせることが再建ではない　に
がにがしきは党内の争い

年月日は消印より採った

4077 1 近藤吾松書簡 近藤吾松 浅沼稲次郎
昭和（33）年（10）
月（18）日

ペン 1通
「警職法改悪反対」についての「貴党の努
力を謝」す　議会及び地方で岸内閣退陣を
要求

年月日は消印より採った

4092 15 金野定吉書簡 金野定吉 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
ペン

1通 衆議院議員当選の挨拶 肩書きは、金野定吉（衆議院議員）

4056 2 紺野俊雄書簡 紺野俊雄 浅沼稲次郎
昭和（23）年6月26
日

ペン 1通
面接に際して礼状、今後ともご指導ご鞭撻
を賜りたい

4166 13
在外資産補償確得期成同盟
佐賀県本部書簡

在外資産補償確得期成同盟
佐賀県本部

浅沼稲次郎 昭和35年3月31日
謄写・
活版・
墨書

1通 在外財産の補償に関する件 檄

4056 17 斉木重一書簡 斉木重一 浅沼稲次郎 6月12日 ペン 1通 党運営に関する意見
4051 3 斉木重一書簡 斉木重一 浅沼稲次郎 10月20日 ペン 1通 政局に関する感想、意見

2603 西条正書簡 西条正 浅沼稲次郎 昭和14年4月14日 ペン 1通
渡辺年様、細田先生から時折お便り戴、先
生御奮闘振りをうかがう　近況報告（先般
海南島に転戦、海南島占領途中経過）

西条の肩書きは南支派遣軍飯田部隊鈴木重隊　軍事郵
便

4106 11 斎藤勇書簡 斎藤勇 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
29日

ペン 1通
社会党書記長退任の挨拶状受け取り　「民
主主義というものの日本における奇型的
発展にはいささかウンザリ」

年月は消印より採った

4107 12 斉藤慶市書簡 斉藤慶市 浅沼稲次郎 昭和（24）年（4）月 ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月は消印より採った

4026 27 齋藤昭治書簡 齋藤昭治 浅沼稲次郎 8月4日
鉛筆・
ペン

1通
政治家志望　まずは政治家の書生となりた
い　また社会党入党の手続き方法を教え
て欲しい

4050 9 齋藤剛書簡 斉藤剛 浅沼稲次郎 11月10日 ペン 1通
党庶務部長の後任に小生を起用してほし
い

4095 1 斎藤剛書簡 斎藤剛 浅沼稲次郎
昭和（33）年1月23
日

ペン 1通
激励の、「国民各層から最も信愛されてい
る沼さんよ！！うんと頑張って岸内閣を打
倒しよう　」

年は消印より採った
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4010 6 佐伯健書簡 佐伯健 浅沼稲次郎 昭和21年12月5日
活字・
ペン

1通
日本社会党郡山支部、日本農民組合安積
地方協議会、福島酵素研究会の三者合同
事務所設置の通知

4049 8 佐伯健書簡 佐伯健 浅沼稲次郎
昭和（23？）年12
月30日

ペン 1通 出馬を断念した件について
封筒に差出人とは異なる筆跡で「23/12/30」とあり、年は
そこから採った

4047 51 佐伯健書簡 佐伯健 浅沼稲次郎
昭和（22）年6月1
日

墨書 1通 激励の手紙 年は消印より採った

4062 17 佐伯健書簡 佐伯健 浅沼稲次郎
昭和（23）年3月12
日

墨書 1通 激励の手紙 年は消印より採った

4119 15 佐伯健書簡 佐伯健 浅沼稲次郎
昭和（24）年10月
21日

ペン 1通
福島県南会津郡只見川開発発電計画に
ついての中央情報を求む

年は消印より採った

4104 17 佐伯健書簡 佐伯健 浅沼稲次郎 昭和（25〕3月17日 ペン 1通
浅沼稲次郎渡米中の社会党分裂は申し訳
なし　鈴木、田中利勝、遠藤一の三氏は分
裂策動、労働組織や中堅は動かず

年は浅沼稲次郎訪米、社会党分裂より推測

2597 佐伯健選挙事務所書簡 佐伯健選挙事務所 浅沼稲次郎
昭和（12）年（2）月
（26）日

ペン 1通 演説会応援弁士の件、御願い 年月日は消印より採った

4039 46 佐伯龍蔵書簡 佐伯龍蔵 浅沼稲次郎 昭和22年9月11日 ペン 1通 東京地方専売局長への紹介について御礼 年月日は消印より採った

4039 19 酒井恒次郎書簡 酒井恒次郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年9月4
日

日本政府
用箋

ペン 1通
片山内閣評、印刷局労組市ヶ谷支部が社
会党新聞の購読を申し込んだのだが届い
ていない

酒井は印刷局労組市ヶ谷支部財政部長　年は封筒に記
載されているメモより（旧蔵者が記載か？）

4062 2 酒井徳四郎書簡 酒井徳四郎 浅沼稲次郎 昭和23年3月3日 ペン 1通 来村御礼、村の政情について

4060 16 酒井徳四郎書簡 酒井徳四郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年4月13
日

ペン・
墨書

1通 森戸先生の学書送付御礼 年は消印より採った

4140 5 酒井喜和書簡 酒井喜和 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
15日

ペン 1通
浅沼渡米中、社会党分裂残念　浅沼がい
てくれれば

肩書きは、酒井喜和(北海道美唄市立峰延中学校)　年月
は消印より採った

4150 6 坂義一書簡 坂義一 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（8）日

ペン 1通 参院選結果を祝う 年月日は消印より採った

2543 坂口栄三書簡 坂口栄三 農民労働社
昭和（7）年10月12
日

ペン 1通 「市町村会ト闘ヘ」送付願 年は消印より採った

4008 24 酒牧幸市書簡 酒牧幸市 浅沼稲次郎 10月22日 ペン 1通 浅沼稲次郎に対する病気見舞い 月日は消印より採った

4110 3 酒牧幸市書簡 酒牧幸市 浅沼稲次郎
昭和（24）年（5）月
（18）日

ペン 1通 引見及び近藤大阪市長への紹介感謝 年月日は消印より採った

2669 坂本勝利書簡 坂本勝利 浅沼稲次郎
昭和17年4月（18）
日

活版 1通 召集からの帰還挨拶 日は消印より採った

4064 1 坂本義雄書簡 坂本義雄
浅沼稲次郎・
鈴木〔茂三郎〕

昭和（33）年（10）
月（17）日

ペン 1通

浅沼稲次郎、鈴木茂三郎、小林武（日教組
委員長）への暗殺予告　「浅沼、鈴木に曰
く、労働組合員に闘争之扇動する事我々
は許す事は出来ない　宣伝之襲撃した鶯
谷台東区の党員と協議して暗殺する覚悟
だ　」「来る廿八日までに実力行使する　」

肩書きは坂本義雄（大日本愛国党員）　年月日は消印よ
り採った

4102 15 作間耕造書簡 作間耕造 浅沼稲次郎 昭和24年2月21日
謄写・
ペン

1通 待遇者会定例役員会開催について 肩書きは、作間耕造(待遇者会会長)

4001 16 佐久間政司書簡 佐久間政司 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 資料送付に対する礼状

4039 26 桜井光堂書簡 桜井光堂 浅沼稲次郎 昭和？年9月5日 ペン 1通
昨年総選挙の結果と次回総選挙の対策に
ついて

4102 24 櫻井貞男書簡 櫻井貞男 浅沼稲次郎 昭和24年2月27日 墨書 1通 プロミン予算削減に対する反対 年は封筒への書き込み「24'　2/27」より推定

4145 7 櫻井貞男書簡 櫻井貞男 浅沼稲次郎 昭和25年5月4日
ペン・
墨書

1通 「療園」の現状

4104 26 櫻井貞男書簡 櫻井貞男 浅沼稲次郎 3月25日 墨書 1通
党分裂は実に残念　目下の急務は唯党再
建の事意外にはない

4115 15 櫻井貞男書簡 櫻井貞男 浅沼稲次郎
昭和（24）年7月31
日

墨書 1通 「〔浅沼の渡米は〕民主日本建設の礎石」

4184 91 桜井貞男・堀口捨吉書簡 桜井貞男・堀口捨吉 浅沼稲次郎 昭和24年3月10日 墨書 1通 プロミン厚生予算通過への協力感謝
4049 5 桜井三郎書簡 桜井三郎 浅沼稲次郎 （12）月（26）日 ペン 1通 激励の手紙 月日は消印より採った

4141 8 桜内義雄書簡 桜内義雄 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
ペン

1通 「時局雑感5　新生日本の政治」
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4141 9 桜内義雄書簡 桜内義雄 浅沼稲次郎
昭和（25）年（2）月
（27）日

活版・
墨書

1通 「時局雑感6　日本民族の運命」 年月日は消印より採った

4136 5 桜田光雄書簡 桜田光雄 浅沼稲次郎 昭和26年6月21日 ペン 1通
治山治水事業における請負業者の「ごま
かし」を防ぐ法的措置が必要

桜田光雄宛内田
俊一書簡

肩書きは、桜田光雄(建設業者、土建会社役員)

4084 12 笹川良一書簡 笹川良一 浅沼稲次郎 昭和33年5月31日
墨書・
謄写

1通
今回戦犯全員の釈放実現を見たことを感
謝

肩書きは、笹川良一（社団法人全国モーターボート競走
会連合会会長）

4083 2 佐々木治人書簡 佐々木治人 浅沼稲次郎 昭和33年5月20日 ペン 1通
「拝復　推薦者有田八郎様より御多忙中に
もかゝわらず書状を賜り恐縮に存じます」

4193 3 笹原定治郎書簡 笹原定治郎 浅沼稲次郎 昭和35年4月8日
ペン・
墨書

1通
浅沼懲罰問題は憂慮するに及ばぬ、土地
資本や作業を漸次国有に

4163 7 笹原定治郎書簡 笹原定治郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月25
日

墨書・
ペン

1通
安保問題に対する理論的宣伝は当然適切
だが、国内の社会保障増進策は党勢増進
に効果あり

年は消印より採った

4118 7 笹森登美夫書簡 笹森登美夫 浅沼稲次郎 昭和24年9月5日 ペン 1通

昨年2月私の事件に際しての来松〔戸〕感
謝　昨年12月24日に再保釈　私の事件を
契機として生活擁護団体の大同団結がな
る

4144 38 笹森登美夫書簡 笹森登美夫 浅沼稲次郎 昭和25年4月29日 ペン 1通
本会代表岩佐作太郎と私とで浅沼を訪問
したい

肩書きは、笹森登美夫(全国生活擁護団体連合会事務局
長)

4042 11 佐竹晴記書簡 佐竹晴記 浅沼稲次郎 昭和22年12月4日 活版 1通 転居および電話開通通知

4093 39 佐竹晴記書簡 佐竹晴記 浅沼稲次郎 昭和23年1月28日
活版・
ペン

1通
司法政務次官辞任と共に、日本社会党を
離党したことを伝える内容

4101 4 佐竹三男書簡 佐竹三男 浅沼稲次郎
昭和（24）年（2）月
（10）日

墨書 1通
福島米沢間の電化区間の仙台鉄道局へ
の移管反対

肩書きは、佐竹三男(山形県最上郡国鉄新庄労組書記
長)　年月日は消印より採った

4108 6 佐竹三男書簡 佐竹三男 浅沼稲次郎
昭和（24）年（5）月
（16）日

墨書 1通 地域給引上げ中止絶対反対運動要請
肩書きは、佐竹三男(国鉄労組山形支部新庄地区分会書
記長)

4101 3 佐竹保郎書簡 佐竹保郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年（2）月
（10）日

墨書 1通
福島米沢間の電化区間の仙台鉄道局へ
の移管反対

肩書きは、佐竹保郎(国鉄労組山形支部新庄地区分会分
会執行委員長)　年月日は消印より採った

4108 5 佐竹保郎書簡 佐竹保郎 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1通 地域給引上げ中止絶対反対運動要請
肩書きは、佐竹保郎(国鉄労組山形支部新庄地区分会執
行委員長)

4078 6 貞末四郎書簡 貞末四郎 浅沼稲次郎
昭和33年10月26
日

ペン 1通
テロをも許容するような、岸信介に対する
激しい敵意

4124 2 佐藤勇書簡 佐藤勇 浅沼稲次郎
昭和（25）年（8）月
（12）日

1通 石炭手当の支給を実現を求む 年月日は消印より採った

2820 佐藤国春書簡 佐藤国春 浅沼稲次郎
昭和（戦前）1月4
日

ペン 1通
学童疎開に際しての骨折りに感謝　疎開
中であるため、清砂町会から抜けさせてほ
しい

旧蔵者整理では昭和20年のものと一括

4043 17 佐藤幸吉書簡 佐藤幸吉 浅沼稲次郎 11月（21）日 鉛筆 1通

農林省が米穀供出超過者に対し報償とし
て硫安を配給することを奨励しているが、
いまだその肥料の配給がないので、調査し
てほしい

4062 23 齋藤庄吉書簡 齋藤庄吉 浅沼稲次郎
昭和（23）年（3）月
（18）日

ペン 1通 叔父栄三郎逝去のお知らせ 年月日は消印より採った

2560 佐藤正太郎書簡 佐藤正太郎 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月（16）日

ペン 1通 病気見舞い 年月日は消印より採った

4047 47 佐藤信一郎書簡 佐藤信一郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年6月1
日

墨書・
ペン

1通 首班内閣成立祝い 年は消印より採った

4105 1 佐藤新太郎書簡 佐藤新太郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（27）日

謄写・
ペン

1通
国立病院特別会計法案撤回運動の展開を
希望

年月日は消印より採った

4043 18 佐藤信之助書簡 佐藤信之助 浅沼稲次郎
昭和（22）年11月
19日

墨書 1通
諏訪地方の労働組合運動の現状と今後に
関する意見、一度御拝顔したい

年は消印より採った

4094 67 佐藤清吉書簡 佐藤清吉 浅沼稲次郎
昭和（33）年（2）月
（20）日

ペン 1通 浅沼による議会解散要求説明を賞賛 年月日は消印より採った
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4107 3 佐藤敏子書簡 佐藤敏子 浅沼稲次郎 昭和（24）年（4）月 ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月は消印より採った

4049 2 佐藤文昭書簡 佐藤文昭 浅沼稲次郎
昭和（23）年12月2
日

ペン 1通 政局に関する意見 年は消印より採った

4069 1 佐藤幹雄書簡 佐藤幹雄 浅沼稲次郎 昭和33年6月1日 ペン 1通

今般社会党に入党を推められ日本社会党
本部組織部編集の「入党のしおり」を拝読
した上で、「しおり」に対する意見を述べて
いる　「労働者」「農民」という外見的な枠組
みで党方針を規定することへの反発

4059 41 佐藤宗信書簡 佐藤宗信 浅沼稲次郎 昭和23年2月22日 ペン 1通 面会の御礼 年は消印より採った

4079 2 佐藤幸正書簡 佐藤幸正 浅沼稲次郎
昭和(33)年11月11
日

ペン 1通 自民党の議会制度運用を批判する内容 佐藤幸正（東京第一区有権者）　年は消印より採った

4106 3 里田源一郎書簡 里田源一郎 浅沼稲次郎 昭和24年4月2日 ペン 1通 西蒲〔原〕への大会への出席感謝 肩書きは、里田源一郎(日本社会党新潟県支部連合会)

2699 真田繁喜書簡 真田繁喜 浅沼稲次郎
昭和（17）年5月7
日

ペン 1通
御奉公半ばで病衣のままで祖国に帰国、
戦地に劣らぬ逼迫した銃後の様相に感激

年は消印より採った

4140 10 佐野楠弘書簡 佐野楠弘 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（8）日

ペン 1通 大山先生を囲む門下会、次回日程の通知 年月日は消印より採った

4049 6 佐野楠弘書簡 佐野楠弘 浅沼稲次郎
昭和（23）年（12）
月（21）日

謄写 1通 大山門下会懇親茶話会開催のお知らせ 年月日は消印より採った

4115 8 佐野楠弘書簡 佐野楠弘 浅沼稲次郎
昭和（24）年7月23
日

ペン 1通 〔大山郁夫〕門下会通知 年は消印より採った

4144 27 佐野隆雄書簡 佐野隆雄 浅沼稲次郎 昭和25年4月3日 ペン 1通
党内の分裂は大衆には無関係　浅沼稲次
郎には党再建のリーダーとしての働きを期
待

年は消印より採った

4120 5 佐野隆雄書簡 佐野隆雄 浅沼稲次郎
昭和(24)年(11)月
(2)日

ペン 1通 「社会思潮」送付感謝 年月日は消印より採った

4140 11 佐野隆雄書簡 佐野隆雄 浅沼稲次郎
昭和（25）年3月17
日

ペン 1通 社会党を巡る情勢分析と党への期待 年は消印より採った

4027 10 鮫島司郎書簡 鮫島司郎 浅沼稲次郎 昭和22年8月15日 ペン 1通 〔名刺〕鮫島司郎 名刺肩書きは、鮫島司郎（国民学用品協会）

4047 42 鮫島司郎書簡 鮫島司郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（6）月
（2）日

ペン 1通 面会依頼

4144 36 鮫島司郎書簡 鮫島司郎 浅沼稲次郎
昭和(25)年4月28
日

ペン 1通
曾禰益先生選挙手伝いの件、お知らせ頂
きたい

年は消印より採った

4032 16 三一会書簡 三一会 浅沼稲次郎 昭和22年7月16日 謄写 1通 三一会々報第二十九号

4026 39 三一会書簡 三一会 浅沼稲次郎 昭和22年8月4日
謄写・
ペン

1通
『三一会々報三十号』、第六十四回例会案
内

「（当番）武藤仁叟、荒木文太郎、大鹿卓」とあり

4039 17 三一会々報 三一会 浅沼稲次郎 昭和22年9月3日 謄写 1通 第65回例会案内

4093 6 三一会書簡 三一会 浅沼稲次郎 （1）月（6）日
謄写・
ペン

1通 「第六十九回三一会案内」 月日は消印より採った

4112 1 三一会書簡 三一会 浅沼稲次郎 （6）月（1）日
謄写・
墨書

1通 三一会第八十八回例会案内 年月日は消印より採った

4043 28 三一会書簡 三一会 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（5）日

謄写 1通
第６７回三一会例会案内、当番に平野力
三・近衛秀麿の名がある

年月日は消印より採った

4042 26 三一会書簡 三一会 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月

謄写・
ペン

1通 「三一会第六十八回例会御案内」 年月は消印より採った

4118 6 三一会書簡 三一会 浅沼稲次郎
昭和（24）年（9）月
（8）日

謄写・
ペン

1通 三一会第九十一回例会案内 年月日は消印より採った

4152 6 三一会書簡 三一会 浅沼稲次郎
昭和（25）年（7）月
（8）日

謄写・
ペン

1通 三一会第百一回例会案内 年月日は消印より採った
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4054 4 三多摩の労働者書簡 三多摩の労働者 浅沼稲次郎
昭和（23）年（8）月
（4）日

ペン 1通

社会党批判、もともと社会党愛党者であっ
たが、社会党が与党になってから失望、
「社会党よ、是非共精神を入れ変て下さ
い」、土建会社の労働環境の実態について
述べ、社会党が「精神を入変へて」労働者
の味方となることを望む

差出人不明瞭、差出人名義は「三多摩の労働者」　年月
日は消印より採った

4131 18 三瓶通昌書簡 三瓶通昌 浅沼稲次郎
昭和（26）年（7）月
（20）日

ペン 1通 生活の困苦日々増大　最低賃金実現求む 年月日は消印より採った

2302 塩木重書簡 塩木重 浅沼稲次郎
昭和（35）年8月31
日

ペン 1通
訪問の御礼　其の節、話した青少年部、左
の通り役員だけ先に届けてあり、来月中に
は結成の予定

年は消印より採った

4139 11 重井麻治書簡 重井麻治 浅沼稲次郎 昭和（25）年 ペン 1通 報告演説会の予定に岡山を入れて欲しい 年は消印より採った

4027 9 重野芳樹書簡 重野芳樹 浅沼稲次郎 8月15日
謄写・
ペン

1通

参衆両院における「在外同胞引揚に関す
る感謝とその引揚促進に関する決議」採択
感謝　予定していた8月15日からのハンス
ト中止

切手なし

4011 12 重松憲一書簡 重松憲一 浅沼稲次郎 5月3日
ペン・
鉛筆

1通
食糧問題・民主主義確立のための急務の
ときにあたって、社会党内部の不統一を憂
える内容

4145 15 重盛寿治書簡 重盛寿治 浅沼稲次郎
昭和(25)年5月10
日

墨書 1通 浅沼の激励に対する返礼 年は消印より採った

4028 8 茂呂弥吉書簡 茂呂弥吉 浅沼稲次郎 昭和22年8月29日
北相馬郡
菅生村役
場用箋

ペン 1通

農業協同組合の設立をめぐって、保守反
動分子（現在の農業会長、職員、元隣保班
長、元常会長、追放者）らが活動し、組合
脱会、社会党脱党をしいており、勢力五分
五分　政府、農林省は農業協同組合に対
する厳密な調査する必要がある

封筒に「番号発生67」の記載あり　肩書きは、茂呂弥吉
（菅生村長、菅生農地委員長）

4055 11 時事通信社書簡 時事通信社 浅沼稲次郎 昭和23年7月1日 活版 1通
『時事年鑑』編纂につき住所、氏名、将来
の計画などについて問い合わせ

4134 7 宍戸寛書簡 宍戸寛 浅沼稲次郎
昭和（26）年（9）月
（19）日

ペン 1通
「当支部大会においで下され熱弁を賜り」
感謝

年月日は消印より採った

4074 3 自然坊建正書簡 自然坊建正 浅沼稲次郎
昭和（33）年10月3
日

ペン 1通

「現実主義者岸〔信介〕」に対する戦争責任
を含めた批判　「中国の主権者は中共で
あって台湾なるものは六億の民衆を捨てゝ
保身のために亡命したものであり、又戦後
の台湾は中国に帰属すべきものである」

年は消印より採った

4043 54 志田留蔵書簡 志田留蔵 浅沼稲次郎 昭和22年11月4日 ペン 1通 平野農相問題について

4115 14 志田留蔵書簡 志田留蔵 浅沼稲次郎 昭和24年7月30日 墨書 1通
「自分別紙東方会関係法務総裁の非か是
かをお伺いして見て戴かけば幸い」

調査願 出雲崎中学校封筒

2251 志田留蔵書簡 志田留蔵 浅沼稲次郎
昭和（24）年5月21
日

三島郡罫
紙

鉛筆 1通
明石君令息、明年上京の折には御世話お
願いしたし

年は消印より採った

2442 志田留蔵書簡 志田留蔵 浅沼稲次郎
昭和（戦前）　12月
23日

ペン 1通
日米開戦に関する感想　出雲崎にも百名
の東方会会員を得て来る一月発会式を行
う

年代は内容から推定　年代は日米開戦後ヵ

4104 27 幣原喜重郎書簡 幣原喜重郎 浅沼稲次郎 昭和24年3月25日
活版・
ペン

1通
社団法人民主政治教育連盟理事懇談会
への出席を乞う

肩書きは、幣原喜重郎(社団法人民主政治教育連盟)
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4027 30 柴尾親弘書簡 柴尾親弘 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（19）日

ペン 1通
住宅の世話依頼　「今月九州大会（全農）」
に平野農林大臣が出席するとのことだが、
確約の手紙が未着　状況を調べて欲しい

年代推定情報①封書の郵便料金1円20銭なのは、昭和
22年4月1日から23年7月10日　②消印

4035 54 柴尾親弘書簡 柴尾親弘 浅沼稲次郎
昭和22年8月（25）
日

活版 1通 快気のお知らせ 日付は消印より採った

4229 柴田貞書簡 柴田貞
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和(17)年(8)月
(16)日

ペン 1通 浅沼稲次郎の病気快癒祝い
肩書きは、柴田貞(広島市団教習所第二内務班)　年月日
は消印より採った

4062 24 柴田ちい書簡 柴田ちい 浅沼稲次郎
昭和（23）年（3）月
（18）日

ペン 1通
病気全快、転出証明書接受、近く荷物をと
りに上京

年月日は消印より採った

2694 柴田貞書簡 柴田貞 浅沼稲次郎
昭和（17）年（5）月
7日

ペン 1通 病気見舞い　近況報告 年月は消印より採った

2670 柴田貞書簡 柴田貞 浅沼稲次郎
昭和（17）年4月20
日

ペン 1通 あと一旬ご奮戦　必勝を祈る 年は消印より採った

4145 5 柴田定一郎書簡 柴田定一郎 浅沼稲次郎 5月2日 ペン 1通
田中小学校での浅沼講演を聞くことが出
来ず残念

2589 柴田義亮選挙事務長書簡 柴田義亮選挙事務長 浅沼稲次郎
昭和（11）年11月
15日

ペン 1通 演説会出演依頼 年は消印より採った

2660 シマ電報 シマ 浅沼稲次郎
昭和（17）年（4）月
（10）日

活版 1通 トドケデタヨロシク　至急私報 年月日は消印より採った　至急私報

2664 シマ電報 シマ 浅沼稲次郎
昭和（17）年（4）月
（9）日

活版 1通
エイキヤウジンダイナリリツコウホサイコウ
サレタシ

年月日は消印より採った

4011 11 島上善五郎書簡 島上善五郎 浅沼稲次郎 年月日不明
謄写・
ペン

1通 電話開設通知

2639 島清書簡 島清 浅沼稲次郎 昭和17年1月5日 ペン 1通

周囲のものから総選挙への立候補を求め
られているが、費用の調達の目途がつい
たら立候補のつもり　右の件、御配慮いた
したく

4042 2 島清書簡 島清 浅沼稲次郎 昭和22年12月1日 活版 1通 転居通知

島静一書簡 島静一 浅沼稲次郎
昭和（22）年2月18
日

墨書 1通

別添の投書について　マッカーサー司令官
宛の投書だが、ウイリアムスに下げられも
の　ウイリアムスから議長及び浅沼委員長
に参考までにお見せしたいとお話があった
ため、お送りします　別添文書の内容は、
「引揚促進特別委員会（全国引揚連合会）
が闇物資を売却して金儲けをしており、
ファシストのグループである」というもの

〔マッカーサー宛
オカムラチカト
1947年12月20日
書簡（英文タイプ）
及び左記文書の
日本語訳　〕

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」436に綴じこま
れる　年代は付属文書より推定　島の衆議院渉外課長在
任期間は昭和23年9月8日～昭和27年4月16日（『議会制
度百年史』資料編、1990年）

島田孝一書簡 島田孝一 浅沼稲次郎 昭和22年7月24日
謄写・
墨書

1通 懇談会案内
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」168に綴じこま
れる　島田の肩書きは早稲田大学総長

4027 14 島田孝一他3名書簡 島田孝一他3名 浅沼稲次郎 昭和22年8月16日
活版・
墨書

1通

早稲田大学は昭和20年５月25日の戦災に
より私立学校としては第二位の損害を被っ
た　早稲田大学復興のための「七万校友
の母校愛に訴へる」

早稲田大学復興
会会則（付・早稲
田大学復興会申
込書）・当座口振
込依頼書・早稲田
大学復興会趣意
書

差出人、及び肩書きは、島田孝一（早稲田大学復興会会
長）、磯部愉一郎（同副会長）、原安三郎（同副会長）、伊
原貞敏（同副会長）

4102 25 島田晋作書簡 島田晋作 浅沼稲次郎
昭和(24)年2月28
日

墨書 1通 三月七日頃再上京、面談希望 年は消印より採った

4039 39 清水市郎書簡 清水市郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年9月8
日

ペン 1通
差出人の父親が死去、告別式の日程につ
いて連絡

年は消印より採った

4062 5 清水伊之助書簡 清水伊之助 浅沼稲次郎 昭和23年3月7日

株式会社
石井鉄工
所蒲田化
学機械工

ペン 1通
東京都水産業会へ融資を申請する際、口
添えを依頼

4047 40 清水伊之助書簡 清水伊之助 浅沼稲次郎 6月3日 ペン 1通 浅沼への激励の手紙

2643 清水国太郎書簡 清水国太郎 浅沼稲次郎
昭和（17）年（2）月
14日

ペン 1通 会議録送付御礼 年月は消印より採った

4027 25 清水筧水書簡 清水筧水 社会党幹事長 昭和22年8月17日 ペン 1通 炭鉱国管に断じて反対
肩書きは、清水筧水（東北地方鉱業連合会理事、岩手県
石炭鉱業会常任理事、金龍山炭鉱株式会社
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4029 7 清水三郎書簡 清水三郎 浅沼稲次郎 昭和33年8月21日 ペン 1通
貴下と大宅壮一の対談をラジオで聞き同
感　上層部だけでは組織強化できず、青年
まで含めた日常活動が必要

4176 5 清水茂書簡 清水茂 浅沼稲次郎
〔昭和33年〕12月6
日

ペン 1通
大妻高等・中学校教職員組合における勤
務評定反対運動について

年代は①昭和二十九年に卒業以来、三年越し、②この四
月に中・高校部長がかわりましてから、公立学校の勤務
評定施行の風潮を反映、から推定

2587 清水隆督書簡 清水隆督 浅沼稲次郎
昭和11年11月23
日

謄写・
ペン

1通 演説会出演依頼 　

4041 1 清水太郎書簡 清水太郎 浅沼稲次郎 昭和22年12月 活版 1通 会葬御礼

4164 55 清水とらじ書簡 清水とらじ
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 政界に関する情報 年は消印より採った

4056 7 清水兵一郎書簡 清水兵一郎 浅沼稲次郎 昭和23年6月23日 ペン 1通
全国町村会において陳情中（政府出先機
関の整理廃止、地方税財政制度の確立）
の事項に関する陳情書

4091 10 下田宏書簡 下田宏 浅沼稲次郎 年月日不明
日本社会
党本部原
稿用紙

ペン 1通
党報の原稿依頼　松沢副会長と吉川〓次
郎に交渉依頼

封筒は、松沢副会長宛、署名は浅沼稲次郎　何らかの事
情で松沢に手渡されなかったものも思われる

4055 2 社会新聞社書簡 社会新聞社 浅沼稲次郎 昭和23年2月17日 謄写 1通 党機関紙「社会新聞」購読料について

4151 4 社会党一ファン書簡 社会党一ファン 浅沼稲次郎
昭和（25）年6月23
日

ペン 1通
今回の参院選は地方税に反対してくれる
貴党に近隣の借家人を誘い合せ投票した
次第」、「われわれの期待に背かざるよう」

差出人不明瞭、差出人名義は「社会党一ファン」　年は消
印より採った

4102 26 社会党員書簡 社会党員 浅沼稲次郎
昭和(24)年(2)月
(27)日

ペン 1通
社会党は太っ腹であるべき　保守党が進
歩的な政策を出してもいい　他党の行動を
かれこれいうな

年月日は消印より採った

4082 12 社会党員の一人書簡 社会党員の一人 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（23）日

ペン 1通

「鈴木委員長わ左派人で共産党と手をにぎ
り居る事わ良く国民わ存じ居候」　「社会党
わ今後国民に信用できる右派の委員長を
出さねば駄目　如何鈴木委員長わ全国演
説して廻りても、国民は信用せん」

差出人不明瞭、差出人名義は「社会党員の一人」とあり
年月日は消印より採った

4106 2 社会党支持者書簡 社会党支持者
社会党代議士
会

昭和（24）年（4）月
（2）日

ペン 1通 省営自動車払下反対 年月日は消印より採った

4047 48 社会党東葛支部書簡 社会党東葛支部 浅沼稲次郎
昭和（21）年6月1
日

ペン 1通
東葛支部拡大執行委員（会？）へ出席を依
頼

年は消印より採った

4008 23 社会党福山支部他書簡
社会党福山支部・福山地方労
働組合連合会・日本農民組合
福山支部

浅沼稲次郎
昭和21年10月21
日

墨書・
謄写

1点 故三谷文太郎の社会葬について

社会党有志議員電報 社会党有志議員
ヤマシタエイ
ニ

昭和22年11月28
日

活版 1通 西尾不信任に対し欠席せよ
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」170に綴じこま
れる

社会党有志議員電報 社会党有志議員
ヤオキサブロ
ウ

昭和22年11月28
日

活版 1通 西尾不信任に対し欠席せよ
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」170に綴じこま
れる

4004 5 衆議院庶務課書簡 衆議院庶務課 浅沼稲次郎
昭和（21）年（6）月
（6）日

活字 1通 履歴書及び写真提出督促 年は消印より採った

〔庄司電報〕 庄司
日本社会党本
部

昭和（20）年（　）月
8日

インク 1通

「郵便局員の入党を禁止せる旨逓信中央
より指令有りたるため差支多し　本部より
当局並に司令部へ掛合返頼む　鳥取県支
部庄司」

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる　年は前後の資料から推定

4079 6 庄司剛書簡 庄司剛 浅沼稲次郎
昭和(33)年11月9
日

ペン 1通
社会党下部組織を強固にせねばならない
岸内閣批判

年は消印より採った

4026 15 〔食糧対策議員連盟〕書簡 〔食糧対策議員連盟〕 〔浅沼稲次郎〕
昭和（22）年（8）月
（27）日

タイプ 1通
休会対策につき29日2時理事会あり　出席
乞う

年月日は消印より採った
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4092 12 助葬会書簡 助葬会 浅沼稲次郎 昭和(22)年
謄写・
ペン

1通 電話開通の通知 年は消印より採った

4026 41 食糧対策議員連盟書簡 食糧対策議員連盟 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8月9
日

ペン 1通
食糧対策議員連盟総会案内（日時は8月
12日午前十時、場所は衆議院内委員室）

年月日は消印より採った

4031 4 白石盛一書簡 白石盛一 浅沼稲次郎 昭和22年8月23日
ペン・
謄写

1通
「補欠選挙応援弁士決定通知」　森幸二
（候補者）、浅沼稲次郎（弁士）

肩書きは、白石盛一（日本社会党東京都連合会選挙部
長）

4031 5 白石盛一書簡 白石盛一 浅沼稲次郎 昭和22年8月23日
ペン・
謄写

1通
「補欠選挙応援弁士決定通知」　森幸二
（候補者）、浅沼稲次郎（弁士）

肩書きは、白石盛一（日本社会党東京都連合会選挙部
長）

4029 11 白石盛一書簡 白石盛一 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（22）日

謄写・
ペン

1通
「補欠選挙応援弁士決定通知」　「選挙対
策部にて、と議会議員の割当応援をなしま
した」

肩書きは、白石盛一（日本社会党東京都連合会選挙部
長）　年月日は消印より採った

4029 12 白石盛一書簡 白石盛一
浅沼稲次郎・
新宿支部・豊
島支部

昭和（22）年（8）月
（22）日

ペン 1通

「補欠選挙応援弁士日程」　補欠選挙対策
部では右表の如く応援弁士の決定を致し
ました　該当者には連絡済みだが、貴支部
からのご連絡も待つ

肩書きは、白石盛一（都連選挙部長）　年月日は消印より
採った

2197 白鳥広近書簡 白鳥広近 浅沼稲次郎
昭和（16）年（7）月
（31）日

ペン 1通 麻生久の墓碑建設基金への入金について
〔受領書〕（麻生久
墓碑費用）

年月日は消印より採った　付属書類２通あり

2671 白鳥広近書簡 白鳥広近 浅沼稲次郎
昭和（17）年（4）月
（6）日

ペン 1通
御高配いただいた尾道君の区議選は残念
ながら落選、謹んでお詫び申します

年月日は消印より採った

4004 4 白根米蔵書簡 白根米蔵 浅沼稲次郎 6月2日 墨書 1通 浅沼稲次郎書簡に対する返礼

4043 34 白根米蔵書簡 白根米蔵 浅沼稲次郎
昭和（22）年11月8
日

ペン 1通 農相出馬を勧める 年は消印より採った

4035 6 神藤廣一書簡 神藤廣一 浅沼稲次郎
昭和（22or23）年（
）月（16）日

鉛筆 1通 「大阪市特別姿勢反対陳情書」
年代推定情報；葉書の郵便料金が50銭だったのは、昭和
22年4月1日～昭和23年7月10日まで　日付は消印より
採った

2200 進藤浪二書簡 進藤浪二
（昭和）12年10月
22日

ペン 1通 近況報告、伝言依頼 元号は内容から推定

2536 進藤〔浪二〕書簡 進藤〔浪二〕 浅沼稲次郎
昭和（7）年（8）月
（20）日

北海道経
済研究所
原稿用紙

ペン 1通

新聞紙代の件、御礼　ニュース参考までに
送付したが、皆検束されたため、都合が出
来ず　22日に送りますからぜひとも御願い
いたします

函館地方労働組
合協議会ニュース

年月日は消印より採った　差出人は4538から推定　封筒
は函館合同労働組合封筒を使用

2541 進藤浪二書簡 進藤浪二 浅沼稲次郎
昭和（7）年（9）月
（25）日

ペン 1通

今購読者獲得の闘争を展開中　近日には
五十部にはなるだろうと思っている　社民
合同問題、鶴本君単独で看板変え、これ
は海員組合の帝国主義者の縄張り保守の
ためのこと　こちらは本部の支持を待って
やりたい　社民の出様次第では組合闘争
遂行　27日演説会開催　ポスター同封

入会のスヽメ 年月日は消印より採った

4046 1 信藤寛書簡 信藤寛 浅沼稲次郎
昭和（22）年10月
24日

ペン 1通 大山先生帰京歓迎会への参加申し込み 年は消印より採った

4010 11 進藤正雄書簡 進藤正雄 浅沼稲次郎
昭和（21）年（12）
月（13）日

謄写・
ペン

1通
北海道日鉄（日銑？）鉱山　本社経営協議
会への参加感謝

肩書きは、進藤正雄（北海道日鉄（日銑？）鉱山勤労者
組合長）　年日付は消印より採った

2832 進藤正雄書簡 進藤正雄 浅沼稲次郎
昭和（21）年（8）月
（15）日

ペン 1通
上京中訪問できなかったことに対するお詫
び

年月日は消印より採った

4043 41 進藤正雄書簡 進藤正雄 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（7）日

ペン 1通
「去月上京の際は失礼致しました帰へりを
急いでいましたので悪しからず御寛如くだ
さい」

年月日は消印より採った
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4042 37 進藤正雄書簡 進藤正雄 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（25）日

ペン 1通

年末の挨拶、「本年も後僅かで新しい一年
が来ます、けれど電力不足で真暗でインフ
レの高速度進行で何も買いない正月では
寂しい感じがします　ですが本年同様に頑
張ります」

進藤正雄の肩書は「北海道日鉄鉱山勤労者組合組合
長」　年月日は消印より採った

4059 54 進藤正雄書簡 進藤正雄 浅沼稲次郎
昭和(23)年(2)月
(28)日

ペン 1通 上京の際はお世話になりました 年月日は消印より採った

4060 7 進藤正雄書簡 進藤正雄 浅沼稲次郎
昭和(23)年(4)月
(21)日

ペン 1通 上京の際にはお世話になりました
年月日は消印より採った　進藤の肩書は「日鉄鉱山勤労
者組合長」

4110 8 新念璋書簡 新念璋 浅沼稲次郎
昭和（24）年5月20
日

ペン・
墨書

1通

事業保険は従業員のためにもなり企業の
税制上も妙味がある　しかし経営側から言
い出すと従業員の誤解を招くかもしれない
ので、仲介に立ってほしい

年は封筒に鉛筆で書き込まれた年月日（旧蔵者筆か？）
による

2275 翠田直衛書簡 翠田直衛 浅沼稲次郎 昭和（戦後） 墨書 1通

〓倉〓信を紹介　〓倉はソロモン方面より
の帰還兵で　ある政治（主として厚生問題）
について加等しづえと面会したいとのこと
御紹介を願う

4011 5 翠田直次・藤野久光書簡 翠田直次・藤野久光 浅沼稲次郎 昭和22年5月
活字・
ペン

1通 参議院選挙落選挨拶

4043 33 末中勘三郎書簡 末中勘三郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（10）日

ペン 1通 面会（または訪問）御礼

2567 菅野久治書簡 菅野久治 浅沼稲次郎
昭和（11）年11月
22日

墨書 1通
今回城東区議会議員選挙、議員候補者岡
村良治、貴殿と連名にて推薦状を発送し
度候に付、御承諾願い度

年は消印より採った

4054 3 菅野兼吉書簡 菅野兼吉 浅沼稲次郎 8月10日 ペン 1通

昨日訪問したが、面会できず　古靴業を営
んでいたが、昨今皮革の取り締まりが厳し
くなり、困却している　ぜひとも面会し御尽
力を乞う

封筒の差出人名は川端喜代治となっている

2436 菅野尊賢書簡 菅野尊賢 浅沼稲次郎
昭和（16）年12月3
日

ペン 1通 近況報告 年は浅沼の書込みから採った　2437を入れる

2646 杉浦卯三書簡 杉浦卯三 浅沼稲次郎
昭和（17）年2月17
日

ペン 1通 官報号外贈与御礼
年は消印より採った　　杉浦の肩書きは東京市教育局学
校体育課

4014 7 杉沼秀七書簡 杉沼秀七 浅沼稲次郎 昭和22年2月7日 ペン 1通

青森県連から提出された除名申請書の件
について　この機会に離党する、昨年二月
下旬東奥日報に発表した声明書が切抜き
であるので、これを送って当時の心境を御
理解下さい　離党するにあたりその理由に
ついて説明

〔新聞切抜〕弘前
市長問題を闡明
す

肩書きは、杉沼秀七（弘前市議）

2223 杉原雪夫書簡 杉原雪夫 浅沼稲次郎
昭和（23）年7月11
日

ペン 1通 新聞送付お礼　アメリカ留学教員推薦の件 年は消印より採った

4008 10 杉本一夫書簡 杉本一夫書簡 浅沼稲次郎
昭和（21）年（10）
月（25）日

墨書・
ペン

1通 選挙出馬に際しての推薦依頼
所属は、杉本一〓（恩賜財団同胞援護会）　年月日は消
印より採った

4032 15 杉本一夫書簡 杉本一夫 浅沼稲次郎
昭和（22）年（7）月
（11）日

ペン 1通 引揚促進全国民大会施行要綱について

引揚促進全国民
大会施行要綱・
「同胞の為に御理
解ある御援助御
協力を懇願す」

年月日は消印より採った

4059 25 杉本五助書簡 杉本五助
衆議院内議会
運営委員会

昭和23年2月14日 ペン 1通 次期内閣について意見

4059 39 杉本五郎書簡 杉本五郎 浅沼稲次郎 昭和23年2月20日 ペン 1通 政局に対する意見

4145 20 杉山元治郎書簡 杉山元治郎 浅沼稲次郎 昭和25年5月23日 ペン 1通 証言書送付感謝 協同公社製薬株式会社

2240 須崎武夫書簡 須崎武夫 浅沼稲次郎
昭和（23）年（7）月
（7）日

ペン 1通 西尾問題に関して社会党批判 年月日は消印より採った

ススキ電報 ススキ 浅沼稲次郎 昭和23年3月1日 タイプ 1通
御努力謝す　演説会止むなく急きょ四日急
行帰える

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」177に綴じこま
れる　鈴木茂三郎ヵ
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4108 2 鈴木勝治書簡 鈴木勝治 浅沼稲次郎
昭和（24）年（5）月
（14）日

ペン 1通 行政整理反対 年月日は消印より採った

4014 12 鈴木要書簡 鈴木要 浅沼稲次郎 昭和22年2月11日 墨書 1通
井上吉次三件に就ては繁多中の高配に感
謝

4062 12 鈴木喜寿一書簡 鈴木喜寿一 浅沼稲次郎
昭和（23）年3月10
日

ペン 1通 深川災害3周年を迎え感慨深く思っている 年は消印より採った

4151 5 鈴木繁三書簡 鈴木繁三 浅沼稲次郎 昭和25年6月23日 ペン 1通

「社会党中央執行委員会の全面講和永世
中立軍事基地反対」、「社会党は全日本人
の真の幸福、絶対不安のない平和独立一
本立ちで、国民の福祉の責任を負ひ得る
証固あり哉」

4158 4 鈴木茂書簡 鈴木茂 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（11）日

ペン 1通
「五．一九以後社会党の形勢がゆうりに
なったので」ジャーナリズムは態度を変え
た

年月日は消印より採った

4003 5 鈴木新助書簡 鈴木新助 浅沼稲次郎
昭和（21）年（6）月
（13）日

墨書 1通 礼状 年月日は消印より採った

4065 1 鈴木崇宏書簡 鈴木崇弘 浅沼稲次郎
昭和（33）年（3）月
（3）日

鉛筆・
ペン

1通
「大きな声でかくしんのある話をする、社会
党が大好きです」　砂川基地問題、自衛隊
問題、ソ連認識

差出人は中学1年生　年月日は消印より採った

4104 10 鈴木忠雄書簡 鈴木忠雄 浅沼稲次郎 昭和24年3月8日 墨書 1通 配慮にて南院参観が叶い感謝

4107 15 鈴木長〓郎書簡 鈴木長〓郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（4）日

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月日は消印より採った

4117 5 鈴木敏雄書簡 鈴木敏雄 浅沼稲次郎 昭和24年8月3日 墨書 1通
早稲田大学の後輩からの挨拶　差出人宅
への地図

4110 1 鈴木敏雄書簡 鈴木敏雄 浅沼稲次郎
昭和（24）年5月12
日

ペン・
墨書

1通
国会見学をしたい　浅沼の都合の付く時間
を一報頂きたい

肩書きは、鈴木敏雄(早稲田大学法学部、東京地方裁判
所)　年は消印より採った

4029 8 鈴木平三郎書簡 鈴木平三郎 浅沼稲次郎 昭和22年8月21日
ペン・
謄写

1通

北多摩支部長就任　当支部も終戦後ゆえ
「種々の分子が混入」、「イデオロギーの再
教育と道ギの高揚に重点」、「支所内のテ
モクラシーの確立断行」

「社会党北部支部
年次大会報告」

肩書きは鈴木平三郎（医師）

鈴木茂三郎書簡 鈴木茂三郎 浅沼稲次郎 昭和23年2月29日 ペン 1通 演説会の報告 「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」177に綴じこま
れる

鈴木茂三郎書簡 鈴木茂三郎 浅沼稲次郎 昭和23年6月9日 謄写 1通

9日の新聞紙に政調会に於て運賃2.5倍決
定したように、8日の中執に報告されたよう
に記載されているが、同問題については政
調会特別委員会において全部審議中であ
り、会長又は副会長会議にも報告されてい
ないので、念のため申し入れておきます

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」179に綴じこま
れる　封筒欠　鈴木の肩書きは社会党政務調査会長

4119 5 鈴木茂三郎書簡 鈴木茂三郎 浅沼稲次郎 昭和24年10月1日
活版・
鉛筆

1通 転居通知

4177 1 〔名刺〕 鈴木茂三郎 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
鉛筆

1通 政調の部屋の件　政調で使う用紙の件
肩書きは、鈴木茂三郎(社会主義政治経済研究所理事
長、経済復興会議議長)

鈴木茂三郎書簡 鈴木茂三郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（3）日

ペン 1通
与党三派の連絡会議欠席につきしかるべ
くよろしく

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」431-1に綴じこ
まれる　年月は消印より採った

鈴木茂三郎書簡 鈴木茂三郎
昭和（23）年（　）月
11日

ペン 1通

一、本日、議案審査委員会委員の外、第
一、行政機構、第二税制問題特別委員
会、第三、賃金物価特別委員会の委員人
選を行う、ニ、主査、副主査に目下西本君
が立案中　三、政調会その他の機関の協
議を経ないくせに決定するやうなやり方を
しないやうによろしく

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」179に綴じこま
れる　封筒欠
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鈴木茂三郎書簡 鈴木茂三郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（　）月
25日

ペン 1通
転地療養のお知らせ　不在の間の連絡方
法、23年度予算について

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」179に綴じこま
れる　年は前後の資料から推定

4017 1 鈴木茂三郎書簡 鈴木茂三郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年（5）月
（30）日

ペン 1通
「兄の書記長に栄光あるやう　選挙の大捷
を祈ってやまない　」

年月日は消印より採った

2268 鈴木茂三郎書簡 鈴木茂三郎
浅沼稲次郎・
江田三郎

昭和（35）年8月23
日

ペン 1通 ソ連視察の報告
昭和35年8月12日より「ソ連、東欧、西欧諸国視察」（鈴木
茂三郎選集第4巻）　年は内容より推定

4039 56 鈴木由次書簡 鈴木由次 浅沼稲次郎 9月13日 ペン 1通 原稿依頼 鈴木は総合雑誌『進路』の編集者

4107 17 須田新五書簡 須田新五 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（4）日

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月日は消印より採った

4114 4 須藤悦子書簡 須藤悦子 浅沼稲次郎
昭和（24）年（7）月
（25）日

ペン 1通 石炭代の早急な支給を求む 年月日は消印より採った

スミダ電報 スミダ 浅沼稲次郎 昭和22年11月13 活版 1通 電見た　急ぎ行く　よろしく頼む 「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」170に綴じこま
4002 8 住田昌之書簡 住田昌之 浅沼稲次郎 昭和21年5月1日 ペン 1通 工場落成式への臨席依頼 肩書きは、住田昌之（〓隆製作所所長）

4112 22 住徳蔵書簡 住徳蔵 浅沼稲次郎 6月16日 ペン 1通
岐阜県の党情勢　中央情勢について（情
報をくれる加藤は多少センチなので）浅沼
より主観の入らない意見を時折欲しい

4110 4 住徳蔵書簡 住徳蔵 浅沼稲次郎
昭和（24）年（5）月
（18）日

ペン 1通 岐阜における労働運動・選挙情勢 年月日は消印より採った

2535 政界往来社編集部書簡 政界往来社編集部 浅沼稲次郎 昭和7年8月13日 活版 1通
『政界往来』第三巻第十号のために随筆又
は論文の執筆を依頼

2539 政界往来社編集部書簡 政界往来社編集部 浅沼稲次郎 昭和7年9月17日 活版 1通
『政界往来』第三巻第十一号に随筆又はな
るべく論文を執筆仰ぎたし

4006 3 世紀文藝社書簡 世紀文藝社 浅沼稲次郎 年月日不明
謄写・
ペン

1通
評論原稿依頼（「新聞ニトリアゲラレタ社会
問題解剖）

4006 9 世紀文藝社書簡 世紀文藝社 浅沼稲次郎
昭和（21）年（8）月
（18）日

ペン 1通 病気見舞い 年月日は消印より採った

4017 4 聖象学百一年会書簡 聖象学会百一年会 浅沼稲次郎
昭和（21,22)年（　）
月（5）日

ペン・
謄写

1通 「聖象学講座敬報」
年代推定情報①葉書郵送料金が15銭だったのは1946年
7月25日から1947年3月31日まで　②消印に5日とあり

4156 126 誠信書房書簡 誠信書房 浅沼稲次郎 昭和35年7月10日
活版・
ペン

1通
松縄信太（芝浦工大学長）『一つ欠けてい
るもの』送付の際、松縄からの「謹呈」の旨
の知らせを忘れていたことへの謝罪

4010 10 青年禁酒法期成同盟書簡 青年禁酒法期成同盟 浅沼稲次郎
昭和21年12月13
日

墨書・
謄写

1通
青年禁酒法案を第92議会に提出したいの
で協力を要請する内容

青年禁酒法加盟団体としては、日本国民禁酒同盟、日本
基督教婦人矯風会、日本学生排酒連盟、日本仏教青年
会、日本基督教青年会、日本基督教女子青年会、桜楓
会、至誠会、日本医師禁酒会、日本仏教排酒会、日本基
督教団、日本社会事業協会等外八団体、右加盟団体参
加全国支部支会

2579 関権蔵選挙事務所書簡 関権蔵 浅沼稲次郎
昭和（戦前）　（　）
月28日

ペン 1通 当選御礼
年代は内容から推定　日は消印より採った　　関の肩書
きは社会大衆党公認候補

4131 6 関野周治書簡 関野周治 浅沼稲次郎 昭和（26）年7月4 墨書 1通 本日追放解除の思命に接す 年は消印より採った
4062 19 関家春子他4名書簡 関家春子他4名 浅沼稲次郎 昭和23年3月16日 活版 1通 関家博告別式の告知
4177 4 瀬長亀次郎書簡 瀬長亀次郎 浅沼稲次郎 昭和34年8月24日 ペン 1通 沖縄における集成刑法の問題ほか
4064 4 瀬長亀次郎書簡 瀬長亀次郎 浅沼稲次郎 8月5日 ペン 1通 沖縄問題 肩書きは、瀬長亀次郎（民連議長）

2833 妹尾菫司書簡 妹尾菫司 浅沼稲次郎
昭和（20）年（1）月
（10）日

ペン 1通 近況報告 年月日は消印より採った

4141 12 芹沢〓〓郎書簡 芹沢〓〓郎 浅沼稲次郎 昭和（25）年 ペン 1通 労農代表者会議における内紛情勢 年は消印より採った

4104 18
全国気象職員組合菊池分会
書簡

全国気象職員組合菊池分会 浅沼稲次郎 昭和24年3月20日
謄写・
ペン

1通 要請書（産業気象研究所の存続を希望）

2260
全国司法部職員労働組合富
山支部書簡

全国司法部職員労働組合富
山支部

浅沼稲次郎
昭和（30）年（12）
月（5）日

ペン 1通
党として公務員に対する年末手当二ヶ月
分支給の法律案を提出し、それに伴い独
自の補正予算案を提出すること

年月日は消印より採った

4056 25
全国農業会農業科学研究所
書簡

全国農業会農業科学研究所 浅沼稲次郎
昭和（23）年（6）月
（12）日

ペン 1通 定期刊行物寄贈の件 年月日は消印より採った
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4026 30 善重雄書簡 善重雄 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月5
日

ペン 1通
芳書拝見　来る十日や功にて小生上京
（県会の問題にて）

年推定情報①郵便料金50銭なのは、昭和22年4月1日か
ら23年7月10日　②消印

4071 2 仙田千代書簡 仙田千代 浅沼稲次郎
昭和（33）年8月13
日

ペン 1通
「岸さんのやりかたわ本当にいやです」「主
人は会社の工員です　私わいたらぬしふ
〔主婦〕ですが社会党のみかたです」

年は消印より採った

4043 14 全逓城東地区協議会書簡 全逓城東地区協議会 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（24）日

電報・
ペン

1通
「特権官僚の温室保守反動の基盤となって
いる特定局制度撤廃の為御奮闘乞う」

年月日は消印より採った

4026 31
全逓信従業員組合鹿児島県
特定局協議会書簡

全逓信従業員組合鹿児島県
特定局協議会

浅沼稲次郎 昭和22年8月15日 墨書 1通 特定局制度撤廃促進につき請願書 消印には「8月6日」

4059 2
全日本産業別労働組合会議
情報宣伝部書簡

全日本産業別労働組合会議
情報宣伝部

浅沼稲次郎 年月日不明 謄写 1通 労組関係法規に関し意見を求める

4082 8
全日本水産労組国際委員会
書簡

全日本水産労組国際委員会 浅沼稲次郎 昭和33年5月19日 活版 1通

全日本水産労組国際委員会の招請により
ソ連食品工業労組より水産労働代表団が
来日中　歓送迎会開催のため、御来駕頂
きたく

全日本水産労組国際委員会の構成は、全日本海員組
合・水産冷凍労働組合協議会・全水産労働組合・全日本
漁民協議会　問い合わせ先は萩原（大洋漁業労組）、清
水（大日本水産会）

全農電報 全農
ヤマザキミチ
コ

昭和22年11月28
日

活版 1通 西尾弾劾に対し欠席せよ
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」170に綴じこま
れる

2195 千藤書簡 千藤 （6）年（6）月10日 ペン 1通 面会の依頼 元号不明　年月は消印より採った

4131 15 草温無尓書簡 草温無尓 浅沼稲次郎
昭和（26）年（7）月
18日

ペン 1通 全面講和論への批判 年月は消印より採った

4118 24 宗秋月書簡 宗秋月 浅沼稲次郎 昭和24年9月18日
活版・
墨書

1通 見舞に対する礼状 肩書きは、宗秋月（熱海市長）

祖師谷二丁目町会長書簡 祖師谷二丁目町会長
昭和22年11月27
日

ペン 1通
貴著拝見　ご質問の町会運栄に関するご
質問に対し、別紙の通り概略私見申述置
候

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」1242参照

4092 10 園田元治郎書簡 園田元治郎 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 社会党の政権獲得祝福
肩書きは、園田本治郎（長崎県南高来郡愛野村農民組
合長）

4007 2 大日本育英会書簡 大日本育英会 浅沼稲次郎 昭和21年9月
活版・
ペン

1通
育英相談室に図書室を併置するにあたり、
編著書・蔵書の寄贈を願う内容

4057 10 平貞蔵書簡 平貞蔵 浅沼稲次郎
昭和（23）年5月23
日

ペン 1通 一身上の問題で御高配くださり感謝

4048 4 高井秀雄書簡 高井秀雄 浅沼稲次郎 6月2日 ペン 1通 激励の手紙
4032 22 高岡栄馬書簡 高岡栄馬 浅沼稲次郎 昭和22年7月7日 謄写 1通 大田支部結成のお知らせ 高岡の肩書は「大田区支部長」

2590 高木徳三郎選挙事務所書簡 高木徳三郎選挙事務所 浅沼稲次郎
昭和（11）年11月
20日

ペン 1通 演説会出演依頼 年は消印より採った

2795 高崎正戸書簡 高崎正戸 浅沼稲次郎 昭和18年1月1日 活版 1通
国内重要地下資源開発促進会発会　伊東
ハンニ

4078 10 高瀬夢園書簡 高瀬夢園 浅沼稲次郎
昭和35年10月22
日

謄写・
墨書

1通

「秋の十一月衆議院議員選挙に不肖私が
立候補いたす事に決意を固めましたので、
就きましては貴下を選挙対策委員にお願
い申上げたく存じます」

演説会の予告・公
明選挙と政治家
の資格・ふざけた
人名考！！・病
気･心配ごと大小
事件あらゆる相
談ごと即時解
決！・新党日本国
民党結成・高瀬夢
園の世紀の大演
説

肩書きは、高瀬夢園（日本国民党初代総裁）　日付は消
印より採った

4029 3 高田繁喜書簡 高田繁喜 浅沼稲次郎 昭和22年8月21日 ペン 1通
党と労組の問題についてご教示を得る機
会が欲しい

博多中洲の絵葉書

2524
高田先生銅像建設発起人書
簡

高田先生銅像建設発起人 浅沼稲次郎 昭和7年6月 活版 1通 高田早苗銅像建設資金の追加募集 〔払込用紙〕 日付の記載なし

4043 32 鷹司信輔書簡 鷹司信輔 浅沼稲次郎
昭和22年11月12
日

活版 1通
明治神宮において新嘗祭および新穀感謝
の行事開催のお知らせ
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4075 3 田中利一書簡 田中利一 浅沼稲次郎
昭和（33）年（10）
月（5）日

ペン 1通 「勤平は我々PTAが無償でやる」 肩書きは、田中利一（帽子商、PTA委員）

4009 15 高梨二男書簡 高梨二男 浅沼稲次郎
昭和21年11月12
日

ペン 1通
浅沼の妹から預かった椿油を渡したいの
で現住所を知らせてほしい

2693 高梨二男書簡 高梨二男 浅沼稲次郎
昭和（17）年5月21
日

ペン 1通

祝御全快　昨日昼、市政研究会最後の会
合だから若しや兄が見えるかと思って出席
してみたが、二三日中に参上しないと思っ
てゐる

年は消印より採った

2819 高梨二男書簡 高梨二男 浅沼稲次郎
昭和（20）年11月9
日

ペン・イ
ンク

1通 鉱夫〓合再建協議会 年は消印より採った

4010 2 高梨二男書簡 高梨二男 浅沼稲次郎
昭和（21）年12月1
日

ペン 1通

「例の件で鈴木君に会ったが結局は駄目と
思ふ　そこで都政革命と運命を共にする士
を求めたい　唯兄の全快が完全なら兄に
求めるよりない　而し之は兄の体に兄の政
治的犠牲的失心による外ない　私は此の
革命過程に革命的選挙が出来ない様なら
我が社会党には革命家なしと断定して、そ
の上に自分の行く道を考る心算だ　…

年は消印より採った

4060 9 高梨二男書簡 高梨二男 浅沼稲次郎 昭和23年4月20日 謄写 1通 当選挨拶 高梨の肩書は「東京都議会議員」

4126 21 高野芳久書簡 高野芳久 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(29)日

墨書 1通
小生近日中に上京いたす際、ご意見拝聴
希望

年月日は消印より採った

2478 高橋亀吉書簡 高橋亀吉 浅沼稲次郎
昭和（5）年5月29
日

東洋経済
新報原稿
用紙

ペン 1通

山梨支部の財政は確立している模様、平
野一派よりの合同提唱に対し、山梨無産
運動の根本的改造のための改革案を出
し、之に賛成せば合同し、その上で合同党
の大衆の党議で所属政党を決するというこ
とにすすめておいたが、その改革案では合
同はお流れで、コチラに来る手はず　東部
連盟では既に各支部大衆党支持の賛否を
問合せ、各支部は意見を本部に報告する
とのこと

年は消印より採った

2653 3 高橋清人書簡 高橋清人 浅沼稲次郎 11月10日 高橋用箋 ペン 1通 区議立候補報告、推薦状御礼 封筒欠　2653-1に同封

2578 高橋清人書簡 高橋清人 浅沼稲次郎
昭和（11）年11月
28日

ペン 1通 高点当選ご支援感謝 年は消印より採った

4096 11 高橋祥司書簡 高橋祥司 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通
東洋大学予科卒後、社会党組織局員とし
て勉強を希望

4129 10 高橋辰男書簡 高橋辰男 浅沼稲次郎
昭和（26）年（5）月
（21）日

謄写・
墨書

1通 道議会議員当選に対する祝詞感謝 年月日は消印より採った

4153 9 高橋民治書簡 高橋民治 浅沼稲次郎
昭和（25）年（12）
月（15）日

ペン 1通 千葉県柏町における選挙にたいする祝意 年月日は消印より採った

4129 12 高橋文次郎書簡 高橋文次郎 浅沼稲次郎
昭和（26）年5月22
日

ペン 1通 出京の際の配慮感謝 年は消印より採った

4091 3 高橋正典書簡 高橋正典 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通
能代方面への遊説の依頼　中央大学の友
人を紹介して欲しい

4091 5 高原シズ書簡 高原シズ 浅沼稲次郎 昭和(23）年 ペン 1通
預金封鎖第二封鎖における郵便貯金の預
金切捨て反対

年は消印より採った

4009 21 高湊清書簡 高湊清 浅沼稲次郎 11月 ペン 1通 病気見舞い
4102 22 高柳キヤ書簡 高柳キヤ 浅沼稲次郎 昭和24年3月9日 ペン 1通 文京区根津近辺の世相

4124 1 高山農民組合書簡 高山農民組合 浅沼稲次郎
昭和（25）年（5）月
（27）日

活版・
ペン

1通
今に又地方税がやってくる！みんなの力で
農業所得税を合理的なものに！！

差出人として、住徳蔵（高山市農業調整委員・高山農民
組合長）、東乙次（高山市第一生農協農組書記長）　年月
日は消印より採った

4073 4 高良一他4名書簡 高良一他4名 浅沼稲次郎
昭和(33)年9月20
日

謄写・
墨書

1通
那覇市戦災復興援助方の陳情についての
訪問への対応感謝

肩書きは、高良一（那覇市議会渡日代表議長）、新垣松
助（同議員）、久場景善（同議員）、平良直次郎（同議
員）、比嘉朝興（同事務局）

4167 3 宝丸書簡 宝丸 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（30）日

ペン 1通 新安保反対 年月日は消印より採った

4044 5 田川信一書簡 田川信一 浅沼稲次郎 昭和22年11月 活版 1通
父大吉死去の際御弔辞・御供物を賜り御
厚志の段奉深謝候
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4216 滝川一之助書簡 滝川一之助 浅沼稲次郎 年月日不明
カーボ
ン

1通 木工業営業が運賃値上げにより困難 本文のみ

2709 滝口秀一書簡 滝口秀一 浅沼稲次郎 昭和17年5月10日 ペン 1通
御容体如何　忠突然赤紙か来て応召にな
り、五月四日入営、十日ニ○○方面に出
発

　

4027 29 竹内一太郎書簡 竹内一太郎 浅沼稲次郎 昭和22年8月17日 ペン 1通

「全逓秩父支部の組織を通して」「片山内
閣の樹立に大きな期待を持った」が、「其
成立過程、特に左派の方々の扱ひ方、及
石炭国管に対するものには勤労者として
割り切れぬものを感じます」　四党協定の
枠組みなどのご苦労はあっても、今こそ公
約の政策を強力に推進せられ」

2255 竹内景助書簡 竹内景助 浅沼稲次郎
昭和31年11月15
日

ペン 1通

自己紹介、三鷹事件当日の自身の状況を
説明、三鷹事件の特赦と再審について社
会党を中心とする革新派の運動としてほし
い

〔新聞切抜〕平塚
らいてう「竹内さん
の救命」

差出人は、三鷹事件で有罪死刑を宣告されている竹内
景助

4042 24 武内五郎書簡 武内五郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（10）日

謄写・
ペン

1通 転居通知

4047 38 武内五郎書簡 武内五郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年6月3
日

ペン 1通 労働学校を開講、講師の紹介を依頼 年は消印より採った

4118 5 武内五郎書簡 武内五郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年（9）月
（7）日

ペン 1通
党組織局労働部宛に労働組合指導講師
派遣依頼状を出したが返信がない

年月日は消印より採った

4106 6 竹崎芳馬書簡 竹崎芳馬 浅沼稲次郎
昭和（24）年4月14
日

墨書 1通 税制度（取引高税）に関する意見 税制度（取引高税）に関する意見　年は消印より採った

4082 2 竹田定次書簡 竹田定次 浅沼稲次郎 昭和(33)年5月6日 ペン 1通
「過日少しばかり御送り申上ました処御届
き申ましたでしょか」

年は消印より採った

4043 57 武田直志書簡 武田直志 浅沼稲次郎
昭和（22）年11月1
日

ペン 1通

平野農相問題、片山内閣批判　「片山はク
リスチャンで友愛政治を説いて居りますが
之が片山の友愛政治なのですか　社会党
の閣僚達は悉く下等です　退陣せよ　」

年は消印より採った

4093 13 竹谷源太郎書簡 竹谷源太郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年1月9
日

衆議院用
箋

ペン 1通
今回地方財政委員会委員として小生を御
推挙下され去る七月正式辞令拝命相成候
御芳情のほど厚く御礼申し上げ候

年は消印より採った

4029 4 竹田喜次郎書簡 竹田喜次郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月21
日

ペン 1通

過日選挙闘争の際に、五大政党立会演説
会は実は自分たちが発案　演説会のため
に上京したのにもかかわらず、深川のほう
へ伺うことができず失礼仕り

2209 武林春一書簡 武林春一 浅沼稲次郎
昭和（21）年（2）月
（8）日

ペン 1通 新聞送付有り難う　愚弟増見消息不明 年月日は消印より採った

4145 16 竹村熊太郎書簡 竹村熊太郎 浅沼稲次郎
昭和(25)年5月10
日

ペン 1通 新潟県の運動状況について 年は消印より採った

4019 5 武宮三郎書簡 武宮三郎 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 杦浦仁太郎、頓宮孝の消息を知りたい 〔名刺〕武宮三郎
肩書きは、武宮三郎（昭和真空鉱業株式会社京都工場
取締役・技師長）

2433 武村豊次・久米書簡 武村豊次・久米 浅沼稲次郎
昭和（16）年11月
28日

ペン 1通 増見が種々世話になり感謝 年は消印より採った　差出人は本文から採った

竹谷源太郎書簡 竹谷源太郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年5月8
日

ペン 1通
選挙法改正に関する報告　予算委員の人
選に関する意見

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」179に綴じこま
れる　年は前後の資料から推定

4047 39 竹山重勝書簡 竹山重勝 浅沼稲次郎
昭和（22）年6月3
日

墨書 1通
首班内閣成立及び浅沼の幹事長就任祝
い

年は消印より採った

4044 4 武山貴恵書簡 武山貴恵 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（10）日

鉛筆 1通 近況報告 年月日は消印より採った
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4026 47 武山貴恵書簡 武山貴恵 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（11）日

鉛筆 1通
葉書への返信の遅れを謝す　浅沼稲次郎
への激励

年月日は消印より採った

4058 6 武山貴恵書簡 武山貴恵 浅沼稲次郎
昭和（23）年（5）月
（9）日

鉛筆 1通 近況報告 年月日は消印より採った

4150 14 田坂数夫書簡 田坂数夫 浅沼稲次郎
昭和（25）年6月7
日

ペン 1通 参院選結果に関するコメント 年月日は消印より採った

4010 3 田崎匡美書簡 田崎匡美 浅沼稲次郎 昭和21年12月2日 墨書 1通 浅沼稲次郎の活躍を期待し叱咤する内容

4062 21 田崎匡美書簡 田崎匡美 浅沼稲次郎 （3）月（16）日 ペン 1通 激励の手紙 月日は消印より採った

4027 26 田崎匡美書簡 田崎匡美 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（17）日

墨書 1通
社会党の計画経済に対し、公価引上に対
し一般社会人は不平の極なり

年月日は消印より採った

4033 5 田崎匡美書簡 田崎匡美 浅沼稲次郎
昭和（22）年7月11
日

墨書 1通 西新井分会発足のお知らせ 年は消印より採った

4156 80 田実博書簡 田実博 浅沼稲次郎
昭和35年7月（11）
日

活版・
ペン

1通 ガス器具についての調査への協力依頼
肩書きは、田実博株式会社電通調査第一部長)　日付は
消印より採った

4119 6 田島音次郎書簡 田島音次郎 浅沼稲次郎
昭和(24)年10月2
日

墨書 1通
恩給法更正と二十五年度政府予算への計
上への協力感謝

肩書きは、田島音次郎(東京都恩給受給者連盟)　年は消
印より採った

4102 8 田代清書簡 田代清 浅沼稲次郎 昭和24年2月18日 ペン 1通
ラジオ討論における浅沼稲次郎の発言に
対する感想

肩書きは、(都立高校)

4017 2 田代弥平書簡 田代弥平 浅沼稲次郎
昭和(25～26ヵ)年
月19日

ペン 1通 病気回復の通知に対する返信

年代推定情報①葉書郵送料金が5銭だったのは1945年4
月1日から1946年7月24日　②本文中に「病気回復の御
通知」とあるが、浅沼が病気となり、一部に再起不能と伝
わったのは、1944年

4083 3 忠政弘之書簡 忠政弘之 浅沼稲次郎
昭和(33)年(6)月6
日

ペン 1通

「総選挙の結果、社会党は予想外に進出
しなかったとの世論に対し、私はそれを支
持する事は出来ない　じわじわと保守勢力
に近づいて行く、この不気味な存在こそ…
日本の資本主義社会の滅亡を必然的に発
展ずけるものはないのではなかろうか」

年月は消印より採った

4001 1 館書簡 館 浅沼稲次郎 昭和21年3月30日 墨書 1通 演説会への不参加、献金の申し出

2528 橘新正・永石国松書簡 橘新正・永石国松 浅沼稲次郎
昭和（7）年（6）月
（16）日

墨書 1通
自由労働組合は目的を何処に置いて運動
すべきか　組合長の階級的と見てもご意見
を伺い度

年月日は消印より採った　橘、永石の肩書きは全国借家
人同盟砂町支部代表

4134 5 楯兼次郎・三浦作三書簡 楯兼次郎・三浦作三 浅沼稲次郎 昭和26年9月14日
謄写・
ペン

1通
国鉄職員の同志で社会党職場支部結成
指導鞭撻を乞う

肩書きは、楯兼次郎（日本社会党恵那郡国鉄職場支部
委員長）、三浦作三（同副委員長）

4051 6 田中書簡 田中
社会党本部・
民主党本部

昭和23年10月12
日

ペン 1通 政局に対する意見 4051-4と同一人物か？

田中喜代治書簡 田中喜代治 浅沼稲次郎 昭和20年12月9日 ペン 1通
町会からの耕作地撤去通告について相談
したい

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる

田中（喜代治）書簡 田中喜代治 浅沼稲次郎
昭和（20）年12月
31日

ペン 3枚

昭和20年12月9日付の田中の依頼（前出
書簡）に対する浅沼稲次郎の返信への御
礼　高円寺・阿佐ヶ谷・馬橋在住の党員を
紹介してほしい

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる　封筒欠

4057 13 田中喜代治書簡 田中喜代治 浅沼稲次郎
昭和（21）年5月5
日

日本銅合
鋳物工業
統制組合

ペン 1通 近況報告 支持者名簿 年は消印より採った

4130 2 田中賢吉書簡 田中賢吉 浅沼稲次郎 昭和26年6月14日 ペン 1通
6月18日に着京する長浜敬一君を何卒宜
しく

4150 13 田中賢吉書簡 田中賢吉 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（7）日

ペン 1通 参院選結果に関するコメント 年月日は消印より採った
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4093 35 田中恒吉書簡 田中恒吉 浅沼稲次郎 昭和23年1月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の親類が西多摩を訪れる件に
ついての打合せ

4142 3 田中貞吉他5名書簡 田中貞吉他5名 浅沼稲次郎 昭和25年4月1日
活版・
墨書

1通
盟友飯田五平が自殺により死去　同志葬
への会葬を願う

差出人は、田中貞吉、永見政治、坂繁(以上、友人総
代）、石塚幸次郎（社会党品川支部長）、飯田加代子、青
木文子（以上、女）

2472 田中佐武郎書簡 田中佐武郎 浅沼稲次郎
昭和（5）年4月25
日

田中商会
用箋

ペン 1通
日本大衆党三重県支部仮結党式について
報告、来る5月10日前後に正式の結党式を
伊賀上野で麻生党首らを迎えて挙行予定

年は内容から推定

4093 19 田中治英書簡 田中治英 浅沼稲次郎 昭和23年1月14日 ペン 1通
「工場の方も作業休止の事となりましたの
で出京いたす決心」「日鉱労働に席をおく
事に致しました」

4145 11 田中正太郎書簡 田中正太郎 浅沼稲次郎 昭和25年5月6日 ペン 1通
浅沼が賛成している静岡県伊東における
競輪場設置には反対

肩書きは、田中正太郎(伊東中央支部)

4132 4 田中槌太郎書簡 田中槌太郎 浅沼稲次郎
昭和（26）年8月16
日

ペン 1通
地方議員の数を減じる政府方針に賛成
「所得税の不公平の為め月給生活者は村
民税の重税に閉口致候」

年は消印より採った

2805 田中邸書簡 田中邸 浅沼稲次郎 昭和19年3月24日
ペン・イ
ンク

1通 疎開通知 　

4009 6 田中稔男書簡 田中稔男 浅沼稲次郎
昭和（21）年（11）
月

謄写・
ペン

1通 日本労働組合総同盟加入の挨拶
肩書きは、田中稔男（日本労働組合総同盟西部同盟会
主事）　年月は消印より採った

4119 19 田中孫平書簡 田中孫平 浅沼稲次郎
昭和24年10月24
日

活版・
ペン

1通 開拓に関する意見懇請の件
肩書きは、田中孫平(全日本開拓者連盟委員長)　年月日
は消印より採った

4153 5 田中益治書簡 田中益治 浅沼稲次郎
昭和（25）年（11）
月（6）日

ペン 1通 国際情勢に対する所感 年月日は消印より採った

4144 16 田中益治書簡 田中益治 浅沼稲次郎
昭和（25）年〓月
(14)日

ペン 1通 党情勢に対する意見 年日は消印より採った

2300 田中裕子書簡 田中裕子 浅沼稲次郎
昭和（35）年8月9
日

ペン 1通 就職依願（浅沼の下で働きたい） 年は消印より採った

4176 1 棚橋小虎書簡 棚橋小虎 浅沼稲次郎 6月10日 墨書 1通
松本市医師会長柏沢雪兵衛外医師事業
税反対に付陳情したいとのこと　引見求む

2645 棚橋小虎書簡 棚橋小虎 浅沼稲次郎
昭和（17）年2月17
日

墨書・
ペン

1通

〓木君は目下村壮年団の幹部、清水〓一
郎氏との関係もこの選挙以来悪くないよう
だ　数日前会見の節清水氏と小生との会
見の機会を作るべく骨を折って見ると約束
した　近日中に上京致しますからその節又
お目にかかって御話します

年は消印より採った

2561 谷平末松書簡 谷平末松 浅沼稲次郎
昭和（11）年11月
24日

ペン 1通 26日に演説会に御来演被下度 年は消印より採った

4039 25 田原書簡 田原 浅沼稲次郎
昭和（22）年（9）月
（5）日

ペン 1通
十日（）夜六時より党員手帳について懇談
したい

年月日は消印より採った

4047 16 田原春次書簡 田原春次 浅沼稲次郎 昭和22年6月20日 活版 1通 近況報告 日付は消印より採った

2691 田原春次書簡 田原春次 浅沼稲次郎
昭和（17）年（5）月
（4）日

墨書・
ペン

1通 神戸と東京訪問の日程及び病気見舞い 年月日は消印より採った

2475 田原〔春次〕書簡 田原春次 浅沼稲次郎
昭和（5）年5月26
日

ペン 1通 下谷浅草支部成立に関し、状況報告
年は消印より採った　作成者は「浅沼稲次郎文書（その
２）書類の部」8-2、2479-1を参照　便箋断裂

4009 1 田渕盛男書簡 田渕盛男 浅沼稲次郎 昭和21年11月 ペン 1通 引き揚げ後の住所及び挨拶

4032 7 田部井健次書簡 田部井健次 浅沼稲次郎 7月25日 ペン 1通
八月三日（日曜日）午後一時から大山先生
の家―昔の家で門人たちの会合を持ちた
い

月は消印より採った
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4018 2 田部井〔健次〕書簡 田部井〔健次〕 浅沼稲次郎 昭和（22)年 ペン 1通

「大山先生の帰国歓迎準備会に就いて」
「貴兄は準備委員長をやって貰ひたい　」
「地方での歓迎会は」「大阪、名古屋、九
州、北海道、東北で各一ヶ所くらゐ」「準備
委員会の統制下に、それをやるやうにして
貰へると一番いいと思ふ　」

切手、消印ともになし　大山郁夫の帰国は昭和22年10月

4017 7 田部井健次書簡 田部井健次 浅沼稲次郎
昭和（22)年12）月
（10）日

ペン 1通
大山（郁夫）門下会の忘年会を12月20日に
開催

年代推定情報①葉書郵送料金が50銭なのは1947年4月
1日～1948年7月9日　②消印に12月10日とあり

4009 22 田万清臣書簡 田万清臣 浅沼稲次郎 11月20日 ペン 1通 パージの件につき別紙証明を提出したい 封筒中に「別紙」はない

4107 24 玉置義勝書簡 玉置義勝 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（2）日

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月日は消印より採った

4107 4 玉手寅男書簡 玉手寅男 浅沼稲次郎 昭和（24）年（4）月 ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月は消印より採った

4145 17 田村仙之助書簡 田村仙之助 浅沼稲次郎
昭和（25）年（5）月
（11）日

ペン 1通 住所移転の案内 年月日は消印より採った

2653 4 田村恒松・広瀬信一郎書簡 田村恒松・広瀬信一郎 浅沼稲次郎
昭和11年11月16
日

墨書 3枚 宇都宮市会選応援快諾御礼、当日の案内
封筒欠　田村、広瀬の肩書きは社会大衆党栃木県連合
会宇都宮支部　2653-1に同封

2607 田村梅南書簡 田村梅南 浅沼稲次郎
昭和（14）年6月8
日

墨書 1通
先般浅草公会堂と昨夜待乳山小学校で貴
下の演説を謹聴し、感銘してよって、詩を
賦て似す　御一笑を請う

年は消印より採った

丹尾磯之助書簡 丹尾磯之助 浅沼稲次郎 昭和22年7月19日 活版 1通 懇談会開催案内
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」168に綴じこま
れる　丹尾の肩書きは早稲田大学本部

4039 6 千村常作書簡 千村常作 浅沼稲次郎
昭和（22）年9月2
日

ペン 1通

挨拶状の礼状　（「激励文を拙方より差上
ぐべきものを、返って先生より挨拶状なそ
拝受恐縮に存じます　「吠える浅沼とか申
しまして先生の雄弁は、原先生と双璧の雄
をもって、常に浅沼先生を私共は敬仰して
おるものであります　」「御世辞ではなく、先
生こそ大臣を超越した政治家だと存じます
」）

年は消印より採った

4125 2
中日友好協会準備会（仮称）
書簡

中日友好協会準備会（仮称） 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 中日友好協会発起人総会への招請状 会場略図

4039 2 千代田書簡 千代田 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 救民新聞購読の誘いヵ
〔救民新聞購読申
込書〕

4026 33 立木猛治書簡 立木猛治 浅沼稲次郎 昭和22年8月5日 陸軍罫紙 墨書 1通
〓〓支部も発会式挙行の段取りまで漕ぎ
つける

4043 55 立木猛治書簡 立木猛治 浅沼稲次郎
昭和（22）年11月1
日

ペン 1通 大〓支部結成大会について 年は消印より採った

4059 38 立木猛治書簡 立木猛治 浅沼稲次郎
昭和(23)年(2)月
(19)日

ペン 1通 面会御礼 年月日は消印より採った

4118 21 立木猛治書簡 立木猛治 浅沼稲次郎
昭和(24)年9月22
日

ペン 1通 七島職員経過改善問題について 年は消印より採った

4194 6 塚原嫩書簡 塚原嫩 浅沼稲次郎
昭和（35）年8月15
日

鉛筆・
ペン

1通 超党派的な浅沼稲次郎の演説に賛意 年は消印より採った

4144 25 塚本重蔵書簡 塚本重蔵 浅沼稲次郎 4月20日
謄写・
ペン

1通 厚生常任委員長としての活動報告 肩書きは、塚本重蔵(参議院議員、厚生常任委員長)

4134 2 津雲国利書簡 津雲国利 浅沼稲次郎
昭和（26）年9月5
日

ペン 1通 祝詞深謝 年は消印より採った

4112 20 辻才蔵・橋本勝蔵書簡 辻才蔵・橋本勝蔵 浅沼稲次郎 昭和24年6月15日
活版・
墨書

1通 橋本金二告別式への弔辞と香料感謝 肩書きは、辻才蔵（葬儀委員長）、橋本勝蔵（父）
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4076 8 辻原正弘書簡 辻原正弘
浅沼稲次郎・
鈴木茂三郎

昭和(33)年11月10
日

ペン 1通

まずは警職法改正反対に集中した後、「一
日も早やく国会の正常化を計り補正予算
及び其他の法案の審議を軌道に乗せ国会
議員としての国民から負託された職責を全
ふする事に専念」してほしい　勤評反対闘
争は「しつこ」い

年は消印より採った

4101 1 辻久書簡 辻久 浅沼稲次郎
昭和（24）年（2）月
（10）日

ペン 1通
福島米沢間の電化区間の仙台鉄道局へ
の移管反対

年月日は消印より採った

4011 3 津島文治書簡 津島文治 浅沼稲次郎 昭和22年5月
活字・
ペン

1通 知事公選支援感謝　青森県知事就任 津島文治は太宰治の兄

4084 13 辻本春男書簡 辻本春男 浅沼稲次郎 昭和33年5月25日 活版 1通
社会保険診療報酬の点数改正の合理化を
望む

肩書きは、辻本春男（大阪府歯科医師会会長、大阪府歯
科医師政治連盟委員長）

4047 33 土屋書簡 土屋 浅沼稲次郎
昭和（22）年（6）月
（7）日

ペン 1通
首班内閣成立のお祝い、浅沼稲次郎への
激励の手紙

年月日は消印より採った

4119 16 土屋栄吉書簡 土屋栄吉 浅沼稲次郎
昭和（24）年（10）
月（25）日

謄写・
ペン

1通 電話番号更改通知 年月日は消印より採った

4061 5 土屋保造書簡 土屋保造 浅沼稲次郎 25日 ペン 1通 激励の手紙 日付は消印より採った

2829 土屋保造書簡 土屋保造 浅沼稲次郎 昭和（21）年 墨書 1通
先生の御奮闘振は日々の新聞或ハラジオ
にて承知、喜びに堪えず

年は消印より採った

4043 44 土屋保造書簡 土屋保造 浅沼稲次郎
昭和(22)年11月6
日

墨書・
ペン

1通 激励の手紙ヵ

4048 6 土屋保造書簡 土屋保造 浅沼稲次郎
昭和（22）年6月10
日

墨書 1通 激励の手紙ヵ 年は消印より採った

4047 3 土屋保造書簡 土屋保造 浅沼稲次郎
昭和（22）年6月27
日

墨書・
ペン

1通 面会の依頼ヵ 年は消印より採った

4047 13 筒井茂也書簡 筒井茂也 浅沼稲次郎
昭和(22)年6月21
日

ペン 1通 近況報告

4144 41 筒井為也書簡 筒井為也 浅沼稲次郎
昭和(25)年4月30
日

ペン 1通

松本市長も中立ではあるが、社会党、農民
協同党、その他共産系までの講演により
当選　その後自由党などへ入党する考え
は（人々には）無い様だ

4039 42 堤寅之助書簡 堤寅之助 浅沼稲次郎
昭和（21）年（9）月
（9）日

ペン 1通

ご注文の玉ねぎは時期すでに遅く所処尋
ねましたが皆無く、ごく親しい人に無理をお
願いして少量手に入れましたから、遊びが
てらお出で下されては如何ですか

4080 2 角田菊蔵書簡 角田菊蔵 浅沼稲次郎
昭和33年12月18
日

墨書 1通 労災対応〓

4032 28 津村繁蔵書簡 津村繁蔵 浅沼稲次郎 7月1日 ペン 1通
先日浅沼道之助氏に面会、お渡ししました
が、清算が誤算不足であったため、別紙の
通りお知らせします

別紙はなし

4138 2 津村繁蔵書簡 津村繁蔵 浅沼稲次郎 昭和（　）年3月5日 ペン 1通 移転通知

4042 27 津村道雄書簡 津村道雄 浅沼稲次郎 12月14日 ペン 1通 俳句雑誌の紹介

4093 18 露木甲子書簡 露木甲子 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（13）日

ペン 1通 日本社会党北部支部長就任の挨拶 年月日は消印より採った

4102 16 露木甲子書簡 露木甲子 浅沼稲次郎
昭和(24)年(2)月
(21)日

ペン 1通 西北支部結成大会への臨席を乞う 年月日は消印より採った

2220 鶴岡四郎書簡 鶴岡四郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年6月6
日

二光工業
株式会社
罫紙

ペン 1通
紹介のお礼　私の会社の計理士関口が監
査士法案の通過の成否をお聞きしたいと
のことで御紹介をお願いした次第

年は消印より採った
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2711
帝都国民学校教員期成同盟
会書簡

帝都国民学校教員期成同盟
会

浅沼稲次郎 昭和17年5月15日 謄写 1通
帝都国民学校待遇に関する意見　昭和14
年から昭和15年にかけての増俸が席次を
崩す

4069 7 手島佑郎書簡 手島佑郎 浅沼稲次郎 昭和33年6月16日 ペン 1通

「保守勢力の変り映えのなさに飽々」「先生
が暴れ廻って奴等をギューっと云ふさせて
下さい」　学校教師がもう少し大人しく争議
をやられる様にご注意願えませんか

中央大学便箋

4166 56
鉄道弘済会会長室秘書課書
簡

鉄道弘済会会長室秘書課 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
墨書

1通 十河氏激励会出欠確認の葉書

4008 21 寺島栄一書簡 寺島栄一 浅沼稲次郎
昭和21年10月17
日

ペン 1通
住居難　東京都営のバラクへの入居がで
きるよう助力を求める内容

4027 23 寺島周作書簡 寺島周作 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月17
日

ペン 1通 片山哲の思い出話ヵ 年は消印より採った

4033 1 寺島隆太郎書簡 寺島隆太郎 浅沼稲次郎 昭和22年7月 ペン 1通 寺島農村問題研究所開設のお知らせ

4166 19 天信書簡 天信 浅沼稲次郎 昭和35年4月4日 ペン 1通 新安保条約に対する強い反感

4002 6 田地作夫書簡 田地作夫
日本社会党共
産党代議士

5月16日 鉛筆 1通
幣原内閣批判、「社共我々の在野党にあり
て早く内閣を倒せ」

4032 9 天日商工書記官書簡 天日商工書記官 浅沼家御中 昭和14年7月25日 ペン 1通
浅沼が１６日にサンフランシスコに到着し、
１８日にロサンゼルスに出発したことを知ら
せる葉書

年は消印より採った

2827 天満芳太郎書簡 天満芳太郎 浅沼稲次郎 昭和 ペン 1通 病気快癒祝い

4002 1 天満芳太郎書簡 天満芳太郎 浅沼稲次郎 昭和21年5月
活版・
ペン

1通 移住、転職のしらせ

4102 13 土井俊之助書簡 土井俊之助 浅沼稲次郎 昭和24年2月20日 ペン 1通 上京の際の面談に対する礼状 年は消印より採った

4028 12 土井優之助書簡 土井優之助 浅沼稲次郎 昭和22年8月28日
墨書・
ペン

1通

新憲法発足による記念と「西尾、松岡両氏
の経歴等に依り子供達の教訓の資に供す
るため、片山首相及び西尾、森戸各大臣、
松岡衆議院議長等のご揮毫を御願いした
い

4046 2 土井優之助書簡 土井優之助 浅沼稲次郎
昭和（22）年10月
26日

ペン 1通
福山にお越しの際面会叶わず残念、柿を
送ったのでご笑納ください

年は消印より採った

2517
東京医療利用組合創立事務
所書簡

東京医療利用組合創立事務
所

浅沼稲次郎 昭和7年5月11日 謄写 1通
東京医療利用組合認可のための陳情運
動への組合員動員依頼

2512 東京酒類商同業組合書簡 東京酒類商同業組合 浅沼稲次郎 昭和7年2月15日 謄写 1通
禁酒法案に対する賛否について問い合わ
せ

　

4096 17 東京青年雄弁学会書簡 東京青年雄弁学会 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
ペン

1通
深川城東本所等電話の拡充運動を展開
浅沼の名前を記載したい

差出人は連名　小野孝行（東京青年雄弁学会会長）、町
田正吾（同学監）、新美忠（同学監）

2523 東京都医療利用組合書簡 東京都医療利用組合 浅沼稲次郎 昭和7年5月27日 謄写 1通 東京府知事より設立許可相成候

4008 15 東京都経済局食料課書簡 東京都経済局長 浅沼稲次郎 昭和21年10月8日
謄写・
活版

1通 救護米運用委員会資料送附について

4011 27 東京中央電話局書簡 東京中央電話局 浅沼稲次郎 昭和22年5月26日
活字・
ペン

1点
「優先受理番号通知」　電話番号決定の通
知

「通信事務」と記載あり

2708
東京府青山師範学校父兄会
書簡

東京府青山師範学校父兄会 浅沼稲次郎 昭和17年5月6日 謄写 1通 父兄保証人会、父兄会総会開催通知

4194 3 東条永喜書簡 東条永喜 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（20）日

ペン 1通
社会保障の充実に対する社会党の意見は
まだ聞かない　何んでも反対では社会的に
誤解されるし、政府の宣伝に乗じられる

年月日は消印より採った

4114 1 東条ユキ書簡 東条ユキ 浅沼稲次郎 昭和（24）年（7）月 ペン 1通 石炭代の早急な支給を求む 年月は消印より採った
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4204 3 堂森芳夫書簡 堂森芳夫 浅沼稲次郎
昭和（27）年（6）月
（9）日

ペン 1通 訪米中のエアメール　訪問、帰国日程 アメリカからの発信　年月日は消印より採った

4144 29 遠山斉一書簡 遠山斉一 浅沼稲次郎
昭和(25)年4月24
日

墨書 1通
恩給者に対する恩給増額に関しての尽力
に感謝

年は消印より採った

4016 3 時武左門・恵美子書簡 時武左門・時武恵美子
浅沼稲次郎・
御奥様

昭和（32）年（11）
月（3）日

ペン 1通 結婚式の世話、祝辞などの礼状 年月日は消印より採った

4107 19 徳田長次書簡 徳田長次 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（2）日

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月日は消印より採った

4009 19 徳永守彦書簡 徳永守彦 浅沼稲次郎 （11）月（11）日 墨書 1通 近況に関する話 月日は消印より採った

4184 31
土建総連内全国日雇健保改
善促進協議会書簡

土建総連内全国日雇健保改
善促進協議会（土建総連・全
日自労・全建労・東研産・全港
湾）

日本社会党
昭和35年10月17
日

謄写・
ペン

1通
日雇健保改善要求、保険料引き上げ反対
中央総決起大会の御案内

4166 15 時子山常三郎他10名書簡 時子山常三郎他10名 浅沼稲次郎 昭和35年3月31日
活版・
ペン

1通
雄弁会創立五十周年記念全国遊説への
支援に対する礼状

関西遊説決算書

差出人は、時子山常三郎（早稲田大学雄弁会会長）、玉
沢徳一郎（同幹事長）、吉本恵洋（関西遊説対策委員
長）、山本堅太郎（関西遊説隊員）、本多貞夫、阿部孝、
三好健二、吉田歳嗣、田中章博、黒崎忠靖、亀地宏）

所要書簡 所要 浅沼稲次郎 昭和21年2月11日 鉛筆 1通 農民の実情を報告
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる

4042 35 所要書簡 所要 浅沼稲次郎
昭和21年11月21
日

ペン 1通
近況報告、このたび東京に戻ることになっ
た

4117 9 戸田芳夫書簡 戸田芳夫 日本社会党 昭和24年8月10日 ペン 1通
要請書　〔国鉄の〕定員法の修正及補正予
算を審議する為の臨時国会を九月一日に
招集されたい

肩書きは、戸田芳夫(国鉄労組千葉支部闘争委員長)　封
筒に切手なし

4029 6 都南文化会書簡 都南文化会 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（18）日

謄写・
ペン

1通
国民啓蒙運動の一助のために都南文化会
設立　顧問にご推薦

年代推定情報①封書の郵便料金1円20銭なのは、昭和
22年4月1日から23年7月10日　②消印

4233 2 土橋浦子書簡 土橋浦子 藤山愛一郎 昭和34年3月27日 墨書 1通
中華人民共和国旅行中の土橋一吉が香
港経由で帰国できるよう英国当局に対し適
当な措置をとるように望む

4011 39 土橋実・和田勇書簡 土橋実・和田勇 浅沼稲次郎 昭和22年5月31日 ペン 1通
労働と学生の両立をしているが自宅が遠
いため困難　浅沼宅もしくは浅沼の友人宅
へ書生として住むことを希望

2762 土肥春司書簡 土肥春司 浅沼稲次郎
昭和（戦前）　7月
27日

墨書・
ペン

1通 揮毫依頼 旧蔵者分類では昭和17年7月のものと一括

4008 17 富岡八幡宮社務所書簡
富岡宣永・間島磐雄・澤渡盛
房・富岡邦臣

浅沼稲次郎
昭和21年10月15
日

墨書・
謄写

1通 自己紹介　挨拶
肩書は、富岡宣永（宮司）、間島磐雄（禰宜）、澤渡盛房
（禰宜）、富岡邦臣（禰宜）

4047 29 富田初蔵書簡 富田初蔵 浅沼稲次郎
昭和(22)年6月10
日

墨書 1通 激励及び近況報告 年は消印より採った

4099 1 徳永守彦書簡 徳永守彦 浅沼稲次郎
昭和（24）年（11）
月（8）日

墨書 1通 転居挨拶 年月日は消印より採った

4142 2 富藤力彦書簡 富藤力彦 浅沼稲次郎 昭和25年1月4日 ペン 1通 妻の病状好ましからず、大会欠席を詫びる

4145 6 富藤力彦書簡 富藤力彦 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（6）日

ペン・
墨書

1通
書記長に就任した浅沼稲次郎に期待する
内容

年月日は消印より採った

4140 7 富藤力彦書簡 富藤力彦 浅沼稲次郎
昭和（25）年3月15
日

ペン 1通 今後は党分裂などの失態なきよう配意願う 年は消印より採った

4104 25 富山光恵書簡 富山光恵 浅沼稲次郎 3月25日 ペン 1通
娘睦子の教育のため、育英資金を利用し
たいがどのような手続きが必要か

4027 13 友松田謙書簡 友松田謙 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（15）日

ペン 1通 「神田支」もお陰で出来ました
年推定情報①葉書の郵便料金50銭なのは、昭和22年4
月1日から23年7月10日　②消印
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4043 4 巴山庸湖書簡 巴山庸湖 浅沼稲次郎
昭和22年11月29
日

巴山組用
箋

ペン 1通 面会の御礼

4026 13
富山県ミナタニ国民健康保険
組合書簡

富山県ミナタニ国民健康保険
組合

〔浅沼稲次郎〕
昭和（22）年（8）月
（25）日

タイプ 1通 財政危機にあり国庫補助増額頼む 年月日は消印より採った

4059 46 土曜会書簡 土曜会 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 第16回定例会会合のお知らせ

4043 26 土曜会書簡 土曜会 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（11）日

ペン 1通 第9回定例会開催のお知らせ 年月日は消印より採った

4042 5 土曜会書簡 土曜会 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（2）日

ペン 1通 第10回定例会会合のお知らせ 年月日は消印より採った

2428 豊田汝信書簡 豊田汝信 浅沼稲次郎
昭和（16）年（11）
月（25）日

ペン 1通
面会及び東京市政に関する調査報告書送
付御礼

年月日は消印より採った

2644 豊田汝信書簡 豊田汝信 浅沼稲次郎
昭和（17）年（2）月
（16）日

ペン 1通 議会速記送付御礼
旧蔵者整理では昭和17年2月のものと一括　年は内容か
ら推定　月日は消印より採った

2655 豊田汝信書簡 豊田汝信 浅沼稲次郎
昭和（17）年3月8
日

ペン 1通

今度の総選挙に小滝橋の篠田が立候補、
小生篠田のため奮励したく、御叡意を御鳳
声くだされば、小生の確固たる信念を定め
たいと思います　先生の選挙区域は深川
支部何区が選挙区域に当るか是非共御一
報願ひます

年は消印より採った

2792 豊田誠書簡 豊田誠 浅沼稲次郎
昭和18年11月16
日

活版 1通 豊田豊吉告別式への参列御礼 　

4029 9 虎ノ門文庫書簡 虎ノ門文庫 浅沼稲次郎 昭和22年8月22日
活版・
ペン

1通

「社会党の内幕」多田氏の明快なる筆に
よってその全貌をえつけつされた　党員は
勿論、国民必読の書　平野農相罷免問
題、西尾告発問題などの「内幕」の全貌を
明かす

4026 9 鳥澤炭鉱書簡 鳥澤炭鉱 〔浅沼稲次郎〕
昭和（22）年（8）月
（16）日

タイプ 1通 石炭国管絶対反対 年月日は消印より採った

4039 4 都立三中淡交会幹事書簡 都立三中淡交会幹事 浅沼稲次郎 昭和22年9月2日 謄写 1通 母校復興のための委員会開催のお知らせ

4112 21 頓宮孝書簡 頓宮孝 浅沼稲次郎
昭和（24）年6月15
日

墨書 1通
母多嘉保急逝、カソリック式にての葬儀の
案内

年は消印より採った

4118 4 直山与二書簡 直山与二 浅沼稲次郎 昭和24年9月2日
活版・
ペン

1通 暴風雨後の挨拶 肩書きは、直山與二(石川製作所)

4204 2 中居書簡 中居 浅沼稲次郎 9月19日 ペン 1通
団長夫妻、中国側の厚遇に恐縮、20日入
りの予定　全ての人々が書記長に宜敷くと
のこと

中国からの発信

4094 68 永井尽書簡 永井尽 浅沼稲次郎 昭和33年4月25日 墨書 1通
浅沼からの電報への返電　「戸山ハイツ一
円絶対的」　当選祈念

2483 永井徹書簡 永井徹 浅沼稲次郎
昭和（戦前）　11月
23日

ペン 1通 時局に関する意見 年代は内容と切手から推定

4026 36 永井浩書簡 永井浩 浅沼稲次郎 昭和22年8月7日
活字・
墨書

1通

憲法普及会、役員改選に伴う理事会開催
「副会長は金森徳次郎氏（留任）、森戸辰
男氏（新任）に、又理事長は西尾末広氏が
就任」

肩書きは、永井浩（憲法普及会事務局長）　切手なし

2715 永江一夫書簡 永江一夫 浅沼稲次郎
昭和（17）年5月21
日

墨書・ 1通 近く上京　その節参上します 年は消印より採った

2443 長尾光隆書簡 長尾光隆 浅沼稲次郎
昭和（16）年12月
25日

墨書 1通 粗品少々送付 年は消印より採った

2424 中川竹松書簡 中川竹松 浅沼稲次郎
昭和（16）年（11）
月（20）日

ペン 1通 国際情勢や、奴隷法に関する意見 年月日は消印より採った

4064 2 中崎敏書簡 中崎敏 浅沼稲次郎 昭和33年 ペン 1通
リオで開催中の列国議員団会議の状況報
告

ＩＰＵの会議がリオデジャネイロで開催されたのは1958年
であるため、そこから年代を推定した
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4074 1 長沢光陽書簡 長沢光陽 浅沼稲次郎 昭和33年10月1日 ペン 1通

「此度の安保条約改定こそ来るべき日ソ平
和条約をも支配し、日本の死命を制し東洋
平和の分岐点と存じます　若し日本の防衛
に責任なく米国の軍事基地化を目的とす
るならば東洋侵略の野望と思われても仕
方がない　…」との書簡をマックワーサー
大使宛に出したと浅沼に知らせる内容

肩書きは、長沢光陽（世界愛善同盟会）

4112 18 中島正三書簡 中島正三 浅沼稲次郎
昭和（24）年（6）月
（14）日

ペン 1通 浅沼秋田来訪の際、面会できず残念
肩書きは、中島正三(産業労働社)　年月日は消印より
採った

4112 29 中島正三書簡 中島正三 浅沼稲次郎
昭和（24）年（6）月
（23）日

ペン 1通
秋田県議宮越庄太郎支部長のやる気がな
く、社会党能代支部は壊滅状態

年月日は消印より採った

4034 1 中島由己書簡 中島由己 浅沼稲次郎
昭和（22）年（7）月
（23）日

墨書 1通 遅配問題に関する意見 年月日は消印より採った

4226 永末輿論研究所書簡 永末輿論研究所 浅沼稲次郎 昭和21年 活版 1通 食料事情に関する輿論調査の依頼 往復はがき　返信はされていない

4027 4 永田倶楽部書簡 永田倶楽部 浅沼稲次郎 昭和22年8月9日
謄写・
ペン

1通 「永田倶楽部臨時総会御通知」 切手なし

4026 42 永田倶楽部書簡 永田倶楽部 浅沼稲次郎 昭和22年8月9日
謄写・
ペン

1通 永田倶楽部臨時総会御通知

4039 64 永田倶楽部書簡 永田倶楽部 浅沼稲次郎 9月15日 謄写 1通 研究会開催通知 封筒なし
4046 3 永田倶楽部書簡 永田倶楽部 浅沼稲次郎 10月31日 謄写 1通 「研究会御通知」

2566 長田甚助選挙事務所書簡 長田甚助選挙事務所 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月（16）日

ペン 1通 長田甚助演説会出席依頼 年月日は消印より採った

4134 6 名方義純書簡 名方義純 浅沼稲次郎
昭和（26）年9月13
日

墨書 1通 揮毫の件、忝く 年は消印より採った

4014 6 中塚栄次郎書簡 中塚栄次郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（2）月
（8）日

活字・
ペン

1通
寒中見舞いへの返礼　アメリカ事情懇話会
「生みの国育ての国への報恩」

肩書きは、中塚栄次郎（ドクトル・オヴ・シビルロウ、マス
ター・オヴ・デプロマシー、マスター・オヴ・ロース）　年月
日は消印より採った

4126 423 中西清太郎書簡 中西清太郎 浅沼稲次郎
昭和(25)年(3)月
(3)日

活版・
墨書

1通 住所移転通知 月日は消印より採った

4010 5 中西雄洞・谷宮雄吉書簡 中西雄洞・谷宮雄吉 浅沼稲次郎 昭和21年12月4日
活字・
ペン

1通
中西雄洞の妻シズ死去及び次男雄朗戦病
死の通知

肩書きは、谷宮雄吉（葬儀委員長）

4043 24 長沼一馬書簡 長沼一馬 浅沼稲次郎 11月16日 ペン 1通
16日の演説について指摘（「核心」を「ガイ
シン」と読んだが・・・）

4069 3 中根知書簡 中根知 浅沼稲次郎
昭和（33）年6月6
日

墨書 1通

「明七日当工場に於て午後六時より労組
第一回臨時大会を開催致します　つきまし
ては、この機会に是非共先生のお話をお
伺ひ致し度存じます　」

肩書きは、中根知（浅沼製作所労働組合長）　年は消印
より採った

2793 中ノ郷質庫信用組合書簡 中ノ郷質庫信用組合 浅沼稲次郎 昭和18年3月16日
活版・
ペン

1通 配当、出資金未払分に充当 　

4136 3 中野作太郎書簡 中野作太郎 浅沼稲次郎
昭和（26）年11月
10日

活版・
ペン

1通 上京の際の歓待感謝 年は消印より採った

4110 9 中野清司書簡 中野清司 浅沼稲次郎 昭和24年5月24日
ペン・
墨書

1通 日本社会党入党の決意表明 入党申込書

4106 5 中野清司書簡 中野清司 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（9）日

ペン 1通
農村青年同盟（仮）を結成し、技術・文化向
上・生活文化を研究したい

年月日は消印より採った

4139 12 中乃清司書簡 中乃清司 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（17）日

ペン 1通 浅沼渡米中の社会党分裂を憂う内容 年月日は消印より採った

4047 12 中原一男書簡 中原一男 浅沼稲次郎 昭和22年6月23日 ペン 1通
党支部大会出席御礼、今後ともご指導をよ
ろしく、県連合会の大会も７月に開催予
定、御来会をお含みおきたい

4011 1 中原健次書簡 中原健次 浅沼稲次郎 昭和22年5月1日
謄写・
ペン

1通 挨拶

4043 37 中松要松書簡 中松要松 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（8）日

活版 1通 転居通知 年月日は消印より採った

4055 4 中路正志書簡 中路正志 浅沼稲次郎 7月9日
日本発送
電株式会
社用箋

ペン 1通 生活苦につき金銭の援助を依頼

4035 30 中村一男書簡 中村一男 浅沼稲次郎 昭和（22）年（8）月 ペン 1通 特別市制指定法律案に対する意見 年月は消印より採った
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4107 10 中村和子書簡 中村和子 浅沼稲次郎 昭和（24）年（4）月 ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月は消印より採った

4026 43 中村高一書簡 中村高一 浅沼稲次郎 昭和22年8月11日 墨書 1通

私用で八丈島訪問　「都会に於ける川端君
の演説と渡辺委員長視察の際の発言によ
ると〓〓に反対であるとの噂さが伝わり」
村長連泣きごと

4011 21 中村高一書簡 中村高一書簡 浅沼稲次郎 5月24日 墨書 1通 依頼の件催促 日付は消印より採った

4060 13 中村高一書簡 中村高一 浅沼稲次郎
昭和（23）年（4）月
（12）日

墨書 1通 事務所開きのお知らせ 年月日は消印より採った

2243 中村高一書簡 中村高一 浅沼稲次郎
昭和（23）年（7）月
（26）日

墨書 1通

先日ビルの件について藤田に会った　不
法占拠の現状のまゝで引継ぐのでは困る
から正式に堤か認めるのでなくては五階と
譲ることは出来ない

年月日は消印より採った

2652 中村高一・中村護ほか書簡 中村高一・中村護ほか 浅沼稲次郎 昭和17年2月24日 活版 1通 中村あや子逝去通知
中村あや子逝去通知　差出人は中村高一（夫）、中村護
（男）、加藤兼吉（親戚総代）、中村八郎衛門（親戚総
代）、浅沼稲次郎（友人総代）、阿部茂夫（友人総代）

4053 4 中村佐一書簡 中村佐一 浅沼稲次郎 昭和22年9月13日 ペン 1通 激励の手紙 年は消印より採った

4027 16 中村准一書簡 中村准一 浅沼稲次郎 昭和22年8月16日
活版・
墨書

1通 佐賀県連の内部事情
〔会議〕出席者・議
題

肩書きは、中村准一（日本社会党佐賀郡市支部支部長）

4014 5 中村初書簡 中村初 浅沼稲次郎 2月7日 ペン 1通 見舞い状への返礼 日付は消印より採った

4024 1 中村貢書簡 中村貢 浅沼稲次郎 昭和（22）年
墨書・
ペン

1通

浅沼稲次郎の組織部長時代の社会党本
部に置いて、中村貢自身の党本部除名の
決議がなされたか否かに対する問い合わ
せ

年は消印より採った

4139 6 中村貢書簡 中村貢 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（17）日

ペン 1通 平野力三の現住所を教示してほしい 年月日は消印より採った

4018 3 中村元一（崔在元）書簡 中村元一（崔在元） 浅沼稲次郎 昭和(戦後) 墨書 1通
「旧社青隊の諸君や自労の諸君のの居所
を御知らせ下さいます様」

封筒署名は「崔剛・崔在元（中村元一）」の連名　「株式会
社住友本社朝鮮鉱業所の註文通知書」に記入

4044 1 中村要松書簡 中村要松 浅沼稲次郎 年月日不明 活版 1通
転居及び電話開通通知　4043－37と同じ
もの

4062 37 中村要松書簡 中村要松 浅沼稲次郎
昭和（23）年（3）月
（30）日

活版 1通 電話開通のお知らせ 年月日は消印より採った

2525 永山一夫書簡 永山一夫 浅沼稲次郎
昭和（7）年（6）月
（5）日

ペン 1通
電報ありがとう　別便本部宛報告書御覧下
さい　今後うまく努力して『全労』に入れるこ
とにします　選挙応援資金１円同封

年月日は消印より採った

2226 中山一元書簡 中山一元 浅沼稲次郎
昭和（23）年（6）月
（29）日

ペン 1通
多くの国民が借家問題で苦しんでいる　家
主による借家人追い出しの対策試案提案

年月日は消印より採った

4178 4 中山光一書簡 中山光一 浅沼稲次郎
昭和18年から昭
和20年

ペン 1通
田中、甲賀、森橋、小川、渡辺諸氏に宜し
く

肩書きは、中山光一(馬来派遣岡一六一五部隊伊達隊)
年代推定は「都会議員」「軍事郵便」

4059 50 中山茂書簡 中山茂 浅沼稲次郎 昭和23年2月20日 活版 1通 亡父中山利用の葬儀参列御礼

4093 11
中山茂・中山政雄・渡邉文政
書簡

中山茂・中山政雄・渡邉文政 浅沼稲次郎 昭和23年1月10日
活版・
ペン

1通 亡父利用葬儀の際、焼香・香資感謝
肩書きは、中山茂（嗣子）、中山政雄（親族代表）、渡邉文
政（葬儀委員長）

4178 3 長良一書簡 長良一
浅沼稲次郎・
三宅正一

年月日不明 ペン 1通
一昨日サラガット氏と会合　社会党の運動
方針と国際情勢の分析の英訳を渡す

2272 中利之子書簡 中利之子 浅沼稲次郎 昭和（戦後） 墨書 1通 政治家に奮起を促す書簡

4059 30 名古屋在住一勤労者書簡 名古屋在住一勤労者 浅沼稲次郎
昭和（23）年2月16
日

ペン 1通 政局に対する意見 年は消印より採った
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4081 5 鍋茂貫雄書簡 鍋茂貫雄 浅沼稲次郎 11月21日 墨書 1通 世田谷区議戦の御援助…〓
封筒なし　4081-1～11までは「戦前不明10通」とペン書き
された茶封筒に入っていた

4007 7 二一倶楽部書簡 二一倶楽部 浅沼稲次郎 昭和21年9月14日
謄写・
ペン

1通
第五回二一倶楽部集会の御知らせ（田川
大吉郎と『対華問題』に関する座談）

4006 14 二一倶楽部書簡 二一倶楽部 浅沼稲次郎
昭和（21）年（8）月
（15）日

ペン・
謄写

1通 二一倶楽部開催の案内 年月日は消印より採った

4006 12 二一倶楽部書簡 二一倶楽部 浅沼稲次郎 昭和21年10月 1通 二一倶楽部定例懇談会の案内

4112 5 西尾末広書簡 西尾末広 浅沼稲次郎 昭和24年6月
活版・
ペン

1通 政令違反事件につき無罪確定の報告

4153 2 西澤義一書簡 西澤義一 浅沼稲次郎
昭和（25）年9月24
日

ペン 1通 天皇の戦争責任問題
肩書きは、西澤義一(新日本建設同盟)　年は消印より
採った

4059 19 西澤猛書簡 西澤猛 浅沼稲次郎
昭和（23）年（2）月
（9）日

ペン 1通 上京の際にはお世話になりました 年月日は消印より採った

4011 26 西澤哲四郎書簡 西澤哲四郎 浅沼稲次郎 昭和22年5月26日
活字・
ペン

1通
「衆議院事務次長兼議事部長、調査部長
を被命仕候　」

2825 西陣再興審議会書簡 西陣再興審議会 浅沼稲次郎 昭和（戦後） ペン 1通 特殊預金の解除を願う

2826 西陣再興審議会書簡 西陣再興審議会 浅沼稲次郎 昭和（戦後）
ペン・
活版

1通
免税点10万円の貫徹　税率軽減　特殊預
金の封鎖解除

　

4057 1 西野直蔵書簡 西野直蔵 浅沼稲次郎
昭和（23）年（5）月
（26）日

ペン 1通 杉並区長選挙につき御礼 年月日は消印より採った

2429 西宮要平書簡 西宮要平 浅沼稲次郎
昭和（16）年11月
26日

活版 1通
「東京市政に関する調査報告書」御恵贈感
謝　昭和16年頃ヵ

年は内容から推定

4119 10 西本耕一書簡 西本耕一 浅沼稲次郎
昭和24年10月11
日

ペン 1通 来広〔島〕への感謝

4027 22 西元宏書簡 西元宏 浅沼稲次郎 昭和22年8月16日 ペン 1通
城東支所の出納係長を命ぜられ、8月11日
から勤務

4047 19 西元宏書簡 西元宏 浅沼稲次郎
昭和(22)年6月18
日

ペン 1通
浅沼から二瓶区長と福満区長代理に自分
を江東区収入役に推薦してほしい

年は消印より採った

4011 22 西山信夫書簡 西山信夫 浅沼稲次郎 昭和22年5月26日 ペン 1通
面談希望　「今村君は御気毒でした　藤原
君をよろしく願ひます　長崎は更に一名有
望でしたのに残念でありました　」

星野土地開拓合資会社封筒

4011 13 西山信夫書簡 西山信夫 浅沼稲次郎 5月10日 ペン 1通
社会党に対して、連立を避け、単独主義を
取るように求める内容　逓信関係の復興に
関する意見

日農議員団 日農議員団 浅沼稲次郎
昭和22年10月31
日

謄写 1通
農林大臣後任者に日農副委員長野溝勝を
推す事を申入れ

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」170に綴じこま
れる

4051 4 新田書簡 新田
社会党・民主
党

昭和23年10月18
日

ペン 1通 政局に関する感想・意見

4144 20 日本キャラバン協会書簡 日本キャラバン協会 浅沼稲次郎 昭和(25)年4月8日
謄写・
ペン

1通 役員総会開催通知 年は消印より採った

4035 38
日本再建国民会議編集局書
簡

日本再建国民会議編集局 浅沼稲次郎 年月日不明 活版 1通 投稿のよびかけ

4144 23 日本社会党足尾支部書簡 日本社会党足尾支部 浅沼稲次郎 昭和25年4月19日 ペン 1通 町会補選落選の挨拶

4038 1 日本社会党板橋支部書簡 日本社会党板橋支部 浅沼稲次郎
昭和（22）年（9）月
（9）日

謄写ペ
ン

1通 応援演説の依頼 年月日は消印より採った

4140 13
日本社会党京都府連合会書
簡

日本社会党京都府連合会 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（28）日

ペン 1通
京都府の政治情勢　蜷川虎三が知事に立
候補激戦を展開中

年月日は消印より採った

4039 11 日本社会党世田谷支部書簡 日本社会党世田谷支部 浅沼稲次郎
昭和（22）年（9）月
（3）日

謄写 1通 世田谷支部の６月の活動予定通知 年月日は消印より採った

日本社会党台東支部書簡 日本社会党台東支部 浅沼稲次郎 昭和（23）年 活版 1通
社会党台東支部第三回定期大会開催通
知

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」177に綴じこま
れる　年は前後の資料から推定
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4051 7
日本社会党千葉県連合会青
年部書簡

日本社会党千葉県連合会青
年部

福井社会党連
合会支部

（10）月（10）日 ペン 1通
「第三社会党最高会議にあたって全国の
青年同志に告ぐ」最高会議において西尾
未廣の除名を要求する

葉書表に「十月十四日着」と書き込みあり、「斎木」の印あ
り　2051-3の付属文書か？月日は消印より採った

4039 16
日本社会党東京都連合会書
簡

日本社会党東京都連合会 浅沼稲次郎 昭和22年9月1日 謄写 1通 常任執行委員会開催通知

4043 8
日本社会党東京都連合会書
簡

日本社会党東京都連合会 浅沼稲次郎
昭和22年11月27
日

謄写 1通 「常任理事会会場変更通知」

日本社会党東京都連合会書
簡

日本社会党東京都連合会 浅沼稲次郎 昭和23年4月12日 ペン 1通
委嘱状　日本社会党東京都連合会顧問に
推薦したので、御諒承の上、御指導願いた
し

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」177に綴じこま
れる

4104 14
日本社会党東京都聨合会書
簡

日本社会党東京都聨合会 浅沼稲次郎
昭和（24）年（3）月
（13）日

ペン 1通
第一回連合会委員会にて浅沼稲次郎を顧
問に推薦

年月日は消印より採った

4144 21
日本社会党栃木県連合会・日
本社会党那須北地区協議会
書簡

日本社会党栃木県連合会・日
本社会党那須北地区協議会

浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（14）日

謄写・
ペン

1通 藤原熊男君追悼会通知 年月日は消印より採った

日本社会党長野県連電報 日本社会党長野県連 浅沼稲次郎
昭和22年10月30
日

活版 1通 野溝氏推薦頼む
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」170に綴じこま
れる

4102 21
日本社会党広島県連青年部
長書簡

日本社会党広島県連青年部
長

浅沼稲次郎
昭和(24)年2月26
日

謄写・
ペン

1通
日本社会党広島県連青年部大会の開催
日変更

年は消印より採った

4056 13
日本社会党文化部・日本社会
党組合委員会書簡

日本社会党文化部・日本社会
党組合委員会

浅沼稲次郎 昭和23年6月15日 活版 1通
演劇「鐘の鳴る丘」（信州篇）上演会のお知
らせ

4176 3 日本社会党本部書簡 日本社会党本部 浅沼稲次郎 昭和21年
活版・
謄写

1通 別紙略歴調に記入の上、組織まで届けよ
日本社会党役員
代議士略歴調

4058 2
日本社会党本吉郡北部支部
書簡

日本社会党本吉郡北部支部 浅沼稲次郎 昭和23年5月 ペン 1通 選挙結果報告 封筒なし

4032 25 日本消防タイムス書簡 日本消防タイムス 浅沼稲次郎
昭和（22）年（7）月
（3）日

謄写 1通 消防に関するアンケート 年月日は消印より採った

4076 7 日本女流文学者会書簡 日本女流文学者会 浅沼稲次郎
昭和33年11月11
日

ペン 1通 警職法改正に対して反対表明

4212
日本専売公社販売局情報課
書簡

日本専売公社販売局情報課 浅沼稲次郎
昭和（25）年（7）月
（11）日

活版 1通 喫煙に関するアンケート 年月日は消印より採った

4140 8
日本中国友好協会準備会書
簡

日本中国友好協会準備会 浅沼稲次郎
昭和（25）年（12）
月（7）日

ペン 1通 第三回幹事会の通知 年月日は消印より採った

4027 19 日本社会党松戸支部書簡 日本社会党松戸支部 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（16）日

ペン 1通 当支部演説会へのご出席御礼
年代推定情報①葉書の郵便料金50銭なのは、昭和22年
4月1日から23年7月10日　②消印

日本社会党選挙対策本部書
簡

日本社会党選挙対策本部
東京支部連合
準備

昭和（20）年（11）
月（17）日

ペン 1枚
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」158-1に挟み込
まれる　中身欠　年月日は消印より採った

4002 13
日本社会党東京都支部連合
会書簡

日本社会党東京都支部連合
会

社会党深川支
部

昭和21年5月6日 ペン 1通 請求書

4017 11 日本社会党西頚城支部書簡 日本社会党西頚城支部 (浅沼稲次郎)
昭和（22）年8月23
日

ペン 1通

「今度当支部に於て農村対策部、労組連
絡部、情報宣伝部、青年部等設置する事
に協議成り着々準備」　「上京之時に御拝
顔の栄を得度い」

原史料には「稲村浅次郎」とあり　年代推定①葉書郵送
料金が50銭なのは1947年4月1日～1948年7月9日　②ペ
ン書きで「8.23」とあり

4017 8 日本社会党本部書簡 日本社会党本部 浅沼稲次郎 昭和22年8月29日 ペン 1通
書記局会議開催通知(9月3日、於党本部
会議室）

4026 46 日本社会党松戸支部書簡 日本社会党松戸支部 浅沼稲次郎 昭和22年8月11日 ペン 1通

演説会八月十五日午後七時よりに決定
定刻までにご足労を乞う　加藤組織部長、
中江京都連合会長もご内諾　御同道下さ
れば幸甚

4026 17 日本炭鉱本社組合書簡 日本炭鉱本社組合 〔社会党本部〕
昭和（22）年（8）月
（29）日

タイプ 1通 国管即時断行せよ 年月日は消印より採った
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2518 日本排酒連盟書簡 日本排酒連盟 浅沼稲次郎 昭和7年5月14日 謄写 1通
排酒運動について質問　返答を求める内
容

4006 1
日本放送協会放送文化研究
所次長書簡

日本放送協会放送文化研究
所

浅沼稲次郎 昭和21年8月
活字・
ペン

1通 人物調査カードの記入、返信依頼

〔人物調査カー
ド〕・日本放送協
会調査部への返
信用封筒

根岸吉則書簡 根岸吉則 浅沼稲次郎 昭和21年1月25日 ペン 1通 演説会への出演依頼
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる　根岸の肩書きは日本社会党桐生支部会計

4077 4 ねづまさし書簡 ねづまさし 浅沼稲次郎
昭和(33)年10月28
日

ペン 1通
「警職法阻止の為、社会党は総辞職を賭し
ても戦う由承り、誠に感銘」

肩書きは、ねづまさし（日本著作〓〓会常任委員、歴史
家）　年は消印より採った

2790 野木武雄書簡 野木武雄 浅沼稲次郎
昭和（18）年（5）月
（21）日

ペン 1通 入隊の際の御配慮・御餞別に感謝 年月日は消印より採った

2648 野口彰書簡 野口彰 浅沼稲次郎
昭和（17）年2月17
日

墨書 1通
シンガポール陥落万感存上候　おハガキ
にて議会速記録（官報）共に有り難く拝誦
速記中、教育政策について感想

年は消印より採った　野口の肩書きは東京市教育研究所

4112 23 野口勝次郎書簡 野口勝次郎 浅沼稲次郎 昭和24年6月19日
日立製作
所労働組
合葬連合

ペン 1通
日立製作所亀戸工場内における運動の情
勢　共産党との関係

肩書きは、野口勝次郎(日立製作所亀戸工場社会党責任
者)

2845 野口熊吉書簡 野口熊吉 浅沼稲次郎
昭和（24）年1月24
日

ペン 1通 社会党に対する意見 年は内容から推定　旧蔵者メモによれば昭和21年

2447 野口竜之書簡 野口竜之 浅沼稲次郎 昭和6年10月2日 ペン 1通
県議選御招介になりました　此人は島根県
今市支部の方、部会において運動の実践
を研究したいとの希望、浅沼に指導を依頼

4011 20 野崎耕一書簡 野崎耕一 浅沼稲次郎 5月24日 ペン 1通
帰郷の挨拶　「今後御用の節は御願申上
候通り会計検査院検査官井上一夫君まで
御通知願上候　」

2254 野地紀代子書簡 野地紀代子 浅沼稲次郎
昭和（31）年11月3
日

ペン 1通
近況報告　県連社会党統一一週年記念祝
賀際（於　福島県教育会館）でお目に掛か
れず残念

眠る獅子 年は内容から推定

4145 14 野田武夫書簡 野田武夫 浅沼稲次郎 昭和(25)年5月7日 墨書 1通 浅沼の視察、書記長就任について

4109 2 野田房子書簡 野田房子 浅沼稲次郎
昭和（24）年（5）月
（14）日

ペン 1通 行政整理反対 年月日は消印より採った

2682 野田文一郎書簡 野田文一郎 浅沼稲次郎 昭和17年4月15日
活版・
墨書

1通 転居通知 封筒欠　野田の肩書きは衆議院議員

4118 17 野原写志雄書簡 野原写志雄 浅沼稲次郎 昭和24年9月26日 ペン 1通 見舞に対する礼状

4007 9 野溝勝書簡 野溝勝 浅沼稲次郎
昭和２１年９月１８
日

活字・
ペン

1通
日本農民組合会長須永好に対する日本農
民組合葬の案内

肩書きは、野溝勝（日本農民組合本部主事）

4028 2 野宮英一書簡 野宮英一 浅沼稲次郎 昭和22年7月31日 ペン 1通 現在の党費及び党情をご一報願います

4062 14 野宮英一書簡 野宮英一 浅沼稲次郎
昭和（23）年（3）月
（12）日

ペン 1通 党のニュースを届けてほしい 年月日は消印より採った

4039 40 野村勝守書簡 野村勝守 浅沼稲次郎 9月8日 ペン 1通

片山内閣成立のお祝い、浅沼が国務大臣
とならなくて残念、森戸文相の小学生の質
問に対する答え（「そういう質問は未だ早
い」）に対する批判　党に入って働きたい

封筒には昭和22年9／12とあり（旧蔵者メモか？）
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2591 野本新作書簡 野本新作 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月（25）日

ペン 1通
区議選に当り、小生立候補状に先生に推
薦の辞を賜り感激

年月日は消印より採った

4104 5 萩原和香子書簡 萩原和香子 浅沼稲次郎
昭和（24）年（3）月
（4）日

ペン 1通
茨城県連の人手不足で農村まで社会党の
声が届きにくい　しかし全農を結成して努
力している

年月日は消印より採った

4150 11 萩原和歌子書簡 萩原和歌子 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（10）日

ペン 1通 参院選結果に関するコメント 年月日は消印より採った

4167 2 橋口長一書簡 橋口長一 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月24
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する激励 年は消印より採った

4039 36 橋澤潔書簡 橋澤潔 浅沼稲次郎 昭和22年9月8日 ペン 1通
あと１、２週間で上京、街頭国会の件、中
小商工業協同組合の件など

2263 橋田書簡 橋田 浅沼稲次郎
昭和（35）年8月17
日

ペン 1通
ローマ滞在中　イタリー人のオリンピック組
織運営は拙劣　我々は東京大会の自信が
ついた

年は内容から推定

4039 58 橋爪梅子書簡 橋爪梅子 浅沼稲次郎 15日 鉛筆 1通
近く上京、児童福祉法案通過の上は、仕
事の斡旋をお願いします

4041 2 橋爪梅子書簡 橋爪梅子 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（2）日

墨書 1通
上京後、表記の所に落ち着きました、私に
何か仕事をおん当りございませんでしょう
か

年月日は消印より採った

4114 7 端之昭書簡 端之昭 浅沼稲次郎
昭和（24）年（7）月
（22）日

ペン 1通 石炭代の早急な支給を求む 年月日は消印より採った

4060 3 橋本富喜良書簡 橋本富喜良 浅沼稲次郎
昭和(23)年(4)月
(29)日

ペン 1通 講演依頼の件

4006 2 蓮田貞次郎書簡 蓮田貞次郎 浅沼稲次郎
昭和（２１）年８月
１日

墨書・
鉛筆

1通
浅沼稲次郎市会議員時代の縁を頼って、
北海道から東京在住の兄弟への連絡を取
り持つよう依頼する内容

年は旧蔵者が添付した付箋の内容からとった

4107 16 長谷川健治書簡 長谷川健治 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（4）日

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月日は消印より採った

4104 28 長谷川左右衛門書簡 長谷川左右衛門 浅沼稲次郎
昭和（24）年3月30
日

ペン 1通 加藤勘十、鈴木茂三郎の住所を知りたい 年は消印より採った

4118 22 長谷川左右衛門書簡 長谷川左右衛門 浅沼稲次郎
昭和(24)年9月21
日

ペン 1通 9月12日の手紙拝見 年は消印より採った

4011 16 長谷川保書簡 長谷川保 浅沼稲次郎 昭和22年5月20日
活字・
ペン

1通
「戦時中三方原村翼壮団長の任にあった
故をもって先般公職不適格の判定を受け
ました　」

4114 6 長谷川二三男書簡 長谷川二三男 浅沼稲次郎
昭和（24）年（7）月
（23）日

ペン 1通 石炭代の早急な支給を求む 年月日は消印より採った

4039 13 長谷川正道書簡 長谷川正道 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月31
日

墨書 1通
励ましの葉書「内閣は誰が引き受けてもむ
ずかしいもの（後略）」

年は消印より採った

4102 5 長谷川正道書簡 長谷川正道 浅沼稲次郎
昭和（24）年2月13
日

墨書 1通
近況報告（東京農大の先生と園芸同好会
を組織し果樹栽培を勧誘）

年は消印より採った

4166 16 長谷川和三郎書簡 長谷川和三郎 浅沼稲次郎 昭和35年4月1日 活版 1通 米配給にかかわる問題
肩書きは、長谷川和三郎(米穀小売近畿地区協議会会
長)

4144 17 畠山鶴吉書簡 畠山鶴吉 浅沼稲次郎 昭和25年4月14日
活版・
ペン

1通 熱海における大火の際の配慮感謝

4119 4 畠山鶴吉書簡 畠山鶴吉 浅沼稲次郎
昭和（24）年（10）
月（1）日

ペン 1通 台風災害に対する見舞状感謝 年月日は消印より採った

4039 34 秦孝治郎書簡 秦孝治郎 浅沼稲次郎 昭和22年9月7日 ペン 1通 片山内閣に対する意見

4107 13 秦捨二郎書簡 秦捨二郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（4）日

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月日は消印より採った
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4092 4 波多野鼎書簡 波多野鼎 浅沼稲次郎 昭和23年
活字・
ペン

1通 農林大臣在任中の配慮感謝 肩書きは、波多野鼎（参議院議員）

4144 14 畑義三・畑和書簡 畑義三・畑和 浅沼稲次郎
昭和25年4月（3）
日

活版・
ペン

1通 転居の挨拶　事務所の主宰者変更の挨拶
肩書きは、畑義三（弁護士、法学士）、畑和（弁護士、法
学士）　年月は消印より採った

4047 7 服部甲書簡 服部甲 浅沼稲次郎 昭和22年6月25日 鉛筆 1通 出版社の紹介を依頼

4093 14 服部公明書簡 服部公明 浅沼稲次郎 昭和23年1月12日
中日水産
株式会社

ペン 1通 「復金ニ借入申込ヲナシタル理由」

4104 20 服部ひろ子書簡 服部ひろ子 浅沼稲次郎 昭和24年3月21日
謄写・
ペン

1通 服部麦生の党葬への会葬感謝
肩書きは、服部ひろ子(日本共産党中央委員会葬儀委
員・妻)

4028 23 花田重郎書簡 花田重郎 浅沼稲次郎 昭和22年8月24日 ペン 1通

「私は炭鉱労働組合より引いて党活動に
専念」　「農民戦線の分裂は引いて日農の
弱化となり福岡に於ては農村聯盟の攻勢
を強めて党としても手の付け方に困窮」
「下手すると党と農民層の関連がなくなる
心配」

4078 3 浜中三郎書簡 浜中三郎 浅沼稲次郎
昭和(33)年(10)月
(29)日

ペン 1通

「来春の参議院選挙にはどうか勝ってくだ
さい」　「全国婦人に憲法を改正するとかん
らず徴兵にいくからと言事をどうか新聞、
さっとラジオ、テレビ、パンフレットで婦人に
てっていして知らせて下さい」　「全国婦人
の90パーセント」は「徴兵ほどきらいないや
まものはない」

年月日は消印より採った

4056 18 濱野米造書簡 濱野米造 浅沼稲次郎
昭和（23）年6月11
日

ペン 1通
医師及び歯科医に対する営業税課税反
対、面会を希望

年は消印より採った

4091 8 早川リキ書簡 早川リキ 浅沼稲次郎 昭和23年 ペン 1枚
構内（売店）食堂許可申請書およびそれに
関する書類

保証書・試算表(2
枚)・販売予定品
及金額

4136 4 林貞子書簡 林貞子 浅沼稲次郎
昭和（26）年（7）月
23日

ペン 1通 川崎海員会館の「主事としてまいりました」 年月は消印より採った

4006 16 林猿若書簡 林猿若 浅沼稲次郎
昭和（21）年（8）月
（27）日

ペン 1通 残暑見舞い
肩書き情報は、林猿若（農村漁村演藝慰安相談所山本
芸能社）　年は消印より採った

2844 林田一郎書簡 林田一郎 桜井三郎
昭和（21）年（1）月
（24）日

ペン 1通
社会党東京都支部連合会結成大会開催
のお知らせ

年月日は消印より採った

4062 27 林武一書簡 林武一 浅沼稲次郎
昭和（23）年（3）月
（19）日

活版 1通 「愚感」 林の肩書は「働く会　会長」　年月日は消印より採った

2500 林田勝書簡（代筆） 林田勝 酒井清一
昭和（7）年1月29
日

ペン 1通 林田不在の連絡 年は消印より採った

2540 林虎雄書簡 林虎雄 浅沼稲次郎 昭和（7）年9月24 ペン 1通 長野県合同情勢について報告 年は消印より採った

4070 1 早瀬強書簡 早瀬強 浅沼稲次郎
昭和（33）年（7）月
（31）日

ペン 1通
西松建設での労働条件改善のため、社会
党に調査を求める内容

肩書きは、早瀬強（22歳、〔愛知県用水牧尾ダム西松建
設〕工員一部代表）　年月日は消印より採った

4014 11 早藤安長書簡 早藤安長 浅沼稲次郎 昭和22年2月10日 ペン 1通 ご足労煩わし厚く御礼

4127 3 早水善彦書簡 早水善彦 浅沼稲次郎
昭和（26）年（4）月
（17）日

ペン 1通
早大在学中は雄弁会への厚情感謝　就職
挨拶

肩書きは、早水善彦(関東電化渋川工場菱友クラブ)　年
月日は消印より採った

4062 7 原田勘助書簡 原田勘助 浅沼稲次郎
昭和（23）年（3）月
（8）日

ペン 1通 社会党新聞送付を依頼 年月日は消印より採った

4091 7 原田聞一郎・原田なみ書簡 原田聞一郎原田波 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 封鎖預金に対する意見

4002 16 原次雄書簡 原次雄 浅沼稲次郎 5月9日 ペン 1通 第九十回臨時議会の傍聴券を三枚欲しい

4122 2 原田恒夫書簡 原田恒夫 浅沼稲次郎
昭和(24)年12月4
日

墨書 1通 『社会思潮』28号受け取り 年は消印より採った

4140 3 原田恒夫・安斎英二書簡 原田恒夫・安斎英二 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（14）日

ペン 1通 安斎君上京、指導を依頼 年月日は消印より採った

4039 60 原田直情書簡 原田直情 浅沼稲次郎 9月20日 ペン 1通
漁民組合大会のため川又文太郎くんが上
京するため、よろしく頼む　近況報告

封筒には「S－22　9／20」という書き込みあり、旧蔵者の
メモか？
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4194 7 原田三夫書簡 原田三夫 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（14）日

謄写 1通
国際宇宙旅行連盟の第11回年次大会に
参議院法制局調査課員専修大学教授池
田文雄がJAS代表として出席

年月日は消印より採った　年月日は消印より採った

4008 30 原虎一・赤松常子書簡 原虎一・赤松常子 浅沼稲次郎
昭和21年10月28
日

謄写・
ペン

1通 渡邉年之助、韮沢慶子結婚祝賀会案内
日本労働組合総同盟封筒　媒酌人松岡駒吉　発起人原
虎一、赤松常子

4017 3 原虎一書簡 原虎一 浅沼稲次郎
昭和（21)年10）月
（8）日

ペン 1通 病気見舞い　党大会賑やか 「病気」記事より年代推定　月日は消印より採った

4015 7 原治雄書簡 原春雄 浅沼稲次郎 昭和22年3月29日 ペン 1通 浅沼帰国に対する祝辞

4047 6 原彪書簡 原彪 浅沼稲次郎 6月25日 ペン 1通 浅沼に対する激励
文面と差出人住所（文京区）より、政治学者で元衆議院
副議長の原彪と思われる

4106 8 原彪書簡 原彪 浅沼稲次郎 26日 ペン 1通
謙虚な気持ちで党の本質的建直しをする
必要があるが、健康を害しているため不可

日付は消印より採った

4026 21 春新一書簡 春新一 浅沼稲次郎
昭和（22）年（9）月
（1）日

ペン 1通 平信　盛岡では石川代議士の人格に敬服
年代推定情報①郵便料金50銭なのは、昭和22年4月1日
から23年7月10日　②消印

4178 6
阪神地区全労働者闘争本部
書簡

阪神地区全労働者闘争本部
日本社会党東
京本部

年月日不明 ペン 1通
〔電報〕24日1時尼崎市民運動上にて労働
関係調整法案絶対反対労働者大会を開く
力強き激励の辞を賜りたし

2232 半田信治書簡 半田信治 浅沼稲次郎 昭和23年3月10日
活版・
ペン

1通 移転通知　近況報告 消印は昭和23年4月5日付

4008 18 稗田萬亀太書簡 稗田萬亀太 浅沼稲次郎
昭和21年10月14
日

ペン・
活字

1通
日本競馬会主催東京・京都競馬の招待券
お譲り頂きたく

4003 6 樋貝詮三・木村小左衛門書簡 樋貝詮三・木村小左衛門 浅沼稲次郎 昭和21年6月11日
活字・
墨書

1通 議会開会前の懇談会への招待

4032 5 東出志良書簡 東出志良 浅沼稲次郎 昭和22年7月25日
活版・
ペン

1通
農業技術員設置費の半額三億三千六百
万円の国庫補助実現型に格段のご努力を
乞ふ

東出志良（石川県江沼郡山代町山代町農事実行組合長
外9農事実行組合長代表）

2303 樋川強書簡 樋川強 浅沼稲次郎 昭和35年9月14日 ペン 1通

土建会社の労働者は組織化されておら
ず、政治意識がない　労働者に政治教育
などにより、政治意識を植え付けるよう全
力を尽くして貰いたい

樋川は飛鳥土木作業所員

4059 27
引揚者団体全国連合会全国
委員会書簡

引揚者団体全国連合会全国
委員会

浅沼稲次郎 昭和23年2月14日 謄写 1通 「各政党への要望」

4047 8
引揚者団体全国連合会他4団
体書簡

引揚者団体全国連合会他4団
体

社会党 昭和22年6月24日
墨書・
ペン

1通

引揚者問題の解決への援助を懇請　7月
15日を期して本問題解決のため微力を結
集し全国民的規模で立ち上がる体制を立
ち上げる

封筒に「山花君出席」とあり

4002 4 匹田秀雄書簡 匹田秀雄 浅沼稲次郎 昭和21年4月28日 謄写 1通 戦災後一年にして職定まる 肩書きは、匹田秀雄（弁護士、税務代理士、弁理士）

樋口喜徳書簡 樋口喜徳 松本淳三
昭和（21）年1月25
日

翼賛罫紙 ペン 1通 福〓君・加藤君が共産党に入党した
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる

4002 3 平井義一郎書簡 平井義一郎 浅沼稲次郎 昭和21年5月2日 ペン 1通 社会党入党希望 肩書きは、平井義一郎（大和鋼材株式会社専務取締役）

4142 7 ヒライクニサブロウ電報 ヒライクニサブロウ 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（5）日

タイプ 1通
大会の総意の下、再び貴下を迎えて、統
一の成果を祝す

年月日は消印より採った

4033 3 平岡忠次郎書簡 平岡忠次郎 浅沼稲次郎 昭和22年7月16日 ペン 1通
社会党所沢地方支部年次大会での講演を
引き受けてくれたことに対する御礼

年月日は消印より採った

4027 33 平田銈蔵書簡 平田銈蔵 浅沼稲次郎 昭和22年8月15日 ペン 1通

傷痍者に対する義肢補助器等修理新調は
生活保護法により取扱ふことヽ相成り目下
実施中ですが本会員中該当者がありまし
た際は何分よろしく…

肩書きは、平田銈蔵（財団法人協助会東京都支部江東
区協助会　深川分会長）
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4112 14 平田恵三書簡 平田恵三 浅沼稲次郎
昭和（24）年（6）月
（11）日

活版・
ペン

1通 平田銈蔵から平田恵三への改名の通知
肩書きは、平田恵三(平田製薬株式会社取締役社長)　年
月日は消印より採った

4039 33 平田義太郎書簡 平田義太郎 浅沼稲次郎 昭和？年9月7日 ペン 1通 近況報告 月日は消印より採った

4027 38 平永信一書簡 平永信一 浅沼稲次郎 昭和22年8月18日 墨書 1通 激励の手紙ヵ 〔合〕名会社カネシンの葉書

4194 1 平沼重男書簡 平沼重男 浅沼稲次郎
昭和（35）年8月14
日

ペン 1通
所得平均の原則でのみ貧農は貧漁民、貧
しき山持は救はる

年は消印より採った

4166 58 平沼尚子書簡 平沼尚子
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和(35)年4月6日 ペン 1通 学費援助及び学生生活近況に関する件 年は消印より採った

4142 5 平野学書簡 平野学 浅沼稲次郎 4月1日
ペン・
墨書

1通
社会党「分裂騒ぎ」について　小泉君の媒
酌人の依頼

2768 平野学書簡 平野学 浅沼稲次郎
昭和（17）年10月8
日

ペン 1通 近況報告 年は消印より採った

4042 7 平野学書簡 平野学 浅沼稲次郎
昭和22年12月（2）
日

活版 1通 電話開通のお知らせ 日付は消印より採った

4008 16 平野力三書簡 平野力三 浅沼稲次郎
昭和（21)年10）月
（26）日

ペン 1通 退病祝いの挨拶 月日は消印より採った　年は「退病」より推定

4026 6 〔平松〕書簡 〔平松〕 〔浅沼稲次郎〕
昭和（22）年（9）月
（4）日

タイプ 1通
御依頼の件模様御知らせ願う　お骨折りを
感謝す

年月日は消印より採った

4016 2 平松譲書簡 平松譲 浅沼稲次郎
昭和（23)年4）月
（5）日

ペン 1通
「党の統一のため敢然御出馬御苦労様で
す」

年代は、消印不鮮明だが「統一」「出馬」及び日付より社
会党第六回大会における書記長就任時のものと判断

4015 4 平松譲書簡 平松譲 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（15）日

ペン 1通 無事帰国祝い 年は消印より採った

4059 5 平松譲書簡 平松譲 浅沼稲次郎 昭和23年2月1日 活版 1通 白日会第24回美術展覧会のお知らせ
4091 13 平松譲書簡 平松譲 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 当選祝い

2430 平松譲書簡 平松譲 浅沼稲次郎
昭和（16）年11月
27日

活版 1通 手紙の返信御礼 年は消印より採った

4043 35 平松譲書簡 平松譲 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（9）日

活版・
ペン

1通 白日会秋季展開催のお知らせ 年月日は消印より採った

4164 3 平向喜助書簡 平向喜助 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（11）日

ペン・
鉛筆

1通 選挙における西尾末弘、民社党への所感
肩書きは、平向喜助(日本エレメント)　年月日は消印より
採った

4023 4 廣江通五郎書簡 廣江通五郎 浅沼稲次郎 昭和15年8月1日 墨書 1通

今回の制度改正とともに村長辞退、以後
助役となる　「先年御斡旋被下候無線電信
仮説の義に関し、本年七月中請願書提出
いたし足る次第に、御座候へば逓信省方
面の義は貴下の御尽力を相仰ぎ申度」（国
防上、火山噴火の事情により）

4108 1 廣瀬一郎書簡 廣瀬一郎 浅沼稲次郎 昭和（24）年（4）月 ペン 1通 地方公務員法絶対反対 年月日は消印より採った

4056 26 廣瀬潔書簡 廣瀬潔 浅沼稲次郎
昭和（23）年（6）月
（3）日

ペン 1通 農民大会への出席を依頼 年月日は消印より採った

4093 22 廣瀬久太郎書簡 廣瀬久太郎 浅沼稲次郎 昭和23年1月16日 ペン 1通
日本人には宗教心が必要だ　「宗教省の
新設」　「暗〔ヤミ〕退治」　「食糧問題解決
法」

4111 5 廣瀬久太郎書簡 廣瀬久太郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年（6）月
（1）日

ペン 1通

祖国の救済は宗教以外なし　赤尾敏・一宮
牧師と自分が主催して、仏教・神道・キリス
ト教の宗教家に呼びかけ、救魂、救国の呼
びかけを行う　支援を求む

年月日は消印より採った

4115 1 廣瀬久太郎書簡 廣瀬久太郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年7月2
日

ペン 1通
「浅沼先生　天国と地獄の道御案内申上
げます」

年は消印より採った

4090 24 廣瀬理一書簡 廣瀬理一 浅沼稲次郎 昭和23年2月 ペン 1通 電話開通のお知らせ

4009 2 廣田新五郎書簡 廣田新五郎 浅沼稲次郎 昭和21年11月
活字・
墨書

1通
廣田新五郎長男新一郎と佐藤信次次女千
枝子との結婚披露宴の案内

4079 5 風来山人書簡 風来山人 浅沼稲次郎
昭和（33）年11月
10日

鉛筆 1通
「政海果して乗り切れるか」と題した政界風
刺漫画

年は内容から推定した（警職法改正問題は1958年）

4093 16 笛木梅太郎書簡 笛木梅太郎 浅沼稲次郎
昭和(23)年1月13
日

墨書 1通
「高原地帯等最も悪条件の田地に対して
は、再生産のための特別資金下附等の制
度等の御検討」を願う

年は消印より採った
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4026 35 深川信用組合書簡 深川信用組合 浅沼稲次郎 昭和22年8月6日
謄写・
ペン

1通
「貴殿振出手形御支払御約束日は去る昭
和廿二年六月三日に有之期日経過致候」

4031 7 深川信用組合書簡 深川信用組合 浅沼稲次郎 昭和22年8月23日 ペン 1通
「貴殿御振出手形御支払御約束日は去る
昭和廿二年六月三十日に有之期日経過
致居候」、「至急御処理被下度」

4106 10 深澤正路書簡 深澤正路 浅沼稲次郎
昭和（24）年4月27
日

ペン 1通 依頼の件、その後如何 年は消印より採った

4082 11 深谷清一書簡 深谷清一 浅沼稲次郎
昭和（33)年5月23
日

ペン 1通

総選挙の結果自民党優勢　「静かに自民
党が勝った原因、社会党が敗れた原因を
ふり返り反省したい」　「社会党の労働者優
先の政策にあやまりがあったのではない
か」、サラリーマンだけではなく「小企業も
労働者である」　社会党の目標は「勤労者
大衆でなければならないと思う」　「特定・
階級だけでなく、郡・農村方面で社会党の
勢力を伸ばすことも考えねば、都市の組織
だけでは、現状維持が関の山」　中小企業
を運動の視野にいれる必要

年は消印より採った

4039 31 福岡武書簡 福岡武 浅沼稲次郎
昭和（22）年（9）月
（7）日

ペン 1通 近況報告 年月日は消印より採った

4139 19 福島寛治郎書簡 福島寛治郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（20）日

ペン 1通
都立両国高校の新聞に浅沼へのインタ
ビュー記事を載せたい

肩書きは、福島寛治郎(都立両国（旧第三)高等学校新聞
部）　年月日は消印より採った

2423 福島徳雄書簡 福島徳雄 浅沼稲次郎
昭和（16）年11月7
日

ペン 1通 面会御礼、拙稿返却を依頼 年は消印より採った

2803 福島徳雄書簡 福島徳雄 浅沼稲次郎 昭和19年4月
活版・
ペン

1通 療院移転通知 　福島の肩書きは福島鍼灸療院はりゐ

4008 7 福西保書簡 福西保 浅沼稲次郎
昭和（21）年（10）
月（2）日

ペン 1通 復員挨拶 年月日は消印より採った

4028 17 福原友市書簡 福原友市 浅沼稲次郎 8月26日 ペン 1通 「お便り誠に有難う御座居ました　」　平信

4011 37 福満勝男書簡 福満勝男 浅沼稲次郎 昭和22年5月30日
謄写・
ペン

1通
新憲法施行を記念して俳句「講演と鑑賞」
の会を6月5日江東区役所にて開催

肩書きは、福満勝男（江東区深川支所長）

4025 2 福本春一書簡 福本春一 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（20）日

ペン 1通

炭鉱□〔国〕有、□〔私〕のいずれにしても
真の増産はない　石炭増産に邁進する炭
坑主と坑夫が何人いるか　形式と議論は
無駄が多い

年代推定情報①郵便料金50銭なのは、昭和22年4月1日
から23年7月10日　②消印

4137 7 藤井穣書簡 藤井穣 浅沼稲次郎 昭和25年2月23日
謄写・
ペン

1通
給与ベース改訂に対する浅沼の意見を乞
う

肩書きは、藤井穣(全国食糧労働組合東京支部委員長)

4112 33 藤井専蔵書簡 藤井専蔵 浅沼稲次郎
昭和（24）年6月30
日

国鉄労働
組合罫紙

ペン 1通

龍華地区新党員のため班会を開き、社会
民主主義の理念と国鉄整理問題について
懇談　以下を党執行委員会に提案を求む
国鉄の下部における人員整理の分割実
施、国鉄防衛対策に動員

年は消印より採った

4011 35 藤井ぼたん園書簡 藤井ぼたん園 浅沼稲次郎
昭和（22）年（5）月
（30）日

活字・
墨書

1通
「弊園三度の災害を蒙り候以来復興に専
心努力」、「総ての設備完成仕り、旧に倍
するの製産能力を発揮する運びと相成候」

年月日は消印より採った

2514 藤沢丈雄書簡 藤沢丈雄 浅沼稲次郎
昭和（7）年（4）月
（7）日

ペン 1通
帰郷の際、面会できず　お礼が遅れたお
詫び

年月日は消印より採った
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4024 2 藤田従道書簡 藤田従道 浅沼稲次郎 昭和（22）年 ペン 1通

千田正参議院議員の地盤から衆議院議員
への出馬希望（岩手第二区）　また農林省
にて農林ないしは水産関係の勉強をした
いので、平野力三への斡旋を依頼したい

〔名刺〕浅沼稲次
郎

切手なし　差出人住所なし　年代推定情報①平野力三の
農林大臣時代か（昭和22年6月1日～昭和22年11月4日）

藤田照書簡 藤田照 浅沼稲次郎
昭和（23）年（　）月
19日

ペン 1通
三宅坂の事業を開始したため、本部出勤
が確実にできないことを認めてほしい

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」179に綴じこま
れる　封筒欠　年は前後の資料から推定

2425 富士天心書簡 富士天心 浅沼稲次郎 昭和（戦前）
活版・
墨書

1通
「十二支星運命ノ神仮装動物異性和睦家
庭円満福寿の神」

消印からも年月日判読できず、切手から戦前と思われる

4062 20 藤野光弘書簡 藤野光弘 浅沼稲次郎 昭和25年3月15日 ペン 1通
無事帰京、富山県の大衆党結成に関する
状況の報告

年は消印より採った

2440 藤野光弘書簡 藤野光弘 浅沼稲次郎
昭和（16）年12月
17日

ペン 1通
南京へ出発の際の種々の御配慮感謝　開
戦直前に上海発の船に乗り帰国　近況報

年は消印より採った

2231 藤野光弘書簡 藤野光弘 浅沼稲次郎
昭和（23）年2月1
日

ペン 1通
小生長男、今春早大卒業、衆議院鉱工委
員室に勤務につき宜しく御指導願う　この
他、家族の近況報告

年は消印より採った

4002 20 藤巻多一書簡 藤巻多一 浅沼稲次郎 5月11日 ペン 1通 山県支部の問題解決

4043 13 藤巻多一書簡 藤巻多一 浅沼稲次郎
昭和（22）年11月
23日

ペン 1通
生活協同組合法が議会に通過見込みか
否か問い合わせ

年は消印より採った

藤見磯吉書簡 藤見磯吉 浅沼稲次郎
昭和（20）年11月7
日

ペン 1通
演説会を開催したく、講師を派遣してほし
い

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる

4058 1 富士屋本店書簡 富士屋本店 浅沼稲次郎
昭和（23）年（5）月
（11）日

ペン 1通 ハガキの断片、内容判読できず

4027 21 藤原繁太郎他3名書簡 藤原繁太郎他3名 浅沼稲次郎 昭和22年8月26日
謄写・
ペン

1通
早大相撲部先輩クラブ結成の件に付懇談
致度

差出人は、藤原繁太郎（発起人代表）、永橋剛一郎、安
岡虎喜、浅岡信夫

4107 1 藤原真一書簡 藤原真一 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（26）日

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月日は消印より採った

4104 3 婦人之友編輯室書簡 婦人之友編輯室 浅沼稲次郎
昭和（24）年（3）月
（3）日

活版・
ペン

1通
新年号に対する回答への礼としてランプシ
エード送付

年月日は消印より採った

4041 3 婦人之友編集室書簡 婦人之友編集室 浅沼稲次郎
昭和22年12月
（13）日

活版 1通 原稿投稿のよびかけ 日付は消印より採った

4091 11 婦人之友編輯部書簡 婦人之友編輯部 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通
婦人之友新年号の葉書問合せに対する返
信感謝

4107 18 文成金蔵書簡 文成金蔵 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（2）日

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月日は消印より採った

4102 19
部落解放全国委員会本部書
簡

部落解放全国委員会本部 浅沼稲次郎 昭和24年2月24日 ペン 1通

参議院副議長松本治一郎の公職追放は
不当　松本追放問題に関する公正なる世
論を機関紙「解放新聞」に掲載したい　浅
沼の原稿を乞う

4166 11 古川えい書簡 古川えい 浅沼稲次郎 昭和35年4月3日 ペン 1通 謝罪状

4019 7 古川藤吉書簡 古川藤吉 浅沼稲次郎
昭和（25）年（5）月
（12）日

墨書 1通
「保守革新の決戦場香川の応援是非共宜
敷く、自由党吉田首相以下幹部多数ら意
見決定」

肩書きは、古川藤吉（森崎選挙事務所）　年月日は消印
より採った

4112 30 古瀬長栄書簡 古瀬長栄 浅沼稲次郎
昭和（24）年6月24
日

墨書 1通 三木一と別封のようなことをやっている 年は消印より採った

4163 27 フンゲキ有志一同書簡 フンゲキ有志一同 浅沼稲次郎
昭和（35）年（4）月
（3）日

ペン 1通 多磨地管理料値上げの件
差出人不明瞭、差出人名義は「フンゲキ有志一同」　年
月日は消印より採った
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4110 10 帽子協会書簡 帽子協会 浅沼稲次郎
昭和（24）年（5）月
（25）日

ペン 1通
帽子に関する質問　回答文は雑誌「ニュー
ハット」に掲載

年月日は消印より採った

4079 1 保刈忠之助書簡 保刈忠之助 浅沼稲次郎
昭和(33)年11月13
日

ペン 1通 「危険なる彼等自民党の戦術的豹変」 年は消印より採った

4008 31 朴在魯・朴日圭・徐在烈書簡 朴在魯・朴日圭・徐在烈 浅沼稲次郎
昭和21年10月28
日

謄写・
墨書。

1通 「在日本朝鮮民主青年同盟」結成の挨拶
肩書きは、朴在魯（在日本朝鮮民主青年同盟深川支部
執行委員長）、朴日圭（同副委員長）、徐在烈（同副委員
長）

4234 4 星島三郎書簡 星島三郎 浅沼稲次郎
昭和（34）年（1）月
（31）日

ペン 1通 安井都政に対する批判 年月日は消印及び切手の発行年から推定した

4039 8 星長一郎書簡 星長一郎 浅沼稲次郎 昭和22年9月2日 墨書 1通
激励の手紙（「浅沼には内外共重要な地位
に推選され大慶の至御喜び申し上候」）

4018 1 星長一郎書簡 星長一郎 浅沼稲次郎 昭和(22)年(6)月 墨書 1通

「片山内閣組閣完了を祝す」「田川先生（今
般の選挙推薦者）、鈴木義男先生（元東北
帝大法学部先生の時の選挙関係）両先生
に宜敷御鳳声願上候　」

肩書きは、星長一郎（有限会社萩製作所代表者）　年代
推定①片山内閣成立は昭和22年6月1日

4032 24 星野昇書簡 星野昇 浅沼稲次郎 昭和22年7月3日 ペン 1通 料飲禁止に対する意見 年月日は消印より採った

4166 66 星編三郎書簡 星編三郎 浅沼稲次郎
昭和(35)年(10)月
(5)日

ペン 1通 日本と日本民族の現状を深く憂う内容 年月日は消印より採った

4107 8 星充才書簡 星充才 浅沼稲次郎 昭和（24）年（4）月 ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月は消印より採った

4039 7 細田三郎書簡 細田三郎 浅沼稲次郎 昭和22年9月2日
細田製材
所用箋

ペン 1通 激励の手紙

2592 細田綱吉書簡 細田綱吉 浅沼稲次郎 昭和12年2月25日 墨書 1通
社会大衆党公認候補として立候補　御支
援願候

4136 1 細野軍治書簡 細野軍治 浅沼稲次郎
昭和（25）年11月
17日

ペン 1通 外交局職員との会合の案内
年代は郵便料金及び「11月25日（土）」の記載から推定し
た

2657 細野三千雄書簡 細野三千雄 浅沼稲次郎 昭和17年3月14日
ペン・
鉛筆

1通
倶楽部囲碁部維持費請求　囲碁部の今後
について相談したい

　

細野三千雄書簡 細野三千雄 浅沼稲次郎 昭和23年4月26日
ペン・
謄写

1通 常任委員会十六に整理賛成
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」436に綴じこま
れる　年は前後の資料から推定　月日は消印より採った

4008 14 日本社会党本部書簡 細野三千雄 浅沼稲次郎 昭和21年10月
謄写・
活版

1通
党活動資金百万円獲得カンパ実行委員に
推薦

肩書きは、細野三千雄（日本社会党本部会計部長）

4027 40 穂積真六郎書簡 穂積真六郎 浅沼稲次郎 昭和22年8月20日
謄写・
墨書

1通
「戦争犠牲負担公平化の主張」を送付する
引揚者更生実現のため全国民の理解と支
援を求める

戦争犠牲負担公
平化の主張

肩書きは、穂積真六郎（引揚者団体全国連合会委員長）

4029 1 穂積真六郎書簡 穂積真六郎 浅沼稲次郎 昭和22年8月20日
謄写・
墨書

1通
引揚者更生実現のため善努力を傾注して
まいった　別紙「戦争犠牲負担公平化の主
張」を送付

戦争犠牲負担公
平化の主張

肩書きは、穂積真六郎（引揚者団体全国連合会委員長
引揚全連総第556号

4150 2 堀池勝書簡 堀池勝 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（8）日

ペン 1通 参院選落選挨拶 年月日は消印より採った

4203 1 堀内伊太郎書簡 堀内伊太郎 昭和35年10月 活版 1通 衆議院議員選挙必勝を香取神宮に祈願 香取神社御守護
肩書きは、堀内伊太郎(浅田飴本舗株式会社堀内伊太郎
商店取締役社長)

4088 3 堀江周夫書簡 堀江周夫 浅沼稲次郎
昭和（27）年（12）
月（5）日

ペン 1通 宮津鉄道実現願い
肩書きは、堀江周夫（社会党京都府執行委員）　年月日
は消印より採った

4011 33 堀江頼廣書簡 堀江頼廣 浅沼稲次郎 昭和22年5月28日 ペン 1通

自身及び知人の近況、浅沼稲次郎との思
い出話等
自身の近況報告、知人の近況、思い出話
など　浅沼を崇拝している甥との面会を依
頼

御依頼の件（入党
希望者の件）

「付」の「御依頼の件（入党希望の件）」の日付は6月11日
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4043 52 堀江頼廣書簡 堀江頼廣 浅沼稲次郎
昭和（22）年11月5
日

ペン 1通

農相問題について「社大の組閣でない限
り、浅沼君は入閣せぬ事を祈る　資本政党
と連立の場合は党の書記長か衆議院議長
をやって呉れ」、この他「大山先生後援会」
入会の件、旧友の住所について問い合わ
せ

年は消印より採った

4011 14 堀川正也書簡 堀川正也 浅沼稲次郎
昭和（22）年5月18
日

ペン 1通
亡父堀川直吉に対する追悼ミサ及び、直
吉長男一夫死去の通知

年は消印より採った

4057 8 堀場敏雄書簡 堀場敏雄 浅沼稲次郎 5月22日 ペン 1通 面会依頼

4051 2 本城廣信書簡 本城広信 浅沼稲次郎
昭和（22）年10月3
日

墨書 1通 九州地方ブロック会議への出席御礼
年は消印より採った　本城の肩書は「日本社会党佐賀〓
支部連合会書記長」

4234 6 本田義則書簡 本田義則 浅沼稲次郎 昭和（34）年（8）月 ペン 1通
タクシー営業者に対する待遇の拙劣さを訴
える内容

封筒差出人には、大野昇とあり　年月は消印より採った

4107 2 本間喜美雄書簡 本間喜美雄 浅沼稲次郎 昭和（24）年（4）月 ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月は消印より採った

4144 32
毎日新聞西部本社編集局資
料部書簡

毎日新聞西部本社編集局資
料部

浅沼稲次郎 昭和25年4月27日
活版・
ペン

1通
「新聞製作の資料に致度、同封書類、要項
に御記入の上、御返送願いたい」

4081 8 前川正一書簡 前川正一 浅沼稲次郎 17日 ペン 1通

全農民〓団の一部の連中の動きは困った
もの、中央でも出来る限りけん制して下さ
い、尚、小生も東亜連盟の香川県支部とし
て仮指定されました　反証を出せという話
で目下準備中

4081-1～11までは「戦前不明10通」とペン書きされた茶封
筒に入っていた

4081 7 前川正一書簡 前川正一 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1通
農組県連の協同組合の品を受け取りにつ
いて

日農木田郡協議会罫紙　4081-1～11までは「戦前不明
10通」とペン書きされた茶封筒に入っていた

4032 21 前平秋義書簡 前平秋義
衆議院内社会
党書記長

7月7日 ペン 1通
シンガポールの残留者より引揚船派遣の
嘆願

前平の肩書は「シンガポール綾部舞台藤田部隊陸軍准
尉」

2798 前田久子書簡 前田久子 浅沼稲次郎
昭和（19）年（6）月
（26）日

ペン 1通 転居及び近況報告
年月日は消印より採った　　前田の肩書きは静岡県富士
宮市福地第二町内会第八班山田寿策方

4002 9 槙島勇書簡 槙島勇 浅沼稲次郎
昭和（21）年（5）月
（2）日

ペン 1通 都議会議員退任挨拶に対する返礼 年月日は消印より採った

4107 9 真木真一書簡 真木真一 浅沼稲次郎 昭和（24）年（4）月 ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月は消印より採った

4204 5 牧野内武人書簡 牧野内武人 浅沼稲次郎
昭和35年10月13
日

ペン 1通
ソ連のAA連帯全国大会の招待を受ける
その後の日程

ソ連からの発信

4042 31 槇吉治書簡 槇吉治 浅沼稲次郎
昭和21年12月18
日

墨書 1通 常任執行委員辞任届

2434 槙吉治書簡 槙吉治 浅沼稲次郎
昭和（16）年11月
29日

ペン 1通
市政調査報告書ご送付深謝　先生の活躍
に期待

年は消印より採った

マサキ電報 マサキ 浅沼稲次郎
昭和22年12月29
日

活版 1通
片山浅沼トルツテイノミコミワレ一月八日タ
ツ

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」170に綴じこま
れる

4042 9 正木清書簡 正木清 浅沼稲次郎
昭和(22)年12月4
日

謄写 1通

本会議に出席を促す葉書　（「今後与党議
員三分の二以上本会議に出席せざる時は
議事進行不可能と相成るべきにつき（自由
党態度一層硬化）本会議には必ず御出席
下被度此段特に申進す」）

葉書表の差出人名は「衆議院社会党事務局」　年は消印
より採った

4119 12 正原吉松書簡 正原吉松 浅沼稲次郎
昭和（24）年10月
14日

ペン 1通 指導、演説に対する感謝
肩書きは、正原吉松(国鉄労組広島工機部分会)　年は消
印より採った
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4027 39 真下鶴次書簡 真下鶴次 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（18）日

ペン 1通
深川に居るときはお世話になりました　浅
沼稲次郎の活躍はラジオで聞いている

年月日は消印より採った

4104 6 馬島謹三書簡 馬島謹三 浅沼稲次郎
昭和（24）年（3）月
（7）日

ペン 1通 社会党文京支部の現況 年月日は消印より採った

4059 3 馬島僴書簡 馬島僴 浅沼稲次郎 昭和23年2月 活版 1通 近況報告（電話開通など）

真下鶴次書簡 真下鶴次
国民学校後援
会長

昭和22年1月20日 謄写 1枚
深川区教員組合の活動報告、スト問題に
対する態度

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」130に綴りこま
れる

4150 8 増田公孝書簡 増田公孝 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（5）日

ペン 1通 参院選結果を祝う 年月日は消印より採った

4057 9 増永善吉書簡 増永善吉 浅沼稲次郎 昭和23年5月20日 活版 1通 雑誌『話』復刊につき依頼

4092 6 町田正吾書簡 町田正吾 浅沼稲次郎 年月日不明
活字・
ペン

1通 区議会議員選挙の際の支援感謝
肩書きは、町田正吾（江東運送株式会社専務取締役、区
議会議員、区庁舎建設資金部長）

4117 13 町田正吾書簡 町田正吾 浅沼稲次郎
昭和（24）年（8）月
（20）日

ペン 1通
江戸川区内三電話局直通に関する運動の
現状報告

年月日は消印より採った

4011 31 松井政吉書簡 松井政吉 浅沼稲次郎 昭和22年5月28日
活字・
ペン

1通 加藤木誠一郎死去及び組合葬の案内 肩書きは松井政吉（葬儀委員長）

4011 38
松井政吉・加藤木啓吉・江幡
縫一郎書簡

松井政吉・加藤木啓吉・江幡
縫一郎

浅沼稲次郎 昭和22年5月31日
活字・
墨書

1通
加藤木誠一郎告別式での会葬、焼香に対
する礼

肩書きは、松井政吉（常磐地方礦夫組合葬義委員長）、
加藤木啓吉（嗣子）、〓幡縫一郎（親戚代表）

4070 2 松井良衛書簡 松井良衛 浅沼稲次郎 昭和35年7月20日 ペン 1通

札幌在住の青年有志が集まり弁論月刊誌
「レーデン」発刊　全道各支庁管内の青年
会を中心に一万部の配本を予定　創刊号
に「現下の世情に鑑み青年諸君に希望す
る」と題する原稿を寄稿希望

肩書きは松井良衛（レーデン編集委員会代表）

4015 3 松内林蔵書簡 松内林蔵 浅沼稲次郎 昭和(23)年3月4日 ペン 1通 新聞送付に対する返礼
年代推定情報①葉書基本郵便料金が50銭だったのは、
1947年4月１日～1948年7月9日まで　②ペン書きで「3月4
日」

4039 63 松岡駒吉書簡 松岡駒吉 浅沼稲次郎 昭和22年9月17日 活版 1通 憲法普及会理事会開催について 松岡の肩書は「憲法普及会会長」

4028 5 松岡駒吉書簡 松岡駒吉
衆議院社会党
幹事長

8月30日
謄写・
墨書

1通

民主政治教育連盟結成式終了、具体的活
動の段階に入る　議員一人金壱百円拠出
の件、貴党所属全議員負担分おとりまとめ
の上連盟事務所にお届けいただきたい

肩書きは、松岡駒吉（民主政治教育連盟）　切手なし

4125 1 松岡駒吉書簡 松岡駒吉 浅沼稲次郎
昭和（25）年1月1
日

ペン 1通

来る七日参議院議員会館第二会議室に於
て世界連邦運動に関する米国並に各国の
現状に就き渡米議員団との懇談会を開催
出席を乞う

肩書きは、松岡駒吉(世界連邦日本国会委員会会長)　年
は消印より採った

4039 55
松岡駒吉（民主政治教育連盟
会）書簡

松岡駒吉 浅沼稲次郎 昭和22年9月13日 活版 1通 委員長部長会議開催のお知らせ

4082 5 松岡茂書簡 松岡茂 浅沼稲次郎
昭和（33）年5月18
日

ペン 1通

浅沼稲次郎への陳情　「全国土を揚て旗
行烈の万歳執行」　「参十参年度予算表
示」では「防衛予算一本化」するのではな
く、「貿易振興対策予算」「国内産業振興対
策予算」「男女青年体育昂上対策予算」
「防衛隊予算」の四本建てで

肩書きは、松岡茂（農業、社会党員）　年は消印より採っ
た

2530 松尾茂書簡 松尾茂 浅沼稲次郎
昭和（7）年6月
（19）日

墨書 1通 病気のため、一切の役員を辞したい 年日は消印より採った

4017 5 松沢兼人書簡 松沢兼人 浅沼稲次郎
昭和（25,26)年（5）
月（6）日

ペン 1通
「兵庫の方」への応援依頼　「二日とって」
欲しい　「今度は松浦君を当選させたい」

年代推定情報①切手は「応挙のトラ」（「日本切手専門カ
タログ1978」228ページ）であり、1950年2月1日発行　②葉
書の郵便料金が2円だったのは1948年7月10日～1951年
10月31日　③消印は5月6日

4078 5 松田正書簡 松田正 浅沼稲次郎
昭和(33)年(10)月
(26)日

ペン 1通
浅沼稲次郎、鈴木茂三郎に対する暗殺予
告

肩書きは、松田正（地方右翼隊）　年月日は消印より採っ
た

2196 松谷与二郎書簡 松谷与二郎 浅沼稲次郎 （6）年（4）月（6）日 ペン 1通 懇談の誘い 元号不明　年月日は消印より採った
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2473 松谷与二郎書簡 松谷与二郎 浅沼稲次郎
昭和（5）年（4）月
（27）日

ペン 1通 面会依頼 年月日は消印より採った

4062 34 松野長四郎書簡 松野長四郎
浅沼稲次郎・
片山哲

昭和23年6月20日 墨書 1通 郵便預金の封鎖に関する陳情

4026 22 松橋泰蔵書簡 松橋泰蔵 浅沼稲次郎 昭和22年8月2日 ペン 1通
山形県田川炭鉱で労働しつつ、炭鉱の労
働実態を調査　調査報告を送る

4014 13 松橋泰蔵書簡 松橋泰蔵 浅沼稲次郎 昭和23年2月14日 ペン 1通
東北燃料危機打開のため、練炭工場仙台
出張所の件について、池田正作へ話してし
てほしい

4055 8 松橋泰蔵書簡 松橋泰蔵 浅沼稲次郎 昭和23年7月7日 ペン 1通 日本社会党批判

4062 25 松橋泰蔵書簡 松橋泰蔵 浅沼稲次郎 3月19日 ペン 1通
池田壮作氏と仙台の工場の買収をすすめ
ているが、池田氏から音沙汰なし、返事を
もらえないか

月日は消印より採った

4122 7 松橋泰蔵書簡 松橋泰蔵 浅沼稲次郎
昭和(24)年12月29
日

ペン 1通
ボーイスコート結成希望　ボーイスコート中
央部の所在地情報を知りたい

年は消印より採った

4060 19 松橋泰蔵書簡 松橋泰蔵 浅沼稲次郎
昭和（23）年4月9
日

ペン 1通 近況報告 年は消印より採った

4112 16 松橋泰蔵書簡 松橋泰蔵 浅沼稲次郎
昭和（24）年6月12
日

ペン 1通 今後とも指導・鞭撻を乞う 年は消印より採った

4145 4 松橋泰蔵書簡 松橋泰蔵 浅沼稲次郎
昭和（25）年5月1
日

ペン 1通
岩手県の選挙立候補者情報　岩手来県の
折は労組幹部との会談を希望

年は消印より採った

4119 8 松原一彦書簡 松原一彦 浅沼稲次郎 昭和24年10月7日
活版・
ペン

1通 恩給生活者に対する措置に対して感謝 肩書きは、松原一彦(全国恩給者受給者代表一同総代)

4043 47 松原健書簡 松原健 不明 昭和22年11月5日 活版 1通
「株式会社新日本　創立二周年記念日に
際して」

封筒なし、宛名不明

4107 14 松原渉太書簡 松原渉太 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（4）日

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月日は消印より採った

4204 4 松藤重義書簡 松藤重義 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 旅行先からのエアメール　帰国日程 ロンドンからの発信

2445 2 松本書簡 松本 浅沼稲次郎 昭和（戦前） 墨書 1通
今朝府連へ正式に申請、杉田君立候補確
定　昨夜執行委員会正式決定　応援依頼

年代は同封物から推定　2445-1に同封

4043 36 松本栄策・松本文江書簡 松本栄策・松本文江 浅沼稲次郎 昭和22年11月8日 活版 1通 亡父英男葬儀会葬御礼

4043 39 松本謙治書簡 松本謙治 浅沼稲次郎 昭和22年11月7日 ペン 1通
激励の手紙、「東北の一寒村より先生の国
務大臣そして御出閣を熱望申し上げます
」

松本淳三書簡 松本淳三 浅沼稲次郎
昭和（20）年12月
11日

松本医院
罫紙

ペン 1通 活動報告
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる

松本淳三書簡 松本淳三 浅沼稲次郎
昭和（21）年1月29
日

電通映画
社原稿用
紙

ペン 1通 調査報告
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる

4119 18 松本淳三書簡 松本淳三 浅沼稲次郎
昭和（24）年10月3
日

ペン 1通 転居通知
肩書きは、松本淳三(松本ゴム工業所所長)　年は消印よ
り採った

4002 15 松本積善書簡 松本積善 浅沼稲次郎 昭和（21）年5月7 ペン 1通 本部の意向を伺う 年は消印より採った

2414 松元東書簡 松元東 浅沼稲次郎
昭和（15）年4月30
日

ペン 1通 近況報告 年は消印より採った

4150 9 松本傭書簡 松本傭 浅沼稲次郎 昭和（25）年（6）月 墨書 1通 参院選結果に関するコメント 年月日は消印より採った

4130 6 松本美夫書簡 松本美夫 浅沼稲次郎
昭和（26）年（6）月
（29）日

ペン 1通 今回の地方選挙に対する助力感謝 年月日は消印より採った

4118 15 松矢波津書簡 松矢波津 浅沼稲次郎
昭和(24)年9月28
日

ペン 1通 上京希望　就職斡旋の依頼 年は消印より採った
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2765 的場茂書簡 的場茂 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月11日

ペン 1通
今度の選挙に対し御厚意に深謝　新聞挨
拶状に御書面承り有難く、右御承知相成

年月は消印より採った

4107 7 豆野勝雄書簡 豆野勝雄 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（4）日

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月日は消印より採った

4137 3 丸岡信江他1名書簡 丸岡信江他1名 浅沼稲次郎 昭和25年2月2日
活版・
墨書

1通 丸岡治死去　告別式の通知
差出人は、丸岡信江（妻）、丸岡尚（兄）、親戚一同、社会
思潮社一同

4137 2 丸岡信江他1名書簡 丸岡信江他1名 浅沼稲次郎 昭和25年2月5日
活版・
墨書

1通 故丸岡治の告別式への会葬に対する礼状
差出人は、丸岡信江（妻）、丸岡尚（兄）、親戚一同、社会
思潮社一同

4043 15 三重中央新聞社書簡 三重中央新聞社
日本社会党宣
伝部長

昭和22年11月22
日

謄写 1通 「年頭に際して国民に望む」記事寄稿依頼

4007 1 三木和臣書簡 三木和臣 浅沼稲次郎 昭21年9月（11）日
活字・
ペン

1通
世田谷区役所玉川支所長就任挨拶、及び
浅沼病気快癒を祈る

日付は消印より採った

4005 1 三木治朗書簡 三木治朗 浅沼稲次郎 昭和21年7月19日 活字 1通
川崎市長選出馬の際の後援御礼及び落
選後の挨拶

4027 11 水田健之輔書簡 水田健之輔 浅沼稲次郎 昭和22年8月15日 ペン 1通

近況報告　「僕はスポーツとしての登山を
愛好します　「たかねくらぶ」を組織同志と
耐乏生活の潤いとして余暇を善用していま
す」

2241 水田健之輔書簡 水田健之輔 浅沼稲次郎
昭和（23）年7月12
日

ペン 1通
「社会新聞」110号、「党報」26号落掌　僕も
未だ就職先決まらず

年は消印より採った

2653 2 水谷書簡 水谷 浅沼稲次郎 11月9日 ペン 1通
先だって東京にて失礼しました　15日16日
是非御願ひ存します　当会の為め承諾の
返事を下さい

年不明　封筒欠　2653-1に同封

2207 水出金一郎書簡 水出金一郎 浅沼稲次郎 昭和（戦後） ペン 1枚 面会周旋の依頼 2206に同封

4113 1 水野重光書簡 水野重光 浅沼稲次郎
昭和（24）年（5）月
（2）日

ペン 1通
鉄道従業員と我々逓信従業員の不公平な
る耐乏生活には我慢できない

年月日は消印より採った

2794 水原一郎書簡 水原一郎 浅沼稲次郎
昭和（18）年（4）月
（22）日

ペン 1通 近況報告、病気見舞い
年月日は消印より採った　水泉の肩書きは横須賀海軍病
院元河原仮宿舎山翠楼16班

2658 三住岩雄書簡 三住岩雄 浅沼稲次郎
昭和（17）年（3）月
（19）日

ペン 1通 委員会報告送付御礼 年月日は消印より採った

4027 6 三関富子書簡 三関富子 浅沼稲次郎 昭和22年8月14日 ペン 1通
「お便り拝読」「もしお暇がありましたら一度
田舎にお居出下さいませんか」

4059 55 三関富子書簡 三関富子 浅沼稲次郎
昭和（23）年2月25
日

ペン 1通

手紙御礼、「小父様が労政大臣に成る噂を
お聞きしました、私達お父様お初め皆小父
様が労政大臣に成れます様に神様にお願
ひ致して居ります　」

年は消印より採った

4027 27 三関福一書簡 三関福一 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（17）日

ペン 1通 御手紙頂戴感謝　近況報告 年月日は消印より採った

4035 24 三関福一書簡 三関福一 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（26）日

ペン 1通 出産報告 年月日は消印より採った

4141 7 三関福一・三関勝子書簡 三関福一・三関勝子 浅沼稲次郎 昭和（25）年（5）月 ペン 1通
来る三十日佐野に来る際には当家に宿泊
を希望

年月は消印より採った

4193 4 三田朝丸書簡 三田朝丸 浅沼稲次郎 昭和35年4月2日 活版 1通 羽田出発の挨拶

4032 6 三井健次郎書簡 三井健次郎 浅沼稲次郎 7月25日 ペン 1通
日華善隣協和の必然性を固く心に誓った
私　平和条約締結に備へ国民運動に推進
すすみ同志の者と誓って居ります

旧蔵者添付の付箋には「昭和23年7月」とあった

4026 11 三井田川労組書簡 三井田川労組書簡
〔日本社会党
本部〕

昭和（22）年（8）月
（26）日

タイプ 1通 働らく者の為に国管を速かに断行 年月日は消印より採った

4132 2 緑川福次書簡 緑川福次 浅沼稲次郎
昭和26年8月（19）
日

謄写・
ペン

1通 「同志福田太郎君を救へ」
肩書きは、緑川福次(日本社会党多賀郡支部書記局書記
長)　日付は消印より採った
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4011 36 皆川古山書簡 皆川古山 浅沼稲次郎
昭和（22）年（5）月
（31）日

墨書 1通
社会党が第一党になったこと及び片山内
閣の成立を慶賀する内容

年情報は消印より採った

4021 1 皆川治廣書簡 皆川治廣 昭和15年 活版 1通 「別冊は一場の講演筆記に有之」 別冊なし

4104 12 港区社会党支持者書簡 港区社会党支持者 浅沼稲次郎 (3）月（11）日 ペン 1通 総選挙の結果残念 月日は消印より採った

4050 8 南三成書簡 南三成 浅沼稲次郎
昭和（23）年（11）
月（11）日

ペン 1通

時局益々窮迫をつげて来た今日わが党の
主体制を確立片山内閣を断乎守り抜き祖
国再建を図る為党第三回全国会議を如何
なる障害ある共是非十二月中には開いて
貰いたい

年月日は消印より採った

4131 21 峰村永夫書簡 峰村永夫 浅沼稲次郎
昭和（26）年（7）月
（27）日

ペン 1通
全面講和を絶対主張すべき　農村の青年
はそのように考えている

年月日は消印より採った

4004 2 蓑笠太郎書簡 蓑笠太郎 浅沼稲次郎 昭和21年6月1日 活字 1通
白米食・粒食を排し、籾粉食推進を求める
内容他

肩書きは、蓑笠太郎（大日本瑞穂食聯盟理事長、世界平
和確立聯盟理事長）

2683 壬生諦三書簡 壬生諦三 浅沼稲次郎
昭和（17）年（4）月
（19）日

ペン 1通
本日オキウト少量郵便小包で御送りしまし
た

年月日は消印より採った

4039 44 宮入清四郎書簡 宮入清四郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年9月9
日

ペン 1通 浅沼を激励する葉書 年は消印より採った

4051 5 宮内藤吉書簡 宮内藤吉 浅沼稲次郎
昭和23年10月14
日

聖徳健康
相談部用
箋

墨書・
謄写

1通 在日朝鮮人問題に対する意見

マッカーサーに提
出した在日朝鮮
人問題に関する
嘆願書

年は付属物より採った　宮内の肩書は白聖会総裁

4128 1 三宅喜代次書簡 三宅喜代次 浅沼稲次郎
昭和（26）年（4）月
（18）日

ペン 1通
今回県議選に奮戦中だが、中途放棄もや
むなき形勢

肩書きは、三宅喜代次(早大対象十三年政経卒、吉備温
古学会長、三栄社長)　年月日は消印より採った

4039 49 三宅清敦書簡 三宅清敦 浅沼稲次郎
昭和（22）年9月12
日

ペン 1通
「御重用中の節御丁重なる御挨拶及御見
舞を頂きまして恐縮に存じます」

年は消印より採った

2559 宮古啓三郎書簡 宮古啓三郎 浅沼稲次郎
昭和（11）年11月
21日

謄写 1通
利根川治水問題について大蔵省において
大体内務省提案を是認、左様御承引被下
度

年は消印より採った　　宮古の肩書きは利根川治水議員
連盟実行委員

4032 12 宮崎吉政・奥谷悟郎書簡 宮崎吉正・奥谷悟郎 浅沼稲次郎 昭和22年7月19日
ペン
（カーボ
ン写）

1通 浅沼機関設立準備委員会会則

4107 23 宮澤弘書簡 宮澤弘 浅沼稲次郎 昭和（24）年（4）月 ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月は消印より採った

4032 18 宮下璋書簡 宮下璋 浅沼稲次郎 昭和22年7月15日 墨書 1通

浅沼稲次郎に千葉県印旛郡において青年
団が開催予定の農村問題、地方行政其他
経済問題等に関する町民大会に出席を依
頼

4042 21 宮下学書簡 宮下学 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（11）日

墨書 1通
長野県連大会への出席に対する御礼と当
日の日程について

年代は消印より採った

4002 2 宮田泰書簡 宮田泰 浅沼稲次郎 昭和21年5月1日 ペン 1通 戦後、台湾からの引き上げ及び当選

4028 24 宮本璋書簡 宮本璋 浅沼稲次郎 昭和22年8月25日 墨書 1通
浅沼稲次郎の「来光」を乞う　そのうえで、
「木下支部を設置し」たい

4091 2 宮本璋書簡 宮本璋 浅沼稲次郎 23日 墨書 1通 歳暮の品の送り状

4026 24 宮本璋書簡 宮本障 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月3
日

墨書 1通 会を開催したく、日程について問い合わせ 年は消印より採った
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4039 9 宮本璋書簡 宮本璋 浅沼稲次郎
昭和（22）年9月2
日

墨書 1通 遊説の件について問い合わせ 年は消印より採った

4050 6 宮本璋書簡 宮本璋 浅沼稲次郎
昭和（23）年11月
14日

墨書・
ペン

1通
面会御礼、何らかの商売を営みたく開店の
際にはビラに先生のお名前を使用させて
いただきたい

年は消印より採った

4039 20 宮本寛書簡 宮本寛 浅沼稲次郎 昭和22年9月4日
東京製綱
株式会社
川崎工場

ペン 1通 復員挨拶　本月10日前後に上京予定

4043 10 三好寴書簡 三好寴 浅沼稲次郎
昭和22年11月
（27）日

活版 1通 転居通知 日は消印より採った

4109 1 三輪完二書簡 三輪完二 浅沼稲次郎
昭和（24）年（5）月
（14）日

ペン 1通 行政整理反対 年月日は消印より採った

4008 34 三輪寿壮書簡 三輪寿壮 浅沼稲次郎
昭和（21）年（10）
月（31）日

ペン 1通 病気見舞い 年月日は消印より採った

4059 10 三輪寿荘書簡 三輪寿荘 浅沼稲次郎
昭和（23）年（2）月
（4）日

ペン 1通 電話開通のお知らせ、会合の開催通知 年月日は消印より採った

4081 4 三輪寿壮書簡 三輪寿壮 浅沼稲次郎
昭和（8）年（5）月
（10）日

墨書・
ペン

1通

「明十一日夜田所君のところで合同問題に
つき打合せをしたいと考へます　河野、平
野君にも通知しておきましたが、是非お出
下さい」

消印は「3」か「8」に見えるが、切手が昭和8年発行の3銭
切手なので、昭和8年と推定　4081-1～11までは「戦前不
明10通」とペン書きされた茶封筒に入っていた

4028 3 民主外交協会書簡 民主外交協会 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（30）日

ペン 1通 連合軍民間情報教育部長との会見案内

4056 20 民主連盟本部書簡 民主連盟本部 浅沼稲次郎
昭和（23）年（6）月
（19）日

活版 1通 「選挙取締要綱に就て」 年月日は消印より採った

4176 6 向山庄太郎書簡 向山庄太郎 浅沼稲次郎 8月29日 墨書 1通

4112 9 武藤仁叟書簡 武藤仁叟 浅沼稲次郎
昭和（24）年（6）月
（8）日

墨書・
ペン

1通 「在米同胞に語る座談会」への出席勧誘

「在米同胞に語る
座談会」にご出席
下さい（日米連絡
座談会）

肩書きは、武藤仁叟(三一会)　年月日は消印より採った

4112 19 武藤仁叟書簡 武藤仁叟 浅沼稲次郎
昭和（24）年6月15
日

ペン 1通 日米連絡座談会の速記録への寄稿勧誘 年は消印より採った

4038 4 武藤仁叟（三一会）書簡 武藤仁叟 浅沼稲次郎 昭和（22）年 墨書 1通 近況報告 年は消印より採った　差出人住所欄には「三一会」とあり

4045 1 武藤輝彦・武藤温子書簡 武藤輝彦・武藤温子 浅沼稲次郎 昭和22年11月 謄写 1通 結婚の挨拶

4110 11 村越正由書簡 村越正由 浅沼稲次郎
昭和（24）年5月26
日

ペン 1通 自転車販売権の件
肩書きは、村越正由（赤湯和洋裁縫専門女学校）　年は
消印より採った

4028 4 村瀬忠夫書簡 村瀬忠夫 浅沼稲次郎 昭和22年8月30日 ペン 1通

「小生の実際政治への進出への第一歩に
一方ならぬ御配慮」有難く御礼　翌日曜日
細川氏訪問　その後の経過につき御一報
願う

4042 30 村瀬たま他3名書簡 村瀬たま他3名 浅沼稲次郎
昭和22年12月13
日

活版 1通 長女篠原とよ美事村瀬さだ子逝去の通知

4107 11 村田悦子書簡 村田悦子 浅沼稲次郎 昭和（24）年（4）月 ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月は消印より採った

4106 4 村田嘉兵衛書簡 村田嘉兵衛 浅沼稲次郎 昭和24年4月6日 ペン 1通 税制度（取引高税）に関する意見

4145 13 村田嘉兵衛書簡 村田嘉兵衛 浅沼稲次郎 昭和25年5月7日 ペン 1通
手紙恵贈感謝　配炭公団問題、競輪場設
置問題など

4042 3 村田千秋書簡 村田千秋 浅沼稲次郎 （12）月（4）日 ペン 1通 面会の依頼 日付は消印より採った　清澄庭園絵葉書

2800 村松健児書簡 村松健児 浅沼稲次郎
昭和（19）年（4）月
（27）日

活版・
ペン

1通 応召に際し見送り感謝、本日無事入隊
年月日は消印より採った　　村松の肩書きは北海道札幌
郡広島村北広島陸軍通信所山口隊
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4011 32 村松保一郎書簡 村松保一郎 浅沼稲次郎 昭和22年5月28日 ペン 1通
6月5日開催予定の社会党川根支部第2回
大会に対する来臨を乞う

肩書きは村松保一郎（社会党川根支部長）

4062 32 室山慶治書簡 室山慶治 浅沼稲次郎
昭和（23）年3月24
日

ペン 1通
農業政務〓〓に細野氏を推薦していただ
きたい

「敵ノ陣営」
年は消印より採った　付属文書の「敵の陣営」は原稿用
紙に「一、従来の中央執行委員の全員再選」「二、新候補
者」などが書かれたもの

4150 12 毛利一郎書簡 毛利一郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（7）日

ペン 1通 参院選結果に関するコメント 年月日は消印より採った

4039 59 本島百合子書簡 本島百合子 浅沼稲次郎
昭和（22）年（9）月
（15）日

ペン 1通 挨拶状の返信 年月日は消印より採った

2662 モトヨシ電報 モトヨシ 浅沼稲次郎
昭和（17）年（4）月
（6）日

活版 1通 シツカリタノム 近接地電報

4028 25 森一雄外三名書簡 森一雄 浅沼稲次郎
昭和21年7月25日
～昭和22年4月１
日

ペン 1通

「板橋区議・練馬区議・区長・選挙（九月二
〇日）について、機関紙「青年板橋」選挙
特輯号のトップ記事として適当なる原稿の
依頼

封筒の署名は「株式会社ジャパン・クレジット・ビュー
ロー」　年代推定情報；通常の封書の郵便料金が３０銭
だったのは昭和21年7月25日から昭和22年4月１日まで

4151 2 森川金寿書簡 森川金寿 浅沼稲次郎
昭和（25）年6月10
日

ペン 1通 5月28日無事ニューヨーク着 年は消印より採った

4060 21 森清書簡 森清 浅沼稲次郎
昭和（23）年（4）月
（7）日

ペン 1通 公債、国債に関する意見 年月日は消印より採った

4035 2 森幸二書簡 森幸二 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（1）日

ペン 1通
都議会議員の補欠選挙への立候補の挨
拶

年月日は消印より採った

4053 2 森下喜信書簡 森下喜信 浅沼稲次郎 昭和23年9月24日 ペン 1通
電力問題に関し近く隅田君と電産の渡辺く
んを上京させる、面会を依頼　高知への来
訪を依頼

森下の肩書は「日本社会党高知支部書記長」

2575 森春吉書簡 森春吉 浅沼稲次郎
昭和（11）年（11）
月（21）日

謄写 1通 小生立候補演説会日取決定に付通知
年月日は消印より採った　　森の肩書きは社会大衆党公
認区会議員候補者

4092 17 守武雄書簡 守武雄 浅沼稲次郎
昭和(23)年(6)月
(19)日

ペン 1通 暇の折、教導を請う 年月日は消印より採った

4107 6 盛田政和書簡 盛田政和 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（2）日

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月日は消印より採った

4093 9 森橋文治書簡 森橋文治 浅沼稲次郎
昭和22年12月30
日

謄写・
ペン

1通 亡妻キイ不幸の際の会葬感謝

4059 22 森三樹二書簡 森三樹二 浅沼稲次郎
昭和（23）年2月11
日

ペン 1通 熊本へ参議院選挙の応援に行く 年は消印より採った

4234 3 婦研旅行の御知せ 守本志げ
浅沼稲次郎・
享子

昭和32年7月23日 謄写 1通 肩書きは、守本志げ(婦研中央支部)

4062 11 森本憲夫書簡 森本憲夫 浅沼稲次郎
昭和（23）年3月10
日

ペン 1通 小野崎氏入党の件 年は消印より採った

4032 14 森本政男書簡 森本政男 浅沼稲次郎
昭和（22）年（7）月
（17）日

ペン 1通 鮮魚流通政策に関する意見 年月日は消印より採った

4056 1 諸橋襄書簡 諸橋襄 浅沼稲次郎 昭和23年6月26日 墨書 1通 近況報告

4092 18 八木秀次・八木北斗書簡 八木秀次・八木北斗 浅沼稲次郎 昭和23年1月
活版・
ペン

1通 転居通知

4117 2 八木徳一書簡 八木徳一 浅沼稲次郎
昭和（24）年8月1
日

ペン 1通
前日来川〔崎〕の際は土井先生その他の
方への紹介感謝

年は消印より採った

4118 3 八木徳一書簡 八木徳一 浅沼稲次郎 昭和（24）年9月2
日

ペン 1通 暴風雨後の挨拶 年は消印より採った

4141 5 薬師徳松書簡 薬師徳松 浅沼稲次郎 昭和（25）年
タイプ・
ペン

1通 阪和線の南海電鉄への払い下げ希望
肩書きは、薬師徳松(貝塚商工会議所会頭)　年は消印よ
り採った

4056 14 八志巻代蔵書簡 八志巻代蔵 浅沼稲次郎 6月15日 ペン 1通 社会党の政策批判

4056 24 安井鍵三郎書簡 安井鍵三郎 浅沼稲次郎 昭和23年6月4日 謄写 1通
全国町村会において陳情中（政府出先機
関の整理廃止、地方税財政制度の確立）
の事項に関する陳情書

安井の肩書は「愛知県海部郡大治村長」
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4056 12 安井誠一郎・石原永助書簡 安井誠一郎・石原永助 浅沼稲次郎 昭和23年6月16日 謄写 1通
政府の出先機関問題に関し懇談したいた
め、御来駕を乞う

安井の肩書は「東京都知事」、石原の肩書は「東京都議
会議長」

4009 12 泰岡富吉書簡 泰岡富吉 浅沼稲次郎
昭和21年11月12
日

墨書 1通
区長公選に立候補につき援助を求める内
容

4009 13 泰岡富吉書簡 泰岡富吉 浅沼稲次郎
昭和21年11月12
日

謄写・
墨書

1通
東京都立城東女子商業学校長泰岡富吉
「惨敗を救ふものは誰か」

肩書きは、泰岡富吉（東京都立城東女子商業学校長）

4132 3 安村佳世書簡 安村佳世 浅沼稲次郎
昭和（26）年（8）月
（16）日

ペン 1通 聖書からの引用 年月日は消印より採った

4009 14 矢田直三書簡 矢田直三 浅沼稲次郎
昭和21年11月12
日

活字・
ペン

1通 東京都議会議長桑原信助死亡通知 肩書きは、矢田直三（葬儀委員長、東京都議会副議長）

2471 柳広哲書簡 柳広哲 浅沼稲次郎
昭和（5）年4月18
日

墨書 1通 面会御礼 年は消印より採った

4003 1 柳田博書簡 柳田博 浅沼稲次郎 6月 ペン 1通
国民健康保険について、国庫補助の大幅
増額、厚生年金の融通、強制設立・強制加
入の三点の要望

肩書きは、柳田博（国保組合員）

4055 6 矢吹資良書簡 矢吹資良 浅沼稲次郎
昭和23年7月（8）
日

活版 1通 虹印刷設立のお知らせ 矢吹の肩書は「社会党郡山支部執行委員」

2484 山上武雄書簡 山上武雄 浅沼稲次郎
昭和（戦前）12月
13日

ペン 1通

大怪我のため上京できないため、代理とし
て池本村太氏（倉敷市会議員、市参事会
員）い行って貰う　上京中の宿舎浅沼寮に
て預かりだけさせてもらえないか

年代は旧蔵者メモから推定

4076 4 山岸弥三郎書簡 山岸弥三郎 浅沼稲次郎
昭和(33)年10月29
日

ペン 1通 警職法改正批判　岸内閣打倒 年は消印より採った

4069 6 山岸弥三郎書簡 山岸弥三郎 浅沼稲次郎
昭和（33）年6月12
日

墨書・
ペン

1通
岸信介の政治手法に対する不信感　社会
党への声援

社会党諸君起て 年は消印より採った

4007 5 山口シヅエ書簡 山口シヅエ 浅沼稲次郎 昭和21年9月7日
活版・
墨書

1通 面接希望

4127 5 山口昌一書簡 山口昌一 浅沼稲次郎
昭和（26）年（2）月
（18）日

ペン 1通 雄弁百科辞典恵与感謝 年月日は消印より採った

4131 16 山口昌書簡 山口昌 浅沼稲次郎
昭和（26）年（7）月
（20）日

墨書 1通
早大雄弁会北海道遊説に際しての紹介状
送付感謝

年月日は消印より採った

4059 28 山口吏登書簡 山口吏登 浅沼稲次郎
昭和（23）年（2）月
（15）日

墨書 1通 浅沼への意見 年月日は消印より採った

4043 11 山畔政次郎書簡 山畔政次郎 浅沼稲次郎
昭和22年11月25
日

活版 1通 喪中挨拶および電話開通の連絡

2601 山崎剣二書簡 山崎剣二 浅沼稲次郎 昭和16年12月3日 ペン 1通
御願した産婆の件、何とも市の方から申し
来ざりしにつき御いでの節、是非御様子お
きかせ下され度

2714 山崎剣二書簡 山崎剣二 浅沼稲次郎 昭和17年5月19日 ペン 1通 静岡産新茶ご賞味下さい

4118 18 山崎釼二書簡 山崎釼二 浅沼稲次郎 昭和24年9月25日
活版・
ペン

1通 転居通知

4083 1 山崎常吉書簡 山崎常吉 浅沼稲次郎
昭和33年5月（30）
日

墨書 1通

衆議院議員総選挙当選祝い　「平和憲法
の護持、自立経済確立等国民の党たる社
会党政策実現に向って益々御奮闘あらん
ことを切に御祈念」

日付は消印より採った

4151 1 山崎常吉書簡 山崎常吉 浅沼稲次郎
昭和(25）年6月6
日

ペン 1通
「愛知県連右派陣営の有力メンバー」金子
氏に対する紹介状

年は消印より採った

4112 15 山崎光喜夫書簡 山崎光喜夫 浅沼稲次郎
昭和（24）年6月10
日

カーボ
ン・ペン

1通 愛知県連統一問題の経過
日本社会党愛知
県連合会再建準
備委員会構成

肩書きは、山崎光喜夫（日本社会党愛知県連合会再建
準備委員会委員長）　年は消印より採った

4115 2 山崎光喜夫書簡 山崎光喜夫 浅沼稲次郎
昭和（24）年7月3
日

ペン 1通 社会党愛知県連の統一問題不調 年は消印より採った
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4140 9 山崎光喜夫書簡 山崎光喜夫 浅沼稲次郎
昭和（25）年3月21
日

ペン 1通

社会党は統一さるべきか、イデオロギー的
信念を明確にして飽くまで左派と訣別すべ
きかに迷いあり　アメリカの民主政治を見
学した先生に解決の手引きを与えて欲しい

年は消印より採った

4131 14 山崎行夫書簡 山崎行夫 浅沼稲次郎
昭和（26）年7月17
日

ペン 1通
松本治一郎の東京事務所の住所教えて欲
しい

年は消印より採った

4114 2 山崎ヨシ子書簡 山崎ヨシ子 浅沼稲次郎
昭和（24）年（7）月
（25）日

ペン 1通 石炭代の早急な支給を求む 年月日は消印より採った

2221 山田修道書簡 山田修道 浅沼稲次郎 昭和23年6月18日 ペン 1通 「畢竟空」
2222 山田修道書簡 山田修道 浅沼稲次郎 昭和23年6月23日 ペン 1通 「諸法唯心造」

4071 6 山田修道書簡 山田修道 浅沼稲次郎 昭和33年8月28日 ペン 1通
「光明世界協会」趣旨の解説　協力を求め
る内容

光明世界協会・
〔宗教行政に関す
る5項目の主張〕

肩書きは、山田修道（「仏教数論哲学の創始者、数論哲
学の真髄著者、光明世界協会主唱者、主幹）

4117 3 山田秀夫書簡 山田秀夫 浅沼稲次郎 昭和24年8月1日 ペン 1通
日本の革命についてプリント作成　批判・
指導を乞う

我が国革命の必
要

4140 12 山田日出夫書簡 山田日出夫 浅沼稲次郎
昭和（25）年3月25
日

ペン 1通

社会党は党内デモクラシーが不十分であ
り、一時期は新党結成を構想したが、浅沼
などの有力者に通じて、社会党に加入する
ことにした

働く人の政党を結
成するに就て

年は旧所蔵者が添付した付箋より推定した

4039 10 山田守書簡 山田守 浅沼稲次郎 （9）月（1）日 ペン 1通 挨拶状の礼状、近況報告 月日は消印より採った

4131 1 山田勇五郎書簡 山田勇五郎 浅沼稲次郎
昭和（28）年（5）月
（8）日

ペン 1通 県議選落選の挨拶 年月日は消印より採った

4166 43 山田良造書簡 山田良造 浅沼稲次郎 昭和35年10月5日 ペン 1通
陳情書「立替起債に対する利子補給方要
望に就いて

4082 9 山田鈴光書簡 山田鈴光 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月20
日

ペン 1通
今回の選挙に際し先般も申上候通り塩川
滝に於て三日間修行致し昨夜帰郷

〔写真〕当選祈願
浅沼稲次郎殿・滝
修行

年は消印より採った

2474 山名〔義鶴ヵ〕書簡 山名〔義鶴ヵ〕 浅沼稲次郎
昭和（5）年（5）月
22日

鉛筆 1通
来る２７日の懇親会は非公式のものとした
い

年月は消印より採った　作成者は内容から推定

4056 22 山中四郎書簡 山中四郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年6月6
日

ペン 1通 浅沼及び社会党の政策批判 年は消印より採った

4009 10 山中政五郎書簡 山中政五郎 浅沼稲次郎 昭和22年8月15日 謄写 1通
「病をメーターで診べ原子力に依って完全
治療の出来る最新式電機医療機」を入手

4103 6 山中峰男書簡 山中峰男 浅沼稲次郎 年月日不明
平和独立
期成国民
同盟罫紙

ペン 1通 社会党の前途を憂える　面会希望 切手なし

4027 8
山梨県国民健康保険制度刷
新組合大会書簡

山梨県国民健康保険制度刷
新組合大会

社会党幹事長
殿

昭和（22）年（8）月
（8）日

謄写・
墨書

1通

「陳情書」「宣言（国民健康保険再建に全
力を傾注）」「決議（8点の要望（①国民健康
保険法を改正して強制加入制導入、②社
会保険の統合一元化、③公的医療機関の
整備充実、④医療制度の改善、⑤組合に
対する補助金増額、⑥保健施設の充実強
化、⑦当事者を交えた国保運営協議会を
県市郡単位に設置、⑧市町村における保
険行政の一元化）、「署名（県下各健康保
険組合理事長による）」

陳情書には昭和23年となっている箇所もあるが、以下の
点を考慮して昭和22年とした（年代推定情報①封書の郵
便料金1円20銭なのは、昭和22年4月1日から23年7月10
日、②消印、③「陳情書」と同時期に出されたと見られる
「決議」「宣言」が昭和22年となっていること）

2480 山名義鶴書簡 山名義鶴 浅沼稲次郎
昭和（5）年7月10
日

謄写 1通 地方合同に関する意見 年は消印より採った

4057 14 山花秀雄書簡 山花秀雄 浅沼稲次郎 昭和23年5月3日 活版 1通 近況報告

ヤマモト電報 ヤマモト 浅沼稲次郎 昭和23年2月27日 タイプ 1通 困難を克服して頑張れ　体に注意されたし
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」177に綴じこま
れる
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4107 5 山本源作書簡 山本源作 浅沼稲次郎
昭和（24）年（4）月
（4）日

ペン 1通

国会に提出されている労働法規改正は取
締法的改正であり、飢餓線上にある労働
者の多くは再起不能となる　現在の改正案
に対して、総明なる改正を御願いする

年月日は消印より採った

4173 7 山本三造書簡 山本三造 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（12）日

墨書 1通
南極観測泰の犠牲になった樺太犬の慰霊
碑建立に対して社会党の協力を要請する

〔碑銘案〕国立地
球南極観測犠牲
樺太犬永久慰霊
碑・〔出願書〕南極
観測泰の犠牲に
なった樺太犬の
慰霊碑建立につ
いて

年月日は消印より採った

4152 5 山本星城書簡 山本星城 浅沼稲次郎
昭和（25）年7月11
日

墨書 1通 先日の訪問感謝
肩書きは、山本星城(真宗大谷派香林寺)　年は消印より
採った

4026 44 山本富嘉書簡 山本富嘉 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（11）日

墨書 1通 埼玉県国会選挙に関する党内情勢
年代推定情報①封書の郵便料金1円20銭なのは、昭和
22年4月1日から23年7月10日　②消印

4110 7 山本富嘉書簡 山本富嘉 浅沼稲次郎
昭和（24）年5月20
日

墨書 1通 埼玉における選挙運動情勢 年は消印より採った

2804 山本富嘉書簡 山本富嘉 浅沼稲次郎 昭和19年3月 活版 1通
得永新第二鋳工場を譲り受け、鐘淵デイ
ゼル工業株式会社の協力工場として銑鉄
鋳物の増産に邁進

　山本の肩書きは山本鋳造株式会社代表取締役

4042 32 山本乕三書簡 山本乕三 浅沼稲次郎 12月17日 ペン 1通 序文寄稿の依頼

4049 7 山本乕三書簡 山本乕三 浅沼稲次郎 12月27日 ペン 1通 序文原稿落手、印刷出来上がりは1月中

2656
山本盤・加藤要範・片岡輝一
書簡

山本盤・加藤要範・片岡輝一 浅沼稲次郎 昭和17年3月12日 活版 1通
東京市長崎第四国民学校増築、東京市池
袋第三国民学校増築落成式参列依頼

封筒欠　山本の肩書きは東京市池袋第三国民学校長、
加藤の肩書は東京市長崎第四国民学校長、片岡の肩書
は東京市豊島区長

4197 山屋義一郎書簡 山屋義一郎 浅沼稲次郎
昭和(35)年10月6
日

ペン 1通 9月25日の面倒な依頼の件、返答求む 年は消印より採った

有志一同書簡 有志一同 浅沼稲次郎 昭和（22）年 ペン 1枚 議員の待遇改善を求める内容
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」433に綴じこま
れる

4119 14 湯本巌書簡 湯本巌 浅沼稲次郎
昭和(24)年10月14
日

ペン 1通 転居通知 年は消印より採った

4106 12 湯本隆英書簡 湯本隆英 浅沼稲次郎
昭和（24）年4月30
日

ペン 1通 「教育費削減反対」 年は消印より採った

2759 横井甕吉書簡 横井甕吉 浅沼稲次郎
昭和（戦前）　（7）
月（6）日

墨書・
ペン

1通
貯蓄優良町会として表彰せられたことに対
し褒詞を賜り恐縮

月日は消印より採った　年は昭和18年もしくは昭和19年
か（消印から）　横井の肩書きは平野町三丁目町会長

2613 横関真澄書簡 横関真澄 浅沼稲次郎 昭和（戦前） ペン 1通

過日は突然参上、種々お世話に相なり有
り難く、厚く御礼申上候　15ノ一月無事に
着城　下宿式アパートに〓付き、16日より
勤務仕り候　近く御依頼の物〓様尚し御送
付願度く願上居り候

年月日不明　年代は差出人の肩書とハガキの形状より
推定　葉書　横関の肩書きは朝鮮総督府殖産局燃料課
燃料課の設置は昭和13年9月28日訓令第58号による
（『朝鮮総督府三十年史』第三巻、p.413）　旧蔵者整理で
は昭和17年のものと一緒に束ねられていた　昭和13年9
月以降

4050 7 横田龍雄書簡 横田龍雄 浅沼稲次郎 11月13日 ペン 1通
予て御依頼の小笠原問題はお陰様により
無事議会を通過し島民一同大いに喜んで
おります

4062 8 横田龍雄書簡 横田龍雄 浅沼稲次郎
昭和（23）年3月9
日

東京府小
笠原支庁
用箋

ペン 1通

御芳志感謝、帰島問題については国際情
勢複雑な折柄中々容易ではないと思うが、
何とぞ格別な御配慮をお願い申し上げま
す

年は消印より採った　差出人の住所は立川市

4006 5 横田實書簡 横田實 浅沼稲次郎 昭和21年8月1日
活字・
ペン

1通 日刊新聞「世界日報」発刊の挨拶 肩書きは、横田實（世界日報社社長）

4082 17 横田幸廣書簡 横田幸廣 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月28
日

ペン 1通
東京に於ける社会党は総評の組織票で
勝ってはいるが、地方に於いての失敗は
総評のストが第一の原因

年は消印より採った
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4159 99 横浜八重書簡 横浜八重
日本社会党本
部

昭和（35）年9月29
日

ペン 1通 再軍備反対　岸内閣批判 年は消印より採った

4060 14 横山蔵二書簡 横山蔵二 浅沼稲次郎
昭和（23）年（4）月
（14）日

ペン 1通 面会の件、都合が悪くなった 年月日は消印より採った

横山清一書簡 横山清一 浅沼稲次郎 昭和21年1月18日
日本産業
会原稿用
紙

ペン 1通
相馬支部結成、演説会を開催したく協力し
てほしい

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる　横山の肩書きは日本社会党相馬支部支部長

2569 吉浦静夫書簡 吉浦静夫 浅沼稲次郎
昭和（11）年11月
17日

ペン 1通 来演御礼 年は消印より採った

吉川兼光書簡 吉川兼光 浅沼稲次郎 昭和23年5月27日 謄写 1通
議院運営委員会福利小委員懇談会の開
催日時、場所変更

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」179に綴じこま
れる　封筒欠　吉川の肩書きは福利小委員長

吉川兼光書簡 吉川兼光 浅沼稲次郎 昭和23年6月8日 謄写 1通 晩餐会の案内
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」179に綴じこま
れる　封筒欠　吉川の肩書きは政党法及び選挙法に関
する特別委員長

4127 1 吉川兼光書簡 吉川兼光 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 選挙活動講演の状況

2651 吉川兼光書簡 吉川兼光 浅沼稲次郎
昭和（17）年2月20
日

ペン・
活版

1通 転居通知 年は消印より採った

4068 2 吉川巌書簡 吉川巌 浅沼稲次郎
昭和（33）年4月29
日

ペン 1通
〔衆議院解散後の〕社会党の対応に関する
批判

年は消印より採った

4028 15 芳川庄八書簡 芳川庄八 浅沼稲次郎 昭和22年8月27日 ペン 1通

「御多忙の処近況敬受」　自らが東京市儀
をつとめていたときには、機関紙を通して、
旧社民時代の浅沼稲次郎の活躍に目を瞳
瞠していた

2653 1 吉川末次郎書簡 吉川末次郎 浅沼稲次郎 2月26日 墨書 1通 出演依頼
旧蔵者整理では昭和17年2月のものと一括　2653-2～
2653-4を同封

4076 3 吉沢伸書簡 吉沢伸 浅沼稲次郎
昭和33年10月27
日

早稲田大
学罫紙

ペン 1通 警職法改正に関する意見
肩書きは、吉沢伸（早稲田大学教育学部1年）　年月日は
消印より採った

4075 1 吉沢伸書簡 吉沢伸 浅沼稲次郎
昭和（33）年（10）
月（15）日

ペン 1通

勤評に対する審議会案拒否批判　警職法
改正案をめぐる自民党の政治手法批判
現代の議会政治において「国民生活に大
きな影響を及ぼす法案は少くとも数ヶ月前
に国民に示し、そして世論に耳を傾けると
云う慣習は、民主政治の最後の砦」

肩書きは、吉沢伸（早大教育学部1年）　年月日は消印よ
り採った

4074 2 吉田考次郎書簡 吉田考次郎 浅沼稲次郎 昭和33年10月2日 ペン 1通
「我々の血税」が一部の悪徳の会社と自民
党の大幹部の合策により搾取されている
事例の紹介

4028 11 吉田栄書簡 吉田栄 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（28）日

ペン 1通
上京時に深川〔の浅沼宅〕を尋ねたいと
思っております

年月日は消印より採った

4029 2 吉田三郎書簡 吉田三郎 浅沼稲次郎 昭和22年8月20日 タイプ 1通
唐突の参上にも拘らず厚情感謝　中小工
業界の問題については教示、指示願い度

肩書きは、吉田三郎（東京電気合資会社）

4059 53 吉田重一書簡 吉田重一 帝国議事堂 昭和23年2月22日 墨書 1通 農地関係依頼
4056 15 吉田誠明書簡 吉田誠明 浅沼稲次郎 6月14日 墨書 1通 仕事斡旋の件

4047 2 吉田誠明書簡 吉田誠明 浅沼稲次郎 6月27日 ペン 2通 激励、近況報告
連絡先を記したメ
モ

4007 8 吉田久義書簡 吉田久義 浅沼稲次郎 9月16日 墨書 1通 病気見舞い

2649 吉田久義書簡 吉田久義 浅沼稲次郎
昭和（17）年2月17
日

墨書 1通 星港陥落　官報御恵与御礼 年は消印より採った

4027 20 吉田久義書簡 吉田久義 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への激励 年月日は消印より採った
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2766 吉田久義・三島通陽書簡 吉田久義・三島通陽 浅沼稲次郎
昭和（16）年（10）
月（13）日

ペン 1通
三島子爵の指導による女子練成を視察、
その感想

年月日は消印より採った

2610 吉田実書簡 吉田実 浅沼稲次郎
昭和（14）年（12）
月（27）日

墨書 1通
阿部内閣打倒の砲火を開かるる由、両手
を挙げて賛成　ご検討を祈る

年月日は消印より採った

4093 7 吉田実書簡 吉田実 浅沼稲次郎 昭和(23)年1月7日 ペン 1通

「近き将来の大成の為には一応書記長の
段階を踏まれむことを切望します」　「来る
拾一日」「一之江の御宅へ伺う予定」「会談
の機あれば幸甚」

年は消印より採った

4059 42 吉田実書簡 吉田実 浅沼稲次郎
昭和(23)年2月22
日

ペン 1通
浅沼に対する激励の手紙、「此の際入閣
の交渉あらば閣僚となれ！」

年は消印より採った

吉田弥七書簡 吉田弥七 浅沼稲次郎
昭和22年10月18
日

ペン 1通

連合会革新派の解消以来県連一本となる
只今党籍整理、新支部結成中　11月1日の
県連大会を開き党大会に臨む段取りに執
行委員会にて決定　詳細は拝眉の上　本
県八代市にて新憲法発布一周年記念の演
説会有　宮村、細川両氏のいづれか一人
を帰熊させたし

「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」170に綴じこま
れる　吉田の肩書きは日本社会党熊本県支部連合会会
長

4100 1 吉原成三書簡 吉原成三 浅沼稲次郎
昭和（24）年（2）月
（2）日

ペン 1通
共産党との戦線の統一を希望　中道政治
にしがみついてはならない

年月日は消印より採った

4057 12 吉見与市書簡 吉見与市 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 住居斡旋の依頼

4082 6 吉村健一郎書簡 吉村健一郎 浅沼稲次郎 昭和33年5月19日 ペン 1通
新宿区早稲田鶴巻町における鳩山候補に
対する選挙活動の不正の噂報告

4209 吉村正他9名書簡 吉村正他9名 浅沼稲次郎 昭和25年4月16日 活版 1通 大山郁夫後援会発会式のお知らせ
差出人は、吉村正、長谷川如是閑、末川博、西園寺公
一、真下信一、小岩井浄、高山義三、恒藤忝、市村今朝
蔵、田部井健次

4144 28 吉村正他9名書簡 吉村正他9名 浅沼稲次郎 昭和25年4月18日
活版・
ペン

1通 大山郁夫後援会発会式の案内
差出人は、吉村正、長谷川如是閑、末川博、西園寺公
一、真下信一、小岩井浄、高山義三、恒等忝、市村今朝
蔵、田部井健次

4103 4 米窪満亮書簡 米窪満亮 浅沼稲次郎
昭和（24）年（3）月
（26）日

活版・
ペン

1通 電話番号変更の知らせ
肩書きは、米窪満亮(衆議院議員)　年月日は消印より
採った

4047 36 米倉書簡 米倉 浅沼稲次郎
昭和（22）年（6）月
（5）日

ペン 1通 鰹節送付の通知 年月日は消印より採った

4194 2 読売新聞社書簡 読売新聞社 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（23）日

謄写 1通
今秋に予定されている総選挙に備えて資
料収集している　写真二葉ご送付願いたい

立候補者名簿 年月日は消印より採った

2675 李鶴郷書簡 李鶴郷 浅沼稲次郎 昭和（17）年4月7
日

ペン 1通 病気見舞い 年は消印より採った

4142 1 龍断書簡 龍断 浅沼稲次郎 昭和25年4月1日
活版・
墨書

1通
保険界の進展は政治的推進力を必要とす
る

肩書きは、龍断(株式会社龍保険事務所社長)

4105 4 領家巌書簡 領家巌 浅沼稲次郎 昭和（24）年（2）月
謄写・
ペン

1通 「国内粛清国民運動」
肩書きは、領家〓(防犯民主協会)　年月は消印より採っ
た

4214 呂佛隠書簡 呂佛隠 浅沼稲次郎 昭和32年5月4日 ペン 1通
浅沼が親善使節団として香港を経由した
際、お目にかかったこと光栄　中国社会党
への指導、支援を願う

肩書きは、呂佛隠(中国社会党)

4059 34 若菜成之書簡 若菜成之 浅沼稲次郎 昭和23年2月17日 謄写 1通
戦災孤児の施設設立のための資金援助を
依頼

4234 5 若林平重書簡 若林平重 浅沼稲次郎
昭和(33)年(1)月
(8)日

ペン 1通 社会党に対する意見
年月日は消印より採った（本文には「昭和32年12月9日」
とあり）

4202 早稲田精神研究会書簡 早稲田精神研究会 浅沼稲次郎
昭和(35)年9月27
日

ペン 1通
大隈敬慕祭講師依頼に対して日程があわ
ないのは残念　その代わりに「後輩への言
葉」として原稿を執筆してほしい

年は消印より採った

4060 11 早稲田大学校友会書簡 早稲田大学校友会 浅沼稲次郎 昭和23年4月15日 活版 1通 春季校友会開催のお知らせ
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4005 5 和田たま子書簡 和田たま子 浅沼稲次郎
昭和（21）年（7）月
（28）日

ペン 1通
住宅事情の苦境を同郷（三宅島）の浅沼に
訴え、助力を求める内容

年月日は消印より採った

2698 和田常臣書簡 和田常臣 浅沼稲次郎
昭和（17）年（5）月
（30）日

墨書 1通 快癒祝い 年月日は消印より採った

4104 19 渡邉晃佑書簡 渡邉晃佑 浅沼稲次郎
昭和（24）年（3）月
（21）日

ペン 1通
社会党の不振口惜しい　浅沼稲次郎の奮
闘を乞う

年月日は消印より採った

4078 8 渡辺和夫書簡 渡辺和夫 浅沼稲次郎
昭和(33)年10月27
日

ペン 1通 国会議員の特急「只のり」に憤る内容 年は消印より採った

2570 渡辺光太郎書簡 渡辺光太郎 浅沼稲次郎
昭和（11）年11月
17日

ペン 1通
今回の区会立候補宣言書に貴下の推薦
名を拝借したい

年は消印より採った　　渡辺の肩書きは石岡七之助選挙
事務所事務長

4062 33 渡辺晃佑書簡 渡辺晃佑 浅沼稲次郎
昭和（23）年（3）月
（25）日

鉛筆 1通 激励の手紙 年月日は消印より採った

4083 4 渡辺茂書簡 渡辺茂 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月21
日

墨書 1通
「今度愚息喜夫きく子の結婚につき御祝電
を賜り御芳志千万忝く厚く厚く御礼申し上
げます」

年は消印より採った

4073 1 渡辺忠勇書簡 渡辺忠勇 浅沼稲次郎
昭和（33）年（9）月
（29）日

ペン 1通

学校の「社会研究部」で作成する「道徳教
育」のレポートに必要な「道徳教育の指導
ようりょう」を入手したい　日米関係より日
中関係を重視せよ　日本が重視している国
連外交でもA・Aグループに属するのが当
然　社会党の運動方針を再検討して「圧力
団体とも言うべき総評等の労働団体の言
いなりにならず、国民一人一人の事を考え
てくれる大衆の味方の政党であるべきであ
ろう」　高校卒業後社会党の組織に参加希
望　「小生希望は…この僕が〔下田〕町政を
あづかる身となってみせる」こと

差出人は16歳（高校2年生）　年月日は消印より採った

4079 3 渡辺次男書簡 渡辺次男 浅沼稲次郎
昭和33年11月11
日

ペン 1通
道徳教育、勤評問題、警職法問題につい
て、岸内閣を厳しく批判する内容

4009 16 渡辺年之助書簡 渡辺年之助 浅沼稲次郎 11月14日 ペン 1通 浅沼稲次郎の病気快癒祝い

2470 1 渡辺年之助書簡 渡辺年之助 浅沼稲次郎 昭和（　）年5月9日 ペン 1通 東京連合会会計に関する相談 2470-2を同封

2470 2 渡辺年之助書簡 渡辺年之助 浅沼稲次郎
昭和（　）年3月22
日

ペン 6枚 今回の党内問題は誠に遺憾　浅沼を激励 封筒欠　2470-1に同封

2695 渡辺年之助書簡 渡辺年之助 浅沼稲次郎 昭和（17）年5月7
日

墨書 1通 病気見舞い 年は消印より採った

4059 29 渡辺年之助書簡 渡辺年之助 浅沼稲次郎
昭和（23）年（2）月
（16）日

謄写 1通 電話開通のお知らせ 年月日は消印より採った

4009 23 渡辺年之助・韮澤慶子書簡 渡辺年之助・韮沢慶子 浅沼稲次郎
昭和21年11月
（24）日

活字・
ペン

1通 結婚の挨拶 日付は消印より採った

2198 渡辺年土助書簡 渡辺年度助 浅沼稲次郎
昭和（18）年5月27
日

ペン 1通 渋谷氏、菊池氏が貴君を心配している 年は消印より採った

4118 10 渡邉文政書簡 渡邉文政 浅沼稲次郎
昭和（24）年9月10
日

謄写・
ペン

1通
風水害問題ほかについての支部協議委員
会開催の案内

年は消印より採った　肩書きは、渡邉文政(日本社会党江
東支部支部長)

4144 22 渡辺文政・森橋文治書簡 渡辺文政・森橋文治 浅沼稲次郎 昭和25年4月10日
謄写・
ペン

1通 日本社会党江東支部協議委員会通知
肩書きは、渡辺文政（日本社会党江東支部支部長）、森
橋文治（同選対長）

4047 28 渡部講志書簡 渡部講志 浅沼稲次郎 (7)月(7)日 ペン 1通 近況報告
日付は消印より採った　封筒と中身が別？封筒の差出人
欄には「高岡栄馬」とあり

4151 3 渡部成書簡 渡部成 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（8）日

鉛筆 1通

「幹事長に一言呈す」、「自分は社会党は
好きである」、「然し幹事長談を度々きく度
に嫌なものは自由党の何も彼も攻撃する
我量のない事である」

年月日は消印より採った

4091 1 H書簡 Ｈ 浅沼稲次郎 昭和（23）年 墨書 1通
芦田均を後継首班に選ぶ、選び方は政権
のタライ回しという悪例を残した

差出人不明瞭、差出人名義は「H」　年は芦田内閣成立
の内容より年代推定

2276 谷正綱・谷王美修書簡 谷正綱・谷王美修 浅沼稲次郎 昭和（戦後） 活版 1通 グリーティングカード（クリスマス・新年）
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4076 1 T生書簡 T生 浅沼稲次郎
昭和33年10月15
日

ペン 1通

今まで社会党の支持者であったが、勤評
反対運動を全肯定することは出来ない　ま
た警職法に関する国会の論議に暴力が持
ち込まれていることは嘆かわしい

差出人不明瞭、差出人名義は「T生（薄給サラリーマン）」

4036 1
〔特別市制実施に関する賛否
意見〕

浅沼稲次郎 昭和22年8～9月
ペン謄
写

38通
全国からよせられた特別市制法案に対す
る賛否意見

4040 1 省営トラック反対陳情書 浅沼稲次郎 昭和22年8月 ペン 90通
全国からよせされた省営トラック反対陳情
書

3583 差出人不明書簡 社会党幹部 （6）月
農業会罫
紙

ペン 1通 食糧検査員に関する意見
月は消印より採った　封筒は岐阜簡易保険支局封筒の
裏面を使用

4096 6 〔未使用葉書〕 浅沼稲次郎 年月日不明 1枚
郵便差出の際、最寄の配達局名の書き添
えを求める内容

4141 16 〔チェインメール〕 年月日不明 謄写 1通 「幸福の鎖」

2452 差出人不明電報 差出人不明 浅沼稲次郎
（昭和）5年1月13
日

活版 1通 「一八ヒアサツク○一六ヒオクル」 電報

2451 差出人不明電報 差出人不明 浅沼稲次郎
（昭和）5年1月15
日

活版 1通 「フミミタ○シヨウチシタ△一一ヒヲクル」 電報

2437 差出人不明書簡 差出人不明 昭和16年8月18日 ペン 1通
北支慰問で16日帰京　お暇の折に講談に
対するご感想、御恵稿くださいませ

2436入る

2661 差出人不明電報 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（17）年（4）月
（17）日

活版 1通
スマヌヒヤウノテンゴ　ハイシヨコウシマ
至急私報

年月日は消印より採った　至急私報

2426 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎 昭和（戦前） ペン 1通
市会新体制運動への批判　市会の現状は
旧体制と変わらない

4118 11 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎 昭和24年9月17日 ペン 1通 議員会館使用許可の案内

4152 3 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎 昭和25年7月8日 ペン 1通

「ソ連の非人道的やり方に世界情勢から現
実の日本の今日、好むと好まざるとも問は
ず民主主義の自由な米国側に立って単独
講和をしなければなりますまい」、「社会党
には君を初め、もっと頭の良い世界情勢の
はっきりわかる人多いと思っていたのに
がっかりした」

4084 7 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎 昭和33年5月18日 墨書 1通 檄文ヵ

4032 23 差出人不明書簡 差出人不明
日本社会党幹
部

昭和（22）年（7）月
（4）日

ペン 1通
扶養家族控除を累進課税に大幅に引き上
げてください

年月日は消印より採った

差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（22）年（7）月
（8）日

ペン 1枚 給料支払いを求める内容
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」433に綴じこま
れる　年は消印より採った　差出人は国会事務補助員

4026 7 差出人不明書簡 差出人不明 〔浅沼稲次郎〕
昭和（22）年（8）月
（14）日

タイプ 1通
15日10時事務局にて部長会あり　出席乞
う

年月日は消印より採った

4028 21 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（25）日

ペン 1通

「国会調査部は何のざまか」　「調査は役
人には判らない」　「現在は官僚閥を固め
るために人事をやっている」　「いんけんな
官僚の策動を封ぜよ」

年月日は消印より採った

4026 19 差出人不明書簡 差出人不明 〔浅沼稲次郎〕
昭和（22）年（9）月
（3）日

タイプ 1通 4日午後10時着く 年月日は消印より採った

4011 8 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（22）年5月3
日

謄写 1通 区会議員落選挨拶 年代は消印より採った

4017 12 差出人不明書簡 差出人不明
衆議院議員運
営委員会

昭和(23)年（1）月
（29）日

ペン 1通
原侑代議士の悪事について断乎糾弾され
んことを望む

年代推定情報①原侑が詐欺疑惑により議員を辞職した
のは昭和23年1月30日②消印１．２９とあり

4059 26 差出人不明書簡 差出人不明 社会党
昭和（23）年（2）月
（14）日

鉛筆 1通 政策に関する意見　（「投書」とある） 年月日は消印より採った

2236 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（23）年（7）月
（1）日

ペン 1通 西尾問題他につき社会党を批判 年月日は消印より採った

4055 9 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和(23)年(7)月
(5)日

ペン 1通 物価高騰につき社会党を批判
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4017 6 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和(23)年10月14
日

ペン 1通 社会党への批判
芦田内閣総辞職後の政治状況が記載されていることから
昭和23年と推定

4103 2 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和(24)年(3)月
(24)日

ペン 1通
総司令部が日本政府の上にある以上、民
自党が公約を果たしえないからといって、
民自党の責任を問うことは出来ない

年月日は消印より採った

4088 1 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（27）年（11）
月（22）日

ペン・
鉛筆

1通
商店が朝六時から夜十一時迄の開店では
やりきれない　（戦前のように）夜十時閉店
の商店法を求む

年月日は消印より採った

4163 19 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（35）年（2）月
（1）日

ペン 1通
「ソ連の代弁者にならぬように願います
あなたも日本人であることを忘れぬように」

「アイヌ墓地」の絵葉書　年月日は消印より採った

4166 81 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（35）年（4）月
（13）日

墨書 1通
社会党の総評との関係を激しく非難する内
容

差出人欄に「社会党を信じてきた一員」とあり　年月日は
消印より採った

4194 5 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（18）日

墨書 1通
議会政治の危機を救ふ為めに一致協力し
てほしい

年月日は消印より採った　差出人欄に「鹿児島県選挙民
代表」とあり　年月日は消印より採った

4194 4 差出人不明書簡 差出人不明

浅沼稲次郎・
江田三郎・成
田〓・勝間田・
山本・鈴木・神
近市子

昭和（35）年（8）月
（21）日

ペン 1通 売春防止法絶対反対 年月日は消印より採った　年月日は消印より採った

2269 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（　）年9月29
日

ペン 1通 ソ連視察の報告 　旧蔵者によるメモには「鈴木茂三郎？」とあり

4092 11 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 隠退蔵物資問題、経済問題に対する苦言

4105 2 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎 年月日不明
東京府立
機械工養
成所用箋

鉛筆 1通 当選祝い 東京府立機械工養成所用箋に記入　封筒なし

4123 3
HAWKINS,DELAFIELD&WOOD
書簡

HAWKINS,DELAFIELD&WOO
D

浅沼稲次郎 昭和24年6月1日
活版・
タイプ・
ペン

1通
GHQの政府部門のMr.Chales L.Kadesが
我々のメンバーとなった

4123 1 Luella Magruder書簡 Luella Magruder 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 シガレットケース受取の御礼 本文は英文

4063 1
〔MAGYAR UNIO(Nが欠落
か？）よりの封筒〕

MAGYAR UNIO（Ｎ） 浅沼稲次郎
昭和（43）年（3）月
（25）日

タイプ 1通
MAGYAR UNIOの下にはHungarian Union,Union
Hungara,Ungariseloc Union,Union Hongroice,Unione Ungh
〓〓が併記　年月日は消印より採った

4141 19 NORMAN SOONG書簡 NORMAN SOONG（宋徳和） 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1通 〔クリスマスカード〕

4123 8 Phil Heller書簡 Phil Heller 浅沼稲次郎
昭和24年11月23
日

タイプ 1通 食糧・衣料援助を送付 浅沼稲次郎書簡
肩書きは、Phil Heller(Director,International Solidarity
Committee)

4123 9 Phil Heller書簡 Phil Heller 浅沼稲次郎
昭和24年12月19
日

タイプ 1通
衣料・食糧援助が到着したことを記した浅
沼書簡への返信

肩書きは、Phil Heller(Director,International Solidarity
Committee)　2123-8に付属する浅沼書簡（写しか）に対
する返信だと思われる

4123 4 Phil Heller書簡 Phil Heller 浅沼稲次郎
昭和（24）年（8）月
（17）日

タイプ・
活版・
ペン

1通
広島、長崎爆撃の記念日に、「ケア」の食
糧を送付することで、友好と日米両国の民
主主義者の結合の証としたい

Rebuild the
German
Democratic and
Labor
School,FROM
UNDERGROUND
SPAIN,This Is
Manuel...

留具除去　肩書きは、Phil Heller(Director,International
Solidarity Committee)　年月日は消印より採った

4123 5
S.D.P.(Social Democratic
Partyヵ)書簡

S.D.P. Dr.Williams 年月日不明
タイプ・
ペン

1通 社会党の週報の写しを求む 肩書きは、Dr.Williams（Political Party Div. G.S. G.H.Q.)

4059 44
The Universal Pictorial Press
& Agency 書簡

The Universal Pictorial Press
& Agency

衆議院 (The
Secretary to
the Cabinet.
House of
Representativ
es)

昭和23年2月23日 タイプ 1通
ロンドンの通信社からの依頼状　日本政府
のメンバーの肖像写真を送ってほしい

1.1.2.一般書簡（外国人）
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4063 4 在日エジプト大使館書簡 在日エジプト大使館 浅沼稲次郎 昭和31年
活版・
鉛筆

1通

エジプト大使館における昼食会（1956年3
月14日開催）への招待状　封筒に日本語
で「十四日正十二時に衆院控室の国会対
策委員会室にお足労下さい」と記載あり

2256 中国人民外交学会書簡 中国人民外交学会 浅沼稲次郎 昭和32年4月30日 タイプ 1通
李慶〓書簡（昭和
32年4月12日）

2257 秘出処書簡 秘出処 浅沼稲次郎 昭和32年5月22日 ペン 1通
徐応華書簡（昭和
32年4月28日）

4232 米国政治顧問事務局書簡 米国政治顧問事務局 浅沼稲次郎
昭和（26）年（6）月
（13）日

活版・
鉛筆

1通 カクテルパーティーの招待状
未開封であったものを整理時に開封した　年月日は消印
より採った

2307 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（10）日

タイプ 1通 ケニヤ解放を訴える手紙
〔ビラ〕FREE
KENYA DAY

年月日は消印より採った　10月20日はケニアの独立運動
の指導者であり、ケニア初代大統領となるJomo Kenyatta
がイギリス政府により逮捕された日

4145 3 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎 昭和25年 タイプ 1通
Mr. and Mrs. P. Ratnam request the
pleasure  of the companiy of Mr, Inejiro
Asanuma to Buffet-dinner.

〔地図〕

2461 浅岡信夫書簡 浅岡信夫 浅沼稲次郎
（昭和）（5）年2月3
日

日活太秦
スタジオ用
箋

ペン 1通
選挙応援　支援を依頼できる団体（後援
会）について助言

内容から推定　年は消印より採った

2462 浅岡信夫書簡 浅岡信夫 浅沼稲次郎 昭和（5）年2月3日
日活太秦
スタジオ用
箋

墨書 1通
一昨年よりの先約のため各地へ応援に出
て、浅沼よりの27日の電報並びに書面、広
島にて拝見　浅沼の応援をしたい

年は内容から推定　2461参照

2457 阿部治一郎書簡 阿部治一郎 浅沼稲次郎
（昭和）（5）カ年
（1）月（23）日

ペン 1通 立候補を祝す　当選を祈る
元号、月日は消印より採った　年は旧蔵者の推定による
「すみ」書込みあり　昭和5年か？

2459 〔岩田〕友一書簡 岩田友一 浅沼稲次郎
昭和（5）年（1）月
（28）日

ペン 1通 演説会に関する意見 年月日は消印より採った　岩田護謨製作所封筒を使用

2458 大竹製作所書簡 大竹製作所 浅沼稲次郎
昭和（5）年1月27
日

ペン 1通 祝立候補　祈当選 年は消印より採った

2468 1 喜多壮一郎書簡（代筆） 喜多壮一郎 浅沼稲次郎 昭和5年2月11日 ペン 1通 寸志送付 2468-2を同封

2465 全国綿製品業者連盟書簡 全国綿製品業者連盟 浅沼稲次郎 昭和5年2月（1）日 活版 1通
質問所送付　「綿糸輸入関税ノ存廃ニツキ
何レノ御意見ナルヤ」

日は消印より採った

2463 高橋清人書簡 高橋清人 浅沼稲次郎 昭和（5）年2月2日 謄写 1通 普選第二回総選挙　当選祈る 年は内容から推定

2464 田中隆一書簡 田中隆一 浅沼稲次郎 昭和5年2月1日
田中製作
所用箋

ペン 1通 立候補を聞き、当選を祈る　寸志送付

2468 2
同郷出身商戦にて多忙の一貧
生書簡

同郷出身商戦にて多忙の一
貧生

浅沼稲次郎
昭和（5）年（2）月
（11）日

ペン 1通
当選祈願　「一戦にてたしかに当選受けら
れて」

年月日は同封物から採った　2468-1に同封　差出人不明
瞭、差出人名義は「同郷出身商戦にて多忙の一貧生」

2460 中村佐一書簡 中村佐一 浅沼稲次郎
昭和（5）年（1）月
（31）日

ペン 1通 出馬祝い 年月日は消印より採った　本文の日付は2月1日

2466
橋本登美三郎・林達磨・長谷
部忠・石塚一雄書簡

橋本登美三郎・林達磨・長谷
部忠・石塚一雄

浅沼稲次郎 昭和5年2月5日
東京朝日
新聞用箋

ペン 1通 寸志送付

2453 浜田藤次郎書簡 浜田藤次郎 浅沼稲次郎 昭和5年1月23日 ペン 1通
立候補を祝し、当選を祈る　丸山恭太郎紹
介状

書簡裏面に書込みあり

2469 吉田実書簡 吉田実 浅沼稲次郎 昭和5年2月18日 墨書 1通 奮闘祈る　寸志送付

2467 ○○組合工場長書簡 ○○組合工場長書簡 浅沼稲次郎
昭和（5）年（2）月
（6）日

浅沼稲次
郎選挙広
報

ペン 1通
浅沼の選挙広報の図柄（「御裁」の字を踏
みつけているように見える）を不敬として批
判

年月日は消印より採った　浅沼稲次郎の選挙広報に文
面を書き込んである　差出人不明瞭、差出人名義は「○
○組合工場長」

2509 浅沼善七書簡 浅沼善七 浅沼稲次郎 昭和7年2月4日 ペン 1通 必勝を祈る　お手伝いできず残念

2489 新井武七書簡 新井武七
浅沼稲次郎選
挙事務所

昭和（7）年（2）月
（16）日

墨書 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2503 磯林匡書簡 磯林匡
浅沼稲次郎選
挙事務所

昭和（7）年（2）月
（13）日

ペン 1通 選挙応援 年月日は消印より採った　　磯林は北海道紋別支部所属

1.2.選挙関係

1.2.2.第18回衆議院議員選挙（1932年2月20日）

1.2.1．第17回衆議院議員選挙（昭和1930 年2月20日）
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2505 加藤充ヵ書簡 加藤充ヵ 浅沼稲次郎
昭和（7）年1月22
日

墨書 1通
本日松谷氏より選挙ポスター注文を頂き
候　貴殿よりのご用命お待ち申居候

年は消印より採った　　差出人名は「加藤」、字体から「加
藤充」と思われる

2495 白鳥広近・寺岡理三郎書簡 白鳥広近・寺岡理三郎 久保田乙吉
昭和（7）年（2）月
（18）日

謄写 1通 浅沼稲次郎推薦文
年月日は消印より採った　　受信人不尋当で返って来た
もの

2488
全国労農大衆党生品支部書
簡

全国労農大衆党生品支部
浅沼稲次郎選
挙事務所

昭和（7）年（2）月
（16）日

ペン 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2485
全国労農大衆党宇部支部書
簡

全国労農大衆党宇部支部
浅沼稲次郎選
挙事務所

昭和（7）年（2）月
（16）日

ペン 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2504 善利国臣書簡 善利国臣 浅沼稲次郎
昭和（7）年（1）月
（26）日

ペン 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2501 大日本大衆党本部書簡 大日本大衆党本部
浅沼稲次郎選
挙事務所

昭和（戦前） ペン 1通 立候補時の挨拶状などを送付す
　年代は内容と切手から採った　前後の資料より第18回
衆議院議員選挙の際の書簡と推定

2499 高木豊太郎書簡 高木豊太郎 浅沼稲次郎
昭和（7）年（2）月
（10）日

ペン 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2496 竹田定次書簡 竹田定次 浅沼稲次郎
昭和（7）年（2）月
（11）日

ペン 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2513 土井優之助書簡 土井優之助 浅沼稲次郎 昭和（7）年3月1日 ペン 1通 落選残念　再起に期待 年は消印より採った

2490 長屋長作書簡 長屋長作
浅沼稲次郎選
挙事務所

昭和7年2月18日 墨書 1通 選挙応援

2497 橋本富喜良書簡 橋本富喜良 浅沼稲次郎 昭和（7）年（2）月 ペン 1通
立候補喜びます　すべては私に一任願い
ます（市〓関係）、万事は面会の折に

年月は消印より採った

2508 蓮井栄太郎書簡 蓮井栄太郎
浅沼稲次郎・
選挙事務長

昭和（7）年2月1日 謄写 1通
小生重病につき、香川県立候補者なきは
残念　小生考案新戦法申し上げます

年は消印より採った　蓮井は全国労農大衆党香川県支
部長

2506 林田利勝書簡 林田利勝 酒井清一
昭和（7）年（2）月8
日

ペン 1通
面会できず残念、二月に上京予定、その
節面会希望

年月は消印より採った　日は内容から採った

2486 半沢万蔵書簡 半沢万蔵 浅沼半次郎 昭和(7)年 ペン 1通 当選を祈る 年は旧蔵者メモから採った

2498 藤原恵書簡 藤原恵 浅沼稲次郎
昭和（7）年（2）月
（2）日

ペン 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2492 山本昇書簡 山本昇 浅沼稲次郎
昭和（7）年（2）月
18日

ペン 1通 当選を祈る 年月は消印より採った

2511 差出人不明電報 差出人不明 浅沼稲次郎 昭和7年2月5日 タイプ 1通 フントウセヨフミ一〇イモウンチンスミトレチ 差出人は「チカ」ヵ

2507 差出人不明書簡 差出人不明
浅沼稲次郎選
挙事務所

昭和（7）年（1）月
（29）日

ペン 1通
来る30日午後3時より党本部に於いて東京
府各区事務長（実際やる人）会ギを開く、
出席を乞ふ

年月日は消印より採った

2494 差出人不明書簡 差出人不明
浅沼稲次郎選
挙事務所

昭和（7）年（2）月
（11）日

ペン 1通
警察署情報左の如し　当選について甲乙
丙で選挙情況を分析　（実状を反映してい
るかは不明）

年月日は消印より採った

2502 差出人不明書簡 差出人不明
浅沼稲次郎選
挙事務所

昭和（7）年（2）月
（11）日

ペン 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2493 差出人不明書簡 差出人不明
浅沼稲次郎選
挙事務所

昭和（7）年（2）月
（19）日

鉛筆 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2510 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（7）年（2）月
（6）日

墨書 1通 選挙応援、激励歌 年月日は消印より採った

2554 足達一男書簡 足達一男 浅沼稲次郎
昭和（11）年（2）月
（24）日

ペン 1通 当選祝い 年月日は消印より採った

2557 安部磯雄書簡 安部磯雄 浅沼稲次郎
昭和（11）年2月20
日

ペン 1通
贈り物の御礼、選挙戦終了、明日が待た
れる

年は消印より採った

2547 岩沢貞書簡 岩沢貞 浅沼稲次郎
昭和（11）年2月21
日

墨書 1通 当選祝い 年は消印より採った

2546 朽網富弥書簡 朽網富弥 浅沼稲次郎
昭和（11）年（2）月
（21）日

ペン 1通 当選祝い 年月日は消印より採った

2552 河本重吉書簡 河本重吉 浅沼稲次郎
昭和（11）年（2）月
（22）日

ペン 1通 当選祝い　当県でも黒田君を当選させた 年月日は消印より採った

2556 繁田浅二書簡 繁田浅二 浅沼稲次郎
昭和（11）年2月19
日

ペン 1通 選挙応援 年は消印より採った

2555 鈴木八郎書簡 鈴木八郎 浅沼稲次郎
昭和（11）年（2）月
（23）日

墨書 1通 当選祝い
年月日は消印より採った　　鈴木の肩書きは全国借家人
同盟城東支部長

1.2.3.第19回衆議院議員選挙（1936年2月20日)
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2553 竹沢一郎書簡 竹沢一郎 浅沼稲次郎
昭和（11）年（2）月
（23）日

ペン 1通 当選祝い 年月日は消印より採った

2550 野口彦則書簡 野口彦則 浅沼稲次郎 昭和11年2月22日 ペン 1通 当選祝い 　
2549 三井行雄書簡 三井行雄 浅沼稲次郎 昭和11年2月21日 墨書 1通 当選祝い 　三井の肩書きは警視庁特別高等課

2548 向井平太郎書簡 向井平太郎 浅沼稲次郎
昭和（11）年（2）月
（22）日

鉛筆 1通 当選祝い 年月日は消印より採った

2545 上野信書簡 上野信 浅沼稲次郎 昭和11年2月 墨書 1通 当選祝い 日不明

2551 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（11）年（2）月
16日

ペン 1通 演説会に対する感想　選挙応援ヵ 年月は消印より採った

2203 大沼兵造書簡 大沼兵造 浅沼稲次郎
昭和（17）年4月14
日

ペン 1通
立候補せざる内情につき、面会依頼　第21
回衆議院議員選挙？

元号、年は書込から採った

2687 金子益太郎書簡 金子益太郎 浅沼稲次郎
昭和（17）年4月24
日

ペン 1通
栃木県第一区より立候補するので、推薦
人承諾書送付を依頼

年は消印より採った

2677 栗原寿書簡 栗原寿書簡 浅沼稲次郎 昭和（17）年4月8
日

ペン 1通 会費未納分納付の連絡、当選を祈る 年は消印より採った

2701 進藤浪二書簡 進藤浪二 浅沼稲次郎
昭和（17）年（5）月
（15）日

ペン 1通
近況報告、選挙に立候補されなかったこと
残念

年月日は消印より採った　　進藤の肩書きは小野寺組配
下

2720 末松偕一郎書簡 末松偕一郎 浅沼稲次郎 昭和17年5月 活版 1通 落選に伴う挨拶

2679 田原春次書簡 田原春次 浅沼稲次郎
昭和（17）年（4）月
（9）日

墨書・
活版

1通 田原春次選挙演説会案内 年月日は消印より採った

2684 永井健書簡 永井健 浅沼稲次郎
昭和（17）年（4）月
22日

墨書 1通
京都も弁士不足で悲鳴をあげている　誰
か都合ついたら一人斡旋していただきたい

年月は消印より採った

2688 前川正一書簡 前川正一 浅沼稲次郎 昭和17年5月
活版・
ペン

1通 当選御礼 日不明

2739 正木清書簡 正木清 浅沼稲次郎 昭和17年6月 活版 1通 当選挨拶 　

2681 三宅正一書簡 三宅正一 浅沼稲次郎
昭和（17）年4月13
日

ペン 1通
立候補に際し御恵贈賜り誠に有り難くお礼
申上候　何れ上京の節御挨拶申上げたい

年は消印より採った

2689 三宅正一書簡 三宅正一 浅沼稲次郎
昭和17年5月（16）
日

活版 1通 当選通知 日は消印より採った

2730 相原重太郎書簡 相原重太郎 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（9）日

墨書 1通 選挙応援 年は消印より採った

2758 秋山定吉書簡 秋山定吉 浅沼稲次郎 昭和17年6月（5）
日

墨書 1通 選挙見舞い　私の選挙に対し後援御礼 日は消印より採った

2722 新井延劭書簡 新井延劭 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（17）日

墨書 1通 落選見舞いヵ 年月日は消印より採った

2737 有泉金二郎書簡 有泉金二郎 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（14）日

墨書 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2743 石井良平書簡 石井良平 浅沼稲次郎
昭和（17）年6月17
日

ペン 1通 六月戦不利にて誠に遺憾　再起を期す 年は消印より採った

2403 岩野哲夫書簡 岩野哲夫 浅沼稲次郎 昭和（17）年 ペン 1通 浅沼稲次郎の落選を慰める 年は内容から推定

2728 上島公平書簡 上島公平 浅沼稲次郎 昭和（17）年6月9
日

墨書 1通 選挙応援 年は消印より採った

2757 河上丈太郎書簡 河上丈太郎 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（5）日

墨書・
インク

1通 上京日程、出演できず申し訳ない
年月日は消印より採った　　昭和17年6月の東京市会議
員選挙関連ヵ

2745 川口寿書簡 川口寿 浅沼稲次郎 昭和17年6月1日 活版 1通 東京市会議員選挙立候補辞退挨拶 川口の肩書きは衆議院議員

2724 川中島勇書簡 川中島勇 浅沼稲次郎 昭和（17）年6月3
日

ペン 1通 選挙応援 年は消印より採った

2751 木村騰蔵書簡 木村騰蔵 浅沼稲次郎
昭和（17）年6月14
日

墨書 1通 明15日の選挙は先生当選確実 年は内容から推定

2740 桐山章書簡 桐山章 浅沼稲次郎
昭和（戦前）　　6
月12日

墨書 1通 選挙応援 　旧蔵者によれば昭和17年の選挙のときのもの

2746 国友由五郎書簡 国友由五郎 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（14）日

ペン 1通

この度、先生市会改選に立候補、当選確
実と思います　中島好男、生枡勲、西良君
ら知人へも推薦したところ、賛成を頂いた
ので御通知申上げます

年月日は消印より採った

1,2,4,第21回衆議院議員選挙（1942年4月30日）

1.2.5.東京市会議員選挙（1942年6月15日)



浅沼稲次郎関係文書　その2　書簡の部　目録

76

番号
枝番
号

標題 作成者 宛先 年月日 用紙 型式
数
量

内容 付 備考

2747 国原善一郎書簡 国原善一郎 浅沼稲次郎 昭和17年6月19日 墨書 1通
今回市議選において惜敗されたのは残念
至極

2771 群沢都一郎書簡 群沢都一郎 浅沼稲次郎 昭和（17）年（6）月 ペン 1通

久しぶりに演説拝聴　5日代議士候補に立
つ者と思い、同３日取消を聞き落胆した
が、往年の浅沼を思しむ元気旺盛の其姿
を見る

年月は消印より採った

2735 小枚一郎書簡 小枚一郎 浅沼稲次郎 昭和（17）年（6）月 ペン 1通 落選見舞い 年月は消印より採った

2744 佐伯健書簡 佐伯健 浅沼稲次郎 昭和17年5月31日 墨書 1通 祈御奮闘必勝

2719 酒井慎次郎書簡 酒井慎次郎 浅沼稲次郎
昭和（戦前）　6月1
日

ペン 1通 立候補必勝を期待

2723 酒牧書簡 酒牧 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（17）日

ペン 1通 落選見舞い 年月日は消印より採った

2727 清水岩七書簡 清水岩七 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（12）日

ペン 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2750 下条薫書簡 下条薫 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
17日

ペン 1通
落選見舞いヵ　昨日の発表を見て残念　捲
土重来を期す

下條の肩書きは東京市電気局

2734 白鳥広近書簡 白鳥広近 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（19）日

ペン 1通 落選見舞い 年月日は消印より採った

2742 高瀬清書簡 高瀬清 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（15）日

ペン 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2721 田中稔男書簡 田中稔男 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（17）日

墨書 1通 落選見舞い 年月日は消印より採った

2736 谷原義一書簡 谷原義一 浅沼稲次郎
昭和（17）年6月1
日

ペン 1通 選挙応援 年は消印より採った

2756 都市情報社書簡 都市情報社 浅沼稲次郎 昭和17年6月6日 活版 1通
翼賛市政確立の為御奮闘を祈念、浅沼稲
次郎の写真送付を依頼

　

2732 中山逸美書簡 中山逸美 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（13）日

ペン 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2202 西岡竹次郎書簡 西岡竹次郎書簡 浅沼稲次郎
昭和（17）年6月17
日

ペン 1通
この度は残念　勝敗は兵家の常　捲土重
来を祈る

年は消印より採った

2729 船津新四郎書簡 船津新四郎 浅沼稲次郎
昭和（17）年6月16
日

墨書 1通 落選見舞い 年は消印より採った

2725 前川正一書簡 前川正一 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（12）日

ペン 1通
選挙応援、四国地方の選挙結果、状況の
報告

年月日は消印より採った

2650 前田賢次書簡 前田賢次 浅沼稲次郎 昭和17年6月20日 墨書 1通
今回選挙には御健闘に拘らず意外の結
果、実に残念　御馴染みを市会より失うこ
とまことに淋しく感ずる次第

2738 松尾繁弌書簡 松尾繁弌 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（13）日

ペン 1通 選挙応援
年月日は消印より採った　　松尾の肩書きは東京市役所
市会事務局市政記者倶楽部

2731 村上金之助書簡 村上金之助 浅沼稲次郎 昭和17年6月16日 ペン 1通 当選祝い 　

2733 森居康書簡 森居康 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
（2）日

ペン 1通 選挙応援 年月日は消印より採った

2755 森川哉書簡 森川哉 浅沼稲次郎
昭和（17）年6月6
日

ペン 1通
このたびの選挙を支援してくれると思われ
る人物の氏名・住所を紹介

2752 山本森一郎書簡 山本森一郎 浅沼稲次郎
昭和（17）年（6）月
13日

ペン 1通 選挙応援（浅沼に投票する、と通知） 封筒は山本薬局封筒

2741 渡辺惣蔵書簡 渡辺惣蔵 浅沼稲次郎
昭和（17）年6月16
日

謄写・
ペン

1通 落選挨拶 年は消印より採った

2726 渡辺年之助書簡 渡辺年之助 浅沼稲次郎
昭和（17）年6月20
日

墨書 1通
落選見舞い　小生政治運動から手を引き、
出直す考え

年は消印より採った

2753 渡辺年之助書簡 渡辺年之助 浅沼稲次郎
昭和（17）年6月7
日

墨書 1通 立候補を祝し、当選を祈る 年は消印より採った

4001 9 井伊誠一書簡 井伊誠一 浅沼稲次郎
昭和（21）年4月16
日

ペン 1通 当選祝い

1.2.6.第22回衆議院議員選挙（1946年4月10日)
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4001 15 飯田逸治郎書簡 飯田逸治郎 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1通 当選祝い
前後の資料より、第22回衆議院議員選挙の際の書簡と
推定

4001 14 風間三四郎書簡 風間三四郎 浅沼稲次郎 昭和21年4月
活版・
墨書

1通 当選祝い

4001 4 浦田芳朗書簡 浦田芳朗 浅沼稲次郎 昭和21年4月27日 墨書 1通
浅沼稲次郎の衆議院議員当選及び東京
都議会副議長退職に対する挨拶状

差出人が浦田芳朗　本文は連名で三人記載されている
肩書きは、浦田芳朗（京都市会議長）、竹内忠治（京都市
会副議長）、岡崎寛之（京都市会書記長）

4002 14 清水仁佐久書簡 清水仁佐久 浅沼稲次郎
（昭和２１年5月7
日）

ペン 1通 当選祝い
年は旧蔵者が添付した付箋の内容から、月日は消印か
ら採った

4001 10 須崎武夫書簡 須崎武夫 浅沼稲次郎 昭和21年4月14日 ペン 1通 浅沼稲次郎当選御礼及び社会党への期
4001 11 田万清臣書簡 田万清臣 浅沼稲次郎 4月13日 1通 当選祝い
4001 5 津野豊治書簡 津野豊治 浅沼稲次郎 昭和21年4月26日 ペン 1通 代議士当選祝い

2847 所要書簡 所要 浅沼稲次郎 昭和21年3月23日 鉛筆 1通
総選挙開始、応援に行けず残念　今回の
選挙に関する感想

2834 野口喜一郎書簡 野口喜一郎 浅沼稲次郎 昭和21年 青焼き 1通 当選祝い 野口の肩書きは旅館寿（大阪市真砂町）

2204 林貞子書簡 林貞子 浅沼稲次郎
昭和（21）年4月16
日

墨書 1通 当選祝い 年は消印より採った

2836 比佐利安書簡 比佐利安 浅沼稲次郎
昭和（21）年（4）月
（18）日

陸軍罫紙 墨書 1通 当選祝い 年月日は消印より採った

4001 12 本田直一書簡 本田直一 浅沼稲次郎
昭和（21)年4月12
日

墨書 1通 当選祝い 年は消印より採った

4001 6 保田庄一書簡 保田庄一 浅沼稲次郎 昭和（21）年（4）月 墨書 1通 代議士当選の祝い 年月は消印より採った

4001 7 山内吉雄書簡 山内吉雄 浅沼稲次郎
昭和（21)年(4)月
24日

ペン 1通 当選祝い 年月は内容より推定

4011 6 池田有造書簡 池田有造 浅沼稲次郎 昭和22年5月26日 ペン 1通 当選祝賀 肩書きは、池田有造（武蔵野町会議員）

4011 7 大澤梅次郎書簡 大澤梅次郎 浅沼稲次郎
昭和22年（5）月
（26）日

活字・
ペン

1通 選挙当選の挨拶 日付は消印より採った

4011 4 齋藤栄三郎書簡 齋藤栄三郎 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 当選祝賀　社会党機関紙送付感謝
年月日は消印からも判読できず　前後の資料より、第23
回衆議院議員選挙の際の書簡と推定

4011 10 中川丈夫書簡 中川丈夫 浅沼稲次郎 昭和22年5月
墨書・
活字

1通 中川建材社設立挨拶　当選祝賀 肩書きは、中川丈夫（株式会社中川建材社取締役社長）

4011 9 長谷川左右衛門書簡 長谷川左右衛門 浅沼稲次郎 昭和22年5月30日 ペン 1通 当選祝賀

4102 3 浅沼肇書簡 浅沼肇 浅沼稲次郎
昭和（24）年（2）月
（4）日

ペン 1通

引揚者の敵片山、西尾、野溝、加藤の落
選結構　浅沼稲次郎の落選も希望した　浅
沼稲次郎は社会党から姿を消すべき　社
共の提携以外に道はない

年月日は消印より採った

4098 6 伊藤俊一書簡 伊藤俊一 浅沼稲次郎 昭和24年1月25日 ペン 1通 当選祝い

4098 1 沖山規矩太書簡 沖山規矩太 浅沼稲次郎
昭和（24）年（1）月
（28）日

墨書 1通 当選祝い 年月日は消印より採った

4098 7 金子喜代太書簡 金子喜代太 浅沼稲次郎 昭和24年1月19日 墨書 1通 当選祈願
年月日は消印より採った　肩書きは、金子喜代太(日本社
会党北多摩支部副支部長、田無町会議員、同文化委員
長)

4126 152 菊岡八百三書簡 菊岡八百三 浅沼稲次郎
昭和24年（1）月
（18）日

活版・
ペン

1通 当選祈念
肩書きは、菊岡八百三(日本政経新聞・政経懇話会)　月
日は消印より採った

4102 23 呉文炳書簡 呉文炳 浅沼稲次郎
昭和24年2月（6）
日

活版・
ペン

1通
当選祝い　私学の興隆即ち学事振興のた
め、種々指導を仰ぎたく

肩書きは、呉文炳(日本私学団体総連合会長)　日付は消
印より採った

4102 4 柴田義男書簡 柴田義男 浅沼稲次郎 昭和24年2月10日 ペン 1通
この度の選挙結果残念　見舞いとしてリン
ゴ一箱送付

小口扱貨物通知
書

4099 3 島照典書簡 島照典 浅沼稲次郎 昭和24年1月27日 墨書 1通
総選挙で落選した片山哲に対して、添田良
信の「当選権」を譲渡するという案に対して
の所感

4102 2 社会党ファン書簡 社会党ファン 浅沼稲次郎
昭和（24）年（2）月
（3）日

ペン 1通
総選挙における社会党の敗北は国民の意
思　自己批判が単なる宣伝やゼスチュ
ワーになってはならない

差出人不明瞭、差出人名義は「社会党ファン」　年月日は
消印より採った

4102 6 高田耘平書簡 高田耘平 浅沼稲次郎 昭和24年2月13日 墨書 1通 社会党大敗の原因

1.2.8.第24回衆議院議員選挙（1949年1月23日)

1.2.7.第23回衆議院議員選挙（1947年4月25日）
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4102 27 高松藤助書簡 高松藤助 浅沼稲次郎
昭和(24)年2月28
日

ペン 1通 総選挙の疲れをねぎらう 年は消印より採った

4099 4 土屋保造書簡 土屋保造 浅沼稲次郎
昭和(24)年1月31
日

ペン 1通 当選祝い 年は消印より採った

4098 4 長谷川佐右衛門書簡 長谷川佐右衛門 浅沼稲次郎 昭和（24）1月25日 ペン 1通 当選祝い 年は消印より採った

4098 3 平松譲書簡 平松譲 浅沼稲次郎
昭和（24）年（1）月
（25）日

ペン 1通 当選祝い 年月日は消印より採った

4102 7 北海道の支持者書簡 北海道の支持者
日本社会党全
党員

昭和（24）年（2）月
（17）日

墨書 1通 日本社会党の捲土重来を祈る 年月日は消印より採った

4098 2 三木和臣書簡 三木和臣 浅沼稲次郎
昭和（24）年（1）月
（28）日

ペン 1通 当選祝い 年月日は消印より採った

4094 2 秋山キヨ子書簡 秋山キヨ子 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（24）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4084 3 浅沼道之助書簡 浅沼道之助 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月23
日

ペン 1通 当選祝い 年は消印より採った

4094 59 足鹿覚書簡 足鹿覚 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（24）日

墨書 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 29 飛鳥田一雄書簡 飛鳥田一雄 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（14）日

ペン 1通 当選祈念 年月日は消印より採った

4094 14 新井延助書簡 新井延助 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月25
日

ペン 1通 当選祝辞 年は消印より採った

4084 25 新谷安太郎書簡 新谷安太郎 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月25
日

ペン 1通 当選祝い 年は消印より採った

4083 35 飯田清太書簡 飯田清太 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月23
日

墨書 1通 当選祝い
年は消印より採った　肩書きは、飯田清太（鉄道工業株
式会社）

4094 83 五十嵐冷堂書簡 五十嵐冷堂 浅沼稲次郎 昭和（33）年6月1
日

墨書 1通 選挙結果を喜ぶ内容 年は消印より採った

4064 3 石井信男書簡 石井信男 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通
「祝御当選　人間機関車ヌマサンガンバ
レ！！」　6項目(略)について今後も大いに
頑張ってください　秋田の選挙感想

前後の資料より、第28回衆議院議員選挙の際の書簡と
推定　肩書きは石井信男（秋田県山本郡藤里村立米田
小学校大野岱分校主任(24才))

4083 9 石島三郎書簡 石島三郎 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月23
日

墨書 1通 当選祝い 年は消印より採った

4094 86 石橋政嗣書簡 石橋政嗣 浅沼稲次郎
昭和（33）年5月19
日

ペン 1通 当選祈念 年は消印より採った

4084 14 板川正吾書簡 板川正吾 浅沼稲次郎 昭和33年5月23日 活版 1通
衆議院選挙当選につき、支援に対する礼
状

1958年5月衆議院
議員選挙　市町
村別候補者別得
票表

肩書きは、板川正吾（衆議院議員）

4084 28 伊藤俊一書簡 伊藤俊一 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月24
日

ペン 1通 当選祝い 年は消印より採った

4094 36 伊藤吉春書簡 伊藤吉春 浅沼稲次郎
昭和（33）年5月23
日

ペン 1通 当選祝辞 年は消印より採った

4084 15 稲葉修書簡 稲葉修 浅沼稲次郎
昭和(33)年6月10
日

謄写 1通
衆議院選挙当選につき、支援に対する礼
状

肩書きは、稲葉修（衆議院議員）

4094 26 今里勝雄書簡 今里勝雄 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（25）日

ペン 1通 当選祈念 年月日は消印より採った

4094 34 岩瀬英一郎・能勢昌雄書簡 岩瀬英一郎・能勢昌雄 浅沼稲次郎 昭和33年5月24日
活版・
ペン

1通 当選祝辞

4094 79 内田道人書簡 内田道人 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（17）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 52 内海勝之助書簡 内海勝之助 浅沼稲次郎 昭和33年5月25日 ペン 1通 当選祝辞

4083 32 梅森幾美書簡 梅森幾美 浅沼稲次郎 昭和33年5月23日 謄写 1通
当選祝い　社会保障の拡充を力強く公約し
たことに感謝　こどもの幸福、保育所、保
母待遇改善のための努力期待

肩書きは、梅森幾美（全国社会協議福祉会保育部会保
母の会、東京都社会福祉協議会保育部保母の会　委員
長）

4094 91 占部秀男書簡 占部秀男 浅沼稲次郎
昭和33年4月（22）
日

活版・
ペン

1通 来るべき選挙における奮闘を期待 日付は消印より採った

4094 74 大曽根誠書簡 大曽根誠 浅沼稲次郎 昭和33年5月23日 墨書 1通 当選祝辞

4083 28 大塚瀞書簡 大塚瀞 浅沼稲次郎
昭和(33)年(5)月
(18)日

墨書 1通 〔封筒のみ〕
封筒のみ　肩書きは、大塚瀞（愛泉会後援会）　年月日は
消印より採った

4083 7 大濱信泉書簡 大濱信泉 浅沼稲次郎 昭和33年5月24日 墨書 1通 当選祝い 肩書きは、大濱信泉（早稲田大学校友会）

1.2.9.第28回衆議院議員選挙(1958年5月22日）



浅沼稲次郎関係文書　その2　書簡の部　目録

79

番号
枝番
号

標題 作成者 宛先 年月日 用紙 型式
数
量

内容 付 備考

4094 24 岡安彦三郎書簡 岡安彦三郎 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月25
日

ペン・
活版

1通 当選祝辞 年は消印より採った

4094 10 萩野芳夫・岩谷克孝書簡 萩野芳夫・岩谷克孝 浅沼稲次郎
昭和（33）年（6）月
（11）日

謄写 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 62 奥野しげる書簡 奥野しげる 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（28）日

ペン 1通 選挙戦略に対する意見 年月日は消印より採った

4083 24 小田清一書簡 小田清一 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（24）日

墨書 1通 当選祝い
肩書きは、小田清一（東京都港区長）　年月日は消印より
採った

4084 10 小野孝行書簡 小野孝行 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（28）日

墨書 1通 当選祝い 年月日は消印より採った

4084 29 笠原慶蔵書簡 笠原慶蔵書簡 浅沼稲次郎 昭和33年5月27日
活版・
墨書

1通 当選祝い
肩書きは、笠原慶蔵（全国信用金庫協会常任理事、東京
都信用金庫協会顧問、東京都栄信用金庫理事長）

4094 76 柏崎恭書簡 柏崎恭 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（27）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 28 春日山静雄書簡 春日山静雄 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（31）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 77 片山哲書簡 片山哲 浅沼稲次郎
昭和(33)年(5)月
(30)日

活版・
ペン

1通 選挙支援への礼状 年月日は消印より採った

4084 43 桂皋書簡 桂皋 浅沼稲次郎 昭和33年5月24日 活版 1通 当選祝い 肩書きは、桂皋（財団法人桂労働関係研究所）

4094 65 加藤勘十書簡 加藤勘十 浅沼稲次郎
昭和33年5月(31)
日

活版・
ペン

1通 選挙支援への礼状 日付は消印より採った

4094 30 加藤清二書簡 加藤清二 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（13）日

墨書 1通 当選祈念 年月日は消印より採った

4094 66 神近市子書簡 神近市子 浅沼稲次郎
昭和（33）年（6）月
（4）日

活版・
ペン

1通 選挙支援への礼状 年月日は消印より採った

4094 42 神山政良書簡 神山政良 浅沼稲次郎
昭和（33）年5月26
日

墨書 1通 当選祝辞 年は消印より採った

4083 8 亀山書簡 亀山 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する激励 「創運社」封筒　年月日は消印より採った

4084 5 茅野真好書簡 茅野真好 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月30
日

ペン 1通
衆議院選挙における自らの落選対する所
感

年は消印より採った

4094 73 河上丈太郎書簡 河上丈太郎 浅沼稲次郎
昭和33年（6）月
（11）日

活版・
ペン

1通 当選祝辞 月日は消印より採った

4094 53 川上嘉書簡 川上嘉 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（24）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4084 20 川口長太郎書簡 川口長太郎 浅沼稲次郎 昭和33年5月25日
川口水産
科学試験
室罫紙

ペン 1通
当選祝い　今回の選挙に対する反省として
は、速やかに旧右派の線にそって国民政
党になることが必要

4094 39 川崎覚利書簡 川崎覚利 浅沼稲次郎
昭和33年5月（27）
日

ペン 1通 当選祝辞 日付は消印より採った

4094 45 川村秀文書簡 川村秀文 浅沼稲次郎
昭和（33）年5月26
日

ペン 1通 当選祝辞 年は消印より採った

4094 72 清実節子書簡 清実節子 浅沼稲次郎 昭和33年5月30日 ペン 1通 当選礼状への返信　東京五区の選挙状況

4083 14 国方好市書簡 国方好市 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月26
日

ペン 1通

選挙に対する反省、分析　「告示早々の御
来援を賜り感謝の外ありません　御期待に
応え得ず誠に申し訳ありません」　「農村に
確乎たる基盤を築いたことはせめても取
柄」　（社会党内での）「味方の切り崩し之
れが局長のとるべき責任ある態度であって
よいでありましょうや」　「保守の攻撃に日
常の宣伝戦に活動が必要」　「ストライキに
対する農村の反感も見逃し得ません」

年は消印より採った

4083 12 久保善吉書簡 久保善吉 浅沼稲次郎 昭和33年5月24日 ペン 1通

和歌山県第一区の衆議院議員選挙分析
自民党が支部を次々と設置し、土地の有
力者を入党させるのに対し、社会党は日教
組が「勤務評定なんかでおそれおののい
ている」　社会党も選挙運動の組織化が必
要

肩書きは、久保善吉（建設業、自由労働連合会長）
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4084 32 熊本与市書簡 熊本与市 浅沼稲次郎 昭和33年5月26日
熊本鉄工
所罫紙

ペン 1通 当選祝い 封筒に日本社会新聞社福岡支局の押印あり

4094 47 倉田甚作書簡 倉田甚作 浅沼稲次郎
昭和(33)年（5）月
25日

墨書 1通 当選祝辞 年月は消印より採った

4084 30 栗須喜一郎書簡 栗須喜一郎 浅沼稲次郎 昭和33年5月25日 墨書 1通 当選祝い

4084 40 小泉宏平書簡 小泉宏平 浅沼稲次郎
昭和(33)年(5)月
(26)日

活版・
ペン

1通 御祝詞
肩書きは、小泉宏平（国際懇話会専務理事事務局長）
年月日は消印より採った

4094 6 河和金作書簡 河和金作 浅沼稲次郎 昭和33年5月23日 ペン 1通 当選祝辞
4094 16 古賀利八書簡 古賀利八 浅沼稲次郎 昭和33年4月26日 ペン 1通 当選祈念

4094 4 小島長助書簡 小島長助 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（24）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 31 小平忠書簡 小平忠 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（12）日

墨書 1通 当選祈念 年月日は消印より採った

4094 90 小谷節夫書簡 小谷節夫 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（24）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4083 25 小西一史書簡 小西一史 浅沼稲次郎 昭和33年5月23日 ペン 1通 当選祝い

4094 37 小林忠書簡 小林忠 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（28）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4084 34 小林正美書簡 小林正美 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月24
日

墨書 1通 選挙当選報告　支援に対する感謝 年は消印より採った

4094 88 小山博史書簡 小山博史 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（27）日

ぺン・
墨書

1通 当選祝辞　選挙結果への不満 年月日は消印より採った

4084 9 近藤英治書簡 近藤英治 浅沼稲次郎 昭和33年5月26日 ペン 1通

衆議院議員総選挙結果残念　浅沼稲次郎
は人間機関車では駄目で人間ロケットにな
るべきだ　農林漁民中小商工業の組織を
作らねば自民党には勝てない

4094 55 近藤信一書簡 近藤信一 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（24）日

墨書 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 93 近藤武夫書簡 近藤武夫 浅沼稲次郎
昭和（33）年5月10
日

ペン・
鉛筆

1通 選挙戦の状況 年は消印より採った

4231 斉藤隆明書簡 斉藤隆明 浅沼稲次郎 昭和33年5月23日 ペン 1通
銀座東京テーラーより衆院選当選祝いと、
初夏のオーダーの会の案内

4094 32 坂井耕吉書簡 坂井耕吉 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月29
日

ペン 1通 当選祝辞 年は消印より採った

4084 18 坂本昭書簡 坂本昭 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月25
日

ペン 1通
四国における衆議院議員選挙結果に対す
る情勢補足

肩書きは、坂本昭（高知・参議院議員）

4094 35 笹口晃書簡 笹口晃 浅沼稲次郎
昭和33年5月（26）
日

墨書 1通 当選祝辞 年は消印より採った

4094 84 笹沼七郎書簡 笹沼七郎 浅沼稲次郎
昭和（33）年（6）月
（1）日

ペン 1通 選挙での健闘感謝 年月日は消印より採った

4083 13 佐藤清吉書簡 佐藤清吉 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月25
日

ペン 1通

選挙活動実況報告　「此んなにやっても川
俣を落してしまった実に残念な事でした
今後農村の下部組織に重点を置き日常闘
争なりやり直さんことには左ハに押まくられ
ますよ」

年は消印より採った

4083 10 佐藤暢夫・小野俊治書簡 佐藤暢夫・小野俊治 浅沼稲次郎 年月日不明
墨書・
鉛筆

1通 陣中見舞
前後の資料より、第28回衆議院議員選挙の際の書簡と
推定　肩書きは佐藤暢夫（全国電気機器生産協同組合
理事長）、小野俊治（佐藤無線株式会社社内）

4082 15 里見高治書簡 里見高治 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月27
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の当選を祝辞　次の知事選は
必ず革新、社会党に

年は消印より採った

4094 51 寒川治夫書簡 寒川治夫 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（27）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4083 34 志賀達雄書簡 志賀達雄 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月24
日

ペン 1通 当選祝い
年は消印より採った　肩書きは、志賀達雄（東京都本所
保健所長、千葉大学医学部講師、医学博士）　名刺にメ
モ書き

4084 24 品川司書簡 品川司 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（28）日

墨書 1通 当選祝い 世論新聞社封筒　年月日は消印より採った

4094 94 島田一徳書簡 島田一徳 浅沼稲次郎
昭和（33）年（4）月
（29）日

ペン 1通 選挙における「援護射撃」の打診 年月日は消印より採った
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4094 85 清水三郎書簡 清水三郎 浅沼稲次郎
昭和（33）年（6）月
（1）日

ペン 1通
選挙祝辞　「我々旧大衆党系の人々は北
條秀一氏を支援」

年月日は消印より採った

4094 89 四宮政吉書簡 四宮政吉 浅沼稲次郎
昭和（33）年（1）月
（14）日

ペン 1通
来るべき選挙への社会党立候補者数は増
加させるべきだとする内容

年月日は消印より採った

4094 23 常前清子書簡 常前清子 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（28）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 80 杉田正次書簡 杉田正次 浅沼稲次郎 昭和33年6月16日 ペン 1通 当選祝辞

4083 18 杉道助書簡 杉道助 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月23
日

墨書 1通 当選祝い
年は消印より採った　肩書きは、杉道助（大阪商工会議
所会頭）

4084 4 （鈴木東民）書簡 （鈴木東民） 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月26
日

ペン 1通
岩手における衆議院議員選挙立候補者公
認方針に関する社会党本部批判

年月日は消印より採った　封筒に釜石市役所市長室とあ
り、本文中の差出人名は”Suzuki"となっていた　当時の
釜石市長は鈴木東民であるため、そこから差出人を推定
した

4094 87 鈴木文三書簡 鈴木文三 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（27）日

ペン 1通

「東京に知識階級が多いから東京都で社
会党の票が延びた」という選挙結果分析
は、東京以外の者は無智だといっているよ
うに思え、呆然

年月日は消印より採った

4084 16 鈴木康之書簡 鈴木康之 浅沼稲次郎 昭和33年6月1日 ペン 1通 浅沼稲次郎の選挙後の挨拶に対する返礼

4084 1 〔名刺〕 曽田作 浅沼稲次郎 年月日不明
ペン・
活版

1枚 [名刺のみ]当選祝い
前後の資料より、第28回衆議院議員選挙の際の書簡と
推定　肩書きは、曽田作（澤山汽船株式会社東京支店）
名刺に当選祝いのメッセージあり

4094 71 高崎守雄書簡 高崎守雄 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（27）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4083 29 高田東大書簡 高田東大 浅沼稲次郎 昭和33年5月20日 墨書 1通 選挙結果予想（易によるもの）

4084 21 高橋数馬書簡 高橋数馬 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月30
日

ペン 1通
当選祝い　同志である社会党候補の運動
員の悪質行為があった　社会党の議席が
伸びなかったことは残念

年は消印より採った

4094 48 田中広太郎書簡 田中広太郎 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（26）日

墨書 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4084 11 玉盛栄人書簡 玉盛栄人 浅沼稲次郎 昭和33年5月16日
国民保健
会罫紙

ペン 1通
衆議院議員総選挙も終盤　〔国民保健〕会
を上げて協力

4094 75 丹羽寒月書簡 丹羽寒月 浅沼稲次郎 昭和33年5月24日 ペン 1通 当選祝辞

4083 31 塚田十一郎・加藤信一書簡 塚田十一郎・加藤信一 浅沼稲次郎 昭和33年6月23日 墨書 1通

「全国計理士会連合会は当業界に御理解
の深い先生を御推薦の上、当選を帰して
全組織を挙げて強力に御支援申し上げま
したが、本日御当選の朗報に接し思わず
万歳を叫んだ次第」　「公認会計士法の改
正は業界宿念の目標」

肩書きは、塚田十一郎（全国計理士会連合会会長）、加
藤信一（全国計理士連合会法律改正実行委員会委員
長）

4083 21 土屋保造書簡 土屋保造 浅沼稲次郎 昭和33年5月24日 墨書 1通 当選祝い

4084 33 堤ツルヨ書簡 堤ツルヨ 浅沼稲次郎 昭和33年5月24日
謄写・
墨書

1通 選挙当選報告　支援に対する感謝

4094 78 天満芳太郎書簡 天満芳太郎 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（26）日

墨書 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 61 東京都患者同盟事務局書簡 東京都患者同盟事務局 浅沼稲次郎 昭和33年5月25日 ペン 1通 当選祝辞

4094 17 外崎千代吉書簡 外崎千代吉 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（26）日

ペン・
墨書

1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 9 富家一書簡 富家一 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月24
日

ペン 1通 落選の挨拶 年は消印より採った

4083 17 友成四郎書簡 友成四郎 浅沼稲次郎 昭和33年5月24日 墨書 1通 当選祝い

4094 58 中井徳次郎書簡 中井徳次郎 浅沼稲次郎 昭和33年5月27日
活版・
ペン

1通 選挙支援への礼状

4083 22 中神缶卿書簡 中神缶卿 浅沼稲次郎 昭和33年5月23日 墨書 1通 当選祝い

4094 25 中川源一郎書簡 中川源一郎 浅沼稲次郎 昭和33年5月1日
ペン・
活版

1通 選挙挨拶

4083 5 中川末吉書簡 中川末吉 浅沼稲次郎 昭和33年5月26日 墨書 1通 当選祝い 肩書きは、中川末吉（永楽倶楽部会長）

4094 12 中澤茂一書簡 中澤茂一 浅沼稲次郎
昭和（33）年5月20
日

墨書 1通 当選祝辞 年は消印より採った
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4083 30 中条常七書簡 中条常室 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月24
日

墨書 1通 当選祝い 年は消印より採った

4094 13 中田嘉壽太書簡 中田嘉壽太 浅沼稲次郎
昭和（33）年（6）月
（14）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 8 成瀬幡治書簡 成瀬幡治 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（26）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 57 南甫園書簡 南甫園 浅沼稲次郎
昭和33年5月（26）
日

活版・
ペン

1通 当選祝辞 日付は消印より採った

4094 18 西澤哲四郎書簡 西澤哲四郎 浅沼稲次郎 昭和33年5月28日
ペン・
墨書

1通 当選祝辞

4084 6 西山一男書簡 西山一男 浅沼稲次郎 昭和33年5月26日 活版 1通
日本社会党公認、県労協推薦候補として
武藤武雄を擁立し、二位当選　常磐労
組々合員を代表して厚く御礼

肩書きは、西山一男（常磐炭鉱労働組合組合長）

4094 22 野口保元書簡 野口保元 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（28）日

墨書 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 7 萩原正男書簡 萩原正男 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（15）日

ペン 1通
今度の選挙の論点が小選挙区制と憲法問
題である事を選挙民に呼びかけて欲しい

年月日は消印より採った

4094 21 麦日広告社書簡 麦日広告社 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（28）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 40 橋口長一書簡 橋口長一 浅沼稲次郎
昭和（33）年5月23
日

ペン 1通 当選祝辞 年は消印より採った

4094 92 鳩山一郎書簡 鳩山一郎 浅沼稲次郎
昭和33年6月（12）
日

活版・
墨書

1通 当選祝辞に対する返礼 日付は消印より採った

4094 63 花村一男書簡 花村一男 浅沼稲次郎
昭和（33）年（4）月
（25）日

ペン 1通
来るべき総選挙における社会党の多数獲
得を期待する内容

年月日は消印より採った

4094 3 原広吉書簡 原広吉 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（23）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 95 原田貞子書簡 原田貞子
鈴木茂三郎・
浅沼稲次郎

昭和（33）年（5）月
（24）日

ペン 1通 当選祝辞　北條秀一の当選を喜ぶ 年月日は消印より採った

4083 20 原田真雄書簡 原田真雄 浅沼稲次郎 昭和33年5月23日
謄写・
墨書

1通 当選祝い
肩書きは、原田真雄（東京都公営住宅自治会連合委員
長）　「全国公営住宅連絡協議会」封筒

4084 27 原田政治書簡 原田政治 浅沼稲次郎
昭和(33)年(5)月
(26)日

ペン 1通 当選祝い 年月日は消印より採った

4084 38 春見一夫書簡 春見一夫 浅沼稲次郎 昭和(33)年5月1日 墨書 1通
「必勝を期し御健闘を切に御祈り申し上げ
ます」

現金書留封筒　年は消印より採った

4083 33 東沢万平書簡 東沢万平 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月23
日

墨書 1通 当選祝い 年は消印より採った

4083 23 平井国良郎書簡 平井国良郎 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月25
日

墨書 1通
「山口県は一人減りまして一寸淋しくなりま
した　全国の伸びを考へてせめての慰めと
しましょう　…」

「ひらゐ印刷所」封筒　年は消印より採った

4084 42 平田敬一郎書簡 平田敬一郎 浅沼稲次郎
昭和(33)年(5)月
(24)日

ペン 1通 当選祝い
肩書きは、平田敬一郎（日本開発銀行副総裁）　名刺にメ
モ

4094 81 平野敏明書簡 平野敏明 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（29）日

ペン 1通 選挙後の慰労 年月日は消印より採った

4084 8 藤生安太郎書簡 藤生安太郎 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（18）日

墨書 1通 当選祝い 年月日は消印より採った

4094 70 藤原道子書簡 藤原道子 浅沼稲次郎
昭和（33）年（6）月
（11）日

活版・
ペン

1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 82 武堂史郎書簡 武堂史郎 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（5）日

ペン 1通 衆議院選挙にて革新政党の進出を祈念 年月日は消印より採った

4094 11 前田栄之助書簡 前田栄之助 浅沼稲次郎
昭和33年5月(29）
日

活版・
ペン

1通 落選の挨拶 日付は消印より採った

4084 36 前田賢次書簡 前田賢次 浅沼稲次郎 昭和33年5月30日 墨書 1通 当選祝い

4083 6 松岡源之真書簡 松岡源之真 浅沼稲次郎 昭和33年5月25日 墨書 1通 当選祝い
〔名刺〕松岡源之
真

肩書きは、松岡源之真（大日本不動産株式が支社）

4084 19 松沢隼人書簡 松沢隼人 浅沼稲次郎 昭和33年5月17日 謄写 1通 選挙運動の経過報告 肩書きは、松沢隼人（全国中小企業振興会会長）
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4094 20 松澤隼人書簡 松澤隼人 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（26）日

墨書 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 69 松前重義書簡 松前重義 浅沼稲次郎
昭和（33）年（6）月
（11）日

活版・
ペン

1通 選挙支援、祝辞への礼状 年月日は消印より採った

4094 15 水尾又五良書簡 水尾又五良 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（20）日

ペン 1通 当選祈念 年月日は消印より採った

4094 5 水尾又五良書簡 水尾又五良 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（24）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4083 26 水尾又五良書簡 水尾又五良 浅沼稲次郎
昭和33年5月（19）
日

墨書・
ペン

1通 選挙に対する檄文
肩書きは、水尾又五良（全日本社会党武生支部長、県連
事務局長）　揮毫は「勝」の一字　日付は消印より採った

4094 50 水田健之輔書簡 水田健之輔 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（27）日

墨書 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 56 水谷長三郎書簡 水谷長三郎 浅沼稲次郎
昭和33年（6）月
（4）日

活版・
ペン

1通 選挙支援への礼状 月日は消印より採った

4084 37 水野成夫書簡 水野成夫 浅沼稲次郎
昭和33年5月(30)
日

活版・
墨書

1通 当選祝い 株式会社文化放送封筒　日付は消印より採った

4094 46 道山虎夫書簡 道山虎夫 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（26）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 43 南沢銀次書簡 南沢銀次 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（26）日

ペン 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4094 19 宮内イネ書簡 宮内イネ 浅沼稲次郎
昭和（33）年5月28
日

ペン 1通 当選祝辞 年は消印より採った

4084 23 三宅俊行書簡 三宅俊行 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月28
日

ペン 1通

当選祝い　「今日の日本の危機打開には
社会党、総評、日教組等が国民から愛さ
れ、そして革新の実を上げて頂くようと切に
お祈り申して居ります」

〔書類切抜〕岸総
理大臣への公開
状

年は消印より採った

4094 27 宮本義雄書簡 宮本義雄 浅沼稲次郎
昭和（33）年（4）月
（27）日

ペン 1通 選挙民としての選挙前の要望 年月日は消印より採った

4094 1 本位田準一書簡 本位田準一 浅沼稲次郎
昭和33年5月（28）
日

墨書 1通 当選祝辞 日付は消印より採った

4084 41 本山茂書簡 本山茂 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（21）日

ペン 1通 選挙直前の挨拶
本山茂の脇に「旧姓　西」とあり　年月日は消印より採っ
た

4083 19 森富太書簡 森富太 浅沼稲次郎 昭和33年5月24日

東京不動
産市場罫
紙
東京不動
産市場封

ペン 1通 当選祝い

4094 38 安岡義隆書簡 安岡義隆 浅沼稲次郎
昭和（33）年5月30
日

墨書 1通 当選祝辞 年は消印より採った

4084 17 柳川久雄・佐々木時造書簡 柳川久雄・佐々木時造 浅沼稲次郎 昭和33年5月24日
活版・
墨書

1通

当選祝い　「引揚関連の完全処理、在外財
産補償の迅速適正な解決、北方地域の特
殊的扱い及び南樺太の最終的日本帰属
等につき国策的民族的に我等の宿願成就
に格別な御指導御支援を拝したく」

肩書きは、柳川久雄（社団法人全国樺太連盟会長）
佐々木時造（南樺太返還期成同盟）

4084 35 山川宗清書簡 山川宗清 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月23
日

ペン 1通
当選祝い　順番申込加入電話権利復活の
件再御願

4083 15 山岸弥三郎書簡 山岸弥三郎
浅沼候補選挙
事務所

昭和(33)年5月21
日

ペン 1通
「戦況は各地区共に我社会党に有利に進
展しつゝあり」　陣中見舞

陣中御見舞
「陣中御見舞」の宛先は「日本社会党本部気付　浅沼稲
次郎委員長　全国立候補者殿」　年は消印より採った

4094 41 山口孝吉書簡 山口孝吉 浅沼稲次郎
昭和（33）年3月18
日

ペン 1通
今度行はれる選挙こそ正い人々のもので
ある事を祈りつゝ

年は消印より採った

4094 44 山崎宗太郎書簡 山崎宗太郎 浅沼稲次郎 昭和33年5月24日 墨書 1通 当選祝辞

4094 33 山下栄二書簡 山下栄二 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（13）日

墨書 1通 当選祝辞 年月日は消印より採った

4084 22 山田寿一書簡 山田寿一 浅沼稲次郎 昭和33年5月27日 ペン 1通
社会党の不振の理由4点　今後の選挙対
策9点

4094 60 山田修道書簡 山田修道 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 当選祝辞
前後の資料より、第28回衆議院議員選挙の際の書簡と
推定

4094 96 山本幸一書簡 山本幸一 浅沼稲次郎
昭和（33）年5月28
日

謄写・
ペン

1通 当選祝辞 年は消印より採った
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4083 11 横田英男書簡 横田英男 浅沼稲次郎 昭和33年4月29日 ペン 1通

「愈々総選挙になりましたね　岸戦犯で刑
務所で三年何ヶ月復役して前科のある者
を主相と云ふ国民の上になる事は国民は
悦びません」

4094 64 吉田誠明書簡 吉田誠明 浅沼稲次郎 昭和33年5月16日 ペン 1通 選挙前激励

4094 54 吉田法晴書簡 吉田法晴 浅沼稲次郎 昭和33年5月23日
謄写・
ペン

1通 当選祝辞

4084 44 吉田實書簡 吉田實 浅沼稲次郎 昭和33年5月26日 活版 1通 当選祝い 肩書きは、吉田實（富山県知事）

4083 16 蝋山政道・福田武書簡 蝋山政道・福田武 浅沼稲次郎 昭和33年5月24日
謄写・
ペン

1通

当選祝い　「国政ご参画ご活躍の上は、わ
たくしども勤労者の文化水準向上のため一
段のお力添えをいたゞきたく、切望してや
みません」

肩書きは、蝋山政道（全国勤労者文化協会顧問）、福田
武（全国勤労者文化協会事務局長）

4094 49 鷲尾弘準書簡 鷲尾弘準 浅沼稲次郎
昭和（33）年5月24
日

墨書 1通 当選祝辞 年は消印より採った

4083 27 渡辺功書簡 渡辺功 浅沼稲次郎 昭和33年5月21日 墨書 1通 当選祈願

4084 39 渡辺茂書簡 渡辺茂 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（24）日

活版・
墨書

1通 当選祝い 渡辺茂の名刺にメモ　年月日は消印より採った

4047 46 笠原寅吉書簡 笠原寅吉 浅沼稲次郎 昭和22年6月2日 ペン 1通 近況報告、書記長就任祝い 封筒差出人欄には「安達支部　笠原寅吉」とあり

4047 31 志田留蔵書簡 志田留蔵 浅沼稲次郎
昭和（22）年6月8
日

墨書 1通
書記長就任のお祝い　今月末上京、浅沼
を訪問

年は消印より採った

4048 5 藤野光弘書簡 藤野光弘 浅沼稲次郎 6月3日 ペン 1通
「社会党書記長として益々御健闘を念願い
たします」

差出人欄に「興亜農館　藤野光弘」とあり　前後の資料か
ら、昭和22年6月の書記長代理就任時に送られた書簡と
推測した

2235 足達一男書簡 足達一男 浅沼稲次郎 （6）月 ペン 1通 書記長就任祝い 月は消印より採った

4039 5 皆川古山書簡 皆川古山 浅沼稲次郎 9月2日 墨書 1通 書記長就任祝いに軸物を進呈したい
前後の資料が昭和22年の書簡であるため、昭和22年の
書記長就任に際の書簡と推定

2212 山花秀雄書簡 山花秀雄 浅沼稲次郎
昭和（22）年（6）月
（9）日

墨書 1枚 大山先生の件、貴男の書記長就任好都合 年月日は消印より採った

4096 3 青野武一書簡 青野武一 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（30）日

ペン 1通 書記長の重責に対して努力、奮闘を乞う 年月日は消印より採った

4059 15 浅沼元春書簡 浅沼元春 浅沼稲次郎
昭和（23）年（2）月
（6）日

ペン 1通 書記長就任祝い 年月日は消印より採った

4093 38 浅沼守男書簡 浅沼守男 浅沼稲次郎 昭和23年1月28日 ペン 1通 書記長当選祝い 守男は稲次郎の甥

4093 34 浅沼芳廣書簡 浅沼芳廣 浅沼稲次郎
昭和(23)年1月22
日

墨書 1通 書記長当選祝い 年は消印より採った

4093 28 阿部吉夫書簡 阿部吉夫 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（26）日

ペン 1通 書記長当選祝い 年月日は消印より採った

4059 11 池田豊耕書簡 池田豊耕 浅沼稲次郎
昭和（23）年2月5
日

ペン 1通
書記長就任祝い、政情および社会党運営
に対する意見

年は消印より採った　San Meteoからのエアメール

4093 33 瓜生堪作書簡 瓜生堪作 浅沼稲次郎 昭和23年1月21日 ペン 1通 書記長当選祝い 年は消印より採った

4093 29 江口信順書簡 江口信順 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（20）日

ペン 1通 書記長当選祝い
肩書きは、江口信順（日本社会党社会支部宗教対策部）
郵便料金から年を推定した上で、年月日は消印より採っ
た

4059 17 清沢俊英 清沢俊英 浅沼稲次郎
昭和（23）年（2）月
（9）日

墨書 1通
浅沼の書記長就任に際し、自由党との関
係について意見

4059 8 小宮山喜代嘉書簡 小宮山喜代嘉 浅沼稲次郎 昭和23年2月1日 鉛筆 1通 書記長就任のお祝い
4092 5 山東誠三郎書簡 山東誠三郎 浅沼稲次郎 昭和23年1月20日 ペン 1通 書記長就任祝い 「FLOWER SELLERS」と題された絵葉書
4093 32 信藤寛書簡 信藤寛 浅沼稲次郎 昭和23年1月21日 ペン 1通 書記長当選祝い

4093 30 〔書記長当選祝賀電報一括〕 タシロ他17名 浅沼稲次郎
昭和23年1月20日
から同23日

電報 18通 書記長当選祝い

4093 31 筒井義也書簡 筒井義也 浅沼稲次郎
昭和（23）年1月21
日

ペン 1通 書記長当選祝い 年は内容から推定

4093 27 廣瀬久太郎書簡 廣瀬久太郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（20）日

ペン 1通
書記長当選祝い　「宗教省新設して国民の
魂の革新」

年月日は消印より採った

1.3.日本社会党書記長就任関係

1.3.1.1947年6月（書記長代理）

1.3.2.1948年1月
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4143 26 足達一男書簡 足達一男 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（6）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4143 2 新井延劭書簡 新井延劭 浅沼稲次郎
昭和（25）年4月5
日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 「書記長」就任から年代推定

4143 34 五十嵐直作書簡 五十嵐直作 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（12）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4144 11 石井幹彦書簡 石井幹彦 浅沼稲次郎 昭和(25)年4月9日 ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年は消印より採った

4143 16 市川恒三書簡 市川恒三 浅沼稲次郎 昭和25年4月5日 ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意

4142 9 伊藤繁人書簡 伊藤繁人 浅沼稲次郎
昭和（25）年4月5
日

ペン 1通 書記長当選を祝す
肩書きは、伊藤繁人(全国農地委員会職員労働組合中央
執行委員山口県支部執行委員長)　年代は書記長当選
及び所蔵者分類より推定

4143 14 岩城行吾郎書簡 岩城行吾郎 浅沼稲次郎 昭和25年4月5日 ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意

4143 22 榎本為蔵書簡 榎本為蔵 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4143 17 大橋初太郎書簡 大橋初太郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年4月8
日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4144 12 金野七左衛門書簡 金野七左衛門 浅沼稲次郎 昭和(25)年4月8日 墨書 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 〔短歌〕〓 年は消印より採った

4143 3 上平正治書簡 上平正治 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（7）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4144 9 川俣清香書簡 川俣清香 浅沼稲次郎 昭和25年4月9日 タイプ 1通
党の新たな出発に際して激励、電話番号
変更通知

4143 20 川崎栄允書簡 川崎栄允 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（7）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4143 27 川島慶三書簡 川島慶三 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（6）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4143 23 菊地末書簡 菊地末 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（6）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4143 7 小柴正七書簡 小柴正七 浅沼稲次郎
昭和（25）年（〔4〕）
月（5）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年は書記長就任時期及び消印より採った

4143 31 佐伯健書簡 佐伯健 浅沼稲次郎
昭和（25）年4月18
日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年は消印より採った

4143 6 坂下治郎書簡 坂下治郎 浅沼稲次郎 昭和25年4月17日 ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意

4144 7 櫻井貞男書簡 櫻井貞男 浅沼稲次郎 昭和(25)年4月8日 墨書 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 月日は消印より採った

4143 13 佐々木泰助書簡 佐々木泰助 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（6）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4143 15 重井麻治書簡 重井廉治 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（6）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4143 32 柴崎留太郎書簡 柴崎留太郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（6）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4143 1 柴田定一郎書簡 柴田定一郎 浅沼稲次郎 昭和（25）年4月5
日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 「書記長」就任から年代推定

4143 29 竹崎芳馬書簡 竹崎芳馬 浅沼稲次郎 昭和25年4月5日 墨書 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意

4143 24 玉田定吉書簡 玉田定吉 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（11）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4143 10 土屋保造書簡 土屋保造 浅沼稲次郎 昭和25年4月5日 ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 肩書きは、土屋保造(埼玉県高坂郵便局)

4144 8 トリス電報 トリス 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（8）日

タイプ 1通 慶賀に堪えぬ　自愛を祈る 年月日は消印より採った

4143 12 中村匡太郎書簡 中村匡太郎 浅沼稲次郎 昭和（25）年（4）月 ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意

1.3.3.1950年4月
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4143 28 橋詰富士雄書簡 橋詰富士雄 浅沼稲次郎 昭和25年4月5日 ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意

4143 36 橋詰富士雄書簡 橋詰富士雄 浅沼稲次郎 昭和25年6月7日 墨書 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意

4143 30 原田恒夫書簡 原田恒夫 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（7）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4144 4 ヒラマツ電報 ヒラマツ 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（7）日

タイプ 1通 書記長当選を心から喜ぶ 年月日は消印より採った

4143 25 藤田浪蔵書簡 藤田浪蔵 浅沼稲次郎 昭和(25)年4月5日 墨書 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年は消印より採った

4144 1 藤野光弘書簡 藤野光弘 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（6）日

ペン 1通
浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意
富山県内の社会党の内部対立に関する情
報

肩書きは、藤野光弘(興亜農館)　月日は消印より採った
年代は「社会党書記長就任」から推定

4143 4 星長一郎書簡 星長一郎 浅沼稲次郎 昭和25年 墨書 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意
肩書きは、星長一郎(有限会社萩製作所代表社員)　前後
の資料から、昭和25年４月の書記長就任の際の書簡と
推定

4147 2 皆川古山書簡 皆川古山 浅沼稲次郎
昭和(25)年5月28
日

ペン 1通 浅沼の書記長就任に対する祝意 年は封筒の書き込みより採った

4142 8 宮田泰書簡 宮田泰 浅沼稲次郎 昭和（25）年4月5 ペン 1通 書記長当選を祝す 年は消印より採った

4143 35 村上正夫書簡 村上正夫 浅沼稲次郎
昭和（25）年5月3
日

墨書 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年は消印より採った

4143 8 村田嘉兵衛書簡 村田嘉兵衛 浅沼稲次郎 昭和25年4月8日 ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意

4143 9 山口菊郎書簡 山口菊郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4143 5 山畔政次郎書簡 山畔政次郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年4月6
日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年は消印より採った

4143 33 山崎道子書簡 山崎道子 浅沼稲次郎
昭和（25）年4月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年は消印より採った

4143 21 山田日出夫書簡 山田日出夫 浅沼稲次郎 昭和(25)年4月5日 ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年は消印より採った

4143 11 和田只一書簡 和田只一 浅沼稲次郎
昭和（25）年4月10
日

ペン 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意

4143 19 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎 昭和25年4月5日 墨書 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意

4143 18 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（14）日

墨書 1通 浅沼稲次郎の書記長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4115 3 浅沼保書簡 浅沼保 浅沼稲次郎
昭和（24）年（7）月
（6）日

ペン 1通 議員代表としての浅沼の渡米、健闘を祈る 年月日は消印より採った

4121 3 伊藤與一郎書簡 伊藤與一郎 浅沼稲次郎
昭和(24)年11月15
日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎の渡米に対しての激励 年は消印より採った

4127 7 R.Inoue書簡 R.Inoue 浅沼稲次郎 昭和26年1月20日 ペン 1通 米国視察状況及び帰国日程について R.Inoueは「井上良二」ヵ

4127 6 R.Inoue書簡 R.Inoue 浅沼稲次郎
昭和（26）年3月18
日

ペン 1通 米国視察状況及び帰国日程について 年は消印より採った　R.Inoueは「井上良二」ヵ

4139 21 梶本為蔵書簡 梶本為蔵 浅沼稲次郎
昭和（25）年（5）月
（4）日

ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶 年月日は消印より採った

4139 17 加藤卯之助書簡 加藤卯之助 浅沼稲次郎 昭和（25）年 ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶 年代は「亜米利加より無事帰国」より推定

4139 9 加藤弥七書簡 加藤弥七 浅沼稲次郎
昭和（25）年3月28
日

ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶 年は消印より採った

4139 2 金川文楽書簡 金川文楽 浅沼稲次郎
昭和（25）年（8）月
（16）日

ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶
肩書きは、金川文楽(芸術文化協会)　年月日は消印より
採った

4140 4 金野七左衛門書簡 金野七左衛門 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（15）日

墨書 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶 年月日は消印より採った

4139 27 川崎栄允書簡 川崎栄允 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（10）日

ペン 1通 浅沼の渡米に対する挨拶 年月日は消印より採った

1.4.米国視察（1950年1月～3月）関係
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枝番
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量
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4140 1 川端下電報 川端下 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（13）日

タイプ 1通 無事ご帰朝を祝す 年月日は消印より採った

4126 10 岸寛司書簡 岸寛司 浅沼稲次郎 昭和25年1月 ペン 1通
浅沼の渡米前に際し、１１日正午より社会
党控室にて歓送会を開催、その招待状

肩書きは、岸寛司(社会党都議団幹事長)　年月は内容
（浅沼稲次郎が議会制度調査のため渡米したのは昭和
25年1月）から採った

4139 23 小林寅次他4名書簡 小林寅次他4名 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（10）日

ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶
差出人は小林寅次、小林喜代治、小林由美、小林洋子、
小林英美　年月日は消印より採った

4126 46 小林秀太郎書簡 小林秀太郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年1月19
日

ペン 1通 浅沼渡米に対する激励
年は内容（浅沼稲次郎が議会制度調査のため渡米した
のは昭和25年）より採った

4139 18 進藤正雄書簡 進藤正雄 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（12）日

ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶
肩書きは、進藤正雄(日鉄鉱業株式会社北海道鉱業所診
療所)　年月日は消印より採った

4139 14 鈴木敏雄書簡 鈴木敏雄 浅沼稲次郎
昭和（25）年3月14
日

ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶 年代は「浅沼帰朝」の文字より推定

4139 24 高野源進書簡 高野源進 浅沼稲次郎
昭和（25）年5月10
日

ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶 年は消印より採った

4139 15 高橋邦光書簡 高橋邦光 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（17）日

ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶 年月日は消印より採った

4139 5 高橋民治書簡 高橋民治 浅沼稲次郎
昭和25年（3）月
（31）日

ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶 年は消印より採った

4139 7 土屋保造書簡 土屋保造 浅沼稲次郎
昭和（25）年3月14
日

墨書 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶
肩書きは、土屋保造(埼玉県高坂郵便局長)　年は消印よ
り採った

4140 6 テサノヵ電報 テサノヵ 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（15）日

タイプ 1通 安着を祝う
本文中に「アンチャクオイワフテサノ」とあり　年月日は消
印より採った

4139 13 都成穀一・都成とみる書簡 都成穀一・都成とみる 浅沼稲次郎 昭和25年3月15日 ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶

4125 5 西垣仙之助書簡 西垣仙之助 浅沼稲次郎 昭和25年1月4日 ペン 1通
渡米議員団出発前の浅沼稲次郎の挨拶
に対する返信

肩書きは、西垣仙之助(藤倉電線株式会社)

4139 1 能美正彦書簡 能美正彦 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（14）日

墨書 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶 年月日は消印より採った

4139 20 広田清書簡 広田清 浅沼稲次郎 昭和（25）年 ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶 年代は「無事ご帰朝を祝す」から推測

4140 2 星長一郎書簡 星長一郎 浅沼稲次郎 昭和25年3月13日 墨書 1通
「御苦労様でした　今後社会党の為め御尽
力願ふ」

肩書きは、星長一郎(株式会社萩工務店)

4139 4 丸野貫一書簡 丸野貫一 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（12）日

墨書 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶 年月日は消印より採った

4126 455 水上七雄書簡 水上七雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月3日 ペン 1通 渡米を祝します

4139 16 村上正夫書簡 村上正夫 浅沼稲次郎
昭和（25）年（3）月
（13）日

ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶 年月日は消印より採った

4139 3 村田嘉兵衛書簡 村田嘉兵衛 浅沼稲次郎 3月5日 ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶

4139 26 山中弥次郎書簡 山中弥次郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年1月5
日

ペン 1通 浅沼の渡米に対する挨拶 年は消印より採った

4139 8 吉田久義書簡 吉田久義 浅沼稲次郎
昭和（25）年（4）月
（5）日

ペン 1通 浅沼の米国視察からの帰還に対する挨拶 年月日は消印より採った

4123 11
JAPANESE DIET
DELEGATION

昭和25年1月 活版 1通 渡米議員団名簿 英文

4166 83 里見卓郎書簡 里見卓郎 浅沼稲次郎 昭和35年3月1日 タイプ 1通
保存血液智識普及運動週間に、日赤輸血
研究所にて供血を受けたことに対する礼
状

肩書きは、里見卓郎(日本血液銀行協会事務局長)

4163 59 糸川嘉雄書簡 糸川嘉雄 浅沼稲次郎 昭和35年3月3日 墨書 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意

4163 88 広田清書簡 広田清 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月20
日

ペン 1通
日本社会党委員長公選で浅沼を応援する
内容

年は消印より採った

4163 64 加藤栄書簡 加藤栄 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（21）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

1.5. 日本社会党委員長就任（1960年3月）関係
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4166 30 高垣善一書簡 高垣善一 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月22
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 62 Ｋ・Ｒ書簡 Ｋ・Ｒ 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（23）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意
差出人不明瞭、差出人名義は「KR」とあり　年月日は消
印より採った

4166 38 浅沼元春書簡 浅沼元春 浅沼稲次郎 昭和35年3月23日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4163 45 大山彦一書簡 大山彦一 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（24）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 78 重井康治書簡 重井康治 浅沼稲次郎 昭和35年3月24日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

肩書きは、重井康治(重井病院)

4166 4 田北佐平書簡 田北佐平 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月24
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 32 天満芽太郎書簡 天満芽太郎 浅沼稲次郎 昭和35年3月24日 墨書 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意

4166 1 浅沼宏行書簡 浅沼宏行 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4163 63 足達一男書簡 足達一男 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 74 足達一男書簡 足達一男 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（25）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 10 新井延劭書簡 新井延劭 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意

4163 25 石原秀夫書簡 石原秀夫 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（25）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意
肩書きは、石原秀夫(基督教信徒伝道団奉仕部畳工事一
式)　年月日は消印より採った

4166 36 板橋菊松書簡 板橋菊松 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月25
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 80 今福武雄書簡 今福武雄 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 肩書きは、今福武雄(東亜美術院)

4163 51 臼田恵格書簡 臼田恵格 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 墨書 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意

4163 43 内田耕造書簡 内田耕造 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（25）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 31 海野誠書簡 海野誠 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月25
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4163 35 海野亮書簡 海野亮 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月25
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4166 75 遠藤三郎書簡 遠藤三郎 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月25
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4166 7 遠藤正平書簡 遠藤正平 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月25
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4166 12 大池真書簡 大池真 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月25
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 5 大久保伝之輔書簡 大久保伝之輔 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
25日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月は消印より採った

4166 47 太田千鶴夫書簡 太田千鶴夫 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4163 52 大脇松太郎書簡 大脇松太郎 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 肩書きは、大脇松太郎(大脇松太郎法律事務所、弁護士)

4166 73 岡島仁子書簡 岡島仁子 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月25
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4166 49 柿沼無説書簡 柿沼無説 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

〔揮毫〕祝委員長
昇格

4163 16 金井陽助書簡 金井陽助 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（25）日

墨書 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 48 金野七右エ門書簡 金野七右エ門 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4166 33 神尾尊郷書簡 神尾尊郷 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月25
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 36 神山政良書簡 神山政良 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月25
日

墨書 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4166 64 菊地庸一書簡 菊地庸一 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月25
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 2 岸浪吉書簡 岸浪吉 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月25
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4163 77 北村頼二郎書簡 北村頼二郎 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 墨書 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意

4166 37 草刈学書簡 草刈学 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

〔名刺〕草刈学（2
点）

肩書きは、草刈学(東京都食肉環境衛生同業組合、理事
八丈島支部長、八丈島園芸共同組合員、八丈島ハワイ
園主)
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4163 76 桑原慶之助書簡 桑原慶之助 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月25
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4166 74 小林繁子書簡 小林繁子 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

肩書きは、小林繁子(元江東区議会事務局)

4166 69 小林直材書簡 小林直材 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月25
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 18 近本藤太郎書簡 近藤藤太郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（25）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 6 笹崎奥松書簡 笹崎奥松 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（25）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 肩書きは、笹崎奥松(中央便達社)

4163 70 指田吾一郎書簡 指田吾一郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月25
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意
肩書きは、指田吾一郎(指田病院医学博士)　年は消印よ
り採った

4166 3 塩島義雄書簡 塩島義雄 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月25
日

墨書 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4166 39 式場隆三郎書簡 式場隆三郎 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4166 5 新道虎雄書簡 新道虎雄 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月25
日

墨書 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 58 寿賀福峰書簡 寿賀福峰 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 墨書 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 71 鈴木一雄書簡 鈴木一雄 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日
日中貿易
促進会罫
紙

タイプ 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4163 73 鈴木敏雄書簡 鈴木敏雄 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月25
日

墨書 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4163 53 高田恒利書簡 高田恒利 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意

4163 30 竹村熊太郎書簡 竹村熊太郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（25）日

墨書 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 23 田尻三男書簡 田尻三男 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（25）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 45 立川平書簡 立川平 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4163 39 千葉匡書簡 千葉匡 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 墨書 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った
4163 61 長吉徹書簡 長吉徹 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意

4190 〔電報一括〕 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 タイプ 7通 社会党委員長選挙当選祝賀

4166 79 友成四郎書簡 友成四郎 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4163 17 中瀬直雄書簡 中瀬直雄 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（25）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 47 中田嘉寿太書簡 中田嘉寿太 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 65 中野進書簡 中野進 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4163 21 中村佐一書簡 中村佐一 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 49 根本儀作書簡 根本儀作 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月25
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 肩書きは、根本〓作(京橋亭)　年は消印より採った

4166 10 野村治男人書簡 野村治男人 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4163 37 橋口長一書簡 橋口長一 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月25
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意
肩書きは、橋口長一(上宮教会清瀬療園)　年は消印より
採った

4166 6 林石五郎書簡 林石五郎 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月25
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 60 伴宗次書簡 伴宗次 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（25）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 68 平山芳雄書簡 平山芳雄 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月25
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4166 53 穆林鳳書簡 穆林鳳 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

中国語

4166 77 松本賢一書簡 松本賢一 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

肩書きは、松本賢一(呉市長)

4163 57 丸山米次書簡 丸山米次 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 墨書 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意

4163 24 水谷奈美子書簡 水谷奈美子 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意
肩書きは、水谷奈美子(日本社会党愛知県支部連合会)
年月日は消印より採った

4163 42 箕浦信一書簡 箕浦信一 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月25
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った



浅沼稲次郎関係文書　その2　書簡の部　目録

90

番号
枝番
号

標題 作成者 宛先 年月日 用紙 型式
数
量

内容 付 備考

4166 26 向山友景書簡 向山友景 浅沼稲次郎
昭和(35)年(3)月
(25)日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年月日は消印より採った

4166 55 村上正夫書簡 村上正夫 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月25
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 75 山内逸造書簡 山内逸造 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（25）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 50 吉川大二郎書簡 吉川大二郎 浅沼稲次郎 昭和35年3月25日 タイプ 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

日本法曹政治連名封筒

4163 44 吉田正行書簡 吉田正行 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（25）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 63 相川伊兵衛書簡 相川伊兵衛 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月26
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年月は消印より採った

4163 67 安部文平書簡 安部文平 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月26
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4166 28 市原金宜書簡 市原金宜 浅沼稲次郎
昭和(35)年(3)月
(26)日

墨書 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

新聞切抜に墨書　年月日は消印より採った

4158 5 大場義一書簡 大場義一 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月26
日

ペン 1通 浅沼稲次郎の委員長就任を祝う 年は消印より採った

4163 28 大庭一書簡 大庭一 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（26）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 21 金川文楽書簡 金川文楽 浅沼稲次郎 昭和35年3月26日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

肩書きは、金川文楽(中央文化協会代表)

4163 86 神崎光之助書簡 神崎光之助 浅沼稲次郎 昭和35年3月26日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意

4163 81 酒井恒次郎書簡 酒井恒次郎 浅沼稲次郎 昭和35年3月26日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意

4166 62 桜井喜光書簡 桜井喜光 浅沼稲次郎
昭和(35)年(3)月
26日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年月は消印より採った

4166 60 佐々木泰助書簡 佐々木泰助 浅沼稲次郎
昭和(35)年(3)月
(26)日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

浅沼稲次郎新委
員長に望む

年月日は消印より採った

4163 26 島清書簡 島清 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月26
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4163 46 進藤賢四郎 進藤賢四郎 浅沼稲次郎 昭和35年3月26日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 41 染谷容州書簡 染谷容州 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（26）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 90 武田良三書簡 武田良三 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（26）日

墨書 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 54 田中兼道書簡 田中兼道 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月26
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4163 79 堤四郎書簡 堤四郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月26
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4166 34 中村宗雄書簡 中村宗雄 浅沼稲次郎 昭和35年3月26日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4163 22 中村嘉寿書簡 中村嘉寿 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（26）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 32 野川鳩石書簡 野川鳩石 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月26
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 29 朴正守書簡 朴正守 浅沼稲次郎 昭和35年3月26日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意

4165 3 廣瀬常松書簡 廣瀬常松 浅沼稲次郎 昭和35年3月26日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4166 54 藤吉男書簡 藤吉男 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月26
日

墨書 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

肩書きは、藤吉男(東京都モーターボート競走会)　年は
消印より採った

4163 50 両角梅吉書簡 両角梅吉 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（26）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意
肩書きは、両角梅吉(へんこつ屋主人)　年月日は消印よ
り採った

4166 22 山崎一芳書簡 山崎一芳 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月26
日

墨書 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4166 35 山崎宗太郎書簡 山崎宗太郎 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月26
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 38 山下一郎書簡 山下一郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月26
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4163 40 米倉喜太郎書簡 米倉喜太郎 浅沼稲次郎 昭和35年3月26日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意
肩書きは、米倉喜太郎(米倉水産株式会社)　年月日は消
印より採った

4163 3 薄田辰五郎書簡 薄田辰五郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（27）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意
肩書きは、薄田辰五郎(大蔵省印刷局)　年月日は消印よ
り採った
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4166 82 小野務平書簡 小野務平 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月27
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

〔漢詩〕 年は消印より採った

4163 14 加藤卯之助書簡 加藤卯之助 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（27）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 8 草刈徹書簡 草刈徹 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月27
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4165 1 児玉兼道書簡 児玉兼道 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（27）日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

名刺に記載　年月日は消印より採った

4163 48 小林公一郎書簡 小林公一郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（27）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 肩書きは、小林公一郎(在京浜松本市岡田会会長)

4166 24 五味秀雄書簡 五味秀雄 浅沼稲次郎 昭和35年3月27日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4163 78 斎藤剛書簡 斎藤剛 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（27）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意
肩書きは、斎藤剛(財団法人国策研究会千葉県支部)　年
月日は消印より採った

4166 61 坂下善郎・矢田甚之助書簡 坂下善郎・矢田甚之助 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月27
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意及び今後の政局

肩書きは、坂下善郎、矢田甚之助(ともに小林正美代議
士後援会正美会)　年は消印より採った

4166 72 桜井喜光書簡 桜井喜光 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月27
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4165 4 永井亨書簡 永井亨 浅沼稲次郎
昭和(35)年(3)月
(27)日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

名刺に記載　年月日は消印より採った

4163 20 西村禎太郎書簡 西村禎太郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（27）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 34 藤野久光書簡 藤野久光 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（27）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意
肩書きは、藤野久光(河辺鉄工所)　年月日は消印より
採った

4163 83 横田幸広書簡 横田幸広 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月27
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4163 82 〓〓巌書簡 〓〓巌 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月28
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4163 84 大倉正一郎書簡 大倉正一郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（28）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意
肩書きは、大倉正一郎(信濃日報支局長)　年月日は消印
より採った

4163 55 大曽根誠書簡 大曽根誠 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（28）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 66 奥村耕作書簡 奥村耕作 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（28）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意
肩書きは、奥村耕作(表具師、春風堂)　年月日は消印よ
り採った

4165 2 小泉宏平書簡 小泉宏平 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（28）日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

肩書きは、小泉宏平(国際懇話会専務理事事務局長)　年
月日は消印より採った

4166 9 佐野英雄書簡 佐野英雄 浅沼稲次郎 昭和35年3月28日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4163 33 寒川治夫書簡 寒川治夫 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（28）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意
肩書きは、寒川治夫(全日自労飯田橋分会職場委員)　年
月日は消印より採った

4166 2 中村次郎書簡 中村次郎 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月28
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4166 52 石井忠五郎書簡 石井忠五郎 浅沼稲次郎 昭和35年3月29日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

〔名刺〕石井忠五
郎

肩書きは、石井忠五郎(日本社会党支持者、水道ポンプ
運転監視員)

4163 56 坂本玲子書簡 坂本玲子 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（29）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 51 菅原正統書簡 菅原正統 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月29
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4166 25 立川公章書簡 立川公章 浅沼稲次郎
昭和35年3月(29)
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

日付は消印より採った

4163 65 山口安夫書簡 山口安夫 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（29）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 85 井上正吉書簡 井上正吉
浅沼稲次郎・
江田三郎・山
花秀雄

昭和35年3月30日 ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意

4166 29 榎戸正美書簡 榎戸正美 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（30）日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年月日は消印より採った



浅沼稲次郎関係文書　その2　書簡の部　目録

92

番号
枝番
号

標題 作成者 宛先 年月日 用紙 型式
数
量

内容 付 備考

4163 11 小林吉治郎書簡 小林吉治郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（30）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 67 小笠原論文書簡 小笠原論文 浅沼稲次郎
昭和(35)年3月31
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年月日は消印より採った

4163 12 中村司書簡 中村司 浅沼稲次郎
昭和（35）年3月31
日

鉛筆 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 9 山内孝徳書簡 山内孝徳 浅沼稲次郎
昭和（35）年（3）月
（31）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 肩書きは、山内孝徳(日本社会党右派代表者)

4166 18 児玉鍋吉書簡 児玉鍋吉 浅沼稲次郎 昭和(35)年4月1日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 87 染谷信次書簡 染谷信次 浅沼稲次郎
昭和（35）年（4）月
（1）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 20 中村正雄書簡 中村正雄 浅沼稲次郎 昭和(35)年4月1日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4166 17 堀上啓蔵書簡 堀上啓蔵 浅沼稲次郎 昭和35年4月2日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

4163 8 佐藤清吉書簡 佐藤清吉 浅沼稲次郎
昭和（35）年（4）月
3日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月は消印より採った

4163 71 太田政記書簡 太田政記 浅沼稲次郎
昭和（35）年（4）月
（4）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4166 59 北昤吉書簡 北昤吉 浅沼稲次郎
昭和(35)年(4)月
(4)日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年月日は消印より採った

4163 89 森下幸雄書簡 森下幸雄 浅沼稲次郎
昭和（35）年（4）月
（4）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 15 山屋義一郎書簡 山屋義一郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（4）月
（4）日

鉛筆 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 68 近澤重清書簡 近澤重清 浅沼稲次郎
昭和（35）年（4）月
（5）日

墨書 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月日は消印より採った

4163 69 滑川光雄書簡 滑川光雄 浅沼稲次郎
昭和（35）年4月6
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4163 72 竹田喜次郎書簡 竹田喜次郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年4月7
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年は消印より採った

4166 76 石川文平書簡 石川文平 浅沼稲次郎 昭和35年4月8日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

平和神人愛和法

4166 41 橋口長一書簡 橋口長一 浅沼稲次郎
昭和(35)年4月12
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 13 中山一書簡 中山一 浅沼稲次郎
昭和（35）年4月14
日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 肩書きは、中山一(東京都議会議員)

4163 1 近藤高明書簡 近藤高明 浅沼稲次郎
昭和（35）年（4）月
（15）日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意

4166 80 平沢貞通書簡 平沢貞通 浅沼稲次郎 昭和35年4月15日 ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

鈴木茂三郎・浅沼
稲次郎宛平沢貞
通書簡（昭和34年
8月21日）

帝銀事件の経緯に関する記述あり

4166 42 山口喜美子書簡 山口喜美子 浅沼稲次郎
昭和(35)年4月17
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の日本社会党委員長就任に
対する祝意

年は消印より採った

4163 4 麦山武彦書簡 麦山武彦 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
26日

ペン 1通 日本社会党委員長就任に対する祝意 年月は消印より採った

4175 33 I子書簡 I子 浅沼衣江
昭和（35）年10月
17日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「I子」　年は消印より採っ
た

2065 6 相沢政司書簡 相沢政司 浅沼享子
昭和(35)年10月21
日

ペン 1枚 浅沼稲次郎への弔意
年は内容から推定　封筒欠　2065-1～4,6～7及び「浅沼
稲次郎関係文書　その2　書類の部」580,581は一括

4181 61 藍谷あや子書簡 藍谷あや子 浅沼享子
昭和（35）年10月
19日

社会福祉
法人徳島
県共同募
金会罫紙

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4181 60 地球新生論 青木一統
浅沼稲次郎御
遺族

昭和35年10月16
日

ペン 1通 年月日は消印より採った

1.6.浅沼稲次郎逝去（1960年10月）関係
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4160 59
青森県下北郡川内字上小倉
平全林野川内分会作業員書
簡

青森県下北郡川内字上小倉
平全林野川内分会作業員

浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（25）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
「青森県下北郡川内町字上小倉平川内分会　作業員」と
あり　年月日は消印より採った

4161 43 青柳金次郎書簡 青柳金次郎
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 102 青山孝三書簡 青山孝三 浅沼享子
昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4181 1 青山年男書簡 青山年男 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

ひどく左翼的な新
聞　我々の明日
（昭和三十五年10
月10日）

年月日は消印より採った

4164 87 明石とし子書簡 明石とし子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4159 74 秋間中学校分会書簡 秋間中学校分会
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 86 秋元欣子書簡 秋元欣子
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月は消印より採った

4158 13 秋山重二郎書簡 秋山重二郎
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年10月
20日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4160 66 秋山順一書簡 秋山順一
日本社会党本
部

昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、秋山順一(日本社会党青年同盟東大班代表
者)

4160 55 アサダキイチロウ書簡 アサダキイチロウ
日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4172 2
浅沼委員長暗殺抗議高崎地
区大会書簡

浅沼委員長暗殺抗議高崎地
区大会

日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

活版・
ペン

1通 「浅沼委員長暗殺についての抗議」

4171 10
浅沼委員長刺殺抗議徳山地
区大会書簡

浅沼委員長刺殺抗議徳山地
区大会

日本社会党本
部

昭和35年10月14
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4164 37 浅沼誠一書簡 浅沼誠一 浅沼享子
昭和（35）年10月
18日

ペン 1通
浅沼の死去は国家の為め誠に喜びに不堪
ず

年は消印より採った

4174 72 浅沼マサシ書簡 浅沼マサシ
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4164 49 浅沼実書簡 浅沼実 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月5日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
年は消印より採った　封筒には「10月5日」とあるが、内容
から11月に書かれたものと思われる

4174 66 浅沼力造書簡 浅沼力造 浅沼享子
昭和35年10月26
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
〔新聞切抜〕暴力
追放を誓う　円山
で浅沼氏の追悼

4168 2 浅野文三書簡 浅野文三 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4164 68 浅野雄二書簡 浅野雄二 浅沼享子
昭和(35)年11月3
日

ペン 1通 生前の浅沼を写した写真送付 年は消印より採った

4161 97 旭小学校職員一同書簡 旭小学校職員一同 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4169 2 東アキエ書簡 東アキエ 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（25）日15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

2315 東サダ子・田窪品子書簡 東サダ子・田窪品子 浅沼享子
昭和（36）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
年月日は消印より採った　内容物の宛先は破り取られて
いる

4184 71 麻生勝蔵書簡 麻生勝蔵
浅沼稲次郎・
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4157 63 足達一男書簡 足達一男
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（12）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 101 安達浪子書簡 安達浪子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4184 92 阿部九州男書簡 阿部九州男
日本社会党本
部

昭和(35) 年10月
18日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4160 12 尼崎市一主婦書簡 尼崎市一主婦 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 「一主婦」とあり　年月日は消印より採った

4159 62 天野隆一書簡 天野隆一 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 38 荒井伝次郎書簡 荒井伝次郎
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年10月
13日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

2339 荒井柾太郎書簡 荒井柾太郎
（故）浅沼稲次
郎

昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った
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4164 78 有竹雅巳書簡 有竹雅巳 浅沼稲次郎
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4157 31 有馬重治書簡 有馬重治 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 83 安斉書簡 安斉 浅沼享子
昭和35年10月15
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4157 92 安藤悦男書簡 安藤悦男 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4157 49
安保条約破棄神戸中地区共
闘会議書簡

安保条約破棄神戸中地区共
闘会議

浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4162 1
安保条約破棄神戸中地区共
闘会議事務局書簡

安保条約破棄神戸中地区共
闘会議事務局

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4175 16
安保破棄　浅沼虐殺抗議高萩
地区集会書簡

安保破棄　浅沼虐殺抗議高
萩地区集会

日本社会党中
央委員会

昭和35年10月20
日

謄写 1通 激励文

4181 33 井伊誠一書簡 井伊誠一 浅沼享子
昭和（35）年10月
23日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4184 35 五十嵐英夫書簡 五十嵐英夫 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4161 78 五十嵐冷堂書簡 五十嵐冷堂 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4175 32 井口ゆり書簡 井口ゆり 浅沼
昭和（35）年（10）
月（13）日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4157 54 池田恵陽書簡 池田恵陽 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、池田恵陽(観音寺活版所)　年月日は消印より
採った

4160 76 池田総理膝元の一市民書簡 池田総理膝元の一市民
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「池田総理膝元の一市民」
年月日は消印より採った

4184 88 池本虎次書簡 池本虎次 浅沼享子
昭和(35)年10月21
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4184 47 井澤いく江書簡 井澤いく江 浅沼享子
昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4181 76 石井和子書簡 石井和子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（24）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4174 79 石井幸子書簡 石井幸子 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（27）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4181 41 石井正二書簡 石井正二 浅沼稲次郎
昭和35年10月12
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、石井正二(報徳教養団理事長)

2343 石井忠五郎書簡 石井忠五郎
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年11月8日 ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4162 12 石川明彦書簡 石川明彦
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（12）日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 1 石川明彦書簡 石川明彦 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
12日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4181 73 石川俊一郎書簡 石川俊一郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
20日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 差出人は6歳のこども　年は内容から採った

2065 4 石川隆子書簡 石川隆子 浅沼享子 昭和（35）年 ペン 1枚 浅沼稲次郎への弔意
年は内容から推定　封筒欠　2065-1～4,6～7及び「浅沼
稲次郎関係文書　その2　書類の部」580,581は一括

4161 91 石川六身書簡 石川六身 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 81 石黒清市書簡 石黒清市
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 35 石沢清書簡 石沢清 浅沼享子
昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4184 67 石田敏弘書簡 石田敏弘 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4186 6 石原書簡 石原
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和(35)年11月20
日

ペン 1通
浅沼稲次郎に花を捧げるつもりで浅沼享
子に投票

年は消印より採った

4174 32 石部秀明書簡 石部秀明 浅沼享子
昭和（35）年10月
23日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った
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4188 63 石森サヨ書簡 石森サヨ 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（5）日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　日蓮正宗創価
学会の説明

年月日は消印より採った

4164 84 泉井久之助書簡 泉井久之助 浅沼稲次郎
昭和(35)年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4184 90 泉守書簡 泉守 浅沼享子
昭和35年10月24
日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼享子立候
補に対する応援

4164 66 板橋区立中学3年書簡 板橋区立中学3年 浅沼享子
昭和35年11月18
日

ペン 1通 浅沼のために作った曲を浅沼に捧げる 〔五線譜〕 差出人不明瞭、差出人名義は「板橋区立中学3年」

4161 101 井田実書簡 井田実 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 1 市川憲一書簡 市川憲一 浅沼享子 昭和35年11月1日 ペン 1通 浅沼稲次郎暗殺事件に関する所感

4175 22 一高校生書簡 一高校生 浅沼家
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「一高校生」　年月日は消
印より採った

4174 9 一高校生書簡 一高校生
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
本文中に差出人は「或る府立に在籍する高校一年生」と
あり　年月日は消印より採った

4159 70 一市民書簡 一市民
〔日本〕社会党
中央執行部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「一市民」　年月日は消印
より採った

4164 92 一主婦書簡 一主婦
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出不明瞭、差出人名義は「一主婦」とあり　年月日は消
印より採った

4157 12 差出人不明書簡 一主婦
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
27日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義に「一主婦」とあり　年は消印
より採った

4184 23 一女子高校生書簡 一女子高校生 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（21）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「一女子高校生より」　年
月日は消印より採った

4164 67 一女性書簡 一女性 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義に「静岡県藤枝市は　一女
性」　年月日は消印より採った

4160 69 一大衆書簡 一大衆
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通
浅沼稲次郎への弔意　社会党の従来の運
動方針に不満

差出人不明瞭、差出人名義は「一大衆」　年月日は消印
より採った

4160 72 一都民書簡 一都民
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（12）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「一都民」とあり　年月日は
消印より採った

4161 77 一都民書簡 一都民 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「一都民」　年は消印より
採った

4175 38 一之瀬明書簡 一之瀬明 浅沼享子
昭和（35）年10月
17日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 11 市原広吉書簡 市原広吉 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 96 一悲歎生書簡 一悲歎生
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 「一悲歎生」とあり　年は消印より採った

4160 63 一老教師書簡 一老教師
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「一老教師」　年月日は消
印より採った

2346 一労働者書簡 一労働者 山本平次郎
昭和（35）年（10）
月（14）日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎への弔意
年月日は消印より採った　差出人不明瞭、差出人名義は
「一労働者」

4157 55 出浦まつよ書簡 出浦まつよ
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（12）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4157 82 伊東市内老婦書簡 伊東市内老婦 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月24日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 「伊東市内老婦」とあり　年月は消印より採った

4174 70 伊東節子書簡 伊東節子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4170 3 伊藤達郎書簡 伊藤達郎 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（19）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4184 30
伊東地区故浅沼委員長追悼・
抗議集会書簡

伊東地区故浅沼委員長追悼・
抗議集会

池田勇人・周
東秀雄

昭和35年10月17
日

ペン 1通 浅沼稲次郎暗殺に対する抗議文

4161 21 伊藤正男書簡 伊藤正男
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（13）日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った
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4174 67 伊東由泰書簡 伊東由泰 浅沼享子
昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、伊東由泰(伊東皮膚科病院)

4157 50 稲垣菊太郎書簡 稲垣菊太郎
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 肩書きは、稲垣菊太郎(早大後輩)　年は消印より採った

4184 89 井上梅二郎他11名書簡 井上梅二郎他11名 浅沼享子
昭和35年10月20
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人は、井上梅二郎、井上茂、井上智昭、原田豊久、
村尾寿、原田ちょう、把野ちかえ、本松正子、玉井ゆき
え、井上マキ、原田シズエ、高橋シズカ

4160 54 井上勝之介書簡 井上勝之介
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4175 28 井上淳書簡 井上淳
日本社会党本
部

昭和35年10月15
日

ペン 1通
「浅沼委員長虐殺に対して日本社会党へ
弔慰のための決議」

抗議文 肩書きは、井上淳(全国税労働組合群馬支部前橋分会)

4181 64 井上とき書簡 井上とき 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（31）日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4181 42 井上道夫書簡 井上道夫
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年11月
14日

鉛筆・
墨書

1通 浅沼稲次郎に対する弔意　川柳送付
〔川柳〕3点・川柳
春風旬報第四号

年は消印より採った

4161 96 井上実書簡 井上実 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 74 井野栄作書簡 井野栄作
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（26）日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4173 1 猪俣浩三書簡 猪俣浩三 浅沼享子 昭和35年10月
活版・
ペン

4綴
浅沼委員長の暗殺に抗議し暴力、ファッシ
ズムに反対する署名〔95名分の署名〕

肩書きは、猪俣浩三（日本農民組合上越協議会執行委
員長）

4161 69 井隼愛治書簡 井隼愛治 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 82 茨城県農村勤労者書簡 茨城県農村勤労者
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「茨城県農村勤労者」　年
月日は消印より採った

4160 50 今井源一郎書簡 今井源一郎
日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、今井源一郎(今井産業)　年月日は消印より
採った

2321 今村英二郎書簡 今村英二郎 杉山元治郎
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った　2320に同封される

4161 14 岩城行吾郎書簡 岩城行吾郎
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年10月
16日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4164 8 岩崎日亮書簡 岩崎日亮 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（23）日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
〔揮毫〕南無妙法
蓮華経

肩書きは、岩崎日亮(妙法寺大僧正)　年月日は消印より
採った

4161 12 岩崎正・岩崎ゲン書簡 岩崎正・岩崎ゲン
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4159 65 岩崎日亮書簡 岩崎日亮
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（16）日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、岩崎日亮(妙法寺大僧正)　年月日は消印より
採った

4157 25 岩佐武蔵書簡 岩佐武蔵 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、岩佐武蔵(大日本洗心会会長)　年月日は消印
より採った

4164 76 岩月忍書簡 岩月忍 浅沼享子
昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 42 岩野薫書簡 岩野薫 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 32 岩渕彦男書簡 岩渕彦男
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、岩渕彦男(深堀中学校)　年月日は消印より
採った

4184 12 岩本正書簡 岩本正
浅沼稲次郎・
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月18
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4170 1 植月活書簡 植月活 浅沼享子
昭和35年11月25
日

ペン 1通
浅沼稲次郎生前最後の大阪遊説の際の
写真送付

写真は同封されていない

2340 上野亀於書簡 上野亀於 浅沼享子
昭和（35）年10月
28日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った
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4181 3 上野伝七書簡 上野伝七 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（9）日

鉛筆 1通

浅沼稲次郎に対する弔意　武力の撤廃及
び縮小は主義に於て反対する者のなしと
雖も、現在の状況にありては直ちに之が実
行の機運に達ない

差出人欄に「地方一農民」とあり　年月日は消印より採っ
た

4184 14 上野山武彦書簡 上野山武彦
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、上野山武彦(高校生)

4184 62 上村雅子書簡 上村雅子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月20
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4162 15
宇治久世教職員組合西宇治
中分会書簡

宇治久世教職員組合西宇治
中分会

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

2327 牛村牧人書簡 牛村牧人 浅沼衣江
昭和（36）年（3）月
（1）日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 81 内山幸三郎書簡 内山幸三郎 浅沼稲次郎
昭和35年10月15
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4160 30 梅谷芳光書簡 梅谷芳光 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（21）日

活版・
ペン

1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、梅谷芳光(国風会綜合運動体)　年月日は消印
より採った

4161 25 梅本ゆたか書簡 梅本ゆたか 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 50 浦部武夫書簡 浦部武夫 浅沼享子
昭和（35）年10月
12日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4184 29 浦部知恵子書簡 浦部知恵子 浅沼享子
昭和（35）年11月5
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 88 栄峰書簡 栄峰 浅沼
昭和（35）年10月
14日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4157 99 炳川卓史書簡 柄川卓史 浅沼稲次郎
昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4174 99 江下繁子書簡 江下繁子 浅沼享子
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 90
江田三郎・浅沼享子・浅沼衣
江書簡

江田三郎・浅沼享子・浅沼衣
江

村田嘉兵衛
昭和35年10月24
日

活版・
ペン

1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、江田三郎（日本社会党葬儀委員長）、浅沼享
子（遺族）、浅沼衣江（遺族）

4161 24 榎木清・榎木光子書簡 榎木清・榎木光子 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4159 59 江村昭男書簡 江村昭男
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 34 遠藤正平書簡 遠藤正平 浅沼享子
昭和（35）年10月
23日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 45 遠藤多香子書簡 遠藤多香子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 43 遠藤多津子書簡 遠藤多津子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（18）日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4159 3 及川書簡 及川 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、及川(岩手県岩泉町安家小学校)　年月日は消
印より採った

4161 73 大朝医院書簡 大朝医院 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4162 43
大分県別府市亀川平田一党
員書簡

大分県別府市亀川平田一党
員

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（17）日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「大分県別府市亀川平田
一党員」とあり　年月日は消印より採った

4164 24 大分市悲しめる一市民書簡 大分市悲しめる一市民 浅沼享子
昭和(35)年(10)月
(13)日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「大分市悲しめる一市民」
年月日は消印より採った

4158 29 大木健書簡 大木健 浅沼享子
昭和（35）年10月
23日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、大木健(都職労大田支部)　年は消印より採っ
た

4161 99 大倉正一郎書簡 大倉正一郎 浅沼享子
昭和（35）年10月
15日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、大倉正一郎(信濃日報支局長)　年は消印より
採った

4157 74 大阪一市民書簡 大阪一市民 浅沼
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義に「大阪一市民」とあり　年月
日は消印より採った
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4164 11 大坂一男書簡 大坂一男 浅沼享子
昭和35年11月12
日

墨書 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼享子衆院
選出馬に対する激励

肩書きは、大坂一男(農業)

4160 4
大阪教職員組合泉北郡支部
高石小学校分団代表書簡

大阪教職員組合泉北郡支部
高石小学校分団代表

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4175 35 大阪市一中学生書簡 大阪市一中学生 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「一中学生」　年月日は消
印より採った

4161 80 大阪社研有志書簡 大阪社研有志
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 36 大沢三郎書簡 大沢三郎
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、大沢三郎(函館市立深堀中学校)　年は消印よ
り採った

4157 98 大高勗書簡 大高勗 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 51 太田欣一書簡 太田欣一 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 64 大竹作太郎書簡 大竹作太郎 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、大竹作太郎(大丸テント商会)　年月日は消印
より採った

4184 10 太田二郎書簡 太田二郎 浅沼稲次郎
昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、太田二郎(総評全国金属労働組合昭和精機支
部抗議大会委員長)

4174 4 大塚新市書簡 大塚新市 浅沼享子
昭和35年10月14
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4160 60 大塚久書簡 大塚久 浅沼享子
昭和（35）年10月
22日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4161 40 大津進書簡 大津進 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 76 大根田トリ書簡 大根田トリ 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月22日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月は消印より採った

4159 90 大橋章書簡 大橋章
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 43 大森加以知書簡 大森加以知
日本社会党本
部

昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4159 85 大森香代子書簡 大森香代子
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、大森香代子(国鉄宮津駅)　年月日は消印より
採った

4181 53 大屋州史書簡 大屋州史 浅沼享子
昭和（35）年10月
29日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する勲（褒）章を浅沼享子
が断ったことに対する意見

年は消印より採った

4157 73 大谷派本願寺一信者書簡 大谷派本願寺一信者 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「大谷派本願寺一信者」と
あり　年月日は消印より採った

4164 79 大山彦一書簡 大山彦一 浅沼稲次郎
昭和(35)年(10)月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月は消印より採った

4157 29 大山洋書簡 大山洋
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 13 小笠原文子書簡 小笠原文子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（14）日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼享子の衆
院選出馬に対する応援

年月日は消印より採った

4174 95 小笠原論文書簡 小笠原論文 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4174 29 小片啓資書簡 小片啓資 浅沼享子
昭和（35）年10月
20日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、小片啓資(山口自転車宮城販売会社)　年は消
印より採った

4162 32 岡村隆書簡 岡村隆
日本社会党本
部

昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 肩書きは、岡村隆(日本青年文化協会)

4174 33 岡本清風書簡 岡本清風 浅沼享子
昭和（35）年10月
24日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 59 岡本はる子書簡 岡本はる子
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4160 57 尾川小学校教組職場会書簡 尾川小学校教組職場会 浅沼享子
昭和（35）年10月
20日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4184 61 沖左駒書簡 沖左駒 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、沖左駒(元高知県幡多郡、高知県中村市支部
長）　年月日は消印より採った

4157 26 荻野鉄五郎書簡 荻野鉄五郎 浅沼
昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 肩書きは、荻野鉄五郎(社会物体学研究者)
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4160 53 奥野昇書簡 奥野昇
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 83 奥村恵市書簡 奥村恵市 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（26）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4181 46 奥山豊彦書簡 奥山豊彦 浅沼享子
昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4162 40 怒る一市民書簡 怒る一市民
日本社会党本
部

昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 差出人不明瞭、差出人名義は「中央区日本橋浜町住人」

4157 34 尾崎一馬書簡 尾崎一馬 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、尾崎一馬(公務員、30才)　年月日は消印より
採った

4161 2 押川定英書簡 押川定英 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
12日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4161 89 忍田佐内書簡 忍田佐内 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 肩書きは、忍田佐内(時事新報社社長)

4157 30 押手秀夫書簡 押手秀夫 浅沼衣江
昭和（35）年（10）
月１３日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月は消印より採った

4175 27 落合陽三書簡 落合陽三 日本社会党
昭和35年10月27
日

謄写・
ペン

1通
「日本社会党浅沼委員長暗殺事件につい
て」新農中労第29号

第七号議案浅沼
委員長暗殺抗議
について

肩書きは、落合陽三(新潟県農協中央会労働組合)、新潟
県農業協同組合中央会

4157 6 小野栄一書簡 小野栄一 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、小野栄一(岩教組川口分会)　年月日は消印よ
り採った

4160 9 尾野政次郎書簡 尾野政次郎
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、尾野政次郎(的場中学校深堀分教場)　年月日
は消印より採った

4175 12 小野力正書簡 小野力正 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 現金書留

4172 1 折笠一郎他5名書簡 折笠一郎他5名 浅沼享子
昭和35年10月20
日

墨書 9通
「故浅沼稲次郎先生御香料供物連名名
簿」

差出人は、折笠一郎（やよい会小橋支部一同代表）、押
手仲男（やよい会宮田支部長）、、高野善次（やよい会中
根支部代表）、松本勝重（やよい会野田支部代表）、大枝
大次郎（やよい会下田第二支部代表）、猪野泰彦（やよい
会立延支部代表）

4174 65 加賀谷みゆき書簡 加賀谷みゆき 浅沼享子
昭和（35）年10月
27日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4173 6
香川県高松市松島小学校五
年青組書簡

香川県高松市松島小学校五
年青組

浅沼稲次郎
昭和35年10月13
日

墨書 1巻
〔児童41名が書いた浅沼稲次郎への追悼
文集〕

〔教師から浅沼稲
次郎への追悼文〕

生徒が書いた追悼文をつなげて１巻にしたもの

4184 2 柿沼宣三書簡 柿沼宣三 浅沼享子
昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4162 34 角花章書簡 角花章
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（19）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 肩書きは、角花章(党員)　年月日は消印より採った

4161 52 蔭山茂人書簡 蔭山茂人
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4181 98 篭本ふみ子書簡 篭本ふみ子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（31）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4159 58 梶野弘志書簡 梶野弘志
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 44 樫山岺生書簡 樫山岺生 浅沼君江
昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、樫山岺生(AAグループ社会主義青年同盟委
員会)

4160 87 柏中学校職員一同書簡 柏中学校職員一同
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4188 51 柏俣操他15名書簡 柏俣操他15名 浅沼享子
昭和35年10月31
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

差出人は、柏俣勝、柏俣美枝子、軽部邦治、軽部保子、
新藤治、新藤トシ、村田信子、宇都宮るり子、紺野隆美、
紺野紀子、紺野聡子、神藤辰子、川井光徳、川井喜久
子、石川操、石川敦子

4157 40 粕谷忠雄書簡 粕谷忠雄 浅沼享子
昭和（35）年10月
15日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4184 79 樫原敏子書簡 樫原敏子 浅沼享子
昭和35年11月17
日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼享子立候
補に対する応援
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4157 17 片桐盛策書簡 片桐盛策 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 93 片口和子書簡 片口和子
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、片口和子(主婦)　年は消印より採った

4161 85 片山国夫書簡 片山国夫 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、片山国夫(予備校生)　年月日は消印より採っ
た

4161 34 片山文夫書簡 片山文夫
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 94 加藤書簡 加藤 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4181 37 加藤清書簡 加藤清 浅沼享子
昭和（35）年11月
11日

墨書 1通 浅沼享子に対する弔意 年は消印より採った

4164 47 加藤慶三書簡 加藤慶三 浅沼享子
昭和（35）年10月
24日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4188 55 加藤大三書簡 加藤大三 浅沼享子
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4159 26 加藤康信書簡 加藤康信
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
20日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4164 74 門田義之書簡 門田義之
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4184 5 門脇良夫書簡 門脇良夫 浅沼享子
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 62 貝谷わか子書簡 貝谷わか子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4175 6 金子儀策書簡 金子儀策 年月日不明 ペン 1通 〔封筒のみ〕 表に「御霊前」と記載あり

4186 5 金子儀策書簡 金子儀策 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月22日

ペン 1通
お客様から預かった香典を二十七日に浅
沼宅へ持参

年月は消印より採った

4173 2 金野七右エ門書簡 金野七右エ門 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
〔達磨絵〕・〔追悼
の歌〕

年月日は消印より採った

4161 55 金野碧仙書簡 金野碧仙 浅沼稲次郎
昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4157 43 金丸哲夫書簡 金丸哲夫 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、金丸哲夫(創価学会員)　年月日は消印より
採った

4181 90
株式会社浅田可鍛鋳鉄所労
組員一同書簡

株式会社浅田可鍛鋳鉄所労
組員一同

浅沼享子
昭和35年10月25
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 現金書留

4184 53
神風串呂講究所・興国書道練
成会書簡

神風串呂講究所・興国書道練
成会

浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月16
日

謄写・
ペン

1通 浅沼稲次郎氏遭難の神風串呂送付
浅沼稲次郎氏遭
難の神風串呂

4157 72 上勝崎聖子書簡 上勝崎聖子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 79 上谷隆書簡 上谷隆
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4159 92 上山洋二書簡 上山洋二
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4157 66 亀井滋明書簡 亀井滋明 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 59 亀田一郎他書簡 亀田一郎他3名
日本社会党本
部

昭和35年10月21
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人は亀田一郎（児玉郡市民主主義政治研究会）、山
田房五郎（同）、塚本金次郎（同）、山田時次郎（同）

4161 33 鵜野敏夫他3名書簡 鵜野敏夫他3名 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 差出人は、鵜野敏夫、鵜野絢子、鵜野秋実、鵜野夏緒

4162 10 萱島修介書簡 萱島修介
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4184 84 辛島俊子書簡 辛島俊子 浅沼享子
昭和(35)年11月16
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4181 26 苅部色書簡 苅部色 浅沼稲次郎
昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4174 82 苅部色書簡 苅部色 浅沼享子
昭和35年10月22
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
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4181 66 軽部利雄書簡 軽部利雄
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意及び香典
肩書きは、軽部利雄(共進自動車労働組合執行委員会)
封筒なし

4162 38 河合清他12名書簡 河合清他12名
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

差出人は、河合清（大阪市大病院神経科患者有志）、木
村勝子（同）、吉田実子（同）、梅崎泰治（同）、北村剛偉
（同）、北村功（同）、松岡仙一郎（同）、大西康作（同）、梅
鉢敬子（同）、市川向子（同）、加藤幸子（同）、荒木健一
（同）、但馬輝彦（同））　年は消印より採った

4184 63 川上弘二書簡 川上弘二
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

2314 川上好隆書簡 川上好隆
故浅沼稲次
郎・同遺族

昭和35年10月18
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4159 64 川口哲男書簡 川口哲男
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 12 川俣寿女子書簡 川俣寿女子 高木しげ博
昭和（35）年10月
25日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4184 70 川崎静雄書簡 川崎静雄 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 封筒なし

4184 101
川崎市立川崎高等学校職場
会書簡

川崎市立川崎高等学校職場
会

浅沼稲次郎
昭和35年10月18
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4159 49 川島平次書簡 川島平次
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4162 48 川田志郎書簡 川田志郎
日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 差出人欄に「貧者青物屋、54才」

4181 11 河田秀夫書簡 河田秀夫 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（8）日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼稲次郎の
写真を一枚欲しい

肩書きは、河田秀夫(河田工業株式会社)　年月日は消印
より採った

4170 2 川名静書簡 川名静 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（16）日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4161 26 川西幸太郎書簡 川西幸太郎
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4175 11 川之石中学校職員一同書簡 川之石中学校職員一同 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 現金書留　年月日は消印より採った

4184 56 川野誠治書簡 川野誠治
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　三池争議支援
十万人の集会のときの思い出

年月日は消印より採った

4157 89 川村季弘書簡 川村季弘
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4181 80 河村フジ子書簡 河村フジ子 浅沼享子
昭和（35）年10月
19日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4175 40 川本政喜書簡 川本政喜 浅沼享子
昭和35年10月30
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 ご香典 肩書きは、川本政喜(早大建築科卒)

4157 28 姜正圭書簡 姜正圭 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、姜正圭(朝鮮学校五年生)　年月日は消印より
採った

4162 24 管野菊三郎書簡 管野菊三郎
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、管野菊三郎(早大卒、63翁)　年は消印より
採った

4160 47 簡連品川支部書簡 簡連品川支部
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4161 6 菊地衷書簡 菊地衷 浅沼稲次郎
昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4161 100 菊地トシ子他5名書簡 菊地トシ子他5名 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人は、菊地トシ子（新庄電報電話局お話し会）、酒井
潔（同）、高橋範子（同）、斉藤昭治（同）、新国博子（同）、
清水澄子（同）　年月日は消印より採った

2326 菊地ヘイ書簡 菊地ヘイ 野口勇
昭和（35）年10月
25日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4160 68 菊地政文書簡 菊地政文
日本社会党本
部

昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4160 40 菊地三芳書簡 菊地三芳
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った



浅沼稲次郎関係文書　その2　書簡の部　目録

102

番号
枝番
号

標題 作成者 宛先 年月日 用紙 型式
数
量

内容 付 備考

4159 9 菊地庸一書簡 菊地庸一 浅沼享子
昭和（35）年10月
14日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4160 83 岸田家礼書簡 岸田家礼
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4171 11 岸広美書簡 岸広美 日本社会党
昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、岸広美(国鉄労組呉支部執行委員長)

2065 3
北教組中空知地区江部乙支
部支部員一同書簡

北教組中空知地区江部乙支
部支部員

浅野享子
昭和35年10月17
日

ペン 1枚 浅沼稲次郎への弔意
封筒欠　2065-1～2065-8は一括　2065-1～4,6～7及び
「浅沼稲次郎関係文書　その2　書類の部」580,581は一
括

4159 15 北島運蔵書簡 北島運蔵 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 97 喜多松竜書簡 喜多松竜
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎刺殺への所感 年月日は消印より採った

2532 北村亀太郎書簡 北村亀太郎 浅沼享子 7日 鉛筆 1通
先日伺い、色々ご心配をかけ、申訳ありま
せん　また、先日とーろくの事も色々すみ
ませんでした　云々

年月不明　封筒の宛先は「浅沼稲次郎様、おく様」、本文
中の宛先は「おく様」であったため、表題は浅沼享子宛に
した

4175 14 北代岩水書簡 北代岩水 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（11）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は封筒の書き込みより採った

4157 70 北田伊一書簡 北田伊一 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4162 11 北田伊一書簡 北田伊一
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4164 91 北野さき書簡 北野さき 浅沼稲次郎
昭和(35)年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4174 24 喜多見行正書簡 喜多見行正 浅沼享子
昭和（35）年10月
17日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 仏花 年は消印より採った

4164 48 北村仲一郎書簡 北村仲一郎
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月20
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4161 32 木下武治書簡 木下武治 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

2329 木下弘民書簡 木下弘民 浅沼衣江
昭和（36）年（1）月
（2）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4157 65 紀平乃秋書簡 紀平乃秋 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4157 3 紀平乃秋書簡 紀平乃秋 浅沼享子
昭和（35）年10月
22日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4157 97 岐阜市一労働者書簡 岐阜市一労働者
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「岐阜市一労働者」　年月
日は消印より採った

4161 93 木村淳子書簡 木村淳子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4181 5 木村智恵書簡 木村智恵 浅沼享子
昭和（35）年11月
12日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼享子の衆
院選出馬に対する応援

年は消印より採った

4157 79 京都市一学生書簡 京都市一学生
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（23）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「京都市一学生より」とあり
年月日は消印より採った

4159 89
京都市中学校教職員組合烏
丸中学校分会書簡

京都市中学校教職員組合烏
丸中学校分会

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4160 52
京都市立高教組紫野高校分
会書簡

京都市立高教組紫野高校分
会

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4175 18 京都府上京区一青年書簡 京都府上京区一青年 浅沼享子
昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「一青年」　年は消印より
採った

4158 9 清実節子書簡 清実節子 浅沼享子
昭和（35）年10月
24日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4158 12 清野時五郎書簡 清野時五郎
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月20
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4158 6 清野時五郎書簡 清野時五郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
20日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4162 44 桐山徳三郎書簡 桐山徳三郎
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎刺殺事件への所感
肩書きは、桐山徳三郎(京都市立烏丸中学校分会)　年月
日は消印より採った

4159 46 金永晶書簡 金永晶 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（4）日

ペン 1通 〔山口二矢〕自殺後の所感 年月日は消印より採った
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4157 76 金玉連書簡 金玉連 浅沼衣江
昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、金玉連(中西朝鮮初級学校五年生)　年月日は
消印より採った

4162 39 金克伊書簡 金克伊
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意　（ハングル）〓
肩書きは、金克伊(在日本朝鮮人総連合会埼玉南部支部
組織部班長)　年月日は消印より採った

4157 21 金炳協書簡 金炳協 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、金炳協(中西朝鮮初級学校五年生)　年月日は
消印より採った

4159 100 楠木晴雄書簡 楠木晴雄
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 35 久住盛書簡 久住盛
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 6 工藤丑太郎・工藤民男書簡 工藤丑太郎・工藤民男 浅沼享子
昭和（35）年11月
10日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 32 工藤幹書簡 工藤幹 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、工藤幹(秋田県職員消費生活協同組合事務
長)　年月日は消印より採った

4157 77 工藤稔・末英子書簡 工藤稔・末英子 浅沼享子
昭和（35）年（12）
月（6）日

ペン 1通 政治に対する意見ヵ 年月日は消印より採った

4181 88 久保博子書簡 久保博子 浅沼享子
昭和35年10月25
日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　自分も三池争
議中に暴漢の凶刃により夫を失った

4164 18 熊崎幸書簡 熊崎幸 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4162 21 倉窪一郎書簡 倉窪一郎
日本社会党本
部

昭和35年10月12
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4181 27 栗原福雄書簡 栗原福雄 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4174 60 桑田右一書簡 桑田右一
日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4181 78 桑田右一書簡 桑田右一 浅沼稲次郎
昭和35年10月15
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4174 86 桑原和子書簡 桑原和子 浅沼享子
昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4162 6
群馬県新田郡錦打小学校分
会書簡

群馬県新田郡錦打小学校分
会

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（21）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4162 8 群馬高教組甘楽農分会書簡 群馬高教組甘楽農分会
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 61 小圷豊美書簡 小圷豊美 浅沼享子
昭和（35）年12月9
日

ペン 1通
浅沼委員長を偲ぶ短歌が掲載された短歌
誌を送付

年は消印より採った

4164 50
故浅沼委員長追悼池田内閣
即時退陣要求千代田丸分会
抗議大会書簡

故浅沼委員長追悼池田内閣
即時退陣要求千代田丸分会
抗議大会

日本社会党本
部

昭和35年10月14
日

謄写・
ペン

1通 浅沼委員長虐殺に抗議する声明

4174 91 小池威人書簡 小池威人 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4174 46 小泉たね子書簡 小泉たね子 日本社会党
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4160 46 小泉仁右エ門書簡 小泉仁右エ門
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4171 1
合化労連冨士フィルム労働組
合今泉支部書簡

合化労連冨士フィルム労働組
合今泉支部

日本社会党本
部

昭和35年10月20
日

墨書 1通 民主主義破壊者に対し戦い抜く事を決議

4160 94 高教組狩太高等学校班書簡 高教組狩太高等学校班
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（22）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 71 高知県一貧困労働者書簡 高知県一貧困労働者
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「高知県一貧困労働者」
年月日は消印より採った

4160 64 江東区労働者書簡 江東区労働者
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（26）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「江東区労働者」　年月日
は消印より採った

4160 56 高野勝司書簡 高野勝司 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
20日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った
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4160 77 神戸市一主婦書簡 神戸市一主婦
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「一主婦」　年月日は消印
より採った

4160 79 神戸信雄書簡 神戸信雄
日本社会党本
部

昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4161 84 神戸東灘区一主婦書簡 神戸東灘区一主婦 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「神戸東灘区一主婦」とあ
り　年月日は消印より採った

4174 101 小鴨成秋書簡 小鴨成秋 浅沼享子
昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4174 50
国鉄労組高崎地方本部桐生
地区協議会合同職場大会書
簡

国鉄労組高崎地方本部桐生
地区協議会合同職場大会

日本社会党本
部

昭和（35）年10月
13日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4162 27
国鉄労働組合八王子支部書
簡

国鉄労働組合八王子支部
日本社会党本
部

昭和35年10月18
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4159 23
国鉄労働組合八王子支部書
簡

国鉄労働組合八王子支部 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 38 国立旭川病院自治会書簡 国立旭川病院自治会 日本社会新聞
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4181 89 越川賢一書簡 越川賢一

全造船労働組
合長崎造船分
会銅工場職場
大会

昭和（35）年（10）
月（24）日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼争議への
電報カンパの残金送付

現金書留　年月日は消印より採った

4159 20 小島長助書簡 小島長助 浅沼享子
昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 肩書きは、小島長助(秋田県横掘郵便局全逓労働組合)

4160 10 小島長助書簡 小島長助
日本社会党本
部

昭和35年10月20
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、小島長助(秋田県横掘郵便局全逓労働組会郵
政事務官)

4157 36 小竹見作書簡 小竹見作 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、小竹見作(メッコ貝会長)　年月日は消印より
採った

4162 4 後藤勇書簡 後藤勇
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、後藤勇(宮津市国鉄労働組合宮津分会)　年月
日は消印より採った

4160 100 後藤幸一書簡 後藤幸一
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（22）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、後藤幸一(全建設省労働組合関西支部宇都宮
分会)　年月日は消印より採った

4170 4 後藤英夫書簡 後藤英夫 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（29）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4161 37 小林貞夫書簡 小林貞夫
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4185 78 小林貞夫書簡 小林貞夫 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4173 9 小林澄子他8名書簡 小林澄子他8名。 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（14）日

ペン １綴
浅沼享子を激励し菊一厘を捧げる運動
〔146名の香典目録〕

差出人は、小林澄子、内藤千代子、寺沢令子、鹿野澄
子、竹内重子、小松寿江、今井悠紀子、松山幸子、上平
豊子　年月日は消印より採った

4158 16 小林隆一書簡 小林隆一 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 9 小松崎保子書簡 小松崎保子
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（13）日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 49 小向井伝吉書簡 小向井伝吉
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 3 小村常憲書簡 小村常憲 浅沼享子
昭和35年10月22
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4184 85 子安泰書簡 子安泰 浅沼享子
昭和(35)年10月17
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4203 4 小山武子書簡 小山武子 浅沼享子
昭和（36）年3月14
日

ペン 1通
浅沼稲次郎刺殺事件の際に考えたことを
記した随筆を送付

〔作文〕浅沼さん
の死に思う（秋山
庸子・長谷川澄）

肩書きは、長谷川澄、秋元庸子(共に中学生)　封筒差出
人欄に記載されているのは小山武子（新宿くらしの会員）
年は消印より採った

4164 63 近藤高明書簡 今堂高明 浅沼稲次郎
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
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4164 12 今堂高明書簡 今堂高明 浅沼享子
昭和35年11月16
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4184 40 近藤武夫書簡 近藤武夫 浅沼享子 昭和35年10月 ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4160 58 近藤千津子書簡 近藤千津子 浅沼享子
昭和35年10月
（21）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 日付は消印より採った

4160 34 近藤陽子書簡 近藤陽子
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、近藤陽子(函館市立深堀中学校)　年は消印よ
り採った

4157 101 斎藤到書簡 斎藤到 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4184 11 佐伯芳子書簡 佐伯芳子 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 62 酒井昭夫書簡 酒井昭夫 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4188 60 酒井七郎右エ門書簡 酒井七郎右エ門 浅沼享子 昭和35年11月6日 ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
浅沼未亡人に寄
す

4164 103 酒井卓代書簡 酒井卓代 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(18)日

ペン 1通 浅沼享子に対する激励 年月日は消印より採った

4164 86 酒井忠男書簡 酒井忠男 浅沼享子
昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4160 27 板井豊次郎書簡 板井豊次郎 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（25）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、板井豊次郎(全村野川内分会板井班)　年月日
は消印より採った

4174 11 酒井正男書簡 酒井正男 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（21）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4161 53 酒井龍三郎書簡 酒井龍三郎 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4184 98 酒井龍三助書簡 酒井龍三助 浅沼享子
昭和(35)年10月18
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、酒井龍三助(社会福祉法人みかえり老人ホー
ム)　年は消印より採った

2328 阪口トミ子書簡 阪口トミ子 浅沼衣江
昭和（35）年（11）
月（24）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 98
佐賀県高等学校教職員組合
嬉野分会書簡

佐賀県高等学校教職員組合
嬉野分会

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 77 佐川歳書簡 佐川歳 浅沼享子
昭和（35）年10月
22日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 15 佐川正夫書簡 佐川正夫 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4188 12 佐口光子書簡 佐口光子 浅沼享子
昭和(35)年11月15
日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎刺殺事件に対する所感 年は消印より採った

2311 桜井貞男書簡 桜井貞男 浅沼享子
昭和（35）年10月
18日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4161 72 桜井正男書簡 桜井正男 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 69 桜井喜光書簡 桜井喜光
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4181 87 笹川とめ書簡 笹川とめ 浅沼享子
昭和（35）年10月
26日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 96 佐々木康書簡 佐々木康
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、佐々木康(安家中学校分会)　年月日は消印よ
り採った

4162 46 佐々木貞吉書簡 佐々木貞吉 浅沼享子
昭和35年10月14
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4174 14 佐々木貞子書簡 佐々木貞子 浅沼享子
昭和（35）年10月
19日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4184 60 佐々木二郎書簡 佐々木二郎 浅沼享子 昭和37年1月29日 ペン 1通 大曲直『浅沼稲次郎』に対する書評送付
日本福音教団
幡ヶ谷協会『週
報』

4161 19 佐々木泰助書簡 佐々木泰助
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 39 佐々木正人書簡 佐々木正人 浅沼稲次郎
昭和35年10月14
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、佐々木正人(世界無名戦士墓奉賛会会長)
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4157 37 佐々木正人書簡 佐々木正人
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4160 80 佐々木光蔵書簡 佐々木光蔵
日本社会党本
部

昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4161 67 佐々木良樹書簡 佐々木良樹 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、佐々木良樹(岩教組下北支部安家小分会)　年
月日は消印より採った

4158 20 佐治為礼書簡 佐治為礼 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4184 27 佐武祐次書簡 佐武祐次 浅沼享子
昭和（35）年10月
29日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4174 8 札幌一女学生書簡 札幌一女学生 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（22）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「北海道　一女学生」　年
月日は消印より採った

4175 26 佐藤書簡 佐藤
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4181 85 佐藤金作書簡 佐藤金作 浅沼享子
昭和（35）年10月
26日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、佐藤金作(十字や洋服店)　年は消印より採っ
た

4174 35 佐藤恵子書簡 佐藤恵子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（23）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4161 7 佐藤鎮雄書簡 佐藤鎮雄 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、佐藤鎮雄(工員、二十四才)　年月日は消印よ
り採った

4159 27 佐藤周一郎書簡 佐藤周一郎 浅沼享子
昭和（35）年10月
19日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4161 23 佐藤寿平・佐藤静枝書簡 佐藤寿平・佐藤静枝 浅沼享子
昭和(35)年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4181 44 佐藤末五郎書簡 佐藤末五郎
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4158 25 佐藤清吉書簡 佐藤清吉 浅沼享子
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4164 32 佐藤正尾書簡 佐藤正尾 浅沼享子
昭和（35）年10月
18日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、佐藤正尾(党員)　年は消印より採った

4160 33 佐藤洋一書簡 佐藤洋一
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、佐藤洋一(的場中学校深堀分教場)　年は消印
より採った

4162 20 寒川治夫書簡 寒川治夫
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、寒川治夫(飯田橋全日自労)　年月日は消印よ
り採った

4184 102 沢田敏子書簡 沢田敏子 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(7)日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 現金書留　年月日は消印より採った

4162 26 沢村秀夫書簡 沢村秀夫
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
18日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

2337 産経新聞有志書簡 産経新聞有志 浅沼享子 昭和35、36ヵ年 ペン 2枚 浅沼稲次郎逝去時のカンパ添え状
産経新聞有志の内訳は大場鐘作、益田善郎、俵孝太
郎、永吉茂俊、市原

4164 52 三四会幹事書簡 三四会幹事 年月日不明 ペン 1通 三四会幹事の名簿 弔辞本文はなし

4174 80 自衛隊員書簡 自衛隊員 浅沼
昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人欄に「自衛隊員」「飛行機整備員（大分出身）」とあ
り　年は消印より採った

4188 53 Jane Rellum書簡 Jane Rellum 浅沼享子
昭和35年10月24
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
〔英文書簡の和
訳〕

4157 68 塩沢好一書簡 塩沢好一 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4173 3 静岡大学生活協同組合書簡 静岡大学生活協同組合 日本社会党
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4159 80 下波中学校職場書簡 下波中学校職場
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4169 5 柴田富太郎書簡 柴田富太郎 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 柴田富太郎名刺
肩書きは、柴田富太郎(賀川記念事業委員会委員)　名刺
入り　年月日は消印より採った

4159 91 渋谷保教書簡 渋谷保教
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
18日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 肩書きは、渋谷保教(妙法開拓団)　年は消印より採った

2330 島崎庄太郎・島崎静枝書簡 島崎庄太郎・島崎静枝
（故）浅沼稲次
郎

昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4174 10 島田五郎書簡 島田五郎
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（21）日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 差出人欄に「一労働者」とあり　年月日は消印より採った
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4174 21 島田助二書簡 島田助二 浅沼享子
昭和（35）年10月
17日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4175 5 嶋田正子書簡 嶋田正子 浅沼享子
昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は内容から採った

4184 7 島津八重子書簡 島津八重子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4188 43
清水幸美子・久川千代子・岩
元義育書簡

清水幸美子・久川千代子・岩
元義育

浅沼享子
昭和(35)年10日22
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、清水幸美子、久川千代子、岩元義育(それぞ
れ越知町立片岡小学校)　年は消印より採った

4159 56 十七才七月少年書簡 十七才七月少年 江田三郎
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 「十七才七月少年」とあり　年月日は消印より採った

4185 55 純日本人非国民党書簡 純日本人非国民党 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（28）日

ペン 1通
浅沼稲次郎暗殺及び浅沼享子の衆院選
祝賀を揶揄する川柳

差出人欄に「純日本人非国民党」とあり　年月日は消印
より採った

4160 29 少柿連美子書簡 少柿連美子 浅沼享子
昭和（35）年10月
22日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4184 19 上甲守弘書簡 上甲守弘 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4157 104 庄司智洋書簡 庄司智洋 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4175 23 女学生書簡 女学生 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「女学生」とあり　年月日は
消印より採った

4168 10 白井成雄書簡 白井成雄 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4175 36 白茂正男書簡 白茂正男 浅沼衣江
昭和（35）年10月
16日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは一プレス工員十七才　年は消印より採った

4160 95 城崎正隆書簡 城崎正隆
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

2338 進士芳太郎書簡 進士芳太郎 浅沼享子
昭和（35）年10月
29日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4160 11 新谷隆正書簡 新谷隆正
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月20
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4158 19 新藤庄次書簡 新藤庄次 浅沼享子
昭和（35）年10月
18日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4161 79 新潟一市民書簡 新浮一市民
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 差出人不明瞭、差出人名義は「新潟一市民」とあり

4185 129 新保清一郎書簡 新保清一郎 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（9）日

ペン 1通
「民主主義確立を期し総選挙をして有終の
美を得せしめ先生の霊前に捧げ度いと存
じます」

肩書きは、新保清一郎(新潟県新発田市字西塚目第二区
井伊事務所)　年月日は消印より採った

4174 51 新谷幸明書簡 新谷幸明
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
〔詩〕故・委員長の
霊前に（ささげる）

肩書きは、新谷幸明(農民講道館)　年月日は消印より
採った

4175 34 吹田市千里山　一主婦書簡 吹田市千里山　一主婦 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 差出人不明瞭、差出人名義は「一主婦」とあり

4160 89 末次健助書簡 末次健助
日本社会党本
部

昭和35年〔10〕月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4157 11 末永正夫書簡 末永正夫
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（19）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 肩書きは、末永正夫(教師)　年月日は消印より採った

4164 53 菅沼政子書簡 菅沼政子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年11月4
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4158 14 杉浦一義書簡 杉浦一義
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月は消印より採った

4159 67 杉谷善三郎書簡 杉谷善三郎
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4184 83 杉原岩作書簡 杉原岩作 浅沼享子 昭和35年10月20 ペン 1通 〔漢詩〕悼日本社会党浅沼党首横死 肩書きは、杉原岩作(81歳)

4184 8 杉本節子書簡 杉本節子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 〔切手〕 年月日は消印より採った

4174 36 杉山書簡 杉山 浅沼享子
昭和35年10月20
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、杉山(社会主義青年同盟厚狭支部、山口県厚
狭郡山陽町厚狭　日本化薬労働組合)

4164 81 杉山享子書簡 杉山享子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4159 77 勝呂寿常書簡 勝呂寿常
浅沼稲次郎葬
儀委員会

昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4162 47 逗子一女子学生書簡 逗子一女子学生
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎刺殺事件後の方策 年月日は消印より採った
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4158 32 鈴木猪平書簡 鈴木猪平 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 50 Suzuki Ihei書簡 Suziki Ihei
浅沼稲次郎・
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 52 鈴木猪平書簡 鈴木猪平
浅沼稲次郎・
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（20）日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 17 鈴木輝一郎書簡 鈴木輝一郎 浅沼享子
昭和(35)年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 13 鈴木久蔵書簡 鈴木久蔵 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

2351 鈴木慶次書簡 鈴木慶次 浅沼享子
昭和（35）年10月
28日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4188 35 鈴木慈書簡 鈴木慈 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（31）日

ペン 1通
浅沼稲次郎への弔意　浅沼享子衆院選出
馬に対する激励

年月日は消印より採った

4174 61 鈴木静江書簡 鈴木静江 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（30）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4175 39 鈴枝士朗書簡 鈴枝士朗 浅沼享子
昭和35年10月21
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4157 46 鈴木新助書簡 鈴木新助 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、鈴木新助(創価学会員、69才)　年は消印より
採った

4159 94 すずきたかし書簡 すずきたかし
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月16
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 81 鈴木正書簡 鈴木正
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 27 鈴木長次郎書簡 鈴木長次郎 浅沼享子
昭和(35)年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4174 71 鈴木天明書簡 鈴木天明 浅沼享子
昭和35年10月17
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 〔名刺〕
肩書きは、鈴木天明(福島県原水協理事、福島勤労婦人
会長、福島市衛生団体連合会理事)

4184 49 須田正三書簡 須田正三
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4184 68 須藤アキヨ書簡 須藤アキヨ 浅沼享子
昭和（35）年10月
17日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、須藤アキヨ(26才、独身女性)　年は消印より
採った

4181 56 須藤平治美書簡 須藤平治美 浅沼享子
昭和35年10月25
日

活版・
ペン

1通 暴力排除の徹底的措置方要望について 肩書きは、須藤平治美(新潟県刈羽郡西山町議会議長)

4174 31 住田恵美子書簡 住田恵美子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
21日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 5 隅田喜一書簡 隅田喜一 浅沼稲次郎
昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4161 3 須山八千代書簡 須山八千代 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 28 関口正平書簡 関口正平
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 49
関口妙子・安積房子他34名書
簡

関口妙子・安積房子他34名 浅沼享子 年月日不明 ペン 1通
浅沼稲次郎委員長の死を悼むカンパ36名
分

封筒なし

4164 16 関谷英子書簡 関谷英子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4174 25 瀬古勝治書簡 瀬古勝治 浅沼享子 昭和35年10月 ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
実業新聞（昭和35
年10月24日）

4164 25 世田谷区内一主婦書簡 世田谷区内一主婦 浅沼享子
昭和(35)年10月13
日

墨書 1通 御香典
差出人不明瞭、差出人名義は「世田谷区内一主婦」　年
は消印より採った

4184 80 瀬戸ツヤ書簡 瀬戸ツヤ
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和(35)年10月16
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 現金書留　年は消印より採った

4159 93 選挙有権者代表書簡 選挙有権者代表
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（19）日

ペン 1通 浅沼稲次郎刺殺への所感 「選挙有権者代表」とあり　年月日は消印より採った

4160 97
全建労新庄支部事務所分会
書簡

全建労新庄支部事務所分会
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（24）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 67
全建労東北地本新庄支部　寒
〓川支部書簡

全建労東北地本新庄支部寒
〓支部

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った
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4173 4
全国紙パルプ産業労働組合聨
合会高崎製紙労働組合第三
十二回定期大会書簡

全国紙パルプ産業労働組合
聨合会高崎製紙労働組合第
三十二回定期大会

日本社会党
昭和35年10月15
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4164 69
全国金属労働組合東邦金属
支部浅沼氏暗殺に対する抗議
大会書簡

全国金属労働組合東邦金属
支部浅沼氏暗殺に対する抗
議大会

浅沼享子
昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4173 5
全国税労働組合郡山分会職
場大会書簡

全国税労働組合郡山分会職
場大会

日本社会党中
央執行委員会

昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4160 39
全国税労働組合福島支部須
賀川分会書簡

全国税労働組合福島支部須
賀川分会

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 67
全国税労働組合和歌山県支
部海南分会暴力追放抗議集
会書簡

全国税労働組合和歌山県支
部海南分会暴力追放抗議集
会

浅沼享子
昭和35年10月14
日

謄写 1通 浅沼刺殺事件に対する決議
『全国税海南』
No.52

年は同封の刊行物から採った

4160 8
全自交労連神奈川ハイタクみ
づほ支部書簡

全自交労連神奈川ハイタクみ
づほ支部

日本社会党本
部

昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4172 3
全司法大阪支部浅沼委員長
追悼職場大会書簡

全司法大阪支部浅沼委員長
追悼職場大会

日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

活版・
ペン

1通 浅沼稲次郎暗殺に関する決議

4160 101
全司法桐生分会職場大会書
簡

全司法桐生分会職場大会
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4164 85
全逓信労働組合　鹿児島県地
区　川薩支部　川内分会書簡

全逓信労働組合　鹿児島県
地区　川薩支部　川内分会

浅沼享子
昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4161 103
全逓信労働組合鶴岡地方支
部鼠ヶ関局分会書簡

全逓信労働組合鶴岡地方支
部鼠ヶ関局分会

浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4173 10
全逓信労働組合福岡県地区
青年部第五回定期委員会書
簡

全逓信労働組合福岡県地区
青年部第五回定期委員会

日本社会党本
部

昭和35年10月16
日

ペン １通 浅沼稲次郎に対する弔意

4160 5 全逓長岡支部栃尾分会書簡 全逓長岡支部栃尾分会
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4160 1
全逓宮古地方局支部小本局
分会書簡

全逓宮古地方局支部小本局
分会

日本社会党本
部

昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4161 31
全逓信労働組合鶴岡地方支
部東岩本分会一同書簡

全逓信労働組合鶴岡地方支
部東岩本分会一同

浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 6 全日自労岩渕班書簡 全日自労岩渕班
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（25）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 19 全日自労岩国会現場員書簡
全日自労岩国会平間将天現
場員

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 7
全日自労岩国分会沼田班労
務者書簡

全日自労岩国分会沼田班労
務者

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（25）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 77
全日自労新潟県支部柏崎分
会職場大会書簡

全日自労新潟県支部柏崎分
会職場大会

浅沼享子
昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4162 16
全日自労北海道地方支部書
簡

全日自労北海道地方支部
日本社会党本
部

昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4159 42
全日自労北海道地方支部書
簡

全日自労北海道地方支部 浅沼享子
昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4162 31
全日自労岩国分会特点現場
勝井組労務者一同書簡

全日自労岩国分会特点現場
勝井組労務者一同

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 58
全日本社会主義高校生同盟
書簡

全日本社会主義高校生同盟
日本社会党本
部

昭和35年10月14
日

ペン 1通 声明文

4181 50
全日本社会主義高校生同盟
書簡

全日本社会主義高校生同盟
浅沼稲次郎御
遺族

昭和35年10月14
日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意及び惨事の根底
をなす右翼団体のテロリズムに対して激し
い憤怒の情を表する

4164 100
全日本自由労働組合八代支
部　新安保反対　浅沼委員長
虐殺抗議大会書簡

全日本自由労働組合八代支
部　新安保反対　浅沼委員長
虐殺抗議大会

日本社会党本
部

昭和35年10月20
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4175 3
全農林労働組合福岡県本部
柳河統計分会書簡

全農林労働組合福岡県本部
柳河統計分会

日本社会党本
部

昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は内容から採った　封筒なし
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4174 84 千波光江書簡 千波光江 浅沼享子
昭和（35）年10月
14日

東京都教
育庁社会
教育課原
稿用紙

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4174 27 川柳岡山　9月号　N0.195 川柳岡山社
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月14
日

活版・
鉛筆

１冊 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、川柳岡山社(川柳岡山会員春風川柳会)

4157 23 宋幸一書簡 宋幸一 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、宋幸一(中西朝鮮初級学校五年生)　年月日は
消印より採った

4175 2
総評・全印総連大阪地連　新
興出版社・啓林館労働組合書
簡

総評・全印総連大阪地連　新
興出版社・啓林館労働組合

日本社会党
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4161 94 染矢文一郎書簡 染矢文一郎 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 62 空田花心書簡 空田花心
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（12）日

ペン 1通
浅沼稲次郎への弔意　社会党にも反省を
促す

肩書きは、空田花心(大日本神学院院長)　年月日は消印
より採った

4174 7
第一製薬船堀工場労働組合
書簡

第一製薬船堀工場労働組合 日本社会党
昭和35年10月13
日

墨書 １通 浅沼稲次郎に対する弔意 封筒には切手なし

2065 1 大源更書簡 大源更 浅沼享子
昭和(35)年10月18
日

ペン 1枚 浅沼稲次郎への弔意
年は内容から推定　大源更は日本社会党倉敷支部長
封筒欠　2065-1～4,6～7及び「浅沼稲次郎関係文書　そ
の2　書類の部」580,581は一括

4171 7
第二三次統一行動浅沼委員
長刺殺に対する佐々地区抗議
集会弔辞

第二三次統一行動浅沼委員
長刺殺に対する佐々地区抗
議集会

日本社会党
昭和35年10月15
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4159 87
大日本朝鮮民主女姓同盟福
岡県築上支部書簡

大日本朝鮮民主女姓同盟福
岡県築上支部

浅沼享子
昭和（35）年10月
24日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4164 54 平光次書簡 平光次 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（25）日

ペン 1通

緒方セツ、川内竜馬、山下静人、高峰正
行、綾良次郎、山口清孝、武雄宗人、松尾
享子、中村恵美子、石丸照子、副島キクノ
（全て佐賀県杵島郡山内村山内西小学
校）からの香典取次ぎ

肩書きは平光次（佐賀県教職員組合）　現金書留封筒
年月日は消印より採った

4175 13 高石俊朗書簡 高石俊朗 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4159 101
高木鉄工所労働組合10.12事
件抗議集会書簡

高木鉄工所労働組合10.12事
件抗議集会

日本社会党本
部

昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4184 55 高木春重書簡 高木春重
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4157 38 高工藤雅次書簡 高工藤雅次 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 88 高崎ゆき書簡 高崎ゆき 浅沼享子
昭和(35)年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4159 75 高島鉄郎書簡 高島鉄郎
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 93 高田正一書簡 高田正一
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（25）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 70 高田東大書簡 高田東大 浅沼稲次郎
昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4184 100 高田直利書簡 高田直利
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4184 43 高梨輝憲書簡 高梨輝憲
浅沼稲次郎・
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月

ペン 1通
私の思い出を記して浅沼稲次郎氏の死を
悼む

年月は消印より採った

4174 20 隆野諦身書簡 隆野諦身 浅沼享子
昭和（35）年10月
15日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4160 22 高橋朝雄書簡 高橋朝雄 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月は消印より採った

4174 63 高橋一夫・高橋広子書簡 高橋一夫・高橋広子 浅沼享子
昭和（35）年10月
20日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
〔詩〕浅沼さん　さ
ようなら

年は消印より採った
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4174 83 高橋権六書簡 高橋権六 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、高橋権六(元衆議院議員)

4161 90 高橋泰一書簡 高橋泰一 浅沼享子
昭和35年10月14
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4181 40 高橋文雄書簡 高橋文雄 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（18）日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 〔和歌〕 年月日は消印より採った

4174 18 高橋正夫書簡 高橋正夫 浅沼享子
昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎の生前の言動に対する批判 年は消印より採った

4164 96 高橋良雄書簡 高橋良雄
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4157 83 高安秀浄書簡 高安秀浄 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

2341 滝本精之書簡 滝本精之 浅沼享子 昭和35年11月1日 ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4160 85 武井辰司書簡 武井辰司
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4162 35 武井とし子書簡 武井とし子
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 93 武居直人書簡 武居直人
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
26日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 48 竹下実書簡 竹下実
江田三郎・浅
沼享子

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 17 武田書簡 武田
日本社会党書
記局

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4175 1 竹田のぶ子書簡 竹田のぶ子 浅沼享子
昭和（35）年10月
30日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4169 9 武田政則書簡 武田政則 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（25）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する悔やみ状転送
武田政則宛Ｓ．
SUZUKI書簡

年月日は消印より採った

2323 武田康成書簡 武田康成 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4157 41 武田良三書簡 武田良三
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎襲撃への見舞い 年月日は消印より採った

4184 81 竹波和嘉子書簡 竹波和嘉子 浅沼享子
昭和(35)年11月7
日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼享子立候
補に対する応援

年は消印より採った

4164 80 竹野みち子書簡 竹野みち子 浅沼享子
昭和(35)年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4174 81 田島儀三郎書簡 田島儀三郎 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4181 23 立山忠夫書簡 立山忠夫 浅沼享子
昭和（35）年11月
12日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼享子の衆
院選出馬に対する応援

年は消印より採った

4162 37 田中一男書簡 田中一男
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 57 田中俊介書簡 田中俊介 浅沼享子
昭和35年10月18
日

活版・
ペン

1通
日本生活協同組合第三回全国理事会にて
別紙の声明を行うことを決議したので送付

声明書（浅沼刺殺
事件をファッショ
的暴力として・こ
のような事態を許
した政府に抗議）

肩書きは、田中俊介(日本生活協同組合連合会)

4168 15 タナカスミコ書簡 タナカスミコ 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4174 90 田中孝子書簡 田中孝子 浅沼享子
昭和（35）年10月
17日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4174 88 田中多喜男書簡 田中多喜男
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月16
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、田中多喜男(奈良車体製造K.K.)

4158 28 田中龍雄書簡 田中龍雄 浅沼享子
昭和（35）年10月
21日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4161 51 田中初蔵書簡 田中初蔵 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4184 42 田中英夫書簡 田中英夫 浅沼享子
昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4171 3 田中峯祐書簡 田中峯祐
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月14
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、田中峯祐(書家、日本書道連名山口県支部参
与、下関書道文化協会理事、下関美術連盟理事)　号は
華陵
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4159 63 田中記奈書簡 田中記奈 浅沼稲次郎
昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4159 72 田中留一書簡 田中留一
〔日本〕社会党
本部

昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4174 62 田中隆一書簡 田中隆一 浅沼享子
昭和（35）年10月
26日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 69 棚橋義雄書簡 棚橋義雄 浅沼享子
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4174 16 田辺軍太郎書簡 田辺軍太郎 浅沼享子
昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、田辺軍太郎(元東京市長秘書)

4159 54 田辺二郎書簡 田辺二郎
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、田辺二郎(日本労働組合総同盟全国金属産業
労働組合同盟千葉金属労働組合山中支部支部長)　年
月日は消印より採った

4161 17 田辺二郎書簡 田辺二郎
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、田中二郎(日本労働組合総同盟全国金属産業
労働組合同盟千葉金属労働組合山中支部支部長)　年
月日は消印より採った

4159 82 谷川秋畔書簡 谷川秋畔
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 32 谷口栄業書簡 谷口栄業 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 70 谷口新二書簡 谷口新二 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、谷口新二(国鉄宮城分会)　年月日は消印より
採った

4160 42 谷本保男書簡 谷本保男
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4188 52 種山勝栄書簡 種山勝栄 浅沼享子
昭和（35）年10月
19日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼享子出馬
に対する期待

年は消印より採った

4181 95 田部井健次書簡 田部井健次 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月20日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 現金書留　年月は消印より採った

4181 25 玉井ふみ書簡 玉井ふみ 浅沼享子
昭和（35）年10月
30日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼享子の衆
院選出馬に対する応援

差出人欄に「一主婦」とあり　年は消印より採った

4161 56 玉置幸郎書簡 玉置幸郎 浅沼衣江
昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4164 34 田万明子書簡 田万明子 浅沼享子
昭和35年10月25
日

田万清臣
法律事務
所罫紙

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 封筒には田万清臣法律事務所とあり

4181 31 田宮とし書簡 田宮とし
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
13日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4164 104 田宮よし書簡 田宮よし 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4181 96 田村さと子書簡 田村さと子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
16日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、田村さと子(大折中学校二年)　年は消印より
採った

4162 36 田村忠夫書簡 田村忠夫
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
18日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4158 18 田村守書簡 田村守 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 99 ちっぽけな一女性書簡 ちっぽけな一女性 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（27）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「ちっぽけな一女性より」
年月日は消印より採った

4160 26 千葉伊保子書簡 千葉伊保子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、千葉伊保子(岩教組安家小学校分会)　年月日
は消印より採った

4160 41
千葉県全逓香取郡大栄分会
昭栄職場書簡

千葉県全逓香取郡大栄分会
昭栄職場

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 68 千葉匡書簡 千葉匡 浅沼享子
昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、千葉匡(早稲田大学同級生)　年は消印より
採った

4164 38 千葉テル書簡 千葉テル 浅沼享子
昭和（35）年10月
21日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4159 53 茶山勝二書簡 茶山勝二
〔日本〕社会党
本部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4162 41 中央区日本橋町住人書簡 中央区日本橋町住人
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 差出人欄に「怒れる一市民」とあり　年は消印より採った

4159 8
趙寛〓（三水偏に・「峰」のつく
り）書簡

趙寛〓（三水偏に・「峰」のつく
り）

浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った
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4174 47 弔句 平尾藤二
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
18日

墨書 １通 浅沼稲次郎に対する弔意を詠んだ句 年は消印より採った

4169 4 張松生書簡 張松生 田中睦子
昭和（54）年（8）月
（29）日

ペン 1通 差出人家族の近況報告 年月日は消印より採った

4157 24 張花子書簡 張花子 浅沼衣江
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、張花子(朝鮮学校五年生)　年月日は消印より
採った

4161 66 塚本信夫書簡 塚本信夫
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4171 5 津島民主共闘会議書簡 津島民主共闘会議
日本社会党本
部

昭和35年10月26
日

活版・
墨書

１
枚・
11通

〔垂れ幕1枚（「日本社会党委員長浅沼稲
次郎を悼む会」)に加えて、複数の弔辞、弔
電が収められている〕

同封された弔辞の作成者は、松近絃市（宇和島自動車労
働組合代表）、林田勲（全林野労働組合四国地方本部宇
和島分会津島地区代表）、西弁造（社会党代表）、藤堂満
義（津島町長）、山口功（津島町教員組合組合長）、全逓
津島分会、津島民主クラブ代表、清家伊之松（自由民主
党津島町支部支部長）、林信一（津島町議会会議長）、草
野新平　電報の発信者は、井谷正吉、湯山勇、全逓南予
分会、山口タメヨシ

4184 52 津田千寿子書簡 津田千寿子 浅沼享子
昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 津田千寿子（二十五才）　年は消印より採った

4174 100 筒井澄子書簡 筒井澄子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、筒井澄子(主婦)　年は消印より採った

4159 25 堤四十一書簡 堤四十一 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4171 9 津村音次書簡 津村音次
江田三郎・浅
沼享子

昭和35年10月20
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、津村音次(佐々連鉱業労働組合第一三二総会
議長)

4173 8 手塚清書簡 手塚清 浅沼享子 昭和35年10月
活版・
ペン

1綴
浅沼委員長の暗殺に抗議し暴力、ファシズ
ムに反対する署名録〔23名の署名及び香
典目録〕

肩書きは、手塚清(新潟県中頚城郡板倉町上久々野代
表)

4215 寺前青児書簡 寺前青児 浅沼享子
昭和(35)年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4159 88 手をつなぐ会書簡 手をつなぐ会
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4181 63 土井優之助書簡 土井優之助 浅沼享子
昭和（35）年10月
27日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 58 統一民主党全国本部書簡 統一民主党全国本部
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4159 57 東上永喜書簡 東上永喜 江田三郎
昭和（35）年（10）
月（24）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

2318 東急運輸労働組合書簡 東急運輸労働組合書簡 浅沼享子
昭和35年12月13
日

タイプ 1通 浅沼稲次郎への弔意

4164 57 東京天使の家・みどり会書簡 東京天使の家・みどり会
浅沼稲次郎先
生社会党葬会
場

昭和35年10月20
日

ペン 1通 弔詞 みどり会（東京天使の家、国土緑化協力団体）

4174 53
東京都患者同盟第十三回分
会代表者会議書簡

東京都患者同盟第十三回分
会代表者会議

昭和35年10月13
日

ペン 1通
浅沼稲次郎社会党委員長に加えられた右
翼テロに対する声明

4174 52
東京都北多摩郡小平町平和と
民主主義と生活を守る会書簡

東京都北多摩郡小平町平和
と民主主義と生活を守る会

日本社会党
昭和35年10月28
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4168 11 東京都港区一庶子書簡 東京都港区一庶子
日本社会党事
務局

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎刺殺に対する怒り
差出人不明瞭、差出人名義は「一庶子」　年月日は消印
より採った

4174 89 東武信用金庫労働組合書簡 東武信用金庫労働組合
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 差出人名なし

4160 96 十川中学校分会書簡 十川中学校分会
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（22）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 105 遠坂正彦書簡 遠坂正彦 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、遠坂正彦(中央大学学生)　年月日は消印より
採った

4159 61 十川中学校分会書簡 十川中学校分会
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（22）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 29 十河尚弘・高津志主子書簡 十河尚弘・高津志主子 浅沼享子
昭和（35）年10月
21日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 〔揮毫〕十河貫市 年は消印より採った

4168 13 〔名刺〕 土岐章 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

活版・
ペン

1枚 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、土岐章(国産愛用推進協議会理事長、新生活
運動協会常任理事)　封筒に、「敬弔」と書き込まれた名
刺が入っていた　年は消印より採った
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4160 20 徳田清書簡 徳田清
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、徳田清(国鉄丹後山田駅)　年月日は消印より
採った

4184 82 徳田敬三書簡 徳田敬三 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(11)日

高崎白鷺
会原稿用

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 〔詩・歌〕 年月日は消印より採った

4185 75 徳田たつ書簡 徳田たつ 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、徳田たつ(解放運動犠牲者遺族いしずえ会)
年月日は消印より採った

4174 23 栃木三郎書簡 栃木三郎
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（13）日

北海道放
送網走放
送局罫紙

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4159 24 都内一市民書簡 都内一市民不明 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「都内一市民」　年月日は
消印より採った

4161 47 〔名刺〕 富田大八郎 年月日不明
活版・
鉛筆

1枚 「香典の時は住所記入のこと」 名刺　肩書きは、富田大八郎(有限会社富田製作所)

4157 7 富山一主婦書簡 富山一主婦
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（19）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「富山一主婦」　年月日は
消印より採った

4159 43 富山県一学生書簡 富山県一学生
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月16
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 差出人不明瞭、差出人名義は「富山県一学生」

4161 60 富山盛三書簡 富山盛三
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、富山盛三(甲賀高等学校、早大昭５校友)　年
は消印より採った

4185 73 豊田武雄書簡 豊田武雄 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4161 22 鳥集恵栄書簡 鳥集恵栄 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 6 内藤正司書簡 内藤正司
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和(35)年10月20
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、内藤正司(長野県南佐久郡野沢北高等学校2
年)　年は消印より採った

4158 8 直井安次郎書簡 直井安次郎 浅沼享子
昭和（35）年10月
24日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4161 39 直江緑書簡 直江緑 浅沼享子
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4174 28 中尾静子書簡 中尾静子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（23）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4181 70 中尾善一書簡 中尾善一 浅沼享子
昭和（44）年10月3
日

ペン 1通 浅沼の霊前に供える花代五千円送付 現金書留　年は消印より採った

4157 100 中尾八郎・中尾幸子書簡 中尾八郎・中尾幸子 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4184 44 中川あき子書簡 中川あき子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意と批判
肩書きは、中川あき子(主婦、三十五才)　年月日は消印
より採った

4157 51 中川善高書簡 中川善高 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 82 中川知味書簡 中川知味 浅沼稲次郎
昭和35年10月19
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

2065 7 中川八千代他一二名書簡 中川八千代他一二名 浅沼家 昭和（35）年 墨書 1枚 浅沼稲次郎への弔意
封筒欠　2065-1～4,6～7及び「浅沼稲次郎関係文書　そ
の2　書類の部」580,581は一括

4160 70 長崎県AB書簡 長崎県AB
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通
浅沼稲次郎への弔意　この事件を教訓とし
て社会党にも反省の必要

差出人不明瞭、差出人名義は「長崎県AB」　年月日は消
印より採った

4157 44 長崎真知子書簡 長崎真知子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 71 中里英子書簡 中里英子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和(35)年(10)月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月は消印より採った

4157 19 中島順誠書簡 中島順誠 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、中島順誠(国立予防衛生研究所)　年月日は消
印より採った

4184 95 中島隆雄書簡 中島隆雄 浅沼享子
昭和(35)年10月17
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4168 14 永田霊神書簡 永田霊神 浅沼享子
昭和（35）年12月1
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4158 31 長野の一労働者書簡 長野の一労働者 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「長野の一労働者」　年は
消印より採った

4181 8 中野きみ子書簡 中野きみ子 浅沼享子
昭和（35）年11月5
日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼享子の衆
院選出馬に対する応援

年は消印より採った

4157 16 中野広吉書簡 中野広吉 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った
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4184 94 中野佐代子書簡 中野佐代子 浅沼享子
昭和(35)年(10)月
(19)日

ペン 1通
浅沼稲次郎刺殺はテロを憎むと同時に、
デモとストを憎んでいた国民の仕返し

年月日は消印より採った

4174 73 中野シゲ書簡 中野シゲ 浅沼享子
昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4184 97 中林ミツル書簡 中林ミツル 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

2308 永原達也書簡 永原達也
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月22
日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎への弔意 永原達也は浅沼稲次郎の甥

4169 6 中原照幸書簡 中原照幸 浅沼享子
昭和35年10月25
日23日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4164 99 中村書簡 中村
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 差出人欄に「一高校生」とあり　年月日は消印より採った

4184 51
中村啓子・中村裕・中村栄子
書簡書簡

中村啓子・中村裕・中村栄子
書簡

浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 3通 浅沼稲次郎に対する弔意
中村啓子（高校1年）、中村裕（小学6年）、中村栄子（小学
2年）　年月日は消印より採った

4174 30 中村巧書簡 中村巧
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月22
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4164 90 中村哲夫書簡 中村哲夫 浅沼享子
昭和(35)年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4181 36 中村年宏書簡 中村年宏 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

〔名刺2枚（１枚は
エスペラント語／
日本語両両併記〕
中村年宏

年は消印より採った

4164 51 中村とめ書簡 中村とめ 浅沼享子
昭和（35）年11月4
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4184 57 中村一書簡 中村一 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通
十月一日の赤い羽根募金活動の際の浅
沼稲次郎の写真送付

中村一（葛飾小学校六年）　年は消印より採った

4159 48 中本弥三郎書簡 中本弥三郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（12）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 97 中山直道書簡 中山直道 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4184 6 鍋島確三書簡 鍋島確三 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 浅沼の写真切抜添付

4159 69 成谷茂他12名書簡 成谷茂他12名
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、成谷茂他12名(声なき声の会)　年月日は消印
より採った

4157 42 成田麦太郎書簡 成田麦太郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4171 2
新潟県職労北魚沼支部家畜
保健衛生社分会書簡

新潟県職労北魚沼支部家畜
保健衛生社分会

社会党本部
昭和（35）年（10）
月（15）日

墨書 1通
「浅沼委員長の死を悼み今後の奮闘を祈
る」

年月日は消印より採った

4171 6
新潟県西蒲原郡吉田町民主
青年同盟吉田班書簡

新潟県西蒲原郡吉田町民主
青年同盟吉田班

日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 差出人欄に25名の連署あり

4157 103 新倉馨書簡 新倉馨 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4175 31 新宮一世起書簡 新宮一世起 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は内容と封筒の書き込みより採った

4184 4 西尾治郎平書簡 西尾治郎平
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月14
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4184 59 西川書簡 西川 浅沼享子
昭和（36）年（1）月
（23）日

ペン 1通
作成者（西川）が作曲したと思われる
「ASANUMAに捧ぐ」楽譜

〔雑誌切抜〕血に
染むハンカチを胸
に　浅沼享子夫
人の涙の栄光

年月日は消印より採った

4164 72 西澤晃・西澤江美子書簡 西澤晃・西澤江美子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、西澤晃（群馬大学）、西澤江美子（茨城大学）

4174 17 西村ゆき代書簡 西村ゆき代 浅沼享子
昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4159 73 日本共産党北白川細胞書簡 日本共産党北白川細胞
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4184 46
日本共産党京都局極細胞書
簡

日本共産党京都局極細胞
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4159 78
日本共産党甲府西部細胞書
簡

日本共産党甲府西部細胞
日本社会党本
部

昭和35年10月
（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 日付は消印より採った

4157 35 日本共産党北白川細胞書簡 日本共産党北白川細胞 浅沼享子
昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 「日本共産党北白川細胞」　年は消印より採った
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4162 29 日本共産党桃谷細胞書簡 日本共産党桃谷細胞
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4175 17 日本ジャーナリスト会議書簡
日本ジャーナリスト会議緊急
集会

日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

活版 1通
浅沼稲次郎暗殺に対する「ジャーナリスト
緊急集会の決議」

4171 8
日本社会党兵庫県朝来郡生
野支部書簡

日本社会党兵庫県朝来郡生
野支部

日本社会党
昭和35年10月20
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4188 54 日本社会党八幡支部書簡 日本社会党八幡支部 浅沼享子
昭和35年10月30
日

ペン 1通
「昭和三十五年十月二十日福岡県八幡市
市民広場で八幡支部葬を挙行」　写真送

日本教育テレビ封筒　写真は同封されていない

4162 50
日本社会党を恋人のつぎに愛
する一浪人書簡

日本社会党を恋人のつぎに
愛する一浪人

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（21）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人名義は「日本社会党を恋人のつぎに愛する一浪
人」とあり　年月日は消印より採った

4173 12
日本新聞労働組合連合第三
十二回中央委員会書簡

日本新聞労働組合連合第三
十二回中央委員会

日本社会党本
部

昭和35年10月12
日

ペン １通 浅沼稲次郎に対する弔意

4173 11
日本新聞労働組合連合第四
回新聞研究中央集会書簡

日本新聞労働組合連合第四
回新聞研究中央集会

日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

ペン １通 浅沼稲次郎に対する弔意

4184 76 日本中小企業家同友会書簡 日本中小企業家同友会 日本社会党
昭和35年10月20
日

活版 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4185 74
日本電話衛生協会従業員一
同書簡

日本電話衛生協会従業員一
同

浅沼享子
昭和35年10月
（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 日付は消印より採った

4175 10 声明 日本美術会 日本社会党
昭和35年10月20
日

活版 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4175 4 日本文学協会書簡 日本文学協会
昭和35年10月18
日

謄写 1通

「この明白なテロリズムと、憲法などに保障
されている労働者ひいては国民の団結
権、争議権、請願権等とを」「『左右の暴
力』などと一括し、『民主主義』に対置させ
ることは、問題の本質をいちじるしく見誤る

封筒なし

2312 二戸武夫・藤井末松書簡 二戸武夫・藤井末松 故浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
18日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 〔花〕 年は消印より採った　二戸、藤井の肩書きは「開拓農民」

4162 18 二宮和利書簡 二宮和利
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4184 17 沼田幸次郎書簡 沼田幸次郎 浅沼享子
昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4160 75 沼津市一労働者書簡 沼津市一労働者
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「沼津市一労働者」　年月
日は消印より採った

4159 19 根岸俊幸書簡 根岸俊幸 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（18）日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎への弔意 肩書きは、根岸俊幸(小学生)　年月日は消印より採った

4181 22 野崎教信書簡 野崎教信 浅沼稲次郎
昭和35年11月12
日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼享子の衆
院選出馬に対する応援

4159 44 野崎教信書簡 野崎教信 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4157 56 野宮英一書簡 野宮英一 浅沼享子
昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4161 29 野村昭書簡 野村昭
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（14）日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 48 野村治男人書簡 野村治男人
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4162 7 野村正雄書簡 野村正雄
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 92 野村昌義書簡 野村昌義
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（24）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、野村昌義(新日本産業KK)　年月日は消印より
採った

4174 56
函館市北教組品松小学校班
書簡

函館市北教組品松小学校班
日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4161 27 橋本住夫書簡 橋本住夫 浅沼稲次郎
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4168 4 長谷川九暮書簡 長谷川九暮 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4164 83 長谷川弘子書簡 長谷川弘子 浅沼享子
昭和(35)年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 95 長谷川正男書簡 長谷川正男 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4162 5 長谷川正男書簡 長谷川正男
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、長谷川正男(宮津市鶴端国鉄宮津分会)　年月
日は消印より採った
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4168 17 羽鳥良一書簡 羽鳥良一 江田三郎
昭和35年10月18
日

謄写 1通
浅沼稲次郎に対する弔意と社会党に対す
る激励

肩書きは、羽鳥良一(野崎紙業労働組合執行委員長)

4184 20 花崎正夫書簡 花崎正夫
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4157 39 花村一男書簡 花村一男 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、花村一男(大阪平和守る会泉協連絡事務所)
年月日は消印より採った

4160 78 花村一男書簡 花村一男
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、花村一男(大阪平和守る会泉刕連絡事務所)
年月日は消印より採った

4159 29 花村一男書簡 花村一男 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（22）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 2 羽川勇書簡 羽川勇 浅沼享子 年月日不明 ペン 1通 供養の品の送り状 肩書きは、羽川勇(天笠織工)　封筒なし

4164 75 浜田けさ子書簡 浜田けさ子 浅沼享子
昭和（35）年10月
19日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、浜田けさ子(浜田書店)　年は消印より採った

4158 15
浜松北高等学校職員有志書
簡

浜松北高等学校職員有志
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（24）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 弔文寄せ書き　年月日は消印より採った

4164 46 浜本忠義書簡 浜本忠義 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月25日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月は消印より採った

4159 7 早川楫司書簡 早川楫司 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 87 早川タカ書簡 早川タカ
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4174 85 林石五郎書簡 林石五郎 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、林石五郎(元府立三中教員)

4184 3 林修書簡 林修
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月16
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4161 41 林馨司書簡 林馨司 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 49 林丈夫書簡 林丈夫
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、林丈夫(都立代々木高等学校)　年は消印より
採った

4160 18 林正志書簡 林正志 江田三郎
昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、林正志(全逓備中南支部妹尾局分会)　年月日
は消印より採った

4164 43 林田平治書簡 林田平治 浅沼享子
昭和(35)年10月19
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 59 林田雅嘉書簡 林田雅嘉 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 54 林典三書簡 林典三 浅沼享子
昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4184 9 林典三書簡 林典三 浅沼享子
昭和（35）年10月
24日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 74 林久一書簡 林久一 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4184 58 林松男書簡 林松男 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 14 原田晋吉書簡 原田晋吉 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4168 1 原とし子書簡 原とし子 浅沼享子
昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4174 19 原弘書簡 原弘 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4174 64 原正夫書簡 原正夫
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年10月
20日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼の書いた
ものが欲しい

年は消印より採った

4157 85 原蜜蔵書簡 原蜜蔵 浅沼享子
昭和（35）年10月
23日

ペン 1通 浅沼稲次郎、浅沼享子への批判 年は消印より採った

4157 13 原素行書簡 原素行 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4159 30 東室蘭地区抗議集会書簡 東室蘭地区抗議集会 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（26）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 18 樋口配夫書簡 樋口配夫 浅沼享子
昭和35年10月14
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4159 4 兵高教組津名分会書簡 兵高教組津名分会 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った
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4157 5 平尾藤二書簡 平尾藤二 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4159 68 平方薩男書簡 平方薩男
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（26）日

謄写・
ペン

1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、平方薩男(読売新聞)　年月日は消印より採っ
た

4164 5 平田洋子書簡 平田洋子 浅沼享子
昭和(35)年10月23
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、平田洋子(農家)　年は消印より採った

4162 45 平野敦子書簡 平野敦子
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 4 平向喜助書簡 平向喜助
浅沼享子・鈴
木様・江田様・
川上様

昭和（35）年（11）
月（10）日

鉛筆・
ペン

1通
浅沼稲次郎に対する弔意　浅沼享子の衆
院選出馬に対する応援

年月日は消印より採った

4181 35 平本二三書簡 平本二三 浅沼享子
昭和（35）年10月
21日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4161 16 広兼剛志書簡 広兼剛志
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 65 広見順光他6名書簡 広見順光他6名
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人は、広見順光、佐藤守、松崎考、田中光城、深草
茂、佐伯元規、北後幹雄　年月日は消印より採った

4159 17 福田耕一書簡 福田耕一
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、福田耕一(夜間学生)　年月日は消印より採っ
た

4174 75 福田清一書簡 福田清一 浅沼享子
昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4159 1
福島県立安積女子高等学校
職場会書簡

福島県立安積女子高等学校
職場会

浅沼享子
昭和35年10月18
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

2310 福田正三書簡 福田正三 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（21）日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った　福田は社会党員

4157 47 福田博書簡 福田博 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 41 福永全三書簡 福永全三 浅沼稲次郎
昭和35年10月19
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4184 13 房前善之書簡 房前善之 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 91 藤井朝子書簡 藤井朝子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 91 藤井慶一書簡 藤井慶一
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4159 28 藤川ミヨ書簡 藤川ミヨ 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、藤川ミヨ(岩教組下閉伊郡北部支部安家支会
会員)　年月日は消印より採った

4161 71 藤田清四郎書簡 藤田清四郎 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 106 藤野久光書簡 藤野久光
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 68 伏水省介書簡 伏水省介 浅沼衣江
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、伏水省介(下閉伊郡安家教員組合)　年月日は
消印より採った

4174 22 藤村典子書簡 藤村典子 浅沼享子
昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 36 藤村正男書簡 藤村正男 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4159 66 藤村茂八書簡 藤村茂八
日本社会党本
部

昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4161 98 藤本貴美子書簡 藤本貴美子
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、藤本貴美子(国鉄宮津駅)　年月日は消印より
採った

4157 33 藤本武助書簡 藤本武助 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4184 86 藤本玲子書簡 藤本玲子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（28）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
年月日は消印より採った　封筒差出人欄には「十月二十
一日」とあり

4157 57 藤森亥太郎書簡 藤森亥太郎
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 42 藤森光雄書簡 藤森光雄 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（29）日

ペン 1通
当地地方新聞に託された木坂清一からの
香典三百円を転送

肩書きは、藤森光雄(日本社会党柳井支部支部長)　年月
日は消印より採った

4188 46 藤原とよ他4名書簡 藤原とよ他4名 浅沼享子
昭和（35）年10月
31日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人は、藤原とよ、広野美子、笠澄しな、岡田とき、市
川和永　年は消印より採った
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4164 65 藤原秀雄書簡 藤原秀雄 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（24）日

鉛筆 1通
浅沼稲次郎への思い　浅沼の写真が欲し
い

肩書きは、藤原秀雄(小学三年生)　年月日は消印より
採った

4157 71 古山輝子書簡 古山輝子 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4162 51 文京区一青年労働者書簡 文京区一青年労働者
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「一青年労働者、19才」
年月日は消印より採った

4157 15 別宮章書簡 別宮章 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4181 51 別宮遊峡書簡 別宮遊峡 浅沼享子
昭和（35）年10月
20日

ペン 1通 浅沼稲次郎死去に対する和歌 肩書きは、別宮遊峡(槻の木同人)　年は消印より採った

4159 35 某姓代表鈴木書簡 某姓代表鈴木
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（12）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 74 暴力反対国民の１人書簡 暴力反対国民の１人
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「暴力反対国民の一人」
年月日は消印より採った

2313 保坂一男書簡 保坂一男 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 99 星野茂書簡 星野茂
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4184 99 細川秀哉「書簡 細川秀哉 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4157 78 細田富士子書簡 細田富士子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（12）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 88 細谷和吉書簡 細谷和吉
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4162 2
北海道岩見沢市立緑中学校
班書簡

北海道岩見沢市立緑中学校
班

日本社会党本
部

昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4162 3
北海道教職員組合岩見沢市
支部光陵中学校班書簡

北海道教職員組合岩見沢市
支部光陵中学校班

日本社会党本
部

昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4164 97
北海道教職員組合函館支部
千代田小学校班一同書簡

北海道教職員組合函館支部
千代田小学校班一同

日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4174 55
北海道教職員組合函館支部
常盤小学校班一同書簡

北海道教職員組合函館支部
常盤小学校班一同

日本社会党本
部

昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4184 69
北海道教職員組合函館支部
湯川中学校班書簡

北海道教職員組合函館支部
湯川中学校班

日本社会党
昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎刺殺に対する激励

4174 57
北海道函館市立青柳小学校
職員一同書簡

北海道函館市立青柳小学校
職員一同

日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4185 76
北海道高等学校教職員組合
松前高等学校班書簡

北海道高等学校教職員組合
松前高等学校班

浅沼享子
昭和(35)年10月20
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4160 3
北海道高等学校教職員組合
松前高等学校班書簡

北海道高等学校教職員組合
松前高等学校班

日本社会党本
部

昭和（35）年10月
20日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4175 8
北教祖函館支部千代ヶ岳小学
校班書簡

北教祖函館支部千代ヶ岳小
学校班

社会党本部
昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4162 17 北教組函館支部弥生班書簡 北教組函館支部弥生班
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 104 八田政雄書簡 八田政雄 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 45 補永マチ書簡 補永マチ 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月15日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月は消印より採った

4162 14 堀井清美書簡 堀井清美
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 11 堀井嘉蔵書簡 堀井嘉蔵 浅沼稲次郎
昭和35年10月19
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 肩書きは、堀井嘉蔵(矢尾喜三郎後援会蒲生町支部)

4162 13 堀雍則書簡 堀雍則
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4171 4 本条嘉久雄書簡 本条嘉久雄 日本社会党
昭和35年10月12
日

活版・
墨書

4通 「浅沼委員長暗殺に対する声明」
肩書きは、本条嘉久雄(全日本建設産業労働組合協議
会)

4174 54 本田通書簡 本田通
日本社会党本
部

昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、本田通(千葉県教職員組合東葛支部)

2319 本田みつえ書簡 本田みつえ 浅沼享子
昭和（35）年12月2
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った
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2317 毎日新聞社庶務部書簡 毎日新聞社庶務部 浅沼享子
昭和（36）年（2）月
（9）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 〔香典〕 年月日は消印と内容から推定

2344 前川憲夫書簡 前川憲夫 浅沼享子
昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4181 47 前沢陸郎書簡 前沢陸郎 浅沼享子
昭和35年10月15
日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　文化放送座談
会「現代子供気質」を聞いて考えたこと

2324 前沢陸郎書簡 前沢陸郎 浅沼享子
昭和35年10月12
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4184 25 前野美恵書簡 前野美恵
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（21）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4160 48 真木俊介書簡 真木俊介 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 28 牧野亀治郎書簡 牧野亀治郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
13日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、牧野亀次郎(明治生命保険相互会社)　年は内
容から採った

4168 12 〔名刺〕 牧山耕蔵 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（14）日

活版・
ペン

1枚 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、牧山耕蔵(国際観光興業株式会社、大日本興
業株式会社取締役社長）)　封筒に、「敬弔」と書き込まれ
た名刺が入っていた　年月日は消印より採った

4174 74 真井瑞江書簡 真井瑞江 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4160 2 益子政信書簡 益子政信
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
20日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4160 44 升沢事務長書簡 升沢事務長
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4181 79 松内林蔵書簡 松内林蔵 浅沼享子
昭和（35）年10月
18日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4184 74 松浦守倫書簡 松浦守倫 社会党本部
昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4161 75 松尾覚倫書簡 松尾覚倫
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 41 松岡徳次郎書簡 松岡徳次郎 浅沼享子
昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、松岡徳次郎(岩手県下閉伊郡岩泉町江川中学
校)

2352
松尾寿鶴・河合頼子・岡田キヨ
子・荒井福子書簡

松尾寿鶴・河合頼子・岡田キ
ヨ子・荒井福子

浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（24）日

ペン 1通
浅沼稲次郎の葬儀での浅沼享子の発言を
批判　ほか

年月日は消印より採った

4174 98 松下晴夫書簡 松下晴夫 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4164 82 松島実書簡 松島実 浅沼享子
昭和(35)年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4162 33 松平忠久他2名書簡 松平忠久他2名
日本社会党本
部

昭和35年10月17
日

ペン 1通
日本社会党上小支部埴科支部にて行う浅
沼稲次郎の党葬の案内

差出人は、松平忠久（日本社会党県連委員長）、小山一
平（同上小支部長）、米沢嘉久太（同埴科支部長）

4184 21 松田喬書簡 松田喬 浅沼稲次郎
昭和35年10月21
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4158 30 松本昭書簡 松本昭 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（20）日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

2322 松本為三郎書簡 松本為三郎 浅沼享子
昭和35年10月20
日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎への弔意

4164 39 松本十四一書簡 松本十四一 浅沼享子
昭和（35)年10月
21日

鉛筆・
ペン

1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4184 28 万根田トリ書簡 万根田トリ 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（23）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4159 16 丸田長造書簡 丸田長造 河上丈太郎
昭和（35）年（10）
月（14）日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 54 丸山米悟書簡 丸山米悟 浅沼稲次郎
昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4174 92 萬光正蔵書簡 萬光正蔵 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4174 48 三浦健吾書簡 三浦健吾
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4164 95 三浦虎一書簡 三浦虎一 浅沼享子
昭和(35)年(10)月
(15)日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った
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4159 14 三木淳生・三木みほ書簡 三木淳生・三木みほ 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（22）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 76 三木淳生・三木みほ書簡 三木淳生・三木みほ 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 40 三木博書簡 三木博 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（3）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 84 水倉泰子書簡 水倉泰子 浅沼享子
昭和（35）年10月
23日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4174 26 水野利悦書簡 水野利悦
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
肩書きは、水野利悦(埼玉県大里郡江南村部落解放同盟
支部)　年月日は消印より採った

4160 25 水野元夫書簡 水野元夫 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
18日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4159 5 三谷鹿居書簡 三谷鹿居 浅沼享子
昭和35年10月14
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 肩書きは、三谷鹿居(香川大学学生課長)

4181 49 みちのくの人書簡 みちのくの人 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（29）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「みちのくの人」　年月日は
消印より採った

4159 98 水戸市在住一市民書簡 水戸市在住一市民
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 「水戸市在住一市民」とあり　年月日は消印より採った

4162 30 湊川荘太郎書簡 湊川荘太郎
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
15日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4181 38 港区声なき声の会書簡 港区声なき声の会 浅沼享子
昭和（35）年11月
16日

墨書 1通
総選挙においては安保反対の立場から社
会党を支持する

年は消印より採った

4162 28 湊七良書簡 湊七良
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4164 35 峰岸のぶ子他2名書簡 峰岸のぶ子他2名 浅沼稲次郎
昭和35年10月20
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人は峰岸のぶ子（東京都南多磨郡多磨中学校3年A
組）、松本利枝（同）、高木佐代子（同）

4157 102 峯野漫人書簡 峯野漫人 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（22）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 63 箕浦信一書簡 箕浦信一 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4159 10 三野来書簡 三野来 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 45 宮川書簡 宮川 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（31）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 18 宮城仁平書簡 宮城仁平 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 10 宮城夕子書簡 宮城夕子 浅沼享子 昭和(35)年(10)月 ペン 1通 浅沼稲次郎暗殺に対する所感 年月は消印より採った

4164 20 三宅忠雄書簡 三宅忠雄 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4181 69 宮崎徳三書簡 宮崎徳三 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4184 22 宮沢よし江書簡 宮沢よし江 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月23日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 五洋水産株式会社　年月は消印より採った

4164 26 宮島昭男書簡 宮島昭男 浅沼享子
昭和(35)年10月16
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

2345 宮島典一郎書簡 宮島典一郎 浅沼享子
昭和35年10月25
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 〔詩歌〕 宛先は本文から採った

4159 60 宮原一書簡 宮原一
〔日本〕社会党
本部

昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4162 49 宮前定吉書簡 宮前定吉
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎刺殺事件後の方策 年は消印より採った

4157 95 宮本書簡 宮本 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（14）日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 28 宮本敏書簡 宮本敏 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（21）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4169 8 三輪史朗・三輪友子書簡 三輪史朗・三輪友子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（12）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4168 5 三輪輝子書簡 三輪輝子 浅沼享子
昭和（35）年10月
20日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、三輪輝子(医師)　年は消印より採った

4162 42 民主大衆政治ヲ愛者書簡 民主大衆政治ヲ愛者
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
15日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎刺殺事件への所感
差出人不明瞭、差出人名義は「民主政治愛〓大衆　」
年月日は消印より採った
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4188 44 向井靖書簡 向井靖 浅沼衣江
昭和35年10月19
日

ペン 1通 浅沼衣江を励ます手紙 〔絵葉書〕 肩書きは、向井清(品川訓練所機械科三期生)

4181 17 無説宜三書簡 無説宜三 浅沼享子
昭和（35）年11月8
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4158 10 武藤誠作書簡 武藤誠作
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（19）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 97 武藤ヒデ子書簡 武藤ヒデ子 浅沼享子
昭和（35）年10月
18日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 53 武藤光子書簡 武藤光子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4184 26 村上展之書簡 村上展之 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（21）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4181 55 村上文子書簡 村上文子 浅沼享子 昭和35年11月2月 ペン 1通
父の一周忌をむかえるにあたって　浅沼享
子を激励する手紙

〔新聞切抜〕喪章
つけて浅沼未亡
人

4164 89 村上百木書簡 村上百木 浅沼享子
昭和(35)年10月14
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4184 15 村社ふみ書簡 村社ふみ
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4157 75 村田和子書簡 村田和子 浅沼享子
昭和（36）年（3）月
（22）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への供養の品を渡せず残念 年月日は消印より採った

4161 46 村田嘉兵衛書簡 村田嘉兵衛 浅沼享子
昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4157 61 村田嘉兵衛書簡 村田嘉兵衛 浅沼享子
昭和（35）年10月
25日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4161 10 村田貞夫書簡 村田貞夫
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4157 8 村田隆夫書簡 村田隆夫 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 57 村田久太郎書簡 村田久太郎
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（13）日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 6 むろと屋田内書簡 むろと屋田内 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 77 室夕里書簡 室夕里 浅沼享子
昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4158 26 最上勇書簡 最上勇 浅沼稲次郎
昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意

4184 93 最上勇書簡 最上勇 浅沼稲次郎
昭和35年10月18
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4157 87 最上勇書簡 最上勇
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（13）日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4184 66 門司市内一主婦書簡 門司市内一主婦 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「一主婦」　年は消印より
採った

4184 18 望月静恵書簡 望月静恵 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4159 2 盛合順一書簡 盛合順一 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、盛合順一(岩手県岩泉町安家中学校川口分
校)　年月日は消印より採った

4164 1 森岡永吾書簡 森岡永吾 浅沼享子 昭和35年11月1日 ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

『愛の小箱通信』
（No9
1960.10.27）・『愛
の小箱』基金運動
趣意書

肩書きは、森岡永吾(特殊児童援護教会)

4161 61 森下優書簡 森下優
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4184 32 森清太郎書簡 森清太郎 浅沼享子
昭和（35）年11月
17日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4159 86 師岡昭彦書簡 師岡昭彦
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4158 11 諸木小学校職場会書簡 諸木小学校職場会 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（22）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 87 矢尾喜三郎後援会書簡 矢尾喜三郎後援会
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
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4159 71 八木数代書簡 八木数代 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4161 65 八木豊書簡 八木豊 浅沼享子
昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4184 96 安岡義隆書簡 安岡義隆
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 封筒差出人欄には「昭和三五年十月十五日」とあり

4181 100 矢田部博嗣書簡 矢田部博嗣 浅沼享子
昭和（35）年10月
18日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 8 柳沢今朝一書簡 柳沢今朝一 浅沼稲次郎
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4174 37 柳元丘書簡 柳元丘 浅沼享子
昭和35年10月23
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4188 16 矢野敬彦書簡 矢野敬彦 浅沼享子
昭和35年11月12
日

ペン 1通
浅沼稲次郎の遭難を悔やむ　自らも右翼
的色彩の強い人物に凶行を受ける

矢野文彦「星をい
たむ」

4160 31 山内尚子書簡 山内尚子
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 76 山浦幸男書簡 山浦幸男
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎刺殺事件への所感 年月日は消印より採った

4161 30 山尾四郎書簡 山尾四郎 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

2065 2 山口宇一郎書簡 山口宇一郎 不明
昭和35年10月19
日

ペン 1枚 浅沼稲次郎への弔意
山口は日本ゴム労働組合組合長　封筒欠　2065-1～4,6
～7及び「浅沼稲次郎関係文書　その2　書類の部」
580,581は一括

4164 9 山口俊彦書簡 山口俊彦 浅沼享子
昭和35年(10)月
(25)日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4175 21 山崎工書簡 山崎工 浅沼享子
昭和（35）年12月
17日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
〔名刺〕山崎工・衆
議院一般傍聴券

肩書きは、山崎工(日本大学法学部政経学科、日本大学
雄弁会)

4159 38 山崎てるみ書簡 山崎てるみ 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、山崎てるみ(小学5年女子)　年月日は消印より
採った

4160 88 山崎昇書簡 山崎昇
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、山崎昇(酒井建設工業株式会社大所川作業
所)　年月日は消印より採った

4159 33 山崎瞳書簡 山崎瞳
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（11）
月（5）日

ペン 1通
浅沼稲次郎、浅沼享子、浅沼衣江連名の
サインが欲しい

年月日は消印より採った

4174 13 山下治郎書簡 山下治郎 浅沼享子
昭和35年10月20
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4164 36 山下勝書簡 山下勝
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月20
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、山下勝(国鉄労働組合大井工場支部)

4174 68 山下義夫書簡 山下義夫 浅沼稲次郎
昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 〔名刺〕
肩書きは、山下義夫(大和自動車貿易株式会社代表取締
役)

4184 78 山田喜美子書簡 山田喜美子 浅沼享子
昭和(35)年10月13
日

ペン・
鉛筆

1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4184 75 山田忠志書簡 山田忠志
日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4175 25 山田又男書簡 山田又男 浅沼享子
昭和35年11月21
日

墨書 1通 〔歌〕

4157 64 山中晃書簡 山中晃 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（25）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 90 山中猛書簡 山中猛
日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4184 73 山梨県一農民書簡 山梨県一農民 社会党本部
昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4164 62 山室民子書簡 山室民子 浅沼享子
昭和(35)年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4174 78 山本絹子書簡 山本絹子 浅沼享子
昭和（35）年10月
22日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4164 30 山本キリヱ書簡 山本キリヱ 浅沼享子
昭和(35）年10月
18日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4174 6 山本謙三書簡 山本謙三 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（26）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4161 92 山本佐一書簡 山本佐一
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った
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4185 72 山本東嶺書簡 山本東嶺 浅沼享子
昭和(35)年10月27
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4161 20 山本敏吉書簡 山本敏吉 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4160 51 山本正成書簡 山本正成
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4184 45 山屋義一郎書簡 山屋義一郎
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和35年10月16
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4160 73 憂国の国民（県民）有志書簡 憂国の国民（県民）
日本社会党本
部

昭和35年10月15
日

ペン 1通
浅沼稲次郎刺殺はハガチー事件当時に起
こっても不思議ではなかった　社会党代議
士は反省すべき

差出人不明瞭、差出人名義は「静岡県在住　憂国の国民
（県民）有志一同」

4157 52 雪野ますみ書簡 雪野ますみ 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4174 96 横田訓正書簡 横田訓正 浅沼享子
昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4160 45 横田敏雄書簡 横田敏雄
日本社会党本
部

昭和35年10月15
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4157 81 横浜市学生21書簡 横浜市学生21
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 「横浜市　学生　21」とあり　年月日は消印より採った

4169 7
横浜市南区南太田町家庭主
婦書簡

横浜市南区南太田町家庭主
婦

浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 差出人欄に「家庭主婦」とあり　年は消印より採った

4160 84 横浜八重書簡 横浜八重
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4174 15 横山艶子書簡 横山艶子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（20）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4159 39 吉岡かづよ書簡 吉岡かづよ 浅沼享子
昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4157 18 吉川巌書簡 吉川巌
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（18）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
郵便往復はがきの「往」のみあり　年月日は消印より採っ
た

4157 94 吉田和之書簡 吉田和之
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 肩書きは、吉田和之(マッサージ業)

4181 71 吉田重兵衛書簡 吉田重兵衛 浅沼享子
昭和（35）年10月
18日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

2334 吉田芳恵書簡 吉田芳恵 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 94 吉村斉書簡 吉村斉 浅沼享子
昭和（35）年10月
25日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 58 吉本泉書簡 吉本泉 浅沼享子
昭和（35）年10月
13日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4181 86 吉屋宮夫書簡 吉屋宮夫 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（25）日

ペン 1通 浅沼暗殺の原因は左翼の暴力への反感 年月日は消印より採った

4164 21 米沢恵子書簡 米沢恵子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4181 92 米谷弘子書簡 米谷弘子 浅沼享子
昭和（35）年10月
12日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4157 27 梁智淑書簡 梁智淑 浅沼衣江
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、梁智淑(中西朝鮮学校五年生)　年月日は消印
より採った

4157 22 李和九書簡 李和九 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
肩書きは、李和九(中西朝鮮初級学校五年生)　年月日は
消印より採った

4181 34 若尾優書簡 若尾優 浅沼享子
昭和35年10月19
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4159 31 若藤豊子書簡 若藤豊子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（26）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
転送先を記した付箋添付　テープ除去　年月日は消印よ
り採った

4159 95 若柳凡夫書簡 若柳凡夫
〔日本〕社会党
本部

昭和（35）年（10）
月13日

ペン 1通 浅沼稲次郎刺殺への所感 年月は消印より採った

4162 19
和歌山県御坊市名田中学校
職場員一同書簡

和歌山県御坊市名田中学校
職場員一同

日本社会党本
部

昭和（35）年10月
15日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4170 5 和歌山市三児の母書簡 和歌山市三児の母 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（22）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「三児の母」　年月日は消
印より採った

2325 脇本昌慧書簡 脇本昌慧
（故）浅沼稲次
郎

昭和（35）年（10）
月（16）日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意
年月日は消印より採った　封筒の表書きに「池田仁一君」
とある

4161 45
和教組海草支部執行委員一
同書簡

和教組海草支部執行委員一
同

浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（12）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った
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4162 9
和教組海草支部執行委員内
及書記局一同書簡

和教組海草支部執行委員内
及書記局一同

日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4185 71 涌井三郎書簡 涌井三郎 浅沼享子
昭和35年10月22
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4164 73 分部与代書簡 分部与代 浅沼享子
昭和(35)年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4164 7 分部与代書簡 分部与代 浅沼享子
昭和(35)年10月23
日

川崎市立
商業高等
学校罫紙

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
御依頼御届明細
票1号・〔名刺〕分
部達雄

名刺の肩書きは、分部達雄（川崎市立商業高等学校教
諭）

4157 20 和合聖王書簡 和合聖王 浅沼享子
昭和35年10月17
日

ペン・
鉛筆

1通 浅沼稲次郎への弔意

4184 16 和田常信書簡 和田常信 浅沼享子
昭和35年10月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4164 22 和田得書簡 和田得 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4160 37 渡辺康司書簡 渡辺康司
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4161 4 渡辺清作書簡 渡辺清作
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 48 激励文の送達について 渡辺惣蔵
日本社会党本
部

昭和35年10月15
日

ペン 1通

道連所属豊平支部は抗議集会を開き
ファッシズムのテロ行為に対する抗議する
事を町民に訴えた　集会で党本部に対す
る激励文申達を決議したので送付する

激励文
肩書きは、渡辺惣蔵(日本社会党北海道支部連合会執行
委員長)

4160 82 渡近人書簡 渡近人
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4191 〔電報一括〕 浅沼享子
昭和35年10月21
日、22日、24日

タイプ 8通 浅沼稲次郎に対する弔意

4161 81 〓〓巌書簡 〓〓巌 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4181 30 チャールズ・デビッドソン書簡 チャールズ・デビッドソン 浅沼享子
昭和35年10月13
日

墨書 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 肩書きは、チャールズ・デビッドソン(救世軍司令官)

4169 3 Douglas MacArthur Ⅱ書簡 Douglas MacArthur Ⅱ 浅沼享子
昭和35年10月13
日

タイプ 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
Douglas Dillon書
簡

4168 16 Lalji Mehrotra書簡 Lalji Mehrotra 浅沼享子
昭和35年10月19
日

タイプ・
ペン

1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4159 22 M・H書簡 M・H 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（22）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「M.H.」　年月日は消印より
採った

4157 80 T.Y.生書簡 T.Y.生
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「T.Y.生」　年月日は消印よ
り採った

4162 23 差出人不明書簡 差出人不明
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（12）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4162 25 差出人不明書簡 差出人不明 江田三郎
昭和（35）年10月
12日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意　社会党批判 年は消印より採った

4235 〔電報一括〕 差出人不明
昭和35年10月12
日

タイプ 4通 浅沼稲次郎に対する弔意

4160 21 差出人不明書簡 差出人不明
浅沼稲次郎葬
儀委員会

昭和（35）年（10）
月（12）日

ペン 1通 浅沼稲次郎刺傷にたいする見舞状 年月日は消印より採った

4162 52 差出人不明書簡 差出人不明
日本社会党本
部

昭和35年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意

4164 19 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和35年10月17
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意

4182 3 電報 差出人不明 浅沼享子
昭和35年10月26
日

タイプ 1通 アサヌマサンノカタキクロダガキットウツ

4164 102 差出人不明書簡 差出人不明
朝日新聞東京
本社

昭和35年11月12
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 封筒に「写真在中」とあり

4162 22 差出人不明書簡 差出人不明
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 23 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った
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4164 98 差出人不明書簡 差出人不明
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（13）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 差出人欄に「一青年」とあり　年月日は消印より採った

4158 24 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 55 差出人不明書簡 差出人不明
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4164 93 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「一主婦」　年月日は消印
より採った

4157 93 差出人不明書簡 差出人不明
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 84 差出人不明書簡 差出人不明
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（15）日

ペン 1通 浅沼稲次郎の処理方法、天皇制廃止 年月日は消印より採った

4157 67 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4157 86 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（16）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 34 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（17）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4157 1 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（19）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意
「農業　五十一才　非党員　匿名」とあり　年月日は消印
より採った

4157 2 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（19）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 12 差出人不明書簡 差出人不明
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（19）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 21 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（35）年（10）
月（21）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4159 13 差出人不明書簡 差出人不明
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（22）日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月日は消印より採った

4184 64 差出人不明書簡 差出人不明
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年（10）
月（24）日

ペン 1通
浅沼稲次郎に対する弔意　詩（「夕暮に忍
ぶ」）送付

年月日は消印より採った

4157 9 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月30日

墨書 1通 浅沼稲次郎への弔意 年月は消印より採った

4174 5 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（1）日

鉛筆 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年月日は消印より採った

4164 56 差出人不明書簡 差出人不明
日本社会党本
部

昭和（35）年10月
12日

ペン 1通
浅沼稲次郎がなくなった日の差出人の日
記

年は消印より採った

4164 94 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和(35)年10月13
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意
差出人不明瞭、差出人名義は「浅沼先生の訃報に接して
慟哭する一市民」　年は消印より採った

4161 86 差出人不明書簡 差出人不明
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 浅沼稲次郎への弔意 年は消印より採った

4164 31 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和(35)年10月26
日

ペン 1通 浅沼稲次郎に対する弔意 年は消印より採った

4126 79 相川伊兵衛書簡 相川伊兵衛 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 97
相川信一郎・田中庫蔵・野沢
栄書簡

相川信一郎・田中庫蔵・野沢
栄

浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 13 相沢脩一書簡 相沢脩一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、相沢脩一(江東区立元加賀小学校長)

4126 245 青木幸太郎書簡 青木幸太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、青木幸太郎(晴海町家庭農園親睦会)

4139 25 青木寛書簡 青木寛 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（5）日

ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、青木寛(早大)　年月日は消印より採った

4126 478 青野武一書簡 青野武一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、青野武一(日本社会党、衆議院議員、労働常
任委員)

4126 197 赤川助次郎書簡 赤川助次郎 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 569 赤羽斌書簡 赤羽斌 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 555 赤松勇書簡 赤松勇 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、赤松勇(衆議院議員)

4126 89 赤松常子書簡 赤松常子 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 71 赤松勇書簡 赤松勇 浅沼稲次郎
昭和（23）年（12）
月（29）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、赤松勇(衆議院議員）　年月日は消印より採っ
た

1.7.年賀挨拶（寒中見舞・喪中挨拶も含む）
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4090 158 秋山照英書簡 秋山照英 浅沼稲次郎
昭和(22)年(12)月
(31)日

活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、秋山照英（東京深川成田山不動堂主監）　年
月日は消印より採った

4126 616 秋山定吉書簡 秋山定吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

肩書きは、秋山定吉(日本社会党中小企業対策部員、東
京都連合会商工部長、日本社会党墨田支部長、東京都
民生委員、墨田区民生常務委員協議会議長、墨田区消
防委員、司法保護司、本所防犯協会副会長)

4126 9 秋山辰五郎書簡 秋山辰五郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（12）日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、秋山辰五郎(日本社会党玉村支部副支部長)
年月日は消印より採った

4126 309
阿久津正寿経営経理事務所
書簡

阿久津正寿経営経理事務所 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(5)日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 173 浅井謙一郎書簡 浅井謙一郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 509 浅井富太郎書簡 浅井富太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 63 浅岡信夫書簡 浅岡信夫 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4090 17 浅岡那夫書簡 浅岡那夫 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（9）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 218 浅岡那夫・多香子書簡 浅岡那夫・多香子 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 524 麻島亟吉書簡 麻島亟吉 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(8)日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 26
浅沼稲次郎・雄賀多喜有三書
簡

浅沼稲次郎・雄賀多喜有三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、浅沼稲次郎（衆議院議員）、雄賀多喜有三（日
本社会党中央支部副支部長）

4090 5 浅沼三郎書簡 浅沼三郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（14）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 127 浅沼俊助書簡 浅沼俊助 浅沼稲次郎
昭和(23)年(1)月
(5)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 168 浅沼彪書簡 浅沼彪 浅沼稲次郎 昭和23年1月11日 墨書 1通 年賀挨拶

4090 6 浅沼為吉書簡 浅沼為吉 浅沼稲次郎
昭和（23）年1 月
（1 日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 281 浅沼信重書簡 浅沼信重 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 8 浅沼信重書簡 浅沼信重 浅沼稲次郎
昭和(23)年(1)月
(19)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 29 浅沼彪書簡 浅沼彪 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(25)日

鉛筆・
墨書

1通 年賀挨拶

4090 16 浅沼実書簡 浅沼実 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（14）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 224 浅沼民司書簡 浅沼民司 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 295 浅野左一郎書簡 浅野左一郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、浅野左一郎(大東京火災保険株式会社・日本
生命保険相互会社江東営業所)

4090 29 浅野善蔵書簡 浅野善蔵 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（3）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 128 浅野豊治書簡 浅野豊治 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月8日 鉛筆 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 595 浅野博一書簡 浅野博一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 337 浅野光仁書簡 浅野光仁 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 167 浅羽富生書簡 浅羽富生 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(5)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 501 足鹿覚書簡 足鹿覚 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4013 7 東喜代駒書簡 東喜代駒 浅沼稲次郎
昭和22年12月31
日

墨書 1通 年賀挨拶 連名で「東公子」「東満津子」「原伸二」「武井津彌子」

4126 247 東喜代駒書簡 東喜代駒 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

2617 東舜英書簡 東舜英 浅沼稲次郎 昭和17年1月1日
墨書・
活版

1通 年賀挨拶

4126 533 東隆書簡 東隆 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、東隆(東京映画社)　年は消印より採った
4126 440 麻生怐一書簡 麻生怐一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 2 麻生良方・久子書簡 麻生良方・久子
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 2 足達一男書簡 足達一男 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（5）日

ペン 1通 年賀挨拶
「協同機械工具商会」の捺印有り　年月日は消印より採っ
た
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4126 259 足達一男書簡 足達一男 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、足達一男(協同機械工具商会)　年は消印より
採った

4126 548 熱田春雄書簡 熱田春雄 浅沼稲次郎 1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 53 阿部一松書簡 阿部一松 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（31）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 610 阿部一松書簡 阿部一松 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 431 阿部五郎書簡 阿部五郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4090 101 阿部重太書簡 阿部重太 浅沼稲次郎 1月
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、阿部重太（弁護士）

4126 301 阿部富雄書簡 阿部富雄 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（4）日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、阿部富雄(社会党目黒区議団幹事長)　年月日
は消印より採った

4126 319 天田勝正書簡 天田勝正 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、天田勝正(参議院議員、参議院大蔵常任委
員、参議院在外同胞引揚特別委員)

4090 87 天本治書簡 天本治 浅沼稲次郎
昭和（23）年1月
（2）日

墨書 1通 年賀挨拶
肩書きは、天本治（天本医院、産科・婦人科）　年日は消
印より採った

4126 234 雨森卓三郎書簡 雨森卓三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 212 新井延助書簡 新井延助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 373 荒井源五郎書簡 荒井源五郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 54 荒井誠次書簡 荒井誠次 浅沼稲次郎
昭和（23）年1月
（6）日

墨書 1通 年賀挨拶 年日は消印より採った

4126 116 荒川甚吉書簡 荒川甚吉 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(4)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4123 13 荒木万守男書簡 荒木万守男
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和24年12月31
日

墨書 1通 年賀挨拶

4126 293 飯田栄助書簡 飯田栄助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 375 飯塚栄吉・きく・公枝書簡 飯塚栄吉・きく・公枝 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 143 五十嵐直作書簡 五十嵐直作 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 88 五十嵐直作書簡 五十嵐直作 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（31）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 222 五十嵐守彦書簡 五十嵐守彦 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4090 142 池谷信一書簡 池谷信一 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（31）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、池谷信一（衆議院議員、弁護士、法学士）　年
月日は消印より採った

4090 134 池田等書簡 池田等 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（6）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 92 池田文吉書簡 池田文吉 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（31）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 581 石井文雄書簡 石井文雄 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(5)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 354 石川栄三郎書簡 石川栄三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 190 石河京市書簡 石河京市 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
鉛筆・
墨書

1通 年賀挨拶

4090 107 石川源三郎書簡 石川源三郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（30）日

墨書 1通 年賀挨拶
肩書きは、石川源三郎（協栄社）　年月日は消印より採っ
た

4126 519 石川忠義書簡 石川忠義 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 497 石川良一書簡 石川良一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、石川良一(島根県会議員)

4126 57 石島三郎書簡 石島三郎 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4090 152 石田博英書簡 石田博英 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（2）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、石田博英（衆議院議員）　年月日は消印より
採った

4126 72 石塚幸治郎書簡 石塚幸治郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 582 石橋源四郎書簡 石橋源四郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 50 石見元秀書簡 石見元秀 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
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4126 238 石山権作書簡 石山権作 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 485 伊瀬敏郎書簡 伊瀬敏郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 84 磯崎真助書簡 磯崎真助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 345 井田伊一書簡 井田伊一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、井田伊一(日本社会党鳴尾支部)

4090 63 井谷正吉書簡 井谷正吉 浅沼稲次郎 昭和23年1月9日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、井谷正吉（衆議院議員）　日付は消印より採っ
た

4126 330 市川惶三書簡 市川惺三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 335 市川恒三書簡 市川恒三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4090 22 市川琢爾書簡 市川琢爾 浅沼稲次郎 昭和（23）年（1）月 ペン 1通 年賀挨拶 年月は消印より採った

4126 220 市川正幸書簡 市川正幸 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、市川正幸(江東区城東支部)　年は消印より
採った

4013 6 井出計三書簡 井出計三 浅沼稲次郎 昭和22年2月6日 墨書 1通 寒中見舞い

4126 209 井手光治書簡 井手光治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、井手光治(衆議院議員)

2618 井出正書簡 井出正 浅沼稲次郎
昭和17年1月（5）
日

ペン 1通 年賀挨拶 日は消印より採った

4126 237 伊藤栄一書簡 伊藤栄一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 564 伊藤勝四郎書簡 伊藤勝四郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 568 伊藤與一郎書簡 伊藤與一郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 鉛筆 1通 年賀挨拶

4126 508 伊藤繁人書簡 伊藤繁人 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、伊藤繁人(全農委員、中央執行委員)　年は消
印より採った

4126 261 伊藤親書簡 伊藤親 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 515 伊藤藤七書簡 伊藤藤七 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 182 伊藤誠書簡 伊藤誠 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4096 2 伊藤誠書簡 伊藤誠 浅沼稲次郎 昭和23年1月
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 33 伊藤礼三書簡 伊藤礼三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 576 糸川嘉雄書簡 糸川嘉雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月4日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 360 稲垣武雄書簡 稲垣武雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 179 稲野宇憲書簡 稲野宇憲 浅沼稲次郎 1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 前後の資料より昭和25年と推定

4126 291 井上卯吉商店書簡 井上卯吉商店 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 457 井上清一書簡 井上清一 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、井上清一(京都府庁)　年は消印より採った
4126 312 井上文助書簡 井上文助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 344 井上縫三郎書簡 井上縫三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、井上縫三郎毎日新聞社)

4090 96 井上正信書簡 井上正信 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（31）日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、井上正信（興信交通社）　年月日は消印より
採った

4126 311 井上良二書簡 井上良二 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 523 井原協一書簡 井原協一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 181 今澄勇書簡 今澄勇 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、今澄勇日本社会党中小企業部長、通産常任
委員会理事、同胞救援議員連盟常任理事)

4126 498 以真館書簡 以真館 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 302 今里勝雄書簡 今里勝雄 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（2）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

2230 今澄勇書簡 今澄勇 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（1）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4093 24 今村久則書簡 今村久則 浅沼稲次郎 昭和23年1月17日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 386 岩井玉和書簡 岩井玉和 浅沼稲次郎 昭和25年1月7日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 596 岩城行吾郎書簡 岩城行吾郎 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(2)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 613 岩佐顕書簡 岩佐顕 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
複写・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、岩佐顕(日本社会党港支部)

4090 131 岩崎覚書簡 岩崎覚 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（4）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、岩崎寛（株式会社岩崎工務所）　年月日は消
印より採った
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4126 365 岩崎覚書簡 岩崎覚 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、岩崎覚(株式会社岩崎工務所取締役社長)

4126 530 岩崎正三郎書簡 岩崎正三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4090 164 岩田[友一]書簡 岩田[友一] 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（10）日

ペン 1通 年賀挨拶
年月日は消印及び郵便料金より推定　一部破損で名が
不明であるが、差出人住所が4016－1と同じ住所である
ため、「岩田友一」と推定

4125 6 岩橋元亮書簡 岩橋元亮 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、岩橋元亮(岩橋特許事務所)　年月日は消印よ
り採った

4090 166 岩渕謙一書簡 岩渕謙一 浅沼稲次郎 昭和（23）年（1）月 ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った
4126 252 岩本煒知郎書簡 岩本煒知郎 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った（消印は「昭和24年12月31日」）

4126 452 岩本月洲書簡 岩本月洲 浅沼稲次郎
昭和（25）年1月1
日

墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 204 岩本理介・岩本隆介書簡 岩本理介・岩本隆介 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活字・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、岩本理介・岩本隆介(心泉堂)

4090 64 上野信書簡 上野信 浅沼稲次郎 昭和23年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 510 氏家孝夫書簡 氏家孝夫 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
墨書・
ペン

1通 年賀挨拶

4090 156 内田貞良書簡 内田貞良 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
ペン

1通 年賀挨拶ヵ
肩書きは、内田貞良（生活協同組合静岡県連合会副会
長、日本協同組合研究所長、日本農山漁村工業研究会
支所長）　消印なし、文面中にも年月日の記載なし

4126 361 内田貞良書簡 内田貞良 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（10）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、内田貞良(元農工自由大学教授、全日本衛生
白衣工業会長、協同組合研究会会長)　年月日は消印よ
り採った

4126 42 内田長太郎書簡 内田長太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 251 内田長太郎書簡 内田長太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、内田長太郎(内田車輌株式会社取締役社長)

4126 216 内田定五郎書簡 内田定五郎 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、内田定五郎(東京都議会議員、東京都労働委
員長、東京地方労働委員会、公益委員)　年は消印より
採った

4126 269 内田雄三書簡 内田雄三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、内田雄三(東京都議会議員厚生委員長)

4013 10 内田雄三書簡 内田雄三 浅沼稲次郎
昭和（22）年1月10
日

墨書 1通 年賀挨拶

4126 134 内海頴二書簡 内海頴二 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 41 海野三朗書簡 海野三朗 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4090 128 浦田関太郎書簡 浦田関太郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（1）日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、浦田関太郎（弁護士）　年月日は消印より採っ
た

4126 448 浦田芳朗書簡 浦田芳朗 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 144 海野晋吉書簡 海野晋吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 168 江口喜一書簡 江口喜一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4090 25 柄沢和清書簡 柄沢和清 浅沼稲次郎 昭和（23）年（1）月 墨書 1通 年賀挨拶 年月は消印より採った
4126 367 江澤萬之助書簡 江澤萬之助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 418 越智貞雄書簡 越智貞雄 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 109 榎本秀太郎書簡 榎本秀太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4090 41 榎本秀太郎書簡 榎本秀太郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（4）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 551 榎本英彦書簡 榎本英彦 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 391 江畠俊二書簡 江畠俊二 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 28 江原健太郎書簡 江原健太郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（5）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 469 遠藤可満書簡 遠藤可満 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（2）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 129 大池真書簡 大池真 浅沼稲次郎
昭和（23）年（12）
月（23）日

活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、大池真（衆議院事務総長）　年月日は消印より
採った

4126 122 大井義昌書簡 大井義昌 浅沼稲次郎 1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 408 大勝斉書簡 大勝斉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 593 大河原一次書簡 大河原一次 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 273 大木操書簡 大木操 浅沼稲次郎
昭和（25）年1月1
日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶 年は消印より採った
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4126 447 大木勇書簡 大木勇 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 522 大栗実書簡 大栗実 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、大栗実(徳島県教職員組合書記長)　年は消印
より採った

2796 大沢常太郎書簡 大沢常太郎 不明 昭和18年1月 活版 1通 年賀挨拶

4126 619 大島信一書簡 大島信一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4090 51 太田銀蔵書簡 太田銀蔵 浅沼稲次郎
昭和23年(1)月(3)
日

活版 1通 年賀挨拶
肩書きは、太田銀蔵（太田鉄工所）　月日は消印より採っ
た

4126 162 太田竹夫書簡 太田竹夫 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(1)日

活版・
墨書

1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

2616 太田実書簡 太田実 浅沼稲次郎
昭和（17）年（1）月
（7）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 239 大塚作治書簡 大塚作治 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（6）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 303 大塚実書簡 大塚実 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
墨書・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 16 大塚実書簡 大塚実 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(4)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った　消印より採った

4126 272 大友基順書簡 大友基順 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 278 大西正二書簡 大西正二 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、大西正二(東京都農地委員会委員)

4126 531 大貫大八書簡 大貫大八 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、大貫大八(弁護士)

4126 158 大野寿一書簡 大野寿一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 160 大野寿一書簡 大野寿一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 52 大場義一書簡 大場義一 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（4）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 472 大橋信義書簡 大橋信義 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、大橋信義(常南興業株式会社)

4126 348 大原純吉書簡 大原純吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
複写・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 163 大山恵生書簡 大山恵生 浅沼稲次郎 昭和25年1月
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、大山恵生(計理士)　月は内容から採った（「大
寒」）

4126 82 岡謙四郎書簡 岡謙四郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
墨書・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 322 岡崎栄松書簡 岡崎栄松 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、岡崎栄松(仙台市長)

4126 200 岡崎利一書簡 岡崎利一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 556 小笠原正作書簡 小笠原正作 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 149 岡田実五郎法律事務所書簡 岡田実五郎法律事務所 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(10)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 227 岡部完介書簡 岡部完介 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(3)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 142 岡安彦三郎書簡 岡安彦三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、岡安彦三郎東京都副知事)

4126 540 沖山規矩太書簡 沖山規矩太 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4090 133 沖山正之書簡 沖山正之 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（9）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 43 奥野恵一書簡 奥野恵一 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（5）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 57 奥村釼輔商店書簡 奥村釼輔商店 浅沼稲次郎 昭和（23）年（1）月 活版 1通 年賀挨拶 年月は消印より採った

4090 45 奥村又十郎書簡 奥村又十郎 浅沼稲次郎
昭和23年(1)月(7)
日

ペン 1通 年賀挨拶 月日は消印より採った

4126 86 小澤専七郎書簡 小澤専七郎 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(6)日

墨書・
ペン

1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 307 小田武次郎書簡 小田武次郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、小田武次郎(時事通信社政経部)

4126 587 落合信男書簡 落合信男 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、落合信男(釧路地方労働組合協議会事務局
長)　年は消印より採った

4126 363 小野孝行書簡 小野孝行 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（8）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、小野孝行(江東地区電話復旧増設期成同盟会
会長)　年月日は消印より採った

4126 40 小野忠太郎書簡 小野忠太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶
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4126 489 小野藤一郎書簡 小野藤一郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、小野〓一郎(市会議員)
4126 139 小野力正書簡 小野力正 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4090 113 小野力正書簡 小野力正 浅沼稲次郎
昭和(22)年(12)月
(31)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 333 大橋初太郎書簡 大橋初太郎 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(7)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 145 小畑惟清書簡 小畑惟清 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（4）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 404 小原栄蔵書簡 小原栄蔵 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（8）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 347 臣定雄書簡 臣定雄 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（19）日

謄写・
ペン

1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 604 恩河朝健書簡 恩河朝健 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、恩河朝健(税務代理士、計理士)

4126 415 海後楠実書簡 海後楠実 浅沼稲次郎 昭和25年1月3日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 430 掛飛寛朗書簡 掛飛寛朗 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 571 笠原貞造書簡 笠原貞造 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、笠原貞造(弁護士)

4126 499 梶川静雄書簡 梶川静雄 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 5 柏倉要吉書簡 柏倉要吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、柏倉要吉(山形県議会書記、元日本社会党山
形県連常任書記)

4126 106 鹿島利吉書簡 鹿島利吉 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4090 138 鍛冶利一書簡 鍛冶利一 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（1）日

ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、鍛冶利一（弁護士）　年月日は消印より採った

4126 491 橿原信暁書簡 橿原信暁 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、橿原信暁(長文山順慶寺住職、日本ボーイス
カウト滋賀県連盟理事長）

4126 527 春日清書簡 春日清 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 164 勝田真人書簡 勝田真人 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、勝田真人(共同布帛製品工業有限会社代表取
締役、大阪繊維運動用工業協同組合理事長、大阪市会
経済委員・財政総務委員長)

4090 106 加藤卯之助書簡 加藤卯之助 浅沼稲次郎
昭和(23)年(1)月
(28)日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 14 加藤卯之助書簡 加藤卯之助 浅沼稲次郎
昭和25年(1)月(4)
日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 118 加藤喜平書簡 加藤喜平 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（4）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4050 5 加藤清政書簡 加藤清政 浅沼稲次郎
昭和（23）年（11）
月（16）日

活版・
ペン

1通 寒中見舞い
年月日は消印より採った　加藤清政の肩書は「日本社会
党千代田支部執代委員」

4090 110 加藤静雄書簡 加藤静雄 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（1）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、加藤静雄（衆議院議員）　4090-122と同一文
面　年月日は消印より採った

4090 122 加藤静雄書簡 加藤静雄 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（7）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、加藤静雄（衆議院議員）　4090-110と同一文
面　年月日は消印より採った

4126 151 加藤信一・大竹栄書簡 加藤信一・大竹栄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、加藤信一（加藤信一会計事務所所長、加藤経
営経済研究所所長、日本計理士協会理事、東京都選挙
管理委員）

4126 124 加藤正次書簡 加藤正次 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 350 加藤弥七書簡 加藤弥七 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（2）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 67 門口良次書簡 門口良次 浅沼稲次郎 昭和23年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4097 2 金井製作郎・金海龍書簡 金井製作郎・金海龍 浅沼稲次郎
昭和（24）年（1）月
（3）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 331 金川亀太郎書簡 金川亀太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、金川亀太郎(薬剤師)

4126 65 金川文楽書簡 金川文楽 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶

4090 162 金川文楽書簡 金川文楽 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（6）日

墨書 1通 年賀挨拶
肩書きは、金川文楽（芸術文化協会）　年月日は消印より
採った
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4126 397 蟹江邦彦書簡 蟹江邦彦 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 274 金子喜代太書簡 金子喜代太 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、金子喜代太(日本社会党北多摩支部副支部
長、田無町議会文化委員長)

4097 7 金子助次郎書簡 金子助次郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年（1）月
（2）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4096 19 金子宗平書簡 金子宗平 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（2）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 95 金子正道書簡 金子正道 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（9）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 389 〔名刺〕 兼子友喜 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 活版 1枚 年賀挨拶
肩書きは、兼子友喜(浅草警察著警視庁警部補)　前後の
資料から、年始挨拶の際、浅沼稲次郎に渡されたものと
判断した

4126 575 金田範俊書簡 金田範俊 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（5）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 120 金田安平書簡 金田安平 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（3）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4125 4 金野七右衛門書簡 金野七右衛門 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（4）日

墨書 1通 年賀挨拶 〔漫談〕・〔絵〕 年月日は消印より採った

4126 129 金丸熊太郎書簡 金丸熊太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 429 株式会社世界出版社書簡 株式会社世界出版社 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 92
株式会社丸之内会館本社その
他5者書簡

株式会社丸之内会館本社そ
の他5者

浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 554 鎌瀧征邦書簡 鎌瀧征邦 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 189 上條勝書簡 上條勝 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4013 4 上條貢・高木廉吉書簡 上條貢・高木廉吉 浅沼稲次郎 昭和22年1月
活字・
ペン

1通 寒中見舞い、事務所新築の案内

肩書きは、上條貢（東京都議会議員　教育刷新委員、東
京弁護士会　常議員会議長、全東京露店同業組合顧
問、弁護士、法学士）、高木廉吉（正五位勲四等、前判
事、弁護士、法学士）

4126 171 上平正治書簡 上平正治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 102 神谷庄三郎書簡 神谷庄三郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（4）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 400 亀田柾次郎書簡 亀田柾次郎 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 54 亀谷真書簡 亀谷真 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
10日

ペン 1通 年賀挨拶 年月は消印より採った

4126 137 亀山訫一書簡 亀山訫一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、亀山訫一(社会党都議団幹事、東京都議会議
員)

4126 34 亀山訫一・加藤清政書簡 亀山訫一・加藤清政 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、亀山訫一（社会党都議団幹事、東京都都議会
議員）、加藤清政（千代田区運営委員、社会党千代田支
部書記長、千代田区議会議員）

4126 422 萱場資郎書簡 萱場資郎 浅沼稲次郎
昭和25年1月(12)
日

謄写・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 459 川井幸太郎書簡 川井幸太郎 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 180 河上繁一書簡 河上繁一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、河上繁一(島根タイムス社)
4126 66 河上丈太郎書簡 河上丈太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4090 79 川口忠篤書簡 川口忠篤 浅沼稲次郎 昭和23年1月(2)日 墨書 1通 年賀挨拶
肩書きは、川口忠篤（海外引揚者自助団体励志社総本
部、励志社総合企業株式会社社長　日付は消印より採っ
た

4126 362 川越博書簡 川越博 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 481 川崎千秀書簡 川崎千秀 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 383 河崎一書簡 河崎一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、河崎一(万歳荘)

4126 445 河崎房雄書簡 河崎房雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月 ペン 1通 年賀挨拶
4126 47 川島慶三書簡 川島慶三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4090 104 川田景書簡 川田景 浅沼稲次郎 昭和23年1月25日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 475 河田琢郎・山崎国雄書簡 河田琢郎・山崎国雄 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、河田琢郎（芸術者）、山崎国雄（牧山労組（旭
硝子））　年は消印より採った
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4126 68 河野正夫・薄井政次郎書簡 河野正夫・薄井政次郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 53 川端文雄書簡 川端文雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 419 川原安正書簡 川原安正 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
2632 河本重吉書簡 河本重吉 浅沼稲次郎 昭和17年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 288 関東太郎興行社書簡 関東太郎興行社 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 155 菊地泰之輔書簡 菊地泰之輔 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（30）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、菊地泰之輔（弁護士）　年月日は消印より採っ
た

4126 420 菊地義蔵書簡 菊地義蔵 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 139 菊池義郎書簡 菊池義郎 浅沼稲次郎
昭和(23)年(1)月
(1)日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶 「昭和二十三年一月一日」とあり

4126 67 菊池義郎書簡 菊池義郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（1）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

2631 岸本市太郎書簡 岸本市太郎 浅沼稲次郎 昭和17年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 546 岸本市太郎書簡 岸本市太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 567 北澤忠三書簡 北澤忠三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、北澤忠三(弁護士)

4090 34 北沢無界書簡 北沢無界 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（12）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 125 北島貞〓書簡 北島貞〓 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（18）日

墨書 1通 年賀挨拶
肩書きは、北島貞〓（熊本県連）　年月日は消印より採っ
た

4126 260 喜多武品書簡 喜多武四郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 590 北原石田造書簡 北原石田造 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 553 北山きよ子書簡 北山きよ子 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(29)日

ペン 1通 年賀欠礼挨拶 年月日は消印より採った

4126 353 桐山宇吉書簡 桐山宇吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、桐山宇吉(兵庫県会議員)

4126 385 木戸好和書簡 木戸好和 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、木戸好和(日本社会党滋賀県連合会書記長、
県議会議員)

4126 246 木下与市書簡 木下与市 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 195 木原晴雄書簡 木原晴雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、木原晴雄(福岡県クーポン加盟旅館協会・旅
館高島屋)

4126 231 木村功男書簡 木村功男 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 464 木村京太郎書簡 木村京太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、木村京太郎(部落問題研究所)

4126 183 木村貞一書簡 木村貞一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、木村貞一(埼玉県農地委員、農委全協事務局
長)

4126 585 木村鉄雄書簡 木村鉄雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 372 木村久治書簡 木村久治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 121 許家隆書簡 許家隆 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4219 清沢俊英書簡 清沢俊英 浅沼稲次郎 年月日不明 謄写 1通 年賀挨拶　自宅移転の通知

4059 6 清澤俊英書簡 清澤俊英 浅沼稲次郎
昭和(23)年(2)月
(3)日

活版 1通 寒中見舞い 年月日は消印より採った

4126 25 清都賛平書簡 清都贊平 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、清都賛平(日本社会党東砺波郡支部長)

4126 270 金海龍書簡 金海龍 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4090 10 銀座亜寿多書簡 銀座亜寿多 浅沼稲次郎
昭和(23)年(1)月
(8)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 483 九鬼紋十郎書簡 九鬼紋十郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 487 日下博書簡 日下博 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 166 日下雄書簡 日下雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、日下雄(にほん社会党天王寺区支部長、大阪
府連合会委員)

4126 438 草野重蔵書簡 草野重蔵 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(5)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 100 草野武治郎書簡 草野武治郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

2627 国原善一郎書簡 国原善一郎 浅沼稲次郎 昭和17年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 123 久保木広吉書簡 久保木広吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 573 久保範一書簡 久保範一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 324 熊谷重三書簡 熊谷重三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
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4126 17 熊本虎三書簡 熊本虎三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、熊本虎三(日本社会党東都会計監査、同東京
都連合会顧問、日本労働総同盟東都常任幹部、同全国
食品産業労働同盟会長、同東京都連合会副会長)

4090 154 熊本虎蔵書簡 熊本虎蔵 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（1）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 93 雲尾東岳書簡 雲尾東岳 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 133 倉田七三郎書簡 倉田七三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4090 144 倉持高之進書簡 倉持高之進 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（16）日

活版・
墨書

1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 39 栗原福雄書簡 栗原福雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 170 栗本順三書簡 栗本順三 浅沼稲次郎 昭和25年1月 活版 1通 年賀挨拶 肩書きは、栗本順三(大阪市役所)
4126 107 来原正房書簡 来原正房 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 89 黒井直良書簡 黒井直良 浅沼稲次郎
昭和23年（1）月
（29）日

謄写・
墨書

1通 年賀挨拶 月日は消印より採った

4126 549 黒井直良・黒井良勝書簡 黒井直良・黒井良勝 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、黒井直良、黒井良勝(ともに黒井林業部東京
事務所)

4126 3 黒岩市兵衛書簡 黒岩市兵衛 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 226 黒田愛知書簡 黒田愛知 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4097 6 黒原正恒書簡 黒原正恒 浅沼稲次郎
昭和（24）年（1）月
（4）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 211 桑島盛位書簡 桑島盛位 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、桑島盛位(弁護士・税務代理士)

4013 5 京浜工業北陸出張所書簡 京浜工業北陸出張所 浅沼稲次郎 昭和22年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 467 月花草書簡 月花草 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 95 小出信一郎書簡 小出信一郎 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4090 157 高應喆書簡 高應喆 浅沼稲次郎 昭和（23）年（1）月
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、高應喆（国際産業新聞社々長、国際雄弁大
学々長）　「一九四八年一月元旦」

4126 313 香月保書簡 香月保 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

2621 厚東常照書簡 厚東常照 浅沼稲次郎 昭和17年1月
ペン・
活版

1通 年賀挨拶

4126 432 河野正道書簡 河野正道 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、河野正道(徳島県教育長)
4059 7 河野義保書簡 河野義保 浅沼稲次郎 （2）月（3）日 ペン 1通 寒中見舞い 月日は消印より採った

4042 18 河野義保書簡 河野義保 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（9）日

ペン 1通 寒中見舞い 年は消印より採った

4126 380 小此木左馬太書簡 小此木左馬太 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 35 小坂善太郎書簡 小坂善太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、小坂善太郎(衆議院議員、民主党政務調査会
長)

4126 327 小柴正七書簡 小柴正七 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 588 小木曽政一書簡 小木曽政一 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（1）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 538 後藤力書簡 後藤力 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 552 後藤虎雄書簡 五藤虎雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、後藤虎雄(山浦電鉄、神戸市市会議員)

4126 342 小西寅松書簡 小西寅松 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、小西寅松(衆議院議員)

4126 176 小林寅次書簡 小林寅次 浅沼稲次郎 1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 前後の資料より昭和25年と推定
4126 484 小松栄書簡 小松栄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 263 小宮恒三郎書簡 小宮恒三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、小宮恒三郎(日本社会党足立支部組織部長、
都職労支部副支部長)

4090 14 小宮山喜代嘉書簡 小宮山喜代嘉 浅沼稲次郎 昭和（23）年（1）月 ペン 1通 年賀挨拶 年月は消印より採った
4126 356 小谷野太郎書簡 小谷野太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 275 小林次郎書簡 小林次郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4093 3
小山亮他4名（旭海運株式会
社）書簡

小山亮 浅沼稲次郎 昭和23年1月 活版 1通
年賀挨拶　「Ｆ・Ｄ・型航洋貨物船二隻建造
の認可を得」順次進水、着工

封筒の差出人欄は「旭海運株式会社」、本文の差出人及
び肩書きは、小山亮（旭海運株式会社取締役社長）、丸
山直次（同専務取締役）、濱田成雄（同取締役）、木下久
彌（取締役）、五島昇（監査役）

4126 98 近藤栄蔵書簡 近藤栄蔵 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 603 紺野俊雄書簡 紺野俊雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
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4126 323 斎条庄吉書簡 斎条庄吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 537 埼玉老村長書簡 埼玉老村長 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 55 憲法普及協会書簡 憲法普及協会 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 358 斉藤巌書簡 斉藤巌 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 253 斉藤国丸書簡 斉藤国丸 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 410 斉藤由久書簡 斉藤由久 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4139 22 斎藤力彦書簡 斎藤力彦 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（11）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 592 犀北館書簡 犀北館 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 328 佐伯健書簡 佐伯健 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4090 40 佐伯健書簡 佐伯健 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（5）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 193 酒牧幸市書簡 酒牧幸市 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 159 匂坂寅雄書簡 匂坂寅雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4059 24 櫻井三郎書簡 櫻井三郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年2月13
日

ペン 1通 寒中お見舞い 年は消印より採った

4090 20 櫻井茂男書簡 櫻井茂男 浅沼稲次郎
昭和（23）年1月10
日

ペン 1通
年賀挨拶　生活協同組合法は日本経済再
建の基礎的要請

年は消印より採った

4126 130 桜内辰郎書簡 桜内辰郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 578 佐々木敦夫書簡 佐々木敦夫 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 326 佐々木家寿治書簡 佐々木家寿治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 147 佐々木健太郎書簡 佐々木健太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、佐々木健太郎社団法人東京都自転車振興会
理事長)

4126 449 佐々木鹿蔵書簡 佐々木鹿蔵 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、佐々木鹿蔵(参議院議員)

4126 490 佐々木泰助書簡 佐々木泰助 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 366 佐々城貢書簡 佐々城貢 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 541 笹本功書簡 笹本功 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4090 35 佐藤治書簡 佐藤治 浅沼稲次郎 昭和(23)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 402 佐藤一馬書簡 佐藤一馬 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、佐藤一馬(県会議員、弁護士会副会長、弁護
士)

2626 佐藤喜市書簡 佐藤喜市 浅沼稲次郎 昭和17年1月11日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 150
佐藤サカエ・佐藤進・佐藤英
代・佐藤ふき子書簡

佐藤サカエ・佐藤進・佐藤英
代・佐藤ふき子

浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（6）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
差出人欄に「代々幡幼稚園」と併記　年月日は消印より
採った

4013 9 佐藤三郎書簡 佐藤三郎 浅沼稲次郎 昭和23年1月1日
活字・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、佐藤三郎（株式会社玉川製作所取締役社長）
連名で「社員一同」

4126 284 佐藤成之書簡 佐藤成之 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 559 佐藤信之助書簡 佐藤信之助 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 563 佐藤為治書簡 佐藤為治 浅沼稲次郎 昭和25年1月7日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 232 佐藤智太郎書簡 佐藤智太郎 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 208 佐藤尚武・渡利三書簡 佐藤尚武・渡利三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、佐藤尚武（政治経済研究会長）、渡利三（政治
経済研究会専務理事）

4098 8 佐藤冨峰書簡 佐藤冨峰 浅沼稲次郎 昭和25年1月11日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 55 佐藤冨峰書簡 佐藤冨峰 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（5）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 304 佐藤正雄書簡 佐藤正雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4090 68 佐藤正雄書簡 佐藤正雄 浅沼稲次郎 昭和(23)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 196 佐藤我次書簡 佐藤我次 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、佐藤我次(興和土建工業株式会社)

4126 317 〔名刺〕 里見高治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1枚 年賀挨拶
肩書きは、里見高治(東京都主事)　前後の資料から、年
始挨拶の際、浅沼稲次郎に渡されたものと判断した

4126 12 佐野伊助書簡 佐野伊助 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（7）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 379 佐野憲治書簡 佐野憲治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 315 〔名刺〕 佐野輝 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 活版 1枚 年賀挨拶
肩書きは、佐野輝(佐野工業所)　前後の資料から、年始
挨拶の際、浅沼稲次郎に渡されたものと判断した

4126 148 三星舎書簡 三星舎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
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4126 427 椎井康雄書簡 椎井康雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

肩書きは、椎井康雄(参議院議員、日本マンガン精錬株
式会社取締役会長、対馬薬品工業株式会社取締役社
長、財団法人華陽会会長、宮崎県小運搬業組合理事
長、宮崎県穀類受託加工工業協同組合連合会会長)

4126 506 志熊豊亮書簡 志熊豊亮
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（25）年（1）月
（11）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 86 重森寿治書簡 重森寿治 浅沼稲次郎
昭和（23）年1月
（3）日

墨書 1通 年賀挨拶 年日は消印より採った

4126 471 茂呂磯吉書簡 茂呂磯吉 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（21）日

謄写・
ペン

1通 年賀挨拶遠慮 年月日は消印より採った

4090 99 志田留蔵書簡 志田留蔵 浅沼稲次郎 昭和22年12月29 墨書 1通 年賀挨拶 年月は消印より採った

4126 572 志田留蔵書簡 志田留蔵 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶

4090 171 柴尾親弘書簡 柴尾親弘 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（1）日

謄写・
ペン

1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 535 柴崎留太郎書簡 柴崎留太郎 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(6)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 18 柴田定一郎書簡 柴田定一郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 526 柴田久次郎書簡 柴田久次郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4013 8 島上善五郎書簡 島上善五郎 浅沼稲次郎 昭和23年1月1日
活字・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、島上善五郎（衆議院議員）

4126 32 島上善五郎書簡 島上善五郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 249 島清書簡 島清 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4090 58 島清書簡 島清 浅沼稲次郎 昭和23年1月 ペン 1通 年賀挨拶
4126 235 島口重次郎書簡 島口重次郎 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 474 島崎武夫書簡 島崎武夫 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、島崎武夫(福岡県連)

4126 395 島田千寿・豊田由松書簡 島田千寿・豊田由松 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、島田千寿（参議院議員）

4126 296 島田義雄書簡 島田義雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 441 嶋正仁書簡 嶋正仁 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（7）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 276 島本重雄書簡 島本重雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 574 清水貞二郎書簡 清水貞二郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4125 9 清水信雄書簡 清水信雄 浅沼稲次郎
昭和（25）年1月16
日

墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 600 清水一書簡 清水一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、清水一(時事通信社福島支局支局長)

4126 268 清水兵次書簡 清水兵次 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、清水兵次(葛飾区議会議員)

4126 547 〔名刺〕 四宮栄明 浅沼稲次郎 年月日不明 活版 1枚 年賀挨拶ヵ
肩書きは、四宮栄明(日本国民参政会理事総長)　前後の
資料から、年始挨拶の際、浅沼稲次郎に渡されたものと
判断した

2194 下市春彦書簡 下市春彦 浅沼稲次郎 5年1月（8）日 ペン 1通 年賀挨拶 元号は不明　日は消印より採った
4126 27 下村吉也書簡 下村吉也 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

2638 朱大璋書簡 朱大璋 浅沼稲次郎 年月日不明
墨書・
活版

1通 年賀挨拶 旧蔵者整理では昭和17年のものとされている

4090 1 初代花車書簡 初代花車 浅沼稲次郎
昭和(23)年1月12
日

墨書 1通 年賀挨拶 「花車興業部」の捺印有り　年は消印より採った

4126 110 白石英信書簡 白石英信 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（4）日

ぺン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 583 白井荘一書簡 白井荘一 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 297 白井種雄書簡 白井種雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4090 73 白鳥耕平書簡 白鳥耕平 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（12）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 213 白鳥耕平書簡 白鳥耕平 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4090 21 白鳥三朝書簡 白鳥三朝 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（31）日

活版 1通 年賀挨拶
肩書きは、白鳥三朝（日本社会党諏訪支部長、全国パン
協同組合理事長）　年月日は消印より採った

4126 377 新川晴風書簡 新川晴風 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(1)日

墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
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4090 98 信藤寛書簡 信藤寛 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（31）日

ペン 1通 年賀挨拶 年代推定は、消印及び葉書の発行年月日、郵便料金

4126 446 菅尾真登書簡 菅尾真登 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、菅尾真登(広島市復興局庶務課)
4126 545 菅田清治郎書簡 菅田清治郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 325 菅原善美書簡 菅原善美 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 542 杉崎欽八書簡 杉崎欽八 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 85 杉原喜之次書簡 杉原喜之次 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 602 杉本民三郎書簡 杉本民三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 465 鈴木清他3名書簡 鈴木清他3名 浅沼稲次郎 昭和25年1月
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶
差出人及び肩書きは、鈴木清（大阪トラック労働組合中
央執行委員長）、柳沢勝（同副委員長）、平井勇（同副委
員長）、田中久男（同書記長）

4126 140 鈴木建正書簡 鈴木建正 浅沼稲次郎 昭和（25）年1月4
日

ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4090 30 鈴木重勝書簡 鈴木重勝 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（3）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 135 鈴木繁綱・鈴木信綱書簡 鈴木繁綱・鈴木信綱 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 210 鈴木隆夫書簡 鈴木隆夫 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 609 鈴木敏雄書簡 鈴木敏雄 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(1)日

墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 271 鈴木八郎書簡 鈴木八郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 607 鈴木弘敏書簡 鈴木弘敏 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(4)日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 421 鈴木文史朗・武川政治書簡 鈴木文史朗・武川政治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、鈴木文史朗（日本文化集団筑波会会長、日本
中央ユネスコ協議会会長）、武川政治（同理事長）

4125 7 鱸平亮書簡 鱸平亮 浅沼稲次郎 昭和25年1月5日 謄写 1通 年賀挨拶 会場御案内略図 肩書きは、鱸平亮(財団法人日本労働研究所専務理事)

4126 198 鈴木穂書簡 鈴木穂 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 38 鈴木茂三郎書簡 鈴木茂三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月8日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 450 鈴木術書簡 鈴木術 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 活版 1通 年賀挨拶 肩書きは、鈴木術(呉市長)

4126 74 須藤喜三郎書簡 須藤喜三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4090 143 須藤喜三郎書簡 須藤喜三郎 浅沼稲次郎
昭和(23)年(1)月
(1)日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
「昭和二十三年元旦」とあり　肩書きは、須藤喜三郎（東
京都豊島区長）

4126 599 須藤啓太郎書簡 須藤啓太郎 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 346 角井謹一郎書簡 角井謹一郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、角井謹一郎(計理士)
4126 299 角田近松書簡 角田近松 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 203 住徳蔵書簡 住徳蔵 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 289 諏訪正次郎書簡 諏訪正次郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、諏訪正次郎(都議会議員)

4126 494 妹尾三男書簡 妹尾三男 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、妹尾三男(鳥取県会議員)

4126 580 関野周治書簡 関野周治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4090 66 関野周治書簡 関野周治 浅沼稲次郎
昭和23年（1）月
（7）日

墨書 1通 年賀挨拶 月日は消印より採った

4126 199 関谷源吾書簡 関谷源吾 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
墨書・
鉛筆・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 90 全国恩給受給者連盟書簡 全国恩給受給者連盟 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 426 善利医院書簡 善利医院 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 154 宗秋月書簡 宗秋月 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（5）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 294 曽根勇太郎書簡 曽根勇太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、曽根勇太郎(墨田区議会議員、向島消防団副
団長)

4090 69 曽根勇太郎書簡 曽根勇太郎 浅沼稲次郎
昭和(23)年(1)月
(2)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 329 染谷四平書簡 染谷四平 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(4)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 11 染谷信次書簡 染谷信次 浅沼稲次郎
昭和(23)年1月24
日

ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
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4126 435 大賀道蔵書簡 大賀道蔵 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(5)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 70 大喜太書簡 大喜太 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（30）日

墨書・
活版

1通 年賀挨拶 大喜太は割烹旅館の名称　年月日は消印より採った

4126 298 高井秀雄書簡 高井秀雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、高井秀雄(品川区会議員（厚生・復興）、日本
社会党品川支部書記長、日本社会党連合会執行委員、
浅間台小学校ＰＴＡ副会長)

4126 192 高井三原書簡 高井三原 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(6)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 132 高木しげる書簡 高木しげる 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、高木しげる(ハナムラ作業所)

4126 608 高倉清次書簡 高倉清次 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、高倉清次(日本社会党台東支部支部長)

4090 109 高倉清次書簡 高倉清次 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（30）日

墨書 1通 年賀挨拶
肩書きは、高倉清次（社会党台東支部書記長）　年月日
は消印より採った

2628 高崎正戸書簡 高崎正戸 浅沼稲次郎 昭和17年1月1日
ペン・
活版

1通 年賀挨拶

4090 12 高田繁喜書簡 高田繁喜 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（6）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 101 貴田肇書簡 貴田肇 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶

4090 91 高梨二男書簡 高梨二男 浅沼稲次郎 昭和(23)年)(1)月
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶 年月は消印より採った

4126 376 高野慶衛書簡 高野慶衛 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 300 高橋清人書簡 高橋清人 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 84 高橋清人書簡 高橋清人 浅沼稲次郎
昭和23年（1）月
（7）日

ペン 1通 年賀挨拶 月日は消印より採った

4126 241 高橋邦光書簡 高橋邦光 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 265 高橋佐久松書簡 高橋佐久松 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、高橋佐久松(葛飾区長）

4090 115 高崎正書簡 高崎正 浅沼稲次郎 昭和23年1月7日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 409 高橋東陽・堀口義治書簡 高橋東陽・堀口義治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、高橋東陽、堀口義治(ともに武州産業砂利部)

4126 81 高橋晴樹書簡 高橋晴樹 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶

4090 85 高橋正雄書簡 高橋正雄 浅沼稲次郎 昭和23年1月110 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

2622 高橋民治書簡 高橋民治 浅沼稲次郎 昭和（戦前） ペン 1通 年賀挨拶
旧蔵者整理では昭和17年の書簡と一緒に束ねられてい
た

4090 119 高花一郎書簡 高花一郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（4）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 4 高松栄助書簡 高松栄助 浅沼稲次郎
昭和(23)年1月15
日

ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 577 高松藤助書簡 高松藤助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 104 高安安寿書簡 高安安寿 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 56 高山和助書簡 高山和助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 175 滝川孝吉書簡 滝川孝吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4090 135 瀧川末一書簡 瀧川末一 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（31）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、瀧川末一（内閣官房次長）　年月日は消印より
採った

4090 140 滝口忠人書簡 滝口忠人 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（7）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 558 滝沢一治書簡 滝沢一治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 65 田口弼一書簡 田口弼一 浅沼稲次郎 昭和23年1月21日
活版・
ペン

1通 寒中見舞い 肩書きは、田口弼一（弁護士、法学博士）

4090 33 竹内清之助書簡 竹内清之助 浅沼稲次郎 昭和23年1月1日 活版 1通 年賀挨拶 肩書きは、竹内清之助（福岡県戸畑市長）

4126 477 竹内清之助書簡 竹内清之助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、竹内清之助(戸畑市長)

4126 443 竹内信夫書簡 竹内信夫 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（6）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 437 竹崎芳馬書簡 竹崎芳馬 浅沼稲次郎 昭和25年1月17日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 479 武田久悟書簡 武田久悟
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和25年1月1日
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、武田久悟(建設機械運営九州地方協議会)

4126 321 竹谷源太郎書簡 竹谷源太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
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4090 108 竹中錬一・浜尾安一書簡書簡 竹中錬一・浜尾安一 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（1）日

活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、竹中錬一（株式会社竹中工務店）、濱尾安一
（株式会社竹中工務店東京支店取締役支店長）　年月日
は消印より採った

4126 562 竹の家興行社書簡 竹の家興行社 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 194 竹光秀正書簡 竹光秀正 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4093 10 武村春一書簡 武村春一 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（9）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 9 武山貴恵書簡 武山貴恵 浅沼稲次郎 昭和23年1月 ペン 1通 年賀挨拶 年月は消印より採った
4090 49 田崎匡美書簡 田崎匡美 浅沼稲次郎 昭和23年1月(3)日 墨書 1通 年賀挨拶 日付は消印より採った

4126 146 田島音次郎・三上治助書簡 田島音次郎・三上治助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
肩書きは、田島音次郎（東京都恩給受給者連盟理事
長）、三上治助（東京都恩給受給者連盟事務長）

4126 250 田代弥平書簡 田代弥平 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 223 辰道久助書簡 辰道久助 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 539 棚内政雄書簡 棚内政雄 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日
墨書・
ペン

1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 62 田中織之進書簡 田中織之進 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 496 田中二郎書簡 田中二郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 11 田中忠次郎書簡 田中忠次郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、田中忠次郎(京都府連書記局)

4097 9 田中敏文書簡 田中敏文 浅沼稲次郎 1月1日
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 83 田中政男書簡 田中政男 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 495 田中実書簡 田中実 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 178 谷川義一書簡 谷川義一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 486 谷万次郎書簡 谷万次郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、谷万次郎(三重交通労働組合中央執行委員
長)

4126 165 種田鉄馬書簡 種田鉄馬 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、種田鉄馬(大阪府会副議長)

4126 511 玉井安美書簡 玉井安美 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、玉井安美民主自由党喜多郡支部幹事長、弁
護士、税務代理士)

4126 394 田万広文書簡 田万広文 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、田万広文(衆議院議員、弁護士)

4126 387 田村高作書簡 田村高作 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 401 為貞萬亀子書簡 為貞萬亀子 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、為貞萬亀子(日本社会党埼玉連合会)

4126 414 千葉英朋書簡 千葉英朋 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、千葉英朋(東京都江東区立臨海小学校長)

4126 470 千葉由太郎商店書簡 千葉由太郎商店 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 279 立木猛治書簡 立木猛治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 390 立木猛治書簡 立木猛治 浅沼稲次郎 昭和25年1月17日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 124 立木猛治書簡 立木猛治 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（1）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 355 塚田義則書簡 塚田義則 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 399 塚本重蔵書簡 塚本重蔵 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、塚本重蔵(参議院議員（全国選出）、厚生常任
委員長)

4098 5 津久井龍雄書簡 津久井龍雄 浅沼稲次郎
昭和（24）年（1）月
（1）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 557 辻寛一書簡 辻寛一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 活版 1通 年賀挨拶 肩書きは、辻寛一(衆議院議員)

4126 24 辻尚書簡 辻尚 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、辻尚（東京都三宅支庁長）

4090 114 辻尚書簡 辻尚 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（7）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 370 土釜信市書簡 土釜信市 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、土釜信市(大日本学友会会長)

4126 351 土田有間書簡 土田有間 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(1)日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、土田有間(兵庫県会議員)　年は消印より採っ
た

4090 60 土屋政義書簡 土屋政義 浅沼稲次郎
昭和(23)年1月10
日

ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4090 103 土屋保造書簡 土屋保造 浅沼稲次郎 昭和23年1月20日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、土屋保造（埼玉県高坂郵便局長）

4126 433 常松卓三書簡 常松卓三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、常松卓三(徳島県教職員組合)
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4126 64 恒松安夫書簡 恒松安夫 浅沼稲次郎
昭和25年1月(10)
日

活版・
ペン

1通
年賀挨拶、中央出先機関の地方委譲に関
する意見

日付は消印より採った

4126 225 螺良和男書簡 螺良和男 浅沼稲次郎
昭和25年(1)月(9)
日

謄写・
墨書

1通 年賀挨拶 月日は消印より採った

4013 1 津村道雄書簡 津村道雄 浅沼稲次郎 昭和22年1月2日 墨書 1通 新春挨拶　自作の句9句

4126 277 露木甲子書簡 露木甲子 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、露木甲子(日本火災海上保険・千代田生命保
険立川代理店)

4090 75 鶴岡佑導書簡 鶴岡佑導 浅沼稲次郎
昭和23年(1)月(4)
日

ペン 1通 年賀挨拶 月日は消印より採った

2629 鶴惣市書簡 鶴惣市 浅沼稲次郎 昭和17年1月1日
墨書・
活版

1通 年賀挨拶 鶴の肩書きは衆議院議員

4090 116 鶴見武勝・佐藤寿書簡 鶴見武勝・佐藤寿 浅沼稲次郎
昭和23年(1)月（7)
日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、鶴見武勝・佐藤寿（鶴見研材工業所）　年月日
は消印より採った

4126 310 寺崎松太郎書簡 寺崎松太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4090 145 寺島作蔵・原定良書簡 寺島作蔵・原定良 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（31）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、寺島作蔵（本社株式会社寺島組社長）　原定
良（支店東京市店長）　年月日は消印より採った

4090 102 寺嶋周作書簡 寺嶋周作 浅沼稲次郎 昭和23年1月23日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 207 寺田吉平書簡 寺田吉平 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

肩書きは、寺田吉平(寺田興業株式会社取締役社長、全
国中小工業協議会常任委員、東京都自家用自動車組合
東調布支部長、東京都東調布警察署後援会副会長、東
京都東調布警察署防犯協力会常任)

4126 417 伝田好雄書簡 伝田好雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 23 天満芳太郎書簡 天満芳太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 147 天満芳太郎書簡 天満芳太郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（7）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 108 東海汽船株式会社書簡 東海汽船株式会社 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 341 徳永正報書簡 徳永正報 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 219 徳永守彦書簡 徳永守彦 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4090 48 徳永守彦書簡 徳永守彦 浅沼稲次郎
昭和23年(1)月(3)
日

墨書 1通 年賀挨拶 月日は消印より採った

4126 492 徳永喜蔵書簡 徳永喜蔵 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 71 所要書簡 所要 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 520 戸田豊書簡 戸田豊 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 157 栃沢たま書簡 栃沢たま 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 468 都成毅一・都成登美子書簡 都成毅一・都成登美子 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 121 富田富治郎書簡 富田富治郎 浅沼稲次郎
昭和（21）年（12）
月（31）日

ペン 1通 年賀挨拶
年月日は消印より採った　郵便料金が15銭であることか
ら、昭和21年と推定

4126 45 十三可雄書簡 十三可雄 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4090 123 巴山庸湖書簡 巴山庸湖 浅沼稲次郎 昭和（23）年（1）月
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 「昭和二十三年正月元旦」とあり

4126 256 豊下吉治書簡 豊下吉治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 536 豊田求書簡 豊田求 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 436 鳥巣庄一郎書簡 鳥巣庄一郎 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(1)日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 340 頓宮孝書簡 頓宮孝 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 205 内藤匠書簡 内藤匠 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 374 直喜之法書簡 直喜之法 浅沼稲次郎 昭和25年1月5日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 117 直山与二書簡 直山与二 浅沼稲次郎
昭和25年(1)月(1)
日

活版・
墨書

1通 年賀挨拶 月日は消印より採った

4126 505 永礼象六書簡 永礼象六 浅沼稲次郎
昭和(25)年1月13
日

ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 382 中井徳五郎書簡 中井徳五郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4090 167 永井保子書簡 永井保子 浅沼稲次郎 昭和23年1月7日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 620 長岡仁書簡 長岡仁 浅沼稲次郎 昭和25年1月17日 ペン 1通 年賀挨拶
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4126 240 中尾善一書簡 中尾善一 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（6）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

2625 長尾光隆書簡 長尾光隆 浅沼稲次郎 昭和17年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 513 中尾光信書簡 中尾光信 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 442 中川伊山書簡 中川伊山 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月4日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 617 中川堯司書簡 中川堯司 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、中川堯司(株式会社タマル社、タマル社石油株
式会社代表取締役)

4113 2 長倉栄書簡 長倉栄 浅沼稲次郎
昭和（24）年1月1
日

墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 120 長坂正公書簡 長坂正公 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、長坂正公(山梨県農地委員、山梨県都市計画
委員)

4126 461 中地熊造書簡 中地熊造 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(6)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 525 長島栄之助書簡 長島栄之助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 368 中島喜三郎書簡 中島喜三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、中島喜三郎(都議会議員)

4126 416 中島喜三郎書簡 中島喜三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、中島喜三郎(都議会議員)

4126 601
中島久万吉他・市岡忠男・小
林孝一書簡

中島久万吉他・市岡忠男・小
林孝一

浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、中島久万吉他、市岡忠男、小林孝一(ともに国
際球場建設委員会)

4090 126 中道孝祐・中澤和蔵書簡 中道孝祐・中澤和蔵 浅沼稲次郎 昭和（23）年（1）月
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
「昭和二十三年正月元旦」とあり　肩書きは、中道孝祐
（三和化学工業株式会社取締役社長）

4126 258 長島多吉書簡 長島多吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 174 中島正雄書簡 中島正雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 114 中田卯之助書簡 中田卯之助 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 403 中田吉雄書簡 中田吉雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、中田吉雄(鳥取県会議長)

4126 405 永塚勇助書簡 永塚勇助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4090 117 中西勝治書簡 中西勝治 浅沼稲次郎
昭和（23）年(1)月
（7）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶 年日は消印より採った

4097 10 中西清太郎書簡 中西清太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 169 中野市蔵書簡 中野市蔵 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、中野市蔵(計理士、税務代理士)

4164 33 中野きみ子書簡 中野きみ子 浅沼享子
昭和36年10月12
日

ペン 1通 新年の挨拶

4126 185 中之清司書簡 中之清司 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 473 中野真吾書簡 中野真吾 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、中野真吾(門司市長)

4090 47 永濠滋書簡 永濠滋 浅沼稲次郎
昭和(23)年(1)月
(13)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 61 中村匡太郎書簡 中村匡太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4090 153 中村匡太郎書簡 中村匡太郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（29）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 165 中村佐一書簡 中村佐一 浅沼稲次郎 昭和23年1月12日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 359 中村佐一書簡 中村佐一 浅沼稲次郎
昭和(25)年1月12
日

ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

2623 中村三之丞書簡 中村三之丞 浅沼稲次郎 昭和（17）年1月7 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った　年賀挨拶

4097 3 中村清一・町田正吾書簡 中村清一・町田正吾 浅沼稲次郎 昭和24年1月 ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、中村清一（江東運送株式会社取締役社長）、
町田正吾（同専務取締役・区会議員・富士工業株式会社
取締役社長）

4090 137 中村正書簡 中村正 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（1）日

活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、中村正（東京都会議員）　年月日は消印より
採った

4126 514 中村貢書簡 中村貢 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 306 中村要松書簡 中村要松 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 謄写・ 1通 年賀挨拶 肩書きは、中村要松(財団法人美成社印刷製本所)
4126 606 灘新吉書簡 灘新吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
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4126 544 辺渡養雄書簡 辺渡養雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 384 並川清忠書簡 並川清忠 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、並川清忠(奈良県会議員)

4126 138 滑川真鏡書簡 滑川真鏡 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（2）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

2544 楢橋渡書簡 楢橋渡 浅沼稲次郎 昭和11年1月1日
ペン・
活版

1通 年賀挨拶

4090 15 成瀬喜五郎書簡 成瀬喜五郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（28）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 332 二階堂龍夫書簡 二階堂龍夫 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 314 〔名刺〕 西垣仙之助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 活版 1枚 年賀挨拶
前後の資料から、年始挨拶の際、浅沼稲次郎に渡された
ものと判断した

4090 50 西川三男三書簡 西川三男三 浅沼稲次郎
昭和(23)年(1)月
(3)日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4014 3 西川三男三書簡 西川三男三 浅沼稲次郎 昭和22年2月6日 ペン 1通 寒中見舞い

4090 80 西澤哲四郎書簡 西澤哲四郎 浅沼稲次郎 昭和23年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、西澤哲四郎（衆議院事務局）

4126 161 西島敏雄書簡 西島敏雄 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(1)日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 352 西村松造書簡 西村松造 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、西村松造(兵庫県会議員)

4090 83 西山虎治他3名書簡 西山虎治他3名 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（1）日

ペン・
活版

1通 年賀挨拶

肩書きは、西山虎治（山陰日日新聞社代表取締役、業務
局長、業務事務取扱）、野口義明（同取締役、編修局
長）、白名徹（取締役、松江支社長い）、近藤裕（監査役）
年月日は消印より採った

4090 72 西山春吉書簡 西山春吉 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（11）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、西山春吉（御旅館　西山支店）　年月日は消印
より採った

4126 115 西山春吉書簡 西山春吉 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(1)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 78 日本政治経済研究所書簡 日本政治経済研究所 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（19）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 7 二瓶哲治書簡 二瓶哲治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、二瓶哲治(江東区長)

4126 76 沼崎道雄書簡 沼崎道雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4090 31 沼田八三次書簡 沼田八三次 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（3）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 105 根本謹吾書簡 根本謹吾 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 584 野口勝次郎書簡 野口勝次郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 504 野崎清二書簡 野崎清二 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 286 野中俊治書簡 野中俊治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、野中俊治(浜田興業部代表者)
4126 88 野万秀雄書簡 野万秀雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 566 野溝勝書簡 野溝勝 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(5)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 529 野宮英一書簡 野宮英一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶

2620 野村嘉六書簡 野村嘉六 浅沼稲次郎 昭和17年1月1日
ペン・
活版

1通 年賀挨拶 野村の肩書きは衆議院議員

4059 35 野村専太郎書簡 野村専太郎 浅沼稲次郎
昭和23年（2）月
（7）日

活版 1通 年賀挨拶
月日は消印より採った　野村の肩書は「株会社野村組社
長　都議会議員」

4126 412 馬鹿家書簡 馬鹿家 浅沼稲次郎 昭和25年1月17日 墨書 1通 年賀挨拶（政治批評ヵ）
4126 308 萩元隼人書簡 萩元隼人 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 活版 1通 年賀挨拶 肩書きは、萩元隼人(弁護士)

4090 42 橋詰富士雄書簡 橋詰富士雄 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（5）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 594 橋本岩夫書簡 橋本岩夫 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 561 橋本登美三郎書簡 橋本登美三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 264 長谷川貞三書簡 長谷川貞三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 141 長谷川虎三郎書簡 長谷川虎三郎 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(2)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4013 3 長谷川正道書簡 長谷川正道 浅沼稲次郎
昭和（22）年2月12
日

ペン 1通 寒中見舞い 年は消印より採った
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4090 170 長谷川林之助書簡 長谷川林之助 浅沼稲次郎 昭和（23）年(1)月
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶
「一九四八年一月元旦」とあり　肩書きは、長谷川林之助
（愛知県会議員）

4126 357 畑和書簡 畑和 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、畑和(社会党浦和支部長、弁護士)

4126 153 畠山鶴吉書簡 畠山鶴吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、畠山鶴吉(参議院議員)

4126 597 服部甲書簡 服部甲 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 451 浜井信三書簡 浜井信三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、浜井信三(広島市長)

4093 17 濱田慶三書簡 濱田慶三 浅沼稲次郎 昭和（23）年(1)月 ペン 1通
年賀挨拶　浅沼稲次郎の書記長代理就任
に対する感謝と敬意

年月は郵便料金及び「新春」の表現より推定

4126 282 浜田繁次郎書簡 浜田繁次郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
肩書きは、浜田繁次郎(東京都島嶼特定局長会泉津郵便
局)

4126 411 林皆翠書簡 林皆翠 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 156 林功一書簡 林功一 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(1)日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 60 林大作書簡 林大作 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4090 56 林虎雄書簡 林虎雄 浅沼稲次郎 昭和23年1月 活版 1通 年賀挨拶

4090 149 林勝書簡 林勝 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（2）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4093 8 林松男書簡 林松男 浅沼稲次郎 昭和23年1月7日 墨書 1通
年賀挨拶　川南葬儀の一件に関する「御
高配と御指導感謝」

4090 100 葉山道雄書簡 葉山道雄 浅沼稲次郎
昭和(22)年(12)月
(31)日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、葉山道雄（日本社会党猿島支部青年部長）
年月日は消印より採った

4126 614 原彪他4名書簡 原彪他4名 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
差出人及び肩書きは、原彪（日本社会党東京都連合会
執行委員長）、島上善五郎（同書記長）、川端下一二三
（同会計）、池田新平（同書記）、水野公一（同書記）

4126 125 原口忠次郎書簡 原口忠次郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、原口忠次郎(神戸市長)

4126 502 原定夫書簡 原定夫 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(6)日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 336 原虎一書簡 原虎一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 439 原治雄書簡 原治雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 155 日置貫禅書簡 日置貫禅 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（6）日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、日置貫〓(静岡県浜名郡三方原小学校長)　年
月日は消印より採った

4126 378 樋口光治書簡 樋口光治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、樋口光治(山梨県会議員、山梨県販売農業協
同組合連合会会長)

4126 287 久木亀吉書簡 久木亀吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4090 61 久水良重書簡 久水良重 浅沼稲次郎
昭和（23）年（2）月
（6）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 623 久水良重書簡 久水良重 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 598 比佐利安書簡 比佐利安 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 43 樋田康雄書簡 樋田康雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 81 平岡耕次郎書簡 平岡耕次郎 浅沼稲次郎
昭和23年(1)月(1)
日

墨書 1通 年賀挨拶
肩書きは、平岡耕次郎（滋賀県連青年部書記長）　月日
は消印より採った

4126 254 平賀信一書簡 平賀信一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 38 平田源七書簡 平田源七 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（9）日

謄写・
墨書

1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 6 平田のぶ書簡 平田のぶ 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、平田のぶ(子供の村父様母様学園)

4126 49 平野春雄書簡 平野春雄 浅沼稲次郎 昭和(25)年(1)月 ペン 1通 年賀挨拶

4126 136 平野学書簡 平野学 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、平野学(社団法人炭鉱生活文化協会理事長)

4126 19 平野学書簡 平野学 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月5日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 349 平野勇次郎書簡 平野勇次郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、平野勇次郎(堀川理容師会顧問、京都工芸刺
繍企業組合顧問、京都府パン協同組合顧問、京都洋服
商工業協同組合顧問、京都市会議員)
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4097 4 平松譲書簡 平松譲 浅沼稲次郎
昭和（24）年（1）月
（2）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 242 廣瀬常松書簡 廣瀬常松 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 141 廣瀬常松書簡 廣瀬常松 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（28）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 283 廣瀬直行書簡 廣瀬直行 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 621 廣瀬理一書簡 廣瀬理一 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(1)日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、廣瀬理一(みみづくや)　年月日は消印より採っ
た

4126 99 広田清書簡 広田清 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 30 廣田繁生書簡 廣田繁生 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(3)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 118 深山昇書簡 深山昇 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、深山昇(山梨県会議員、国保全国連合会副会
長、山梨県町村会長、敷島町長)

4126 96 福満勝男書簡 福満勝男 浅沼稲次郎
昭和25年(1)月(1)
日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶 月日は消印より採った

4090 112 福本義夫書簡 福本義夫 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（1）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、福本義夫（福本被服工業協会、文京区洋服商
工組合常務理事）　年月日は消印より採った

2624 藤岡和郎書簡 藤岡和郎 浅沼稲次郎 昭和17年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 305 藤岡和三郎書簡 藤岡和三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 434 藤木兵吾書簡 藤木兵吾 浅沼稲次郎
昭和(25)年（1)月
(1)日

墨書 1通 年賀挨拶
肩書きは、藤木兵吾(食糧配給公団熊本県支局)　年は消
印より採った

4126 398 藤田一之書簡 藤田一之 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、藤田一之(日本社会党生野支部長、日本社会
党府連合会市民部長、府会議員)

2846 藤沼庄平書簡 藤沼庄平 浅沼稲次郎 昭和21年2月 ペン 1通 年賀挨拶 藤沼の肩書きは東京都長官

4126 28 藤野光弘書簡 藤野光弘 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（8）日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、藤野光弘(興亜農館)　年月日は消印より採っ
た

4090 78 藤野豊書簡 藤野豊 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（2）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 458 藤本用輔書簡 藤本用輔 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、藤本用輔(神戸市会建設水道委員会副委員
長、神戸市会総務財政委員会委員、市会議員)

4090 36 藤森亥太郎書簡 藤森亥太郎 浅沼稲次郎
昭和(22)年(12)月
(31)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 262 藤森亥太郎書簡 藤森亥太郎 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 188 藤原喜代治書簡 藤原喜代治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
肩書きは、藤原喜代治(島根県購買農業協同組合連合
会)

4126 113 渕田要助書簡 渕田要助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4014 2 船田中書簡 船田中 浅沼稲次郎
昭和（22）年（2月5
日

ペン 1通 寒中見舞い 日付は消印より採った

4126 131 船田中書簡 船田中 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(4)日

ペン 1通 年賀挨拶

4126 543 船山雅忠書簡 船山雅忠 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 388 古川喜一書簡 古川喜一 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 186 古川秀一書簡 古川秀一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 228 古沢政直書簡 古沢政直 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 184 古瀬長栄書簡 古瀬長栄 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 456 不破治書簡 不破治 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4090 37 北條喜四郎書簡 北條喜四郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（3）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 565 保科了介書簡 保科了介 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(5)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 480 星野正雄書簡 星野正雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、星野正雄(九州日報社)

4090 94 星野与七郎・星野静夫書簡 星野与七郎・星野静夫 浅沼稲次郎
昭和(23)年(1)月
(13)日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 532 細川八郎書簡 細川八郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、細川八郎(目黒雅叙園)

4126 48 細田晦堂書簡 細田晦堂 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶
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4090 151 細田綱吉書簡 細田綱吉 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（2）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、細田綱吉（日本社会党宣伝部次長、全国農民
組合情報部長、日本社会党茨城県委員長、前衆議院議
員、弁護士）　年月日は消印より採った

4126 221 堀井利勝書簡 堀井利勝 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(1)日

謄写・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、堀井利勝(北海道地方労働委員会委員、釧路
地方労働組合協議会議長、私鉄総連道私鉄釧路臨港支
部)　年月日は消印より採った

4090 19 本田梅子書簡 本田梅子 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（12）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 407 本田直一書簡 本田直一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 112 前川万治郎書簡 前川万治郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、前川万治郎(計理士、税務代理士)

4126 177 前田喜太郎書簡 前田喜太郎 浅沼稲次郎
昭和（25)年1月1
日

墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 516 前田友義書簡 前田友義 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 453 前堀政幸書簡 前堀政幸 浅沼稲次郎
昭和(25)年1月11
日

墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 488 真川亀太郎書簡 真川亀太郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（4）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4097 11 牧野内武人書簡 牧野内武人 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（7）日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、牧野内武人(弁護士)　年月日は消印より採っ
た

2630 馬郡健次郎書簡 馬郡健次郎 浅沼稲次郎
昭和（17）年（1）月
（2）日

墨書・
活版

1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 622 馬島謹三書簡 馬島謹三 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、馬島謹三(日産鉱業株式会社取締役社長)

4126 191 増田静書簡 増田静 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 444 松内林蔵書簡 松内林蔵 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 132 松内林蔵書簡 松内林蔵 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（29）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 560 松岡駒吉書簡 松岡駒吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 126 松岡敏衛書簡 松岡敏衛 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 32 松木国次郎書簡 松木国次郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（16）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 292 松崎権四郎書簡 松崎権四郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、松崎権四郎(都道府県選挙管理委員会連合会
長、内閣選挙制度調査会委員、東京都選挙管理委員会
委員長)

4090 76 松田徳兵衛書簡 松田徳兵衛 浅沼稲次郎 1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、松田徳兵衛（松田金属製作所）

4126 611 松永倉吉書簡 松永倉吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、松永倉吉(株式会社松永商店)
4126 500 松本積善書簡 松本積善 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 413 松本武夫書簡 松本武夫 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、松本武夫(松本政治経済研究所)

4126 396 松本冨士重書簡 松本冨士重 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
複写・
墨書

1通 年賀挨拶

4090 148 松矢波津書簡 松矢波津 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（7）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 257 松矢波津書簡 松矢波津 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 338 丸井銀市書簡 丸井銀市 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 103
丸岡治・岩根正雄・佐々木隆
嘉書簡

丸岡治・岩根正雄・佐々木隆
嘉

浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 371 丸木一郎書簡 丸木一郎 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 229 丸野貫一書簡 丸野貫一 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4090 74 丸野貫一書簡 丸野貫一 浅沼稲次郎
昭和23年（1）月
（1）日

墨書 1通 年賀挨拶 月日は消印より採った

4126 364 丸山義三郎書簡 丸山義三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、丸山義三郎(深川製材所)

4090 97 三浦忠三郎書簡 三浦忠三郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、三浦忠三郎（東京都議会議員、東京都議会調
査会副会長、島嶼振興経済部会長、警務委員、労働委
員）　年月は消印より採った

4097 1 三木和臣書簡 三木和臣 浅沼稲次郎 昭和24年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4001 2 三木和臣書簡 三木和臣 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 年賀挨拶

4097 5 三崎間之介書簡 三崎間之介 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（4）日

活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、三崎間之介(日本社会党彦根支部)　年月日は
消印より採った
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4126 44 水沢一郎他2名書簡 水沢一郎他2名 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶
差出人は水沢一郎、志津枝、洋子の三名　年は消印より
採った

4126 4 水谷長三郎書簡 水谷長三郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（4）日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、水谷長三郎(弁護士)　年月日は消印より採っ
た

4126 454 水谷長三郎書簡 水谷長三郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4090 163 三関富子書簡 三関富子 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（25）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 482 溝上寿一書簡 溝上寿一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 8 三田村四朗書簡 三田村四朗 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、三田村四朗(民主労働者協会)

4126 20 緑川伊三郎書簡 緑川伊三郎 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(7)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 320 三春重雄書簡 三春重雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 146 壬生要書簡 壬生要 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（2）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 550 宮内比等志書簡 宮内比等志 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、宮内比等志(神戸支部)
4126 624 宮川家恒書簡 宮川家恒 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月2日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4090 46 宮川家恒書簡 宮川家恒 浅沼稲次郎
昭和(23)年1月14
日

墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 77 宮川義雄書簡 宮川義雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 503 三宅清敦書簡 三宅清敦 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、三宅清敦(弥高高等学校)

4126 58 三宅則義書簡 三宅則義 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 534 宮崎庄太郎書簡 宮崎庄太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 318 宮下恭介書簡 宮下恭介 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4090 27 宮下学書簡 宮下学 浅沼稲次郎
昭和23年1月（10）
日

活版 1通 年賀挨拶
肩書きは、宮下学（長野県監査委員、日本社会党長野県
支部連合会執行委員長、計理士）　日付は消印より採っ
た

4090 90 宮田泰書簡 宮田泰 浅沼稲次郎
昭和(22)年12月30
日

墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 230 宮田泰書簡 宮田泰 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4090 52 宮成龍介書簡 宮成龍介 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（9）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 94 宮野元太郎書簡 宮野元太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4097 8 三輪寿壮書簡 三輪寿壮 浅沼稲次郎
昭和（25）年（1）月
（1）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 570 六川静治書簡 六川静治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 36 武藤仁叟書簡 武藤仁叟 浅沼稲次郎 （1）月
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶 月は内容（年賀挨拶）から採った

4090 39 村上金之助書簡 村上金之助 浅沼稲次郎 昭和23年1月20日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 280 村上金之助書簡 村上金之助 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 517 村上秀美書簡 村上秀美 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 217 村上正夫書簡 村上正夫 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 150 村瀬清書簡 村瀬清 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、村瀬清(千代田区長)

4126 605 村瀬忠夫書簡 村瀬忠夫 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 343 村田嘉兵衛書簡 村田嘉兵衛 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、村田嘉兵衛(眼鏡卸商)

4090 136 村田嘉兵衛書簡 村田嘉兵衛 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（1）日

墨書・
ペン

1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

2619 村田千秋書簡 村田千秋 浅沼稲次郎 昭和17年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 　
4126 267 村田千秋書簡 村田千秋 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4093 2 村田当栄書簡 村田当栄 浅沼稲次郎 昭和23年1月1日 墨書 1通
年賀挨拶　「労働者が信頼できる社会党の
姿に立ち返へられるよう先生のご活躍を」
期待

4126 518 村山芳太郎書簡 村山芳太郎 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 119 望月喜久雄書簡 望月喜久雄 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
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4153 6 元吉正文・元吉重成書簡 元吉正文・元吉重成 浅沼稲次郎
昭和25年12月
（29）日

活版・
墨書

1通 喪中により年末年始欠礼 日付は消印より採った

4126 460 森坂孝一書簡 森坂孝一 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 428 森正蔵書簡 森正蔵 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、森正蔵(毎日新聞社出版局長)

4126 285 森富太書簡 森富太 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、森富太(日本画輸出協会、水墨画院会長)

4090 44 森富康書簡 森富康 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（6）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 512 森本憲夫書簡 森本憲夫 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 248 守本又雄書簡 守本又雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶 肩書きは、守本又雄(都議会議員)

4090 23 守本又雄書簡 守本又雄 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（4）日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、守本又雄（日本社会党中央支部支部長、都議
会議員）　年月日は消印より採った

4126 466 守屋栄夫・山口久吉書簡 守屋栄夫・山口久吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、守屋栄夫（全国療術協同組合長）、山口久吉
（全国療術協同組合東京都県本部組合長）

4126 462 森脇甚一書簡 森脇甚一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 172 諸橋襄書簡 諸橋襄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 236 八嶋忠太郎書簡 八嶋忠太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 589 矢島良康書簡 矢島良康 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4126 612 安井謙書簡 安井謙 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、安井謙(東京都知事秘書役)

4126 214 安井誠一郎書簡 安井誠一郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4090 169 安井誠一郎書簡 安井誠一郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（1）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、安井誠一郎（東京都知事）　年月日は消印より
採った

4090 18 安井誠一郎書簡 安井誠一郎 浅沼稲次郎 昭和23年1月 活版 1通 年賀挨拶 肩書きは、安井誠一郎（東京都知事）、切手なし

4126 255 安岡冨吉書簡 安岡冨吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、安岡冨吉(都立朝鮮人高等学校、中学校)

4126 316 〔名刺〕 安岡富吉 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 活版 1枚 年賀挨拶

肩書きは、安岡富吉(東京都立朝鮮人高等学校長、東京
都立朝鮮人中学校長、日本青少年文化協会会長)　前後
の資料から、年始挨拶の際、浅沼稲次郎に渡されたもの
と判断した

4013 2 矢作喜十郎書簡 矢作喜十郎 浅沼稲次郎 昭和22年1月3日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 339 山木喜作書簡 山木喜作 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 290 山岸君子書簡 山岸君子 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶 肩書きは、山岸君子(台東区議会議員)

4126 521 山口一雄書簡 山口一雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 463 山口県教職員組合書簡 山口県教職員組合 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 37 山口シヅエ・山口重彦書簡 山口シヅエ・山口重彦 浅沼稲次郎 （1）月
活版・
謄写・
ペン

1通 年賀挨拶 月は内容から採った

4126 233 山口太助書簡 山口太助 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、山口太助(国鉄労組秋田支部)　年は消印より
採った

4126 591
山崎常吉・山崎光慶夫・安岡
弘起書簡

山崎常吉・山崎光慶夫・安岡
弘起

浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、山崎常吉、山崎光慶夫、安岡弘起(ともに株式
会社に本文房具製作所)

4090 160
山崎常吉・山崎光喜夫・安岡
弘起書簡

山崎常吉・山崎光喜夫・安岡
弘起

浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（16）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶

肩書きは、山崎常吉（株式会社農産館取締役社長）、山
崎光喜夫（株式会社日本文房具製作所取締役社長）、安
岡弘起（株式会社日本文房具製作所専務取締役）　年月
日は消印より採った

4126 244 山崎道子書簡 山崎道子 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4090 111 山下茂書簡 山下茂 浅沼稲次郎 昭和23年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 493 山田義三助書簡 山田義三助 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年は消印より採った
4126 243 山田照一書簡 山田照一 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 26 山田錫一郎・山田寿乃書簡 山田錫一郎・山田寿乃 浅沼稲次郎
昭和23年1月（13）
日

墨書 1通 年賀挨拶 日付は消印より採った

4090 62 山田守書簡 山田守 浅沼稲次郎
昭和23年（1）月
（9）日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、山田守（合資会社山田螺子製作所代表社員）
月日は消印より採った
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4126 618 山田義春書簡 山田義春 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 1 山中峰男書簡 山中峰男 浅沼稲次郎
昭和（24）年（12）
月（30）日

墨書 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 266 山野井勇之進書簡 山野井勇之進 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、山野井勇之進(葛飾区議会議員、教育副委員
長、那須アルミ従組執行委員長)

4090 159 山花秀雄書簡 山花秀雄 浅沼稲次郎
昭和(23)年(1)月
(1)日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、山花秀雄（総同盟全国化学産業労働組合同
盟会長、衆議院議員）　「昭和二十三年一月一日」

2615 山本敏尋書簡 山本敏尋 浅沼稲次郎 昭和17年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 年月日は本文から採った　消印は昭和16年12月31日付

4090 59 山本富嘉書簡 山本富嘉 浅沼稲次郎 昭和23年1月(2)日 活版 1通 年賀挨拶
肩書きは、山本富嘉（日本社会党中央委員、日本社会党
埼玉県連書記長、日本農民組合埼連副会長、埼玉商工
経済連盟理事長）　日付は消印より採った

4090 93 山本虎三書簡 山本虎三 浅沼稲次郎 昭和23年1月10日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 111 山本義雄書簡 山本義雄 浅沼稲次郎
昭和25年1月（9）
日

ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、山本義雄(日本橋運送株式会社)　日付は消印
より採った

4126 80 矢渡嘉蔵書簡 矢渡嘉蔵 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
墨書・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 615 友愛十字会書簡 友愛十字会 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4177 5 湯川秀樹書簡 湯川秀樹 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 73 横川安好書簡 横川安好 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 201 横口蔵二書簡 横口蔵二 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 年は消印より採った

4126 476 横瀬多喜書簡 横瀬多喜 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
複写・
墨書

1通 年賀挨拶
肩書きは、横瀬多喜(福岡県庁中別館内、福岡地方国有
鉄道調停委員会事務局、福岡地方専売公社調停委員会
事務局、労働事務官、庶務課長)

4126 392 横田龍雄書簡 横田龍雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 206 横前智書簡 横前智 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ぺン

1通 年賀挨拶

4126 31 横路節雄書簡 横路節雄 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、横路節雄(日本社会党北海道支部連合会書記
長)

4126 87 吉川末次郎書簡 吉川末次郎 浅沼稲次郎
昭和(25)年(1)月
(6)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4126 579 吉沢伊三治書簡 吉沢伊三治 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶

4093 20 吉田三郎書簡 吉田三郎 浅沼稲次郎
昭和23年1月(14)
日

謄写 1通 寒中挨拶

肩書きは、吉田三郎（東京電機合資会社社長、富士精機
株式会社社長、吉田商事株式会社社長、港小型運動有
限会社取締役、東京電機商業協同組合理事、東洋大学
財団京北実業学校後援会理事長、京実中学校後援会会
長、京北中学校協議員、東京都私立中等学校父兄連合
会理事、日本社会党港支部常任執行委員、商工部副部
長）　日付は消印より採った

4126 425 吉田秀雄他7名書簡 吉田秀雄他7名 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

差出人及び肩書きは、吉田秀雄（東京放送株式会社設
立事務所設立発起人代表、設立準備委員長）、大川幸之
助（設立準備委員事務長）、金沢覚太郎・砂原宣雄・元良
勇・結城雄二郎・吉田稔（設立準備委員）、杉山栄一郎
（電通ラジオ広告研究委員長）

4126 507 吉本数喜他2名書簡 吉本数喜他2名 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
謄写・
墨書

1通 年賀挨拶
差出人及び肩書きは、吉本数喜・藤田国明・中村富一
（全て全四国国有林労働組合同盟）

4090 13 米内一郎書簡 米内一郎 浅沼稲次郎 昭和23年（1）月 ペン 1通 年賀挨拶 月は消印より採った

4126 369 米窪満亮書簡 米窪満亮 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 424 米倉喜太郎書簡 米倉喜太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4090 77 米島育男書簡 米島育男 浅沼稲次郎
昭和(22)年(12)月
(31)日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4090 161 李裕天書簡 李裕天 浅沼稲次郎
昭和（22）年（12）
月（30）日

活版・
ペン

1通 年賀挨拶
肩書きは、李裕天（朝鮮建国促進青年同盟中央総本部
渉外局長）　年月日は消印より採った
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4126 51 若木勝蔵書簡 若木勝蔵 浅沼稲次郎
昭和25年（1）月
（9）日

ペン 1通 年賀挨拶 月日は消印より採った

4126 393 若月三男書簡 若月三男 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、若月三男(山口県会議員)
4090 7 若山猪作書簡 若山猪作 浅沼稲次郎 昭和23年1月 活版 1通 年賀挨拶

4090 3 渡辺功書簡 渡辺功 浅沼稲次郎 昭和23年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
肩書きは、渡辺功（都立本郷女子商業学校教諭、社会党
新宿支部執行委員）

4126 334 渡辺功書簡 渡辺功 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶 肩書きは、渡辺功(都立向丘本郷高等学校教諭)

4126 127 渡部広志書簡 渡部広志 浅沼稲次郎 昭和(25)年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
肩書きは、渡部広志(社会党多賀郡支部支部長)　年は消
印より採った

4126 406 渡辺茂書簡 渡辺茂 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶
4126 586 渡辺利太郎書簡 渡辺利太郎 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶
4126 69 渡辺利勇書簡 渡辺利勇 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 ペン 1通 年賀挨拶

4126 528 渡辺瑞美書簡 渡辺瑞美 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
墨書

1通 年賀挨拶

4126 91 渡辺文政書簡 渡辺文政 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日
活版・
ペン

1通 年賀挨拶

4126 381 〓正直書簡 〓正直 浅沼稲次郎 昭和25年1月1日 墨書 1通 年賀挨拶 肩書きは、新潟県会議員
4090 105 渡部廣志書簡 渡部廣志 浅沼稲次郎 昭和23年 ペン 1通 年賀挨拶

4090 82 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（23）年（1）月
（8）日

ペン 1通 年賀挨拶 年月日は消印より採った

4156 140 赤羽長一郎書簡 赤羽長一郎 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（21）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、赤羽長一郎(全国クリーニング環境衛生同業
組合連合会会長)　月日は消印より採った

4132 1 赤海巌書簡 赤海巌 浅沼稲次郎
昭和（26）年（8）月
（7）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 98 秋島信雄書簡 秋島信雄 浅沼稲次郎
昭和35年7月（21）
日

活版・
墨書せ

1通 暑中見舞い
肩書きは、秋島信雄(秋島建設株式会社取締役社長)　日
付は消印より採った

4133 19 秋山長造書簡 秋山長造 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（4）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4116 4 浅岡多香子書簡 浅岡多香子 浅沼稲次郎 昭和(24)年8月2日 ペン 1通 暑中見舞い返礼 年は消印より採った

4116 6 浅岡信夫書簡 浅岡信夫 浅沼稲次郎
昭和24年（8）月
（3）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い　厚生政務次官退任の挨拶
肩書きは、浅岡信夫(参議院民主自由党・参議院議員（全
国区選出）　月日は消印より採った

4156 155 浅沼重郎書簡 浅沼重郎 浅沼稲次郎 昭和35年7月25日 墨書 1通 暑中見舞い

4055 1 浅沼實書簡 浅沼實 浅沼稲次郎
昭和23年7月（29）
日

活版 1通 暑中見舞い
浅沼実の肩書は「日本鉄鋼株式会社　取締役社長」　日
付は消印より採った

2245 浅野善蔵書簡 浅野善蔵 浅沼稲次郎
昭和（23）年（8）月
（5）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4035 35 東喜代駒書簡 東喜代駒 浅沼稲次郎 昭和22年 墨書 1通 暑中見舞い 東喜代駒は漫才師、「東京漫才の始祖」

4156 6 東喜代駒書簡 東喜代駒 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（21）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 204 東龍太郎書簡 東龍太郎 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（25）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、東龍太郎(東京都知事)　月日は消印より採っ
た

4116 27 足達一男書簡 足達一男 浅沼稲次郎
昭和（24）年（8）月
（9）日

ペン 1通 残暑見舞い 年月日は消印より採った

4156 11 足立正他4名書簡 足立正他4名 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（28）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い

差出人は、足立正（社団法人日本民間放送連盟会長）、
赤尾好夫（同副会長）、築藤鞆一（同副会長）、酒井三郎
（同常務理事）、磯村幸男（同事務局長）　月日は消印よ
り採った

4156 143 安孫子藤吉書簡 安孫子藤吉 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（22）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、安孫子藤吉(山形県知事)　月日は消印より
採った

4054 9 阿部一松書簡 阿部一松 浅沼稲次郎 (5）月（6）日 ペン 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4035 16 阿部一松書簡 阿部一松 浅沼稲次郎
昭和（22）年（7）月
（29）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 147 阿部治一郎書簡 阿部治一郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（22）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、阿部治一郎(阿部製作所)　年月日は消印より
採った

4156 185 荒川博他5名書簡 荒川博他5名 浅沼稲次郎 昭和35年8月10日
活版・
ペン

1通 暑中見舞い

差出人は、荒川博（日本放送労働組合（NHK労組）中央
執行委員長）、桑田徳治（副中央執行委員長）、奥田幸三
郎（書記長）、伴清（中央常任執行委員）、永沢秀夫（中央
常任執行委員）、伊藤隆人（中央常任執行委員）

1.8.暑中（残暑）見舞い
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4156 180 新谷利夫書簡 新谷利夫 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（26）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、新谷利夫(新谷歯科医院)　年月日は消印より
採った

4133 58 新谷利夫書簡 新谷利夫 浅沼稲次郎
昭和26年（7）月
（31）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 104 飯生タイヤ工業所書簡 飯生タイヤ工業所 浅沼稲次郎
昭和26年（7）月
（20）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 203 飯田逸治郎他4名書簡 飯田逸治郎他4名 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（29）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
差出人は、飯田逸治郎（東京都主税局）、青柳忠夫
（同）、伊藤節三（同）、吉永信成（同）、北見幸太郎（同）
月日は消印より採った

4033 7 五十嵐直作書簡 五十嵐直作 浅沼稲次郎
昭和（22）年（7）月
（21）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4133 77 五十嵐直作書簡 五十嵐直作 浅沼稲次郎
昭和（26）年8月3
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4133 52 池内磯右衛門書簡 池内磯右衛門 浅沼稲次郎
昭和26年（7）月
（31）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 41 池田嘉助書簡 池田嘉助 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（1）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、池田嘉助(有限会社池田クリーニング工場代
表取締役)　月日は消印より採った

4035 28 池田禎治書簡 池田禎治 浅沼稲次郎
昭和22年8月（15）
日

活版 1通 暑中見舞い 日付は消印より採った

4131 12 池田禎治書簡 池田禎治 浅沼稲次郎
昭和26年7月（16）
日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い　転居挨拶 日付は消印より採った

4133 23 池田敏信書簡 池田敏信 浅沼稲次郎 昭和26年 ペン 1通 暑中見舞い

4035 55 石井仙太郎書簡 石井仙太郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（5）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 19 石井忠五郎書簡 石井忠五郎 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（25）日

ペン 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 65 石川栄一書簡 石川栄一 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（2）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、石川栄一(参議院議員)　月日は消印より採っ
た

4035 1 石川金七郎書簡 石川金七郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月22
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4037 3 石川尚一書簡 石川尚一 浅沼稲次郎
昭和（22）年（9）月
（7）日

墨書 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 44 石川孝書簡 石川孝 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（10）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 85 石川富造書簡 石川富造 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（4）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、石川富造(株式会社築地綜合食品会館専務取
締役)　月日は消印より採った

4156 35 石黒定吉書簡 石黒定吉 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（4）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、石黒定吉(日本オイル・サンド舗道株式会社取
締役社長)　月日は消印より採った

4156 17 石津温也書簡 石津温也 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（29）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、石津温也(株式会社生産日本社)　月日は消印
より採った

4133 98 石塚信義書簡 石塚信義 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（8）日

謄写・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 24 石原英子書簡 石原英子 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（18）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4035 45 石原幹市郎書簡 石原幹市郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（30）日

ペン 1通 残暑見舞い 年月日は消印より採った

4133 39 石村幸作書簡 石村幸作 浅沼稲次郎 昭和26年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、石村幸作(箱根三昧荘社長)

4035 64 泉川嘉雄書簡 泉川嘉雄 浅沼稲次郎 18日 墨書 1通 暑中見舞い 日付は消印より採った

4156 114 五浦観光ホテル書簡 五浦観光ホテル 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
ペン

1通 暑中見舞い

4116 17 市川正幸書簡 市川正幸 浅沼稲次郎 昭和(24)年8月3日 墨書 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 30 一藤木幸一書簡 一藤木幸一 浅沼稲次郎
昭和26年（7）月
（30）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、一藤木幸一(一藤木商店)　月日は消印より
採った

4133 70 一藤木幸一書簡 一藤木幸一 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（16）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、一藤木幸一(一藤木商店)　月日は消印より
採った

4133 57 井手以誠書簡 井手以誠 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（5）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4158 7 出浦まつよ書簡 出浦まつよ 浅沼稲次郎
昭和（35）年7月14
日

ペン 1通 暑中見舞い 肩書きは、出浦まつよ(小売商)　年は消印より採った

4156 48 井手寅見書簡 井手寅見 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、井手寅見(西日本食糧品有限会社代表取締
役)　年は消印より採った
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4035 44 伊藤清書簡 伊藤清 浅沼稲次郎
昭和22年8月（29）
日

活版 1通 残暑見舞い　異動のお知らせ 日付は消印より採った

4133 51 伊藤藤七書簡 伊藤藤七 浅沼稲次郎 昭和（26）年8月1 ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4035 42 伊藤友久書簡 伊藤友久 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月16
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4156 83 伊藤誠書簡 伊藤誠 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（19）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 13 伊藤昌書簡 伊藤昌 浅沼稲次郎 昭和(26)年8月9日 ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4156 32 稲崎清一書簡 稲崎清一 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（31）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4133 4 井上清一書簡 井上清一 浅沼稲次郎
昭和（26）年（8）月
（9）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 43 井上正堂書簡 井上正堂 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（19）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、井上正堂(東京簡易宿泊業環境衛生同業組合
連合会専務理事)　月日は消印より採った

4156 102 入谷昌充書簡 入谷昌充 浅沼稲次郎 昭和35年7月23日 ペン 1通 暑中見舞い

2301 岩佐顕・岩佐勝子書簡 岩佐顕・岩佐勝子 浅沼稲次郎
昭和35ヵ年8月30
日

ペン 1通 暑中見舞い

4035 41 岩本煒知郎書簡 岩本煒知郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月19
日

墨書 1通 残暑見舞い 年は消印より採った

4156 30 上田吉二郎書簡 上田吉二郎 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（18）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 131 上田献身書簡 上田献身 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（1）日

墨書 1通 暑中見舞い 肩書きは、上田献身(写真業)　年月日は消印より採った

4156 176 上田正光書簡 上田正光 浅沼稲次郎
昭和（35）年7月21
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4056 8 上野金一郎書簡 上野金一郎 浅沼稲次郎
昭和23年（6）月
（24）日

活版 1通 暑中見舞い
上野の肩書は「ホテル河田町会館　ホテル中野新河田
館主」　日付は消印より採った

4156 157 上の山書簡 上の山 浅沼稲次郎
昭和（35）年8月
（11）日

ペン 1通 暑中見舞い 年日は消印より採った

4133 41 上原金治郎書簡 上原金治郎 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（6）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、上原金治郎(日本社会党県連執行委員、栃木
県ユネスコ協力会理事)　月日は消印より採った

4133 72 浮島荘書簡 浮島荘 浅沼稲次郎
昭和（26）年（8）月
（17）日

謄写・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 82 鵜崎多一書簡 鵜崎多一 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（18）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、鵜崎多一(福岡県知事)　月日は消印より採っ
た

4156 133 靱勉書簡 靱勉 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（20）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4035 20 宇野助書簡 宇野助 浅沼稲次郎
昭和（22）年（7）月
（16）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 5 海野普吉書簡 海野普吉 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（21）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 142 海野普吉書簡 海野普吉 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（21）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 79 梅見克己書簡 梅見克己 浅沼稲次郎 昭和（26）年 ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4133 54 浦田芳朗書簡 浦田芳朗 浅沼稲次郎
昭和26年8月（15）
日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 日付は消印より採った

4156 175 浦宏書簡 浦宏 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（28）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4035 9 江崎房雄書簡 江崎房雄 浅沼稲次郎 昭和22年8月22日 ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4133 55 柄沢利清書簡 柄沢利清 浅沼稲次郎 昭和(26)年7月
活版・
ペン

1通 暑中見舞い
公職追放令の発令は1946年、文面に「漸く解除の運び」
「満四年間の空白時代」とあるため、昭和26年と推定した

4156 89 榎本明三・加藤幸三郎書簡 榎本明三・加藤幸三郎 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（1）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
差出人は、榎本明三（全国観光社交事業連盟会長）、加
藤幸三郎（理事長）　月日は消印より採った

4116 30 遠田八太郎書簡 遠田八太郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年8月2
日

墨書 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4156 15 遠藤和春書簡 遠藤和春 浅沼稲次郎
昭和（35）年7月22
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った



浅沼稲次郎関係文書　その2　書簡の部　目録

153

番号
枝番
号

標題 作成者 宛先 年月日 用紙 型式
数
量

内容 付 備考

4133 49 及川規書簡 及川規 浅沼稲次郎 昭和26年8月4日
活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、及川規(弁護士)

4035 22 大石喜輔書簡 大石喜輔 浅沼稲次郎
昭和（22）年（9）月
（12）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 144 大石重成他4名書簡 大石重成他4名 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（22）日

活版・
ペン・
鉛筆

1通 暑中見舞い

差出人は、大石重成（日本国有鉄道新幹線総局長）、加
藤一郎（新幹線総局計画審議局長）、斉藤治平（新幹線
総局総務局長）、宮澤吉弘（新幹線総局工事局長）、赤木
渉（新幹線総局用地部長）　月日は消印より採った

4133 96 大木勇書簡 大木勇 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（8）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4035 26 大久保菊次郎書簡 大久保菊次郎 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 「此の地より遥かに御健康を祝〓」 台湾からのエアメール

4156 172 太田和男書簡 太田和男 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（28）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、太田和男(東京都副知事)　月日は消印より
採った

4156 196 大束弥一書簡 大束弥一 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（21）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、大束弥一(芸北町長)　月日は消印より採った

4156 97 大塚宮明書簡 大塚宮明 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（21）日

墨書 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 84 大坪純・大坪千余子書簡 大坪純・大坪千余子 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（11）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 肩書きは、大坪純（八幡市長）　月日は消印より採った

4133 90 大西文太書簡 大西文太 浅沼稲次郎
昭和（26）年（8）月
（15）日

墨書 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 4 大沼兵造書簡 大沼兵造 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（27）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、大沼兵造(新日本観光株式会社取締役総務部
長)　月日は消印より採った

4156 18 大沼兵造書簡 大沼兵造 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（29）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、大沼兵造(新日本観光株式会社取締役総務部
長)　月日は消印より採った

4156 197 大野猶次郎書簡 大野猶次郎 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（24）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、大野猶次郎(東京都米穀小売商組合連合会会
長)　月日は消印より採った

4156 138 大森功書簡 大森功 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（20）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、大森功(全日本造船労働組合浦賀船渠分会)
月日は消印より採った

4133 35 岡田光信書簡 岡田光信 浅沼稲次郎
昭和（26）年（8）月
（4）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、岡田光信(岡田光信商店)　年月日は消印より
採った

4035 31 岡部喜八書簡 岡部喜八 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（7）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4133 50 小川真澄書簡 小川真澄 浅沼稲次郎
昭和26年（7）月
（30）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 7 小川真澄書簡 小川真澄 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い

4156 124 奥田弘書簡 奥田弘 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（13）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 110 小口綾子書簡 小口綾子 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（1）日

ペン 1通 暑中見舞い
肩書きは、小口綾子(株式会社池田書店編集部)　年月日
は消印より採った

4156 150 奥野直一書簡 奥野直一 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（22）日

墨書 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 193 奥村表具店書簡 奥村表具店 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（25）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4054 10 小澤専七郎書簡 小澤専七郎 浅沼稲次郎 昭和23年盛夏 活版 1通 暑中見舞い

4071 3 小田島忠他3名書簡 小田島忠他3名 浅沼稲次郎
昭和33年（8）月
（17）日

墨書・
活版

1通 暑中見舞い
月日は消印より採った　差出人肩書きは小田島忠（三井
砂川炭礦職員組合組合長）、高橋保夫（同副組合長）、小
川政幸（同給与部長）、林邉弘（同厚生部長）

4156 166 尾中勝也他2名書簡 尾中勝也他2名 浅沼稲次郎
昭和35年8月（12）
日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
差出人は、尾中勝也（帝京学園長、弁護士）、早瀬川武
（弁護士）、芝憲（弁護士）　日付は消印より採った
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4133 36 小野武男書簡 小野武男 浅沼稲次郎
昭和（26）年8月
（3）日

ペン 1通 暑中見舞い 年日は消印より採った

4005 3 小野力正書簡 小野力正 浅沼稲次郎 7月29日 ペン 1通 暑中見舞い

4156 25 小畑忠良書簡 小畑忠良 浅沼稲次郎
昭和35年8月（12）
日

活版・
ペン

1通 残暑見舞い 日付は消印より採った

4156 66 開花亭書簡 開花亭 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（13）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4118 12 笠原貞造書簡 笠原貞造 浅沼稲次郎
昭和（24）年9月18
日

ペン 1通 暑中見舞いへの返礼 年は消印より採った

4156 195 橿本亀五郎書簡 橿本亀五郎 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（25）日

墨書・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、橿本亀五郎(寿会京阪神支部)　月日は消印よ
り採った

4035 63 柏瀬房吉書簡 柏瀬房吉 浅沼稲次郎
昭和22年（8）月
（15）日

墨書 1通 暑中見舞い

4156 100 加藤清書簡 加藤清 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（24）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、加藤清(東京都建設局長)　月日は消印より
採った

4156 170 加藤清書簡 加藤清 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（28）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、加藤清(東京都建設局長)　月日は消印より
採った

4156 59 加藤幸三郎書簡 加藤幸三郎 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（16）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 6 加藤才次郎書簡 加藤才次郎 浅沼稲次郎 昭和(26)年8月1日
活版・
ペン

1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4133 20 加藤寛書簡 加藤寛 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（16）日

謄写・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、加藤寛(山口県職員組合中央執行委員)　月日
は消印より採った

4035 25 加藤康雄書簡 加藤康雄 浅沼稲次郎 昭和22年8月17日 ペン 1通 暑中見舞い 年月は消印より採った

4156 77 金刺不二太郎他3名書簡 金刺不二太郎他3名 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（29）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い

差出人は、金刺不二太郎（全国市長会会長、川崎市
長）、坪川信三（副会長、福井市長）、石見元秀（副会長、
姫路市長）、福田泰三（副会長、下関市長）　月日は消印
より採った

4133 80 金沢辰夫書簡 金沢辰夫 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（16）日

謄写・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、金沢辰夫(和歌山地方経済調査局)　月日は消
印より採った

4006 4 金内一美書簡 金内一美 浅沼稲次郎 昭和21年
謄写・
ペン

1通 暑中見舞い

4156 107 株式会社丸石商会書簡 株式会社丸石商会 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い

4133 42 上條勝書簡 上條勝 浅沼稲次郎
昭和26月8月（10）
日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、上條勝(神奈川県議会議員)　日付は消印より
採った

4133 85 鴨良和男書簡 鴨良和男 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（17）日

ペン 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4035 8 河崎一書簡 河崎一 浅沼稲次郎 8月16日 ペン 1通 暑中見舞い

4116 24 川崎栄允書簡 川崎栄允 浅沼稲次郎
昭和（24）年（8）月
（25）日

ペン 1通 残暑見舞い 年月日は消印より採った

4035 49 河西一篤書簡 河西一篤 浅沼稲次郎 昭和（22）年（8）月 ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4117 4 川端文夫書簡 川端文夫 浅沼稲次郎
昭和（24）年8月2
日

ペン 1通 暑中見舞いへの返礼 年は消印より採った

4156 177 神田哲太郎書簡 神田哲太郎 浅沼稲次郎 昭和35年7月25日 墨書 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 57 簡野孝書簡 簡野孝 浅沼稲次郎
昭和35）年（7）月
（18）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、簡野孝(住友銀行日本橋支店支店長)　年月日
は消印より採った

4156 68 菅秀基書簡 菅秀基 浅沼稲次郎
昭和35年7月（23）
日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 肩書きは、菅秀基(美唄市長)　日付は消印より採った

4156 96 岸寿喜恵書簡 岸寿喜恵 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（21）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4116 22 岸本市太郎書簡 岸本市太郎 浅沼稲次郎
昭和24年8月（27）
日

ペン 1通 暑中見舞い 日付は消印より採った

4156 152 喜多幡道夫書簡 喜多幡道夫 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（22）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4039 27 北村満書簡 北村満 浅沼稲次郎
昭和？年（9）月
（5）日

活版 1通 暑中見舞い 北村は研精会演劇社事務員　月日は消印より採った

4133 33 木下英俊書簡 木下英俊 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（21）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、木下英俊(日本博愛連盟理事長)　月日は消印
より採った

4156 158 木村三郎書簡 木村三郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（5）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4035 18 許雲龍書簡 許雲龍 浅沼稲次郎 昭和22年8月5日 活版 1通 暑中見舞い
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4156 192 桐山宇吉書簡 桐山宇吉 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（23）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4035 61 銀座亜寿多書簡 銀座亜寿多 浅沼稲次郎 昭和22年 活版 1通 暑中見舞い 銀座アスターは中華料理レストラン

4133 26 草間時光書簡 草間時光 浅沼稲次郎
昭和(26)年(7)月
(28)日

墨書 1通 暑中見舞い
肩書きは、草間時光(鎌倉市役所)　年月日は消印より
採った

4156 13 工藤正次書簡 工藤正次 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（19）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、工藤正次(深川信用組合組合長)　月日は消印
より採った

4116 7 国弘浩介書簡 国弘浩介 浅沼稲次郎
昭和24年8月（3）
日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 日付は消印より採った

4156 169 久保田幸平書簡 久保田幸平 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（28）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、久保田幸平(日本社会党大田支部長、東京都
議会議員)　月日は消印より採った

4156 182 窪谷朝之書簡 窪谷朝之 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（27）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、窪谷(窪谷法律事務所、弁護士)　月日は消印
より採った

4156 189 栗山益夫書簡 栗山益夫 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（7）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、栗山益夫(自治労委員長)　年月日は消印より
採った

4156 39 黒木博書簡 黒木博 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、黒木博(宮崎県知事)

4156 70 黒木博・佐藤寿書簡 黒木博・佐藤寿 浅沼稲次郎 昭和35年 活版 1通 暑中見舞い
肩書きは、黒木博（日之影高森間鉄道敷設期成同盟会
会長、宮崎県知事）、佐藤寿（副会長、高千穂町長）

4156 31
京葉自動車販売株式会社書
簡

京葉自動車販売株式会社 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（14）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 190 小泉宏平書簡 小泉宏平 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（26）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

2244 江東運送株式会社書簡 江東運送株式会社 浅沼稲次郎 昭和（戦後） 活版 1通 暑中見舞い 　

4156 174 小杉栄書簡 小杉栄 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（28）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、小杉栄(小杉組)　月日は消印より採った

4156 76 児玉太希志書簡 児玉太希志 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（31）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、児玉太希志(日商産業株式会社)　月日は消印
より採った

4153 1 小西寅松書簡 小西寅松 浅沼稲次郎 昭和24年8月
活版・
墨書

1通 残暑見舞い 肩書きは、小西寅松(参議院議員)

4156 60 木幡俊清他11名書簡 木幡俊清他11名 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（7）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い

差出人は、木幡俊清（旧陸共済寿会名誉会長）、武藤勇
太郎（会長）、谷内田誠二（副会長）、豊田義雄（副会
長）、小島由太郎（常任総務）、花島正雄（会計）、服部金
重（書記長）、岡崎貴（監査）、相馬孝逸（監査）、大山好
夫（相談役）、犬飼末吉（相談役）、加藤泉（相談役）　年
月日は消印より採った

4156 20 小林健書簡 小林健 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（25）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4116 14 小林次郎書簡 小林次郎 浅沼稲次郎
昭和24年（8）月
（7）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、小林次郎(参議院事務総長)　月日は消印より
採った

4156 115 小林太郎書簡 小林太郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（14）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、小林太郎(株式会社丸ノ内ホテル取締役社長)
年月日は消印より採った

4117 11 小林直書簡 小林直 浅沼稲次郎
昭和（24）年（8）月
（12）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 33 駒形どぜう書簡 駒形どぜう 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（4）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4133 88 小松克己書簡 小松克己 浅沼稲次郎
昭和26年（9）月
（1）日

活版・
ペン

1通 残暑見舞い 月日は消印より採った

4156 26 小松藤吉書簡 小松藤吉 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（2）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、小松藤吉(東京都養育院長)　月日は消印より
採った

4133 84 小松正雄書簡 小松正雄 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（10）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、小松正雄(通商産業常任委員、衆議院議員)
月日は消印より採った

4156 199 小松正雄書簡 小松正雄 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、小松正雄(小松鉱業所)　月日は消印より採っ
た
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4038 3 小宮山喜代嘉書簡 小宮山喜代嘉 浅沼稲次郎
昭和（22）年（9）月
（9）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4033 6 小宮山喜代嘉書簡 小宮山喜代嘉 浅沼稲次郎
昭和（22）年7月5
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4192 1 小山彦明書簡 小山彦明 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（24）日

ペン 1通
暑中見舞い　篠山線の合理化・廃止に反
対してほしい

年月日は消印より採った

4133 105 小山嘉行書簡 小山嘉行 浅沼稲次郎 昭和26年7月20日
謄写・
ペン

1通 暑中見舞い

4156 201 近藤宏二書簡 近藤宏二 浅沼稲次郎
昭和35年7月（29）
日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、近藤宏二(中野駅前診療所)　日付は消印より
採った

4133 53 近藤信一書簡 近藤信一 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（2）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、近藤信一(愛知県地方労働組合評議会事務局
長、愛知県地方労働委員会委員)　月日は消印より採っ
た

4033 2 斎藤栄三郎書簡 斎藤栄三郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年7月31
日

ペン 1通 暑中見舞い
年代特定情報；葉書の郵便料金が50銭だったのは昭和
22年4月1日～昭和23年7月10日まで

4133 63 犀北館・野尻湖ホテル書簡 犀北館・野尻湖ホテル 浅沼稲次郎
昭和（26）年（7）月
（31）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4116 8 酒井恒次郎書簡 酒井恒次郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年8月19
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4133 7 坂田九十百書簡 坂田九十百 浅沼稲次郎 昭和26年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、坂田九十百(県議会議員)

4133 15 酒牧幸市書簡 酒牧幸市 浅沼稲次郎
昭和26年8月(12)
日

ペン 1通 暑中見舞い 日付は消印より採った

4133 89 佐々木耕郎書簡 佐々木耕郎 浅沼稲次郎
昭和26年8月（24）
日

活版・
ペン

1通 残暑見舞い 日付は消印より採った

4156 167 佐々木泰助書簡 佐々木泰助 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（10）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 56 佐藤喜一郎書簡 佐藤喜一郎 浅沼稲次郎
昭和35）年（7）月
（15）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、佐藤喜一郎(福島県知事)　年月日は消印より
採った

4035 17 佐藤治書簡 佐藤治 浅沼稲次郎
昭和（22）年（7）月
（22）日

墨書 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4133 94 佐藤勝美書簡 佐藤勝美 浅沼稲次郎
昭和（26）年8月8
日

ペン 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 151 左藤義詮書簡 左藤義詮 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（21）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、左藤義詮(大阪府知事)　月日は消印より採っ
た

4156 187 佐藤重雄書簡 佐藤重雄 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（25）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、佐藤重雄(全国借地借家人同盟)　月日は消印
より採った

4156 28 佐藤省三書簡 佐藤省三 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
墨書

1通 暑中見舞い

4156 8 佐藤進書簡 佐藤進 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（12）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、佐藤進(都議会議員)　月日は消印より採った

4035 29 佐藤冨峰書簡 佐藤冨峰 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月1
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4133 25 佐藤松次書簡 佐藤松次 浅沼稲次郎 昭和26年7月6日 ペン 1通 暑中見舞い

4156 163 佐藤吉松書簡 佐藤吉松 浅沼稲次郎
昭和（35）年7月24
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4156 117 佐野一雄書簡 佐野一雄 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（26）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、佐野一雄(横浜放送局放送部)　年月日は消印
より採った

4133 29 佐野勇吉書簡 佐野勇吉 浅沼稲次郎
昭和26年7月（24）
日

ペン 1通 暑中見舞い 日付は消印より採った

4156 73 佐野芳雄書簡 佐野芳雄 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（14）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、佐野芳雄(社団法人全国労働金庫協会理事
長)　月日は消印より採った

4035 12 鮫島司郎書簡 鮫島司郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（3）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 90 塩坂雄策・渡邉幸吉書簡 塩坂雄策・渡邉幸吉 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（25）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
差出人は、塩坂雄策（弁護士）、渡邉幸吉（弁護士）　月
日は消印より採った
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4156 27 志岐嘉三郎書簡 志岐嘉三郎 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（9）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、志岐嘉三郎(西日本新興木工協同組合理事
長)　月日は消印より採った

4156 103 重井鹿治書簡 重井鹿治 浅沼稲次郎 昭和（35）年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、重井鹿治(医療法人創和会重井病院)　年は消
印より採った

4133 68 重田幸書簡 重田幸 浅沼稲次郎
昭和（26）年（8）月
（4）日

謄写・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4133 27 柴田健治書簡 柴田健治 浅沼稲次郎
昭和26年（7）月
（27）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、柴田健治(岡山県会議員)　月日は消印より
採った

4156 67 柴田利右衛門・基政七書簡 柴田利右衛門・基政七 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（16）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、柴田利右衛門（新三菱重工業労働組合執行
委員長９、基政七（同顧問）　月日は消印より採った

4035 34 島上善五郎書簡 島上善五郎 浅沼稲次郎 昭和22年 謄写 1通 暑中見舞い

4156 58 城西館書簡 城西館 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
墨書

1通 暑中見舞い

4156 116 徐泳鎬・李健右書簡 徐泳鎬・李健右 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、徐泳鎬（在日朝鮮人総連合会福岡県本部常
任委員会委員長）、李健右（同副委員長）

4035 58 白鳥耕平書簡 白鳥耕平 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（6）日

墨書 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 74 新庄谷房代・新庄輝夫書簡 新庄谷房代・新庄輝夫 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（8）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、新庄谷房代（株式会社芸南新聞社取締役社
長）、新庄輝夫（同専務取締役）　年月日は消印より採っ
た

4156 118 辛奉柱他2名書簡 辛奉柱他2名 浅沼稲次郎 昭和35年7月8日
活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、辛奉柱（江東朝鮮人商工会高等朝鮮人商工
協同組合理事長）、金承秦（同副理事長）、金玟賛（同専
務理事）

4133 34 菅原友治書簡 菅原友治 浅沼稲次郎 昭和26年8月4日 墨書 1通 暑中見舞い

4156 79 杉本七太郎書簡 杉本七太郎 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（10）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、杉本七太郎(杉本竹工所)　月日は消印より
採った

4054 8 杉本光延書簡 杉本光延 浅沼稲次郎
昭和(26）年8月8
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4156 3 すし栄書簡 すし栄 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
ペン

1通 暑中見舞い

4035 47 鈴木要書簡 鈴木要 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月23
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4156 183 鈴木貞一郎書簡 鈴木貞一郎 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（27）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、鈴木貞一郎(公認会計士)　月日は消印より
採った

4156 156 鈴木敏美書簡 鈴木敏美 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（11）日

ペン 1通 暑中見舞い

4133 2 鈴木秀夫書簡 鈴木秀夫 浅沼稲次郎
昭和(26)年7月20
日

墨書 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4133 44 鈴木穂書簡 鈴木穂 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（6）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 168 鈴木義仲書簡 鈴木義仲 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（26）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 31 須藤正巳書簡 須藤正巳 浅沼稲次郎
昭和（26）年（7）月
（28）日

ペン 1通 暑中見舞い
肩書きは、須藤正巳(日本経済新聞社福岡支局)　年月日
は消印より採った

4156 81 炭屋旅館書簡 炭屋旅館 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（11）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 21 諏訪博書簡 諏訪博 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、諏訪博(区議会議員)

4133 12 妹尾武書簡 妹尾武 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（10）日

謄写・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、妹尾武(全日通労働組合関西地区本部執行委
員長)　月日は消印より採った

4133 10 妹尾三男書簡 妹尾三男 浅沼稲次郎
昭和26年(8)月
(10)日

謄写・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、妹尾三男(国鉄労働組合米子地方本部執行委
員長、鳥取県労働組合協議会会長)　年は消印より採っ
た

4035 48 関根文治郎・関根文之助書簡 関根文治郎・関根文之助 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月16
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った
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4156 146 全私学連合書簡 全私学連合 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（21）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 22 宗秋月書簡 宗秋月 浅沼稲次郎
昭和26年（7）月
（17）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、宗秋月(熱海市長)　月日は消印より採った

4156 162 戴永順書簡 戴永順 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（20）日

ペン 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 53 第二精工舎労働組合書簡 第二精工舎労働組合 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（13）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 105 高木健二書簡 高木健二 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、高木健二(ラジオ関東)

4035 23 高須三蔵書簡 高須三蔵 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（15）日

墨書 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4116 3 高瀬清書簡 高瀬清 浅沼稲次郎 昭和24年8月30日
活版・
ペン

1通 残暑見舞い

4156 123 高瀬邦彦書簡 高瀬邦彦 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（17）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4039 32 高橋清人書簡 高橋清人 浅沼稲次郎 昭和22年9月7日 ペン 1通 暑中見舞いの御礼ヵ 年は消印より採った

4156 129 高松藤助書簡 高松藤助 浅沼稲次郎
昭和35年8月（3）
日

ペン 1通 暑中見舞い 日付は消印より採った

4133 101 田上秀夫書簡 田上秀夫 浅沼稲次郎
昭和（28）年（7）月
（21）日

墨書 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4133 76 高山正行書簡 高山正行 浅沼稲次郎 昭和26年8月20日 墨書 1通 残暑見舞い

4156 54
宝産業株式会社東京袋物手
芸協会書簡

宝産業株式会社東京袋物手
芸協会

浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（14）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4133 38 竹内清之助書簡 竹内清之助 浅沼稲次郎
昭和（26）年8月13
日

墨書 1通 暑中見舞い
肩書きは、竹内清之助(戸畑市長)　月日は消印より採っ
た

4156 132 竹内友衛書簡 竹内友衛 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（12）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 153 武内正基書簡 武内正基 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（15）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、武内正基(日本社会党青年部、電機労連安立
電気労働組合、新劇人安保批判の会メンバー、劇団「青
芸」、はたらく友の会会員)　月日は消印より採った

4035 10 竹ノ谷正朔書簡 竹ノ谷正朔 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月5
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4027 2 武村春一書簡 武村春一
浅沼稲次郎・
享子

昭和（22）年（8）月
（12）日

ペン・
墨書

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4035 32 竹村卓書簡 竹村卓 浅沼稲次郎
昭和（22）年9月3
日

ペン 1通 残暑見舞い　転居通知 年は消印より採った

4133 14 竹山貫一書簡 竹山貫一 浅沼稲次郎
昭和(26)年(8)月
(9)日

謄写・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4133 46 多胡書簡 多胡 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（3）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 16 龍神虎夫書簡 龍神虎夫 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（25）日

ペン 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 75 田所商店書簡 田所商店 浅沼稲次郎 昭和26年8月16日
活版・
ペン

1通 暑中見舞い

4035 7 店綱竹蔵書簡 店綱竹蔵 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（22）日

鉛筆 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4116 23 田中利勝書簡 田中利勝 浅沼稲次郎
昭和24年（8）月
（20）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、田中利勝(日本社会党・参議院議員・商工常任
委員・在外同胞引揚特別委員)　月日は消印より採った

4133 97 田中与三郎書簡 田中与三郎 浅沼稲次郎
昭和（26）年8月8
日

墨書 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4156 12 谷田イセノ書簡 谷田イセノ 浅沼稲次郎
昭和35年7月（26）
日

ペン 1通 暑中見舞い 日付は消印より採った

4116 32 高橋早苗書簡 高橋早苗 浅沼稲次郎
昭和24年（8）月
（1）日

ペン 1通
暑中見舞い　第一回渡米議員団選出に対
する激励

年は消印より採った

4133 83 田畑金光書簡 田畑金光 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（21）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、田畑金光(日本社会党福島県連書記長、県会
議員)　月日は消印より採った
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4156 47 玉盛栄八書簡 玉盛栄八 浅沼稲次郎
昭和35年7月（16）
日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、玉盛栄八(財団法人国民保健会理事長)　日付
は消印より採った

4158 3 田山東虎書簡 田山東虎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（23）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、田山東虎(東京都議会議員)　年月日は消印よ
り採った

4156 135 千葉堅弥書簡 千葉堅弥 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（20）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、千葉堅弥(石巻市長)　月日は消印より採った

4156 50 千葉正胤書簡 千葉正胤 浅沼稲次郎
昭和（35）年7月31
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4133 71 長正路書簡 長正路 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（17）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、長正路（日本社会党福岡県支部連合会書記
長)　月日は消印より採った

4156 149 つげ粂次郎他12名書簡 つげ粂次郎他12名 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い

差出人は、つげ粂次郎（港区労働組合協議会議長）、佐
野進（副議長）、山本孝幸（副議長）、高橋与惣太（副議
長）、渡辺勇（事務局長）、鈴木幸男（会計部長）、志村源
一（組織部長）、新井幸次（教宣部長）、伊藤五郎（中対部
長）、恩田耕一郎（臨対部長）、長崎安男（争対部長）、高
橋良彦（共闘部長）、向井茂（青婦部長）　月日は消印よ
り採った

4156 104 辻松一書簡 辻松一 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（22）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、辻松一(全国競輪施行者協議会事務局長)　月
日は消印より採った

4133 11 辻文雄書簡 辻文雄 浅沼稲次郎 昭和（26）年（8）月
謄写・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、辻文雄(社会党支部代表)　年月は消印より
採った

4133 24 対馬光秋書簡 対馬光秋 浅沼稲次郎
昭和(26)年(7)月
(23)日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4116 15 嶌藤巌書簡 嶌藤巌 浅沼稲次郎
昭和（24）年（8）月
17日

墨書・
ペン

1通 暑中見舞い 日付は消印より採った

4054 11 嶌藤巌書簡 嶌藤巌 浅沼稲次郎 昭和23年8月 墨書 1通 暑中見舞い

4035 51 土屋保造書簡 土屋保造 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月27
日

墨書 1通 残暑見舞い 年は消印より採った

4133 62 筒井直久書簡 筒井直久 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（20）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 60 椿繁夫書簡 椿繁夫 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（8）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4158 2 鄭寅勲・鄭しげ子書簡 鄭寅勲・鄭しげ子 浅沼稲次郎 昭和35年8月
活版・
ペン

1通

「反李・反共のため久しく祖国へ帰れな
かった主人が、四月革命のお陰で十数年
ぶりに帰国中」　「主人に代りて」残暑見舞
い

4156 202 寺嶋宗一郎書簡 寺嶋宗一郎 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
墨書

1通 暑中見舞い 肩書きは、寺嶋宗一郎(枚方市長)

4156 91 天満小太郎書簡 天満小太郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（2）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、天満小太郎(精工理化医療電機株式会社)　年
月日は消印より採った

4156 64 遠山景久・大池文雄書簡 遠山景久・大池文雄 浅沼稲次郎 昭和（35）年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、遠山景久（株式会社論争社代表取締役）、大
池文雄（同編集長）　年月日は消印より採った

4156 164 徳田達弘書簡 徳田達弘 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（18）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4037 4 徳永守彦書簡 徳永守彦 浅沼稲次郎
昭和22年〓月18
日

墨書 1通 暑中見舞い

4042 34 徳永守彦書簡 徳永守彦 浅沼稲次郎
昭和（22）年（20）
日

墨書 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4156 49 土肥京一他2名書簡 土肥京一他2名 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
墨書

1通 暑中見舞い
差出人は、土肥京一（岩国市長）、西河哲夫（助役）、沖
村義雄（助役）　年は消印より採った

2238 富田富治郎書簡 富田富治郎 浅沼稲次郎
昭和（23）年7月3
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4035 15 富田富治書簡 富田富治 浅沼稲次郎 昭和22年7月21日 ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った
4037 6 友成四郎書簡 友成四郎 浅沼稲次郎 昭和22年9月2日 墨書 1通 暑中見舞い
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4133 43 鳥井民夫書簡 鳥井民夫 浅沼稲次郎
昭和（26）年（7）月
（30）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 122 内海勝之助書簡 内海勝之助 浅沼稲次郎 昭和（35）年8月5 ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4156 121 内藤貞雄書簡 内藤貞雄 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（21）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

2225 直山与二書簡 直山与二 浅沼稲次郎
昭和23年8月（盛
夏）

活版 1通 暑中見舞い 直山は石川製作所ほか社長　月は「盛夏」とあり

4035 27 長合忠光書簡 長合忠光 浅沼稲次郎
昭和22年8月（30）
日

活版 1通 残暑見舞い 日付は消印より採った

4156 141 中川以良書簡 中川以良 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
墨書・
鉛筆

1通 暑中見舞い
肩書きは、中川以良(四国電力株式会社取締役社長)　月
日は消印より採った

4133 18 中嶋四郎書簡 中嶋四郎 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（6）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、中嶋四郎(京都市会議員経済副委員長、京都
府商工組合中央会理事)　月日は消印より採った

4116 13 永塚勇助書簡 永塚勇助 浅沼稲次郎
昭和24年(8)月（1）
日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 52 中西洋服店書簡 中西洋服店 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（28）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4133 73 中乃清司書簡 中乃清司 浅沼稲次郎
昭和（26）年（8）月
（25）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4037 2 長野高一書簡 長野高一 浅沼稲次郎
昭和（22）年9月3
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4116 11 中野清司書簡 中野清司 浅沼稲次郎
昭和（24）年（8）月
（6）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 22 中ノ瀬幸吉書簡 中ノ瀬幸吉 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（31）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、中ノ瀬幸吉(神戸市会議員)　月日は消印より
採った

4116 28 中村彦太書簡 中村彦太・ 浅沼稲次郎 8月31日 墨書 1通 残暑見舞い 郵便料金より推定して昭和24年もしくは昭和25年

4133 93 中村三喜之助書簡 中村三喜之助 浅沼稲次郎 昭和26年8月1日
活版・
墨書

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4035 56 中村貢書簡 中村貢 浅沼稲次郎 昭和22年8月29日 ペン 1通 暑中見舞い　近況報告

4133 103 中村貢書簡 中村貢 浅沼稲次郎
昭和26年（7）月
（22）日

墨書 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 134 中村貢・中村そよ書簡 中村貢・中村そよ 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（19）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 102 中村元信書簡 中村元信 浅沼稲次郎
昭和26年（7）月
（21）日

墨書 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

2416 七沢正人書簡 七沢正人 浅沼稲次郎 昭和16年8月18日 墨書 1通
暑中見舞い　スタンプ「兵は戦線我等は国
債」

　

4156 55 滑川光雄書簡 滑川光雄 浅沼稲次郎 昭和35年7月13日 ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 159 中山ヨシオ書簡 中山ヨシオ 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（22）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 51 成重光真書簡 成重光真 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、成重光真(日本電機鉄工株式会社取締役社
長)

4133 67 成重光真書簡 成重光真 浅沼稲次郎
昭和26年（7）月
（31）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 120 西川力平書簡 西川力平 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（22）日

謄写・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、西川力平(東京都御蔵嶋村村長)　月日は消印
より採った

4133 95 西田憲三郎書簡 西田憲三郎 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（2）日

謄写・
ペン

1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4156 108
日本麦酒株式会社東京支点
書簡

日本麦酒株式会社東京支店 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い

4156 205 日本プレスクラブ書簡 日本プレスクラブ 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（27）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 145 日本レモン輸入協会書簡 日本レモン輸入協会 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い

4156 179 二瓶哲治書簡 二瓶哲治 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（27）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、二瓶哲治(東京都江東区長)　年月日は消印よ
り採った

2246
ニューレコーディングスタヂオ
書簡

ニューレコーディングスタヂオ 浅沼稲次郎
昭和（23）年（8）月
（16）日

活版 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った
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4156 36 根本書簡 根本 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（6）日

墨書 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4035 11 能美卯三書簡 能美卯三 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（21）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 137 野口義造・植竹円次書簡 野口義造・植竹円次 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（20）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、野口義造（八王子市長）、植竹円次（八王子市
助役）　月日は消印より採った

4156 178 野田繁夫書簡 野田繁夫 浅沼稲次郎
昭和35年7月（26）
日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、野田繁夫(上田鉱業株式会社業務課長)　日付
は消印より採った

4156 46 橋本秋明書簡 橋本秋明
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、橋本秋明(福岡県民タイムス、県民印刷工業
社長)

4035 14 橋本正太郎書簡 橋本正太郎 浅沼稲次郎 16日 ペン 1通 暑中見舞い 日付は消印より採った

4156 29 蓬田武書簡 蓬田武 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（11）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、蓬田武(弁護士)　月日は消印より採った

4133 17 畑為七書簡 畑為七 浅沼稲次郎 昭和26年7月28日 墨書 1通 暑中見舞い

4156 113 秦豊書簡 秦豊 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（26）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 184 羽川勇書簡 羽川勇 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（23）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、羽川勇(天笠紙工株式会社)　年月日は消印よ
り採った

4156 34 濱井信三書簡 濱井信三 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（2）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 肩書きは、濱井信三(広島市長)　月日は消印より採った

4133 45 林大作書簡 林大作 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（4）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 64 林大作・水上義雄書簡 林大作・水上義雄 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（13）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 74 林吉彦書簡 林吉彦 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（16）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4006 13 林連書簡 林連 浅沼稲次郎
昭和（21）年（8）月
（19）日

墨書・
謄写

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 186 原口忠次郎書簡 原口忠次郎 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（27）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、原口忠次郎(神戸市長)　月日は消印より採っ
た

4116 16 春見一夫書簡 春見一夫 浅沼稲次郎
昭和（24）年8月14
日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 198 春見一夫書簡 春見一夫 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（24）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 87 日比野七郎書簡 日比野七郎 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（4）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、日比野七郎(東京都財務局長)　月日は消印よ
り採った

2417 平永信一書簡 平永信一 浅沼稲次郎
昭和（16）年8月18
日

墨書 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4156 14 廣瀬金太郎書簡 廣瀬金太郎 浅沼稲次郎
昭和35年7月（23）
日

ペン 1通 暑中見舞い 日付は消印より採った

4116 10 廣瀬健一書簡 廣瀬健一 浅沼稲次郎
昭和（24）年（8）月
（22）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4131 19 福井辰之介書簡 福井辰之介 浅沼稲次郎 昭和26年7月21日 ペン 1通 暑中見舞い

4156 112 福田和三書簡 福田和三 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
15日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、福田和三(森永製品卸売)　日付は消印より
採った

4156 61 藤井一雄書簡 藤井一雄 浅沼稲次郎 昭和（35）年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、藤井一雄(日本レモン輸入協会会長)　年月日
は消印より採った

4133 78 藤村春彦書簡 藤村春彦 浅沼稲次郎
昭和（26）年8月5
日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 99 藤本玲子書簡 藤本玲子 浅沼稲次郎 昭和35年7月20日 ペン 1通 暑中見舞い

4035 57 藤森亥太郎書簡 藤森亥太郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年8月3
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4133 47 藤屋旅館書簡 藤屋旅館 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（4）日

謄写・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4035 43 藤吉男書簡 藤吉男 浅沼稲次郎
昭和22年（8）月
（13）日

ペン 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 94 古川泉一書簡 古川泉一 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（4）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、古川泉一(株式会社春潮社)　月日は消印より
採った

4116 29 古瀬長栄書簡 古瀬長栄 浅沼稲次郎
昭和（24）年8月31
日

墨書 1通 残暑見舞い 年は消印より採った
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4156 1 古田徳次郎他4名書簡 古田徳次郎他4名 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い
差出人は、古田徳次郎（日本テレビ放送網株式会社報道
局長）、磯田勇（局次長社会教養部長）、八尋正也（報道
部長）、上山裕治（朝放送課長）、新井孝太郎（外報課長）

4156 65 プロダクシヨン電映書簡 プロダクシヨン電映 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（19）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 161 保芦松五郎書簡 保芦松五郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（21）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4035 4 細川清治書簡 細川清治 浅沼稲次郎 昭和（22）年 墨書 1通 残暑見舞い
年確定情報；葉書の郵便料金が50銭だったのは、昭和22
年4月1日～昭和23年7月10日まで

4133 69 細田伊太郎書簡 細田伊太郎 浅沼稲次郎
昭和（26）年8月
（13）日

ペン 1通 暑中見舞い 年日は消印より採った

4115 10 細田晦堂書簡 細田晦堂 浅沼稲次郎
昭和（24）年7月27
日

謄写・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、細田晦堂(上田公道倶楽部太郎山荘)　年は消
印より採った

4156 101 細野達也・細野康子書簡 細野達也・細野康子 浅沼稲次郎
昭和35年7月（24）
日

活版・
ペン

1通 結婚挨拶 日付は消印より採った

4133 56 細谷治嘉書簡 細谷治嘉 浅沼稲次郎
昭和（26）年（8）月
（7）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4133 32 保田庄一書簡 保田庄一 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（2）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4039 23 堀内長策書簡 堀内長策 浅沼稲次郎 昭和22年9月3日 ペン 1通 暑中見舞い

4156 88 本田忠義書簡 本田忠義 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（31）日

墨書 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 191 本田弘敏書簡 本田弘敏 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（26）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、本田弘敏(東京瓦斯株式会社)　月日は消印よ
り採った

4133 100 前田穣書簡 前田穣 浅沼稲次郎 昭和26年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、前田穣(三重交通株式会社取締役社長)

4133 99 前田義信書簡 前田義信 浅沼稲次郎
昭和26年（7）月
（21）日

ペン 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 23 真穂三七郎書簡 真穂三七郎
浅沼稲次郎・
浅沼享子

年月日不明
活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、真穂三七郎(勤労者学園)

4006 6 真下鶴治書簡 真下鶴治 浅沼稲次郎 8月7日 1通 暑中見舞い

4156 45 増田善郎書簡 増田善郎 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（1）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、増田善郎(産経政治部)　年月日は消印より
採った

4116 31 町田正吾書簡 町田正吾 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
ペン

1通
暑中見舞い　「江戸川区内三局電話直通
決」　「日本赤十字奉仕分団結成」

肩書きは、町田正吾(江戸川区会議員、東京青年雄弁学
会理事長、日本健全芝居協会理事長、江戸川電話三局
直通同盟)

4035 13 町田正吾書簡 町田正吾 浅沼稲次郎 昭和22年 活版 1通 暑中見舞い

4156 93 松井宣書簡 松井宣 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（5）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、松井宣(弁護士)　月日は消印より採った

4133 21 松浦定義書簡 松浦定義 浅沼稲次郎
昭和26年(7)月
(26)日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、松浦定義(参議院議員)　月日は消印より採っ
た

4156 119 松岡林造書簡 松岡林造 浅沼稲次郎
昭和（35）年7月
（28）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い

4156 62 松尾武書簡 松尾武 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（16）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、松尾武(日本食品工業株式会社)　月日は消印
より採った

4035 19 松崎欽八書簡 松崎欽八 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（15）日

墨書 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 171 松田唯・草薙和郎書簡 松田唯・草薙和郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（28）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、松田唯（松田組松田運送店）　年月日は消印
より採った

4156 92 松原喜之次書簡 松原喜之次 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、松原喜之次(東京相互タクシー株式会社取締
役会長)

4133 28 松本賢一書簡 松本賢一 浅沼稲次郎
昭和26年（7）月
（23）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 72 松本学他10名書簡 松本学他10名 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（14）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い

差出人は、松本学（日本自転車振興会）、中西忠一（副会
長）、森徹夫（理事）、小西要（理事）、岸寿喜恵（理事）、
新井茂（理事）、吉田巌（理事）、阪本慶一（理事）、増村
稔（理事）、竹田喜昭（理事）、岡田武彦（監事）　月日は
消印より採った
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4156 109 松本学書簡 松本学 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（25）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、松本学(日本自転車振興会会長)　月日は消印
より採った

4035 39 的野照隆書簡 的野照隆
浅沼稲次郎・
奥様

昭和22年8月 墨書 1通 暑中見舞い 年月は消印より採った

4156 160 真鍋儀十書簡 真鍋儀十 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（13）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4039 38 真野目吉治書簡 真野目吉治 浅沼稲次郎
昭和（22）年9月8
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4033 8 丸野貫一書簡 丸野貫一 浅沼稲次郎
昭和（22）年（7）月
（24）日

墨書 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 37 水間アヤ書簡 水間アヤ 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（6）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 136 店綱竹造書簡 店綱竹造 浅沼稲次郎 昭和35年7月20日 ペン 1通 暑中見舞い

4133 37 店綱竹蔵書簡 店綱竹蔵 浅沼稲次郎
昭和（26）年8月5
日

鉛筆 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4133 91 溝渕春次書簡 溝渕春次 浅沼稲次郎
昭和（26）年（8）月
30日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、溝渕春次(参議院議員（内閣委員会理事）、弁
護士)　日付は消印より採った

4156 139 三春重雄書簡 三春重雄 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（21）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 148 宮内イネ書簡 宮内イネ 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（22）日

ペン 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 130 宮内和市書簡 宮内和市 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（16）日

ペン 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 63 宮崎勝書簡 宮崎勝 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（18）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、宮崎勝(東都建物有限会社代表取締役、江東
区議会議員)　月日は消印より採った

4156 69 三代義勝書簡 三代義勝 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、三代義勝(磐城市長)

4156 9 向井正男書簡 向井正男 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（12）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った　年月日は消印より採った

4156 111 村上幸夫書簡 村上幸夫 浅沼稲次郎
昭和（35）年（8）月
（5）日

ペン 1通 暑中見舞い　障害年金支給について陳情
肩書きは、村上幸夫(長島愛生園)　年月日は消印より
採った

4035 33 村田嘉兵衛書簡 村田嘉兵衛 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（20）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 75 村田義雄書簡 村田義雄 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（8）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、村田義雄(公認会計士、税理士、計理士)　月
日は消印より採った

4035 50 望月毅一・望月とみる書簡 望月毅一・望月とみる 浅沼稲次郎 昭和22年8月18日 ペン 1通 暑中見舞い

4133 40 森秋義書簡 森秋義 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（3）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 92 森岡辰男書簡 森岡辰男 浅沼稲次郎
昭和26年8月（6）
日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 日付は消印より採った

4133 66 森崎了三書簡 森崎了三 浅沼稲次郎 昭和26年（8）月
活版・
墨書

1通 暑中見舞い 月は消印より採った

4156 86 森下元照書簡 森下元照 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（7）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4217 森山知明書簡 森山知明
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（7）月
（22）日

ペン 1通 暑中見舞い
肩書きは、森山知明(森山酒造合資会社)　年月日は消印
より採った

4037 1 森脇甚一書簡 森脇甚一 浅沼稲次郎 昭和22年9月1日 ペン 1通 暑中見舞い

4117 10 諸橋襄書簡 諸橋襄 浅沼稲次郎
昭和（24）年（8）月
（11）日

墨書 1通 残暑見舞い 年月日は消印より採った

4116 2 野球庵波満川書簡 野球庵波満川 浅沼稲次郎
昭和24年7月（15）
日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い、店舗宣伝 日付は消印より採った

4035 46 矢崎文也書簡 矢崎文也 浅沼稲次郎 昭和22年8月 活版 1通 暑中見舞い

4133 1 安井正一書簡 安井正一 浅沼稲次郎
昭和（26）年（7）月
（19）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 71 安岡義隆書簡 安岡義隆 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
墨書

1通 暑中見舞い

4156 128 安平鹿一書簡 安平鹿一 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（9）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った
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4133 48 柳沢武文・楠見寿男書簡 柳沢武文・楠見寿男 浅沼稲次郎
昭和26年8月（6）
日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、柳沢武文（埼玉県議会議員）、楠見寿男（大宮
市議会議員）　年月日は消印より採った

4156 194 柳谷政五郎書簡 柳谷政五郎 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（25）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 127 矢野中書簡 矢野中 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（10）日

活版・
ペン

1通
暑中見舞い　世界連邦世界政府建設運動
現況

月日は消印より採った

4156 95 山川武司・山川喜美子書簡 山川武司・山川喜美子 浅沼稲次郎 昭和35年7月 ペン 1通 暑中見舞い

4116 25 山岸晟書簡 山岸晟 浅沼稲次郎
昭和24年8月（29）
日

活版・
ペン

1通
残暑見舞い　学生アルバイト問題で活動
中

日付は消印より採った

4156 78 山岸史枝書簡 山岸史枝 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（11）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、山岸史枝(大和交通株式会社取締役副社長)
月日は消印より採った

4133 86 山口昌一書簡 山口昌一 浅沼稲次郎
昭和（26）年（8）月
23日

活版・
ペン

1通 残暑見舞い 日付は消印より採った

4156 38 山口昌一書簡 山口昌一 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（3）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、山口昌一(民主社会党大阪府連副委員長)　月
日は消印より採った

4133 81 山口隆書簡 山口隆 浅沼稲次郎
昭和26年8月（23）
日

謄写・
ペン

1通 残暑見舞い 肩書きは、山口隆(市会議員)　日付は消印より採った

4035 60 山崎六一郎書簡 山崎六一郎 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（27）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 42 山中栄次書簡 山中栄次 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（18）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、山中栄次(江東区議会議員)　月日は消印より
採った

4035 53 山辺清澄書簡 山辺清澄 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（26）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4100 2 山本磐彦書簡 山本磐彦 浅沼稲次郎 昭和24年
活版・
墨書

1通 暑中見舞い 肩書きは、(東海汽船株式会社取締役社長)

4156 10 山本剛義・山本喬書簡 山本剛義・山本喬 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（11）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
差出人は、山本剛義（丸福運輸株式会社取締役社長）、
山本喬（同専務取締役）　月日は消印より採った

4192 2 山屋義一郎書簡 山屋義一郎 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（21）日

ペン 1通 暑中見舞い　政治観測 年月日は消印より採った

4156 200 横田幸広書簡 横田幸広
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（35）年（7）月
（27）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 165 横前智書簡 横前智 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（12）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4035 62 横山蔵二書簡 横山蔵二 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（22）日

ペン 1通 暑中見舞い

4133 16 吉田英一書簡 吉田英一 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、吉田英一(仙台七夕まつり協賛会会長)

4156 181 吉田帆学書簡 吉田帆学 浅沼稲次郎 昭和35年
活版・
ペン

1通 暑中見舞い 肩書きは、吉田帆学(両毛春秋社)

4133 5 吉塚謙吉書簡 吉塚謙吉 浅沼稲次郎
昭和(26)年7月20
日

ペン 1通 暑中見舞い 年は消印より採った

4133 82 米沢正実書簡 米沢正実 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（19）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、米沢正実(大阪市会議員)　月日は消印より
採った

4133 87 米田徳美書簡 米田徳美 浅沼稲次郎
昭和（26）年（8）月
（14）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4133 9 米村英彦書簡 米村英彦 浅沼稲次郎
昭和26年（8）月
（11）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、米村英彦(徳島県労働部長)　月日は消印より
採った

4156 188 力道山書簡 力道山 浅沼稲次郎 昭和35年7月
活版・
ペン

1通 暑中見舞い

4037 5 リベラリスト編集局書簡 リベラリスト編集局 浅沼稲次郎 （8）月（13）日 ペン 1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4156 125 旅館宇田原書簡 旅館宇田原 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（13）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 8 若狭鶴義書簡 若狭鶴義 浅沼稲次郎
昭和26年(8)月
(13)日

謄写・
ペン

1通 暑中見舞い 月日は消印より採った

4133 3 若林庄一書簡 若林庄一 浅沼稲次郎
昭和（26）年（7）月
（23）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4156 2 和光書簡 和光 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（26）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った
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4035 21 渡辺晃佑書簡 渡辺晃佑 浅沼稲次郎
昭和（22）年（7）月
（20）日

ペン 1通 暑中見舞い 年月日は消印より採った

4115 16 渡邉年之助・渡邉慶子書簡 渡邉年之助・渡邉慶子 浅沼稲次郎 昭和24年8月1日
活版・
ペン

1通
「アカバネ通信No.1」　暑中見舞い　近況報
告

4156 40 渡辺真言書簡 渡辺真言 浅沼稲次郎
昭和35年（8）月
（1）日

活版・
墨書

1通 暑中見舞い
肩書きは、渡辺真言(東京都医師会会長)　年月日は消印
より採った

4156 173 渡辺充枝書簡 渡辺充枝 浅沼稲次郎
昭和35年（7）月
（27）日

活版・
ペン

1通 暑中見舞い
肩書きは、渡辺充枝(株式会社東洋美術館社長)　月日は
消印より採った

2418 渡部留吉書簡 渡部留吉書簡 浅沼稲次郎
昭和（16）年（8）月
（18）日

墨書 1通 残暑見舞い 年月日は消印より採った

4156 154 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和（35）年（7）月
（18）日

ペン 1通
暑中見舞い　社会党都議員竹田の住所を
教示希望

郵便往復はがきの「往」のみ　年月日は消印より採った

4116 9 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1通 残暑見舞い　戦争は罪悪で人道上の罪 郵便料金より推定して昭和24年もしくは昭和25年

4129 6 秋山徳雄書簡 秋山徳雄 浅沼稲次郎
昭和（26）年（5）月
（17）日

ペン 1通 神奈川県議選再選の挨拶 年月日は消印より採った

4141 14 浅岡信夫書簡 浅岡信夫 浅沼稲次郎
昭和25年4月（27）
日

活版・
ペン

1通
参議院議員としての任期を終えるにあたっ
ての挨拶

肩書きは、浅岡信夫(自由党引揚対策特別委員長、前厚
生政務次官、全国区参議院議員)　日付は消印より採っ
た

4129 2 阿部信一書簡 阿部信一 浅沼稲次郎
昭和（26）年（5）月
（6）日

ペン 1通 県議選落選の挨拶
肩書きは、阿部信一(岩手県教員組合紫波郡支部書記
局)　年月日は消印より採った

4021 39 一松定吉・飯村五郎書簡 一松定吉・飯村五郎 昭和15年1月 活版 1通
転任挨拶（一松定吉（厚生政務次官）、飯
村五郎（厚生参与官））

4001 13 井上清書簡 井上清 浅沼稲次郎 昭和21年4月
活版・
墨書

1通 東京都退官の挨拶状

2614 岩田豊秋書簡 岩田豊秋 浅沼稲次郎
昭和（17）年（1）月
（7）日

ペン・
活版

1通 転任挨拶 年月日は消印より採った

4021 35 岩部成城書簡 岩部成城 昭和15年8月17日 活版 1通
転任挨拶（市民局庶務課長から東京市理
事・養育院理事へ）

4021 44 上原六郎ほか5名書簡 上原六郎 昭和15年8月21日 活版 1通

転任挨拶（東京市役所内の新任人事　上
原六郎（総務局長）、豊島長吉（監査部
長）、武藤麒駛郎（人事課長）、海老沢武
（文書課長）、大野木克彦（都市計画課
長）、杉本謙治（市務監察課長）

4128 4 氏原一郎書簡 氏原一郎 浅沼稲次郎 昭和26年4月30日 活版 1通 高知市長当選の挨拶 肩書きは、氏原一郎(高知市長)　切手なし
4058 3 内田貞良書簡 内田貞良 浅沼稲次郎 昭和23年5月 活版 1通 労働大臣秘書就任挨拶

4008 27 内田秀五郎書簡 内田秀五郎 浅沼稲次郎
昭和21年10月25
日

活字・
ペン

1通 東京都会議長辞任の挨拶

2654 内野一太郎書簡 内野一太郎 浅沼稲次郎 昭和17年3月
活版・
墨書

1通 転任挨拶 　内野の肩書きは安田銀行神戸支店

4193 1 江川六兵衛書簡 江川六兵衛 浅沼稲次郎
昭和35年4月（8）
日

活版 1通
東京弁護士会会長、日本弁護士連合会副
会長就任の挨拶

肩書きは、江川六兵衛(弁護士)　日付は消印より採った

4129 1 大井義昌書簡 大井義昌 浅沼稲次郎 昭和26年5月
活版・
墨書

1通 氷見町長当選の挨拶 肩書きは、大井義昌(氷見町長)　切手なし

4056 29
大木操・住田正一・山田文雄
書簡

大木操・住田正一・山田文雄 浅沼稲次郎 昭和22年6月 活版 1通 東京都副知事就任挨拶

4136 2 大倉精一書簡 大倉精一 浅沼稲次郎 昭和26年11月4日
活版・
墨書

1通 全日通中央執行委員長赴任の挨拶

2814 太田金次郎書簡 太田金次郎 浅沼稲次郎 昭和19年3月
活版・
ペン

1通 退任挨拶 太田の肩書きは弁護士・法学士

4056 27 太田剛書簡 太田剛 浅沼稲次郎 昭和23年6月 活版 1通 日本銀行へ復職の挨拶

4021 11 大橋正太郎書簡 大橋正太郎 昭和15年2月1日 活版 1通 挨拶状
肩書きは、大橋正太郎（千葉高射砲第二連隊第二中隊
第六班）　葉書断簡

4059 4 大場松二書簡 大場松二 浅沼稲次郎
昭和23年3月(18)
日

謄写 1通 異動通知 日付は消印より採った

1.9.人事異動等挨拶状
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4129 5 岡田勘一書簡 岡田勘一 浅沼稲次郎
昭和26年5月（16）
日

活版・
ペン

1通 県議選当選の挨拶 日付は消印より採った

4129 14 岡本悦良書簡 岡本悦良 浅沼稲次郎
昭和26年5月（25）
日

活版・
墨書

1通 県議選当選の挨拶
肩書きは、岡本悦良(愛媛県議会議員、総務警察委員会
副委員長)　日付は消印より採った

4021 24 岡安彦三郎書簡 岡安彦三郎 浅沼稲次郎 昭和15年8月 活版 1通 転任挨拶（東京市財務局地理課長に） 肩書きは、岡安彦三郎（東京市財務局地理課長）

4115 13 小川茂書簡 小川茂 浅沼稲次郎 昭和24年7月30日
活版・
ペン

1通 葛飾区議会副議長就任の挨拶 肩書きは、小川茂(東京都葛飾区議会副議長)

4021 7 勝正憲書簡 勝正憲 昭和15年1月 活版 1通 転任挨拶（逓信大臣に）

4062 22 加藤静雄書簡 加藤静雄 浅沼稲次郎
昭和23年3月（17）
日

活版 1通 農林大臣秘書官？就任挨拶 加藤の肩書は「衆議院議員」、日付は消印より採った

4021 3 加藤鐐五郎・喜多壮一郎書簡 加藤鐐五郎・喜多壮一郎 昭和15年1月 活版 1通
転任挨拶（加藤鐐五郎は商工政務次官
に、喜多壮一郎は商工参与官に）

4130 4 金丸徳重書簡 金丸徳重 浅沼稲次郎 昭和26年6月20日
活版・
墨書

1通 山梨県副知事着任の挨拶

4061 3 川崎周一書簡 川崎周一 浅沼稲次郎 昭和25年3月 活版 1通 東京都教育委員会教育長就任挨拶

4129 7 河崎一書簡 河崎一 浅沼稲次郎
昭和（26）年（5）月
（19）日

活版・
墨書

1通 選挙当選の挨拶 年月日は消印より採った

4058 4 川野芳満書簡 川野芳満 浅沼稲次郎
昭和23年5月（24）
日

活版 1通 衆議院の運輸交通常任委員長就任挨拶 日付は消印より採った

4096 7 菊池昌直書簡 菊池昌直 浅沼稲次郎 昭和（24）年（1）月
墨書・
謄写

1通
東京都組合係長から知事室主幹への転任
挨拶

年月は消印より採った

4021 42 岸壽喜恵書簡 岸壽喜恵 昭和15年8月20日 活版 1通
転任挨拶（東京市理事、経済局消費経済
部長へ）

4021 29 岸本千秋他5名書簡 岸本千秋他5名 昭和15年8月17日 活版 1通

転任挨拶（東京市電気局内の新任人事
岸本千秋（電燈部長）、春彦一（総務課
長）、篠澤久（労務課長）、藤田真一（経理
課長）、三木景三（運輸部乗客課長）、千原
要（電燈部営業課長）

4010 7 木下郁書簡 木下郁 浅沼稲次郎 2月9日
活字・
ペン

1通
公職追放指令の趣旨に従って大分市長退
職の挨拶

4021 9 木村正義・松田正一書簡 木村正義・松田正一 昭和15年1月24日 活版 1通
転任挨拶（木村正義は大蔵政務次官に、
松田正一は大蔵参与官に）

4021 36 草間時光書簡 草間時光 浅沼稲次郎 昭和15年8月17日 活版 1通 転任挨拶（日本橋区長から大森区長へ）

4021 37 葛岡吉之助書簡 葛岡吉之助 昭和15年8月20日 活版 1通
転任挨拶（東京市教育局学校職員課長か
ら教育局学務課長）

4129 3 久保三郎書簡 久保三郎 浅沼稲次郎 昭和26年5月10日 活版 1通 県議選当選の挨拶 肩書きは、久保三郎(県会議員)

4008 25 桑原信助・矢田直三書簡 桑原信助・矢田直三 浅沼稲次郎
昭和21年10月25
日

活字・
ペン

1通 東京都議会正副議長への就任挨拶
肩書きは、桑原信助〔東京都議会議長）、矢田直三（東京
都議会副議長）

2816 小島鉞書簡 小島鉞 浅沼稲次郎 昭和19年1月 墨書 1通 退職挨拶

4119 3 小林次郎書簡 小林次郎 浅沼稲次郎
昭和（24）年（11）
月（26）日

活版・
ペン

1通
参議院立候補のため参議院事務総長退
職

年月日は消印より採った

4021 10 小山谷蔵・小高長三郎書簡 小山谷蔵・小高長三郎 昭和15年2月 活版 1通
転任挨拶（小山谷蔵は外務政務次官に、
外務参与官は小高長三郎に）

4111 3 近藤鶴代書簡 近藤鶴代 浅沼稲次郎 昭和24年6月
活版・
ペン

1通 外務政務次官着任の挨拶 年月は消印より採った

4129 4 坂章司書簡 坂章司 浅沼稲次郎
昭和26年5月（15）
日

活版・
ペン

1通 県議選落選の挨拶 日付は消印より採った

2668 佐久間義郎書簡 佐久間義郎 浅沼稲次郎
昭和17年4月（12）
日

謄写 1通 転任挨拶
日は消印より採った　　佐久間は大島支庁三宅出張所勤
務

4128 2 佐藤敬治書簡 佐藤敬治 浅沼稲次郎 昭和26年4月25日 活版 1通 大館市長選挙当選の挨拶 肩書きは、佐藤敬治(大館市長)　切手なし

2665 佐藤仁平書簡 佐藤仁平 浅沼稲次郎
昭和17年4月（23）
日

活版 1通 転任挨拶　陸軍属 日は消印より採った　　佐藤の肩書きは陸軍属

4004 1 佐藤達夫書簡 佐藤達夫 浅沼稲次郎 昭和22年6月 活字 1通 法制局長官拝命の挨拶状
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4099 2 嶋中鵬二他13名書簡 嶋中鵬二他13名 浅沼稲次郎 昭和24年1月24日 活版 1通 中央公論社新社長選任のあいさつ
肩書きは、嶋中鵬二(株式会社中央公論社取締役社長、
理事)

4021 30 島本正一書簡 島本正一 昭和15年8月17日 活版 1通 転任挨拶（東京市荏原区長に）

4043 3 進藤正雄書簡 進藤正雄 浅沼稲次郎
昭和（22）年（11）
月（29）日

謄写 1通 組合長就任挨拶
進藤の肩書は「日本労働組合総同盟　北海道白鉄鉱山
勤労者組合組合長」　年月日は消印より採った

4021 38 杉浦夘三書簡 杉浦夘三 昭和15年8月 活版 1通
転任挨拶（東京市教育局学校体育課学校
体育掛長から学校体育課長）

4007 2 鈴木嘉壽一書簡 鈴木嘉壽一 浅沼稲次郎 昭和21年9月 1通 住宅営団大阪市所長就任の挨拶

4106 1 世耕弘一書簡 世耕弘一 昭和24年4月 活版 1通 近畿大学総長への就任挨拶 肩書きは、世耕弘一(近畿大学総長)　切手なし

4062 4 全斗銖書簡 全斗銖 浅沼稲次郎 昭和23年3月7日 活版 1通
朝鮮建国促進青年同盟中央総本部委員
長就任挨拶

2703 高橋嘉平次書簡 高橋嘉平次 浅沼稲次郎
昭和17年5月（13）
日

活版・
墨書

1通 転任挨拶 日は消印より採った　　高橋の肩書きは城東病院事務長

4092 2 高橋清人書簡 高橋清人 浅沼稲次郎
昭和（22）年（6）月
（5）日

ペン 1通
社会党目黒区会議員団幹事長、目黒区会
副議長就任の挨拶

年月日は消印より採った

4021 20 多久安信書簡 多久安信 浅沼稲次郎 昭和15年6月 活版 1通 転任挨拶（東京市役所離任）

4021 40 田尻生五書簡 田尻生五 昭和15年2月 活版 1通
「昨年末」「日本製鉄株式会社取締役に選
任せられ」　現在衆議院議員だが適当の
機会に「一切離脱致度き所存」

4021 4 多田満長・依光好秋書簡 多田満長・依光好秋 昭和15年1月 活版 1通
転任挨拶（多田満長・依光好秋ともに外務
政務官離任）

4021 31 田中一雄書簡 田中一雄 昭和15年8月17日 活版 1通 転任挨拶（荒川区長へ）

4043 48 田中齋書簡 田中齋 浅沼稲次郎 昭和22年11月5日 活版 1通
言論報道団体関係者として追放の指定を
受け、衆議院議員を地震するとともに一切
の公職及び教職から退くことになった

4111 1 種田鉄馬書簡 種田鉄馬 昭和24年6月2日 活版 1通 大阪府会副議長当選の挨拶 肩書きは、種田鉄馬(大阪府会副議長)　切手なし

4145 1 俵恵一郎書簡 俵恵一郎 浅沼稲次郎 昭和25年5月
活版・
ペン

1通
住宅営団清算業務も終局に近づき、本部
事務は整理委員会に吸収の機会に、退職
することとなった

4082 1 千葉堅弥書簡 千葉堅弥 浅沼稲次郎 昭和33年5月 活版 1通 石巻市長就任の挨拶 肩書きは、千葉堅弥（石巻市長）
4021 33 千葉胤次書簡 千葉胤次 昭和15年8月17日 活版 1通 転任挨拶（麹町区長へ）

2704 塚田一甫書簡 塚田一甫 浅沼稲次郎 昭和17年4月
活版・
ペン

1通 転任転居挨拶 　塚田の肩書きは東京日日新聞社経済部長兼政治部長

4060 17 手塚富三書簡 手塚富三 浅沼稲次郎
昭和23年3月（14）
日

活版 1通 異動の挨拶 日付は消印より採った

4021 23 留岡幸男書簡 留岡幸男 昭和15年8月 活版 1通
転任挨拶（秋田県〔知事〕から、内務省地
方局長に）

4129 9 長尾忠一書簡 長尾忠一 浅沼稲次郎
昭和（26）年5月20
日

活版・
ペン

1通 県議選落選、町長辞任の挨拶 年は消印より採った

4035 36 長倉栄書簡 長倉栄 浅沼稲次郎
昭和22年8月（11）
日

謄写 1通 異動報告 日付は消印より採った

4122 6 中西清太郎書簡 中西清太郎 浅沼稲次郎 昭和24年12月7日
活版・
ペン

1通 港区長就任の挨拶 肩書きは、中西清太郎(東京都港区長)

4131 5 中村勝治書簡 中村勝治 浅沼稲次郎 昭和26年7月1日
活版・
墨書

1通 長野県副知事再任の挨拶

4047 21 中山三三書簡 中山三三 浅沼稲次郎
昭和22年6月（17）
日

ペン 1通 文京区会副議長就任挨拶 日付は消印より採った

4043 31 西峯義弘書簡 西峯義弘 浅沼稲次郎
昭和22年11月10
日

活版 1通
江東区役所退職、江東土建協同組合専務
理事就任挨拶

日本漁民組合千葉連合会書
簡

日本漁民組合千葉連合会
昭和（20）年12月3
日

謄写 1枚 初代役員の就任挨拶
「浅沼稲次郎関係文書その２　書類の部」156-1に綴りこ
まれる　封筒欠

4021 34 二宮錠治書簡 二宮錠治 浅沼稲次郎 昭和15年8月17日 活版 1通 転任挨拶（土木局道路建設課長へ）

2706 萩原辰郎書簡 萩原辰郎 〔浅沼稲次郎〕 昭和17年5月15日 活版 1通 転任挨拶
宛先は内容から推定　萩原の肩書きは総務局人事部職
員課長
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4021 26 早川秋一書簡 早川秋一 昭和15年8月 活版 1通
転任挨拶（東京市教育局学校体育課長か
ら、小石川区長へ）

4043 21 林武一書簡 林武一 浅沼稲次郎
昭和22年11月
（18）日

活版 1通 東京都労働局長就任挨拶 日は消印より採った

4131 9 原久夫書簡 原久夫 浅沼稲次郎 昭和26年7月10日
活版・
ペン

1通 松江市教学課次長就任の挨拶 肩書きは、原久夫(松江市教学課次長)

4144 26 春彦一書簡 春彦一 浅沼稲次郎 昭和25年5月20日
活版・
墨書

1通 東京都副知事就任の挨拶

2705 春見一夫書簡 春見一夫 浅沼稲次郎 昭和17年5月
活版・
墨書

1通 転任挨拶 　春見の肩書きは東京市公園部公園課長

2773 春見一夫書簡 春見一夫 浅沼稲次郎
昭和18年7月（5）
日

活版・
墨書

1通 就任挨拶
日は消印より採った　　春見の肩書きは東京都書記官、
東京都江戸川区長

4128 3 平田有造書簡 平田有造 浅沼稲次郎 昭和26年4月27日 活版 1通 飯塚市長当選の挨拶　祝辞感謝 肩書きは、平田有造(飯塚市長)　切手なし

4021 32 平野亀吉書簡 平野亀吉 昭和15年8月19日 活版 1通
転任挨拶（監査部市務監察課から市民局
庶務課長）

2666 平野義貞書簡 平野義貞 浅沼稲次郎 昭和17年4月5日 活版 1通 転職挨拶 　平野は関東配電株式会社入社

4122 4 福田理三郎・福間定朝書簡 福田理三郎・福間定朝 浅沼稲次郎
昭和24年12月24
日

謄写・
ペン

1通 選挙落選の挨拶 肩書きは、福田理三郎（日本社会党松枝支部）

4032 2
福満勝男・伊藤和助・相澤繁
志書簡

福満勝男・伊藤和助・相澤繁
志

浅沼稲次郎 昭和22年7月22日
謄写・
ペン

1通 江東区の各役職に就任
肩書きは、福満勝男（江東区助役）、伊藤和助（江東区収
入役）、相澤繁志（副収入役）

2774 藤田正三書簡 藤田正三 浅沼稲次郎 昭和18年3月
活版・
ペン

1通 転任挨拶
消印の日付は昭和18年4月1日　　藤田の肩書きは海軍
司政官

4021 21 藤原孝夫書簡 藤原孝夫 昭和15年7月 活版 1通
転任挨拶（厚生省労働局長から内務省警
保局に）

4021 6 舟橋清賢・仲井間宗一書簡 舟橋清賢・仲井間宗一 昭和15年1月 活版 1通
転任挨拶（舟橋清賢は文部政務次官に、
仲井間宗一は文部参与官に）

4021 43 細田貫一書簡 細田貫一 昭和15年8月20日 活版 1通
転任挨拶(東京市土木局治水工事課長に
加えて、土木局河川課長兼務）

2667 前田賢次書簡 前田賢次 浅沼稲次郎
昭和17年4月（9）
日

活版 1通 転任挨拶
日は消印より採った　　前田の肩書きは東京市市民局長
兼総務局長

4131 10 松平忠久書簡 松平忠久 浅沼稲次郎 昭和26年7月11日
活版・
ペン

1通 長野県副知事就任の挨拶 肩書きは、松平忠久(長野県副知事)

4021 22 松原豪雄書簡 松原豪雄 昭和15年8月 活版 1通
転任挨拶（経済局金融課長から総務局監
査部に）

4047 18 松本治一郎書簡 松本治一郎 浅沼稲次郎
昭和22年6月(19)
日

活版 1通 参議院副議長就任挨拶 日付は消印より採った

4008 6 三浦知足・守分巌書簡 三浦知足・守分巌 浅沼稲次郎 昭和21年10月1日
活字・
ペン

1通
東京コンヂット株式会社専務取締役交代
の挨拶

三浦知足（東京コンヂット株式会社専務取締役退任）、守
分巌（東京コンヂット株式会社専務取締役就任）

4104 8 三木和臣書簡 三木和臣 昭和24年3月8日 活版 1通 民生局保護課長拝命挨拶 肩書きは、三木和臣東京都民生局保護課長)　封筒なし

4014 4 三宅正一書簡 三宅正一 浅沼稲次郎 昭和22年2月6日
謄写・
ペン

1通
東京海上火災保険会社代理店業務を兄か
ら引継ぎ

肩書きは、三宅正一（東京海上火災保険株式会社「武蔵
野三宅」代理店）

4112 13 宮幡靖書簡 宮幡靖 浅沼稲次郎 昭和24年6月9日
活版・
ペン

1通 通商産業政務次官就任の挨拶

4021 41 三好毅書簡 三好毅 昭和15年8月19日 活版 1通
転任挨拶（大森区長から東京市財務局会
計課長へ）

4021 2 武知勇記・藤生安太郎書簡 武知勇記・藤生安太郎 昭和15年1月 活版 1通
転任挨拶（武知勇記は逓信政務次官に、
藤生安太郎は逓信参与官に）

4131 4 村岡仁三次書簡 村岡仁三次 浅沼稲次郎 昭和26年6月30日 ペン 1通 県議選落選の挨拶

4049 1 森正蔵書簡 森正蔵 浅沼稲次郎 昭和23年12月 活版 1通 毎日新聞出版局長就任挨拶

4141 13 安井謙書簡 安井謙 浅沼稲次郎 昭和25年4月
活版・
ペン

1通 安井誠一郎の秘書退職の挨拶

4005 4 安井誠一郎書簡 安井誠一郎 浅沼稲次郎 昭和21年7月 活字 1通 東京都長官への就任挨拶 肩書きは、安井誠一郎（東京都長官）

4141 10 安岡冨吉書簡 安岡冨吉 浅沼稲次郎 年月日不明
謄写・
ペン

1通
東京都立朝鮮人高等学校長並に同中学
校長赴任の挨拶
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4021 28 山岡元書簡 山岡元 昭和15年8月 活版 1通
転任挨拶（教育局学校職員課から療養所
管理課長へ）

4021 8 山口喬蔵書簡 山口喬蔵 昭和15年1月 活版 1通
転任挨拶（東京市経済局農漁課長から、
教育局青年教育課長へ）

4008 8 山口シヅエ書簡 山口シヅエ 浅沼稲次郎
昭和（21）年（10）
月（3）日

活字・
ペン

1通 各委員就任の通知

山口シヅエが受け持った委員は以下の通り　臨時物資需
給調整法案委員　商工協同組合法案委員　特別都市計
画法案委員　隠匿物資等緊急措置令委員　請願委員第
七部理事
山口の所属は、山口事務所　年月日は消印より採った

4021 27 山口寛雄書簡 山口寛雄 昭和15年8月 活版 1通
転任挨拶（小石川区長から、東京市市民
局町会課長へ）

4021 25 山崎平吉書簡 山崎平吉 昭和15年8月 活版 1通
転任挨拶（東京市経済局貿易課長から、
東京市水道局営業課長へ）

4121 2 山田文雄書簡 山田文雄 浅沼稲次郎
昭和24年11月(17)
日

活版・
墨書

1通 東京都副知事辞職の挨拶 日付は消印より採った

2713 山本亨書簡 山本亨 浅沼稲次郎
昭和（戦前）　5月
19日

墨書 1通 就任挨拶
山本の肩書きは東京市役所土木局長　年は旧蔵者整理
によれば昭和17年のものと一括

4053 7 吉田三郎書簡 吉田三郎 浅沼稲次郎 昭和23年9月 謄写 1通 東洋大学財団理事就任挨拶

4185 153 秋山久書簡 秋山久 浅沼享子
昭和36年2月（6）
日

活版 1通
ジャーナリストとしての道をＮＨＫにみつけ
た　壬生さんによろしく

日付は消印より採った

4185 1
愛媛県傷痍軍人会連合会書
簡

愛媛県傷痍軍人会連合会 浅沼享子 年月日不明
活版・
ペン

1通 「傷病恩給を是正してください」

4185 176 浅沼五十一書簡 浅沼五十一 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（30）日

ペン 1通 伸びゆく夫人の機関紙送付感謝 年月日は消印より採った

4185 170 飯塚隆書簡 飯塚隆 浅沼享子
昭和（35）年(11)月
(21)日

ペン 1通 社会党批判 年月日は消印より採った

4186 19 飯沼静枝書簡 飯沼静枝
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年11月18
日

ペン 1通 浅沼稲次郎の思い出

4185 168 五十嵐冷堂書簡 五十嵐冷堂 浅沼享子
昭和（35）年（12）
月（11）日

ペン 1通 上京挨拶　新潟県の社会党情勢報告 年月日は消印より採った

4188 34 石丸こと書簡 石丸こと 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（4）日

ペン 1通
浅沼稲次郎亡き後の浅沼享子を気遣う内
容

年月日は消印より採った

4181 65 伊藤博文書簡 伊藤博文
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年11月19
日

活版・
ペン

1通
民主社会党青年部三重県代表の一人とし
て、民社党の社会党への復帰を希望する

浅沼享子の衆院選出馬に対するコメントがペン書きにて
付け加えられている　活版部分と作成日付はずれている
と考えられる　年月日は消印より採った

4188 20 上田保夫書簡 上田保夫 浅沼享子 昭和(35)年(11)月 謄写 1通
戦後パイナップルが南方から多量に輸入
されるのを防ぎ、外貨防止に大きな働きを
しているパインアメを送付しました

肩書きは、上田保夫(パイン製菓株式会社社長)　年月日
は「陣中御見舞」の文字及び浅沼享子宛てであることか
ら推定した

4203 7 大浜信泉他6名書簡 大浜信泉他6名 浅沼享子
昭和35年11月30
日

謄写・
墨書

1通

「人事院勧告に基く国家公務員給与引上
げに伴い私学教職員給与との格差を均衡
化するの問題」及び「昭和三十八年より同
四十年に亘高等学校生徒の急増対策の
問題及びどの以後の減少期における私立
高等学校についての対策の問題」の解決
のための尽力を乞う

差出人は大浜信泉（日本私立大学連盟会長）、河野勝斉
（日本私立大学協会会長）、安倍能成（私立大学懇話会
会長）、松本生太（日本私立短期大学協会会長）、小野光
洋（日本私立中学高等学校連合会理事長）、浜野重郎
（日本私立小学校連合会会長）、笠原秀定（日本私立幼
稚園連合会理事長）　全私学連合封筒

4181 14 小笠原論文書簡 小笠原論文 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月16日

ペン 1通 江田三郎への紹介頼む 〔未投函葉書〕 年月は消印より採った

4166 31 柿沼無説書簡 柿沼無説 浅沼享子
昭和(35)年3月19
日

ペン 1通 生死の悪 年は消印より採った

2.浅沼享子関係書簡

2.1.一般書簡



浅沼稲次郎関係文書　その2　書簡の部　目録

170

番号
枝番
号

標題 作成者 宛先 年月日 用紙 型式
数
量

内容 付 備考

4203 2 高教組計根別高校班電報 高教組計根別高校班 浅沼享子
昭和35年10月22
日

タイプ 1通 一層の奮起を乞う

4185 179 小鴨鳴蔵書簡 小鴨鳴秋 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 〔詩〕浅沼享子さんへ 葉書裏の詩には「鳴秋」と署名あり（雅号か？）

4185 194 小暮葉満子書簡 小暮葉満子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和(35)年(12)月
(14)日

ペン 1通
「奥様〔浅沼享子〕を励す会」があるようで
すが、誰でも会員になれるかをお知らせい
ただきたい

年月日は消印より採った

4186 1 小林哲夫書簡 小林哲夫 浅沼享子
昭和35年12月10
日

ペン 1通
上京の節、御高配感謝　兄正美死去は痛
恨

「小林ちづ義弟　小林哲夫」とあり

4175 30 米虫貞義書簡 米虫貞義 浅沼享子
昭和35年11月10
日

ペン 1通
市川房枝が提唱した一人七円寄付運動に
基づく寄付2回目

肩書きは、米虫貞義(株式会社さくら堂薬局)

4175 29 米虫貞義書簡 米虫貞義 浅沼享子
昭和35年11月15
日

ペン 1通 一人七円寄付運動に基づく寄付送金 肩書きは、米虫貞義(株式会社さくら堂薬局)

4185 171 斎藤泰子書簡 斎藤泰子 浅沼享子
昭和(35)年12月10
日

ペン 1通 先日の手紙について 年月日は消印より採った

4186 20 酒井龍之助書簡 酒井龍之助 浅沼享子
昭和35年11月28
日

ペン 1通 浅沼稲次郎の思い出

4208 坂本しのぶ書簡 坂本しのぶ 浅沼享子
昭和(35)年12月11
日

鉛筆 1通
浅沼稲次郎記念事業のプランが出来たな
ら知らせてほしい

年は消印より採った

4185 174 三友堂書簡 三友堂 浅沼享子
昭和35年11月21
日

活版・
鉛筆

1通 〔菓子ヵ〕発送御案内 葉書表の差出人欄には小西武夫とあり

4184 48 武田はま書簡 武田はま 浅沼享子 年月日不明 ペン 1通 室井スイ住所 封筒なし　前欠か

4188 11 千田鞆之助書簡 千田鞆之助 浅沼享子
昭和(35)年11月17
日

ペン 1通
強盗犯罪に巻き込まれ、殺害された息子
のために、補償法などの法整備を陳情

肩書きは、千田鞆之助(指圧治療師)　年は消印より採っ
た

4188 45 深田種嗣書簡 深田種嗣 浅沼享子
昭和（35）年11月1
日

ペン 1通 浅沼稲次郎の生前の写真送付 写真は同封されていない　年は消印より採った

4185 182 栟瀬きよ書簡 栟瀬きよ 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（15）日

ペン 1通 社会党に対する意見 年月日は消印より採った

4181 15 町田平和の会書簡 町田平和の会 浅沼享子
昭和35年11月13
日

ペン 1通

町田平和の会では社会党、共産党を中心
として安保条約に反対したたかっている衆
議院議員立候補者を支持することを決め
た

4174 38 松岡鈴子書簡 松岡鈴子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（17）日

ペン 1通 クマ茶の勧め 年月日は消印より採った

2342 茂呂サハ書簡 茂呂サハ 浅沼享子
昭和（35）年11月3
日

鉛筆 1通 内容不明瞭 年は消印より採った

4185 195 山屋義一郎書簡 山屋義一郎 浅沼享子
昭和(35)年10月29
日

ペン 1通 政党の情勢についての意見 年は消印より採った

2336 S.K書簡 S.K. 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月

ペン 1通
「浅沼様どうかこれを江田書記長にお届け
下さいませ　」

差出人不明瞭、差出人名義は「S.K」　年月は内容と消印
から推定

3608 差出人不明書簡 差出人不明
故浅沼稲次郎
未亡人

昭和35年10月30
日

墨書 1通 外交に関する意見ヵ. 便箋一冊を使用し、意見を綴っている

4188 28 相川正重書簡 相川正重 浅沼享子
昭和35年11月27
日

ペン 1通 社会党の機関への就職懇願

4160 14 浅沼享子選挙事務所書簡 浅沼享子選挙事務所 大野万亀子 年月日不明 ペン 1通
浅沼享子の衆院選出馬に対する応援に対
する礼状

消印なし

4188 22 浅沼力造書簡 浅沼力造 浅沼享子
昭和35年11月25
日

ペン 1通 選挙結果についての所感

4181 59 安保悌助書簡 安保悌助 浅沼享子
昭和（35）年11月2
日

ペン 1通 浅沼享子の選挙活動に対する意見 年は消印より採った

4185 127 有泉亨書簡 有泉亨 浅沼享子
昭和(35)年11月8
日

活版 1通
大学教官の待遇についての候補者の見解
を知りたい

肩書きは、有泉亨(大学教官待遇懇談会責任者)

4185 159 五十嵐冷堂書簡 五十嵐冷堂 浅沼享子
昭和(35)年(10)月
(16)日

墨書 1通 浅沼享子に対して衆院選出馬を促す内容 年月日は消印より採った

2.2.1.選挙活動関係

2.2.第29回衆議院議員選挙（1960年11月20日)
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4164 44 五十嵐冷堂書簡 五十嵐冷堂 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（29）日

墨書 1通
立候補者の演説の際故浅沼委員長の写
真を飾って演説して下さい

〔揮毫〕勝負・演題
「勤労大衆を圧迫
する自民党政府
を打倒せよ」

年月日は消印より採った

4185 77 五十嵐冷堂書簡 五十嵐冷堂 浅沼享子
昭和(35)年10月23
日

墨書 1通 浅沼享子の衆院選出馬を喜ぶ内容 年は消印より採った

4181 10 石川古希書簡 石川古希 浅沼享子
昭和（35）年11月
10日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する応援 年は消印より採った

4185 147 石毛一書簡 石毛一 浅沼享子
昭和(35)年11月18
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬応援 年は消印より採った

4175 20 石筒玉野書簡 石筒玉野 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（31）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選立候補に関する件 年月日は消印より採った

4188 50 磯貝徳子書簡 磯貝徳子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（30）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年月日は消印より採った

4185 100 伊藤紅二書簡 伊藤紅二 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（15）日

墨書 1通 浅沼享子の衆院選出馬に対する応援 年月日は消印より採った

2335 伊藤達郎・大橋真美子書簡 伊藤達郎・大橋真美子 浅沼享子
昭和（35）年10月
14日

ペン 1通 カンパ 年は内容から推定

4188 42 井上とき書簡 井上とき 浅沼享子
昭和(35)年(10)月
30日

鉛筆 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年月は消印より採った

4181 12 井上とき書簡 井上とき 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月14日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する応援 年月は消印より採った

4203 9 岩崎ミサ書簡 岩崎ミサ 浅沼享子
昭和（35）年11月
15日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年は消印より採った

4185 196 大川幸一書簡 大川幸一 浅沼享子
昭和(35)年10月29
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬応援 年は消印より採った

4185 187 大高勗書簡 大高勗
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和(35)年(11)月
(18)日

ペン 1通
浅沼享子衆院選出馬応援　自らの家族に
ついて

年月日は消印より採った

4164 28 大日向蔦次書簡 大日向蔦次 浅沼享子
昭和35年11月13
日

墨書 1通 衆議院議員選挙出馬に対する激励感謝

4160 24 奥野恵一書簡 奥野恵一 浅沼享子
昭和（35）年11月
10日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年は消印より採った

4181 16 小幡清治書簡 小幡清治 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（17）日

ペン 1通
衆院選において社会党を支持するという内
容

肩書きは、小幡清治(和洋中華料理寿し小幡)　年月日は
消印より採った

4175 19 加藤栄書簡 加藤栄 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（11）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選立候補に対する応援 年月日は消印より採った

4160 16 金井邦司書簡 金井邦司 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（17）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年月日は消印より採った

4164 64 神尾華郷書簡 神尾華郷 浅沼享子
昭和35年11月22
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 154 神近市子書簡 神近市子 浅沼享子
昭和35年11月
（28）日

活版 1通 衆院選落選のお詫び 日付は消印より採った

4188 65 川田書簡 川田 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（8）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年月日は消印より採った

4185 183 菊池三津子書簡 菊池三津子 浅沼享子
昭和(35)年11月17
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選出馬応援 差出人欄に「旧姓久念」とあり　年は消印より採った

4188 18 貴司山治書簡 貴司山治 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（4）日

活版 1通
浅沼享子衆院選出馬に対する応援のこと
ば　「あなたの一家を守るために浅沼享子
さんをすいせんします」

肩書きは、貴司山治(作家)　文藝社封筒　年月日は消印
より採った

4181 58 喜多松竜書簡 喜多松竜 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（2）日

ペン 1通 浅沼享子の選挙活動に対する意見 年月日は消印より採った

4181 24 木原次義書簡 木原次義 浅沼享子
昭和35年11月12
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する応援

4185 124 黒埼章一良書簡 黒埼章一良 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(20)日

墨書 1通 浅沼享子衆院選出馬応援 年月日は消印より採った

4185 203 小鴨鳴秋書簡 小鴨鳴秋 浅沼享子
昭和(35)年11月23
日

ペン 1通 衆院選選挙結果に対する観測 年は消印より採った

4188 59 小林泉書簡 小林泉 浅沼享子
昭和（35）年11月3
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年は消印より採った

4184 36 小松記平書簡 小松記平 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（19）日

ペン 1通 選挙に対する意見 年月日は消印より採った

4184 72 小山八重子書簡 小山八重子 浅沼享子
昭和（35）年11月4
日

ペン 1通 浅沼享子立候補に対する応援 年は消印より採った
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4182 1 近藤電報 近藤 浅沼享子
昭和35年10月25
日

タイプ 1通 必勝を期し奮闘を祈る

4160 23 酒井恒次郎書簡 酒井恒次郎
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和35年11月16
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励

4188 64 酒井芳子書簡 酒井芳子 浅沼享子
昭和（35）年11月6
日

ペン 1通
浅沼享子衆院選出馬に対する激励　市川
房枝の「切手応援運動」に共鳴し、切手同
封

年は消印より採った

4188 33 桜井貞男書簡 桜井貞男 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(4)日

墨書 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年月日は消印より採った

4188 62 桜井喜光書簡 桜井喜光 浅沼享子 昭和35年11月6日 ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励

4157 60 佐々木泰助書簡 佐々木泰助 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（25）日

ペン 1通 浅沼享子の衆院選出馬に対する応援 年月日は消印より採った

4188 29 清水長郎書簡 清水長郎 浅沼享子
昭和(35)年11月7
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年は消印より採った

4181 52 白鳥楊子書簡 白鳥揚子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（6）日

ペン 1通 浅沼享子立候補に対する応援
〔新聞切抜〕青山
幸「浅沼さんと私」

年月日は消印より採った

4188 38 菅野久書簡 菅野久 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（25）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励
肩書きは、菅野久(日本女子衛生短期大学)　年月日は消
印より採った

4203 3 スギヤマ電報 スギヤマ 浅沼享子
昭和35年10月26
日

タイプ 1通 総選挙必勝を期し、共に闘いましょう 肩書きは、スギヤマ(厚狭支部)

2320 杉山元治郎書簡 杉山元治郎 浅沼享子
昭和（35）年10月
23日

ペン 1通
別紙封筒（今村英ニ郎書簡）回送　立候補
感謝

年は消印と同封物から推定　3321を同封

4185 189 杉山茂書簡 杉山茂 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（15）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬応援 肩書きは、杉山茂(学生)　年月日は消印より採った

4181 91 鈴木玖磨子書簡 鈴木玖磨子 浅沼享子
昭和（35）年11月
17日

ペン 1通 衆院選応援 年月日は消印より採った

4187 1 鈴木冨三郎書簡 鈴木冨三郎 浅沼享子
昭和35年11月18
日

ペン 1通
浅沼享子衆院選出馬応援　浅沼稲次郎の
思い出

4185 190 高石俊朗書簡 高石俊朗 浅沼享子
昭和(35)年11月15
日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　先日の手紙感
謝

年は消印より採った

4184 54 高瀬夢園書簡 高瀬夢園 浅沼享子
昭和（35）年10月
15日

日本国民
党罫紙

墨書 1通
浅沼享子に対する衆院選出馬の勧め　高
瀬自身も大阪二区から出馬

肩書きは、高瀬夢園(日本国民党総裁)　年は消印より
採った

4164 4 武田良三書簡 武田良三 浅沼享子
昭和(35)年11月19
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年は消印より採った　消印より採った

4182 4 田所八重子電報 田所八重子 浅沼享子
昭和35年10月29
日

タイプ 1通 必ず勝つためがんばりましょう

2350 田中一男書簡 田中一男 浅沼享子
昭和（35）年11月
14日

ペン 1通 当選祈念　カンパ送付 年は消印より採った

4185 103 千葉匡書簡 千葉匡 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（7）日

墨書 1通 浅沼享子衆院選出馬応援
肩書きは、千葉匡(早大同級生)　年月日は消印より採っ
た

4188 41 千代田区神田一区民書簡 千代田区神田一区民 浅沼享子
昭和(35)年10月22
日

ペン 1通
浅沼享子が出馬依頼を受けたこと残念
東京1区は同情だけで投票する選挙区で
はない

差出人不明瞭、差出人名義は「千代田区神田一区民」と
あり　年は消印より採った

4188 48 土崎三市書簡 土崎三市 浅沼享子
昭和（35）年10月
20日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年は消印より採った

4168 9 津野書簡 津野 浅沼享子
昭和（35）年11月
10日

ペン 1通 浅沼夫人の立候補について 差出人欄に「会社員60歳」とあり　年は消印より採った

4184 65 土井優之助書簡 土井優之助 浅沼享子
昭和35年11月13
日

墨書 1通 浅沼享子立候補に対する応援

4185 177 中木村智恵書簡 中木村智恵 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4158 17 中田嘉寿太書簡 中田嘉寿太 浅沼享子
昭和（35）年11月
19日

ペン 1通 浅沼享子の立候補を応援する内容 年は消印より採った

4164 13 長田道子書簡 長田道子 浅沼享子
昭和(35)年11月13
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年は消印より採った

4188 39 中林ミツル書簡 中林ミツル 浅沼享子
昭和(35)年10月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年は消印より採った
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4184 41 七曜会主書簡 七曜会主 浅沼享子
昭和（35）年10月
20日

ペン 1通

鳩山氏亡きあと薫子夫人起ち、稲次郎氏
亡きあと享子未亡人起つと、東都第三区
は私有の選挙地区であり選挙を興業偶物
視するもので、日本政治たゞ暗黒化すのみ

年は消印より採った

4164 14 鍋島確三書簡 鍋島確三 浅沼享子
昭和35年11月14
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励

4203 6 ニッポン放送選挙班書簡 ニッポン放送選挙班 浅沼享子
昭和35年10月25
日

活版 1通 政見放送の時間枠変更について ニッポン放送封筒

4184 34 二宮教江書簡 二宮教江
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年11月
15日

ペン 1通 「御守り」送付 年は消印より採った

4184 37 野木洋子書簡 野木洋子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（24）日

鉛筆・
ペン

1通 衆院選挙結果に対する感想

封筒の差出人欄には「野木洋子」とあるが、封筒内には
選挙前（ペン書き、文中に日笠〓子という差出人名あ
り）、選挙後（鉛筆書き、差出人は野木洋子と思われる）
の二種類の書簡が封入されている　年月日は消印より
採った

4181 2 野木洋子書簡 野木洋子 浅沼享子
昭和（35）年11月
16日

ペン 1通 衆院選選挙戦への応援に対する謝意 年は消印より採った

4188 19 野口忠夫選挙事務所書簡 野口忠夫選挙事務所 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（6）日

謄写・
墨書

1通 「推薦御礼」 年月日は消印より採った

4185 126 橋詰栄治郎書簡 橋詰栄治郎 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（19）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬応援 年月日は消印より採った

4164 40 服部甲書簡 服部甲 浅沼享子
昭和(35)年11月14
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励
肩書きは、服部甲(三中のクラスメート)　年は消印より
採った

4160 13 花村一男書簡 花村一男 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（16）日

ペン 1通 浅沼享子の衆院選出馬に対する応援 年月日は消印より採った

4185 125 林馨司書簡 林馨司 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（19）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬応援 年月日は消印より採った

4181 7 原子東書簡 原子東 浅沼享子
昭和35年11月10
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する応援
便せんには「原子用箋」のほか、東商連足立民主商工会
と印字あり

4188 37 原田静江書簡 原田静江 浅沼享子
昭和(35)年11月3
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年は消印より採った

4185 178 春島伸一書簡 春島伸一 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（24）日

ペン 1通

浅沼享子の衆院選出馬は不本意だが非
難はしない　同情をこびるような演説では
なく、「社会党の為に立候補し、労働者の
為の政党人となって下さい」

年月日は消印より採った

4188 2 春見一夫書簡 春見一夫 浅沼享子
昭和(35)年10月30
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年は消印より採った

4184 77 日笠晴子書簡 日笠晴子 浅沼享子
昭和35年11月12
日

ペン 1通 浅沼享子立候補に対する応援

4159 47 福田勝子書簡 福田勝子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（25）日

ペン 1通 浅沼享子の衆院選出馬に対する応援 年月日は消印より採った

4188 40 房前善之書簡 房前善之 浅沼享子
昭和35年10月22
日

ペン 1通
浅沼享子が出馬依頼を一蹴したことへの
評価　日本の将来にとっては「金満」より
「主食」が重要

年は消印より採った

4181 18 藤井清書簡 藤井清 浅沼享子
昭和（35）年11月6
日

ペン 1通 守札送付 年は消印より採った

4185 186 藤井満書簡 藤井満 浅沼享子
昭和(35)年11月16
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬応援 年は消印より採った

4164 15 藤田進書簡 藤田進 浅沼享子
昭和(35)年11月18
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年は消印より採った

4164 2 藤田洋子書簡 藤田洋子 浅沼稲次郎
昭和（35）年11月
13日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年は消印より採った

4159 32 藤本武助書簡 藤本武助 浅沼享子
昭和（35）年11月
12日

ペン 1通 浅沼享子の衆院選出馬に対する応援 年は消印より採った

4188 47 保木本弘巳他3名書簡 保木本弘巳他3名 浅沼享子
昭和35年10月24
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励
差出人は、保木本弘巳、保木本いほ、保木本公子、保木
本勝利

4182 5 本荘電報 本荘 浅沼享子 昭和35年10月 タイプ 1通 ゴトウセンヲオイノリシマス

4182 2 マサヤ電報 マサヤ 浅沼享子
昭和35年10月25
日

タイプ 1通 おばさんの御奮闘を祈る
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4188 36 増子純子書簡 増子純子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（3）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年月日は消印より採った

4188 61 増田玉子書簡 増田玉子 浅沼享子
昭和（35）年11月4
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年は消印より採った

4181 20 増田柳子書簡 増田柳子 浅沼享子
昭和（35）年11月
14日

ペン 1通
店舗経営の窮状を訴え、浅沼享子の選挙
戦を応援する

年は消印より採った

4181 21 松林弥助書簡 松林弥助 浅沼享子 昭和35年11月9日
活版・
ペン

1通
衆院選への立候補者から、教育に関する
件を聴取する

4160 15 宮内イネ書簡 宮内イネ 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（17）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励 年月日は消印より採った

4188 17 無説書簡 無説 浅沼享子 昭和35年11月2日 ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する激励

4159 36 ムセツ書簡 ムセツ 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月31日

ペン 1通 浅沼享子の衆院選出馬に対する応援 年月は消印より採った

4185 192 ムセツ書簡 ムセツ 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
16日

墨書・
ペン

1通 選挙に対する観測 年月は消印より採った

2353 村上光子書簡 村上光子 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（24）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬応援 年月日は消印より採った

4185 191 村社ふみ書簡 村社ふみ 浅沼享子
昭和(35)年11月15
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬応援 年は消印より採った

4184 87 室田重太郎書簡 室田重太郎 浅沼享子
昭和35年10月21
日

ペン 1通 浅沼稲次郎暗殺後の選挙運動について

4169 1 森恵子書簡 森恵子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（21）日

ペン 1通
初めての投票で浅沼享子に投票するに
当っての所感

肩書きは、森恵子(女子学生)　年月日は消印より採った

4157 4 山下順一書簡 山下順一 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（18）日

活版・
ペン

1通 東京一区から無所属にて立候補決定

肩書きは、山下順一(自由民主党東京都連青年部幹事、
政調副会長、文京支部青年部常任幹事、遊説部長、友
愛青年同志会東京都連常任委員、東京都福音ルーテル
教会青年会会長)　年月日は消印より採った

4185 99 山田忠志書簡 山田忠志 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（7）日

ペン 1通 浅沼享子の衆院選出馬に対する必勝祈願 年月日は消印より採った

4185 197 山屋義一郎書簡 山屋義一郎 浅沼享子
昭和(35)年10月24
日

ペン 1通
衆院選女性候補者の情勢　「例の事は御
認識にお任せ」する

年は消印より採った

4185 185 横田幸広書簡 横田幸広 浅沼享子
昭和(35)年11月18
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬応援 年は消印より採った

4159 37 吉尾之宏書簡 吉尾之宏 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（30）日

ペン 1通 浅沼享子の衆院選出馬に対する応援 年月日は消印より採った

4181 9 吉川巌書簡 吉川巌 浅沼享子
昭和35年11月10
日

ペン 1通 浅沼享子に対して「選挙演説骨子」を送付

4185 181 吉川巌書簡 吉川巌 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（3）日

ペン 1通
浅沼稲次郎刺殺、刺殺犯山口二矢の自殺
に続き、選挙戦を戦いつつある浅沼享子
へのねぎらいの内容

年月日は消印より採った

4181 19 渡辺貞子書簡 渡辺貞子 浅沼享子
昭和（35）年11月
16日

ペン 1通 浅沼享子衆院選出馬に対する応援 年は消印より採った

2309 〔カンパ添え状〕 昭和（35）年11月 ペン 1通 選挙応援のカンパヵ
年は内容からとった　封筒には「浅沼様　かんぱ　1000
十一月十七日育英校演説会場受　深川」とある

4189 〔電報一括〕 浅沼享子

昭和35年10月24
日、11月19日、20
日､21日、22日、
23日､25日、26日

タイプ
354
通

昭和35年11月衆議院議員選挙関係　浅沼
享子衆院選当選祝賀　浅沼享子衆院選出
馬に対する激励　衆院選支援感謝

４つに分割して袋におさめた

4160 61 差出人不明書簡 差出人不明
日本社会党本
部

昭和（35）年（10）
月（14）日

ペン 1通
「浅沼未亡人を立候補されたし」、「小倉警
視総監の辞任を実現するよう」

年月日は消印より採った

4157 84 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和（35）年（10）
月（25）日

ペン 1通 浅沼享子立候補への支援 年月日は消印より採った

4184 33 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（18）日

ペン 1通 必勝、奥様社会党の皆様当選してください
差出人欄に「小田原市にて」とあり　年月日は消印より
採った

4185 65 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(27)日

ペン 1通 選挙ポスターの撤去漏れを知らせる内容 年月日は消印より採った

4184 38 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼享子
昭和（35）年10月
21日

ペン 1通
浅沼稲次郎の身代わり候補として浅沼享
子が起ったことは非民主的である

年は消印より採った

2349 青山年男書簡 青山年男 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（27）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

2.2.2.当選祝
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4185 69 浅沼さんファン一女性書簡 浅沼さんファン一女性 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（26）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
差出人不明瞭、差出人名義は「浅沼さんファンの一女性
より」　年月日は消印より採った

4188 1 東龍太郎・村田宇之吉書簡 東龍太郎・村田宇之吉 浅沼享子
昭和(35)年11月24
日

謄写 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　都選出の衆議
院議員を招いての会合の案内

肩書きは、東龍太郎（東京都知事）、村田宇之吉（東京都
議会議長）　年は消印より採った

4185 10 安達浪子書簡 安達浪子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 144 阿部五郎書簡 阿部五郎 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4174 45 安保悌助書簡 安保悌助 浅沼享子
昭和（35）年11月
24日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　選挙に対する
所感

年は消印より採った

4185 58 安藤悦男書簡 安藤悦男 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(25)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 27 安藤倫子書簡 安藤倫子 浅沼享子
昭和35年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4168 3 五十嵐楓書簡 五十嵐楓 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（24）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 96 五十嵐冷堂書簡 五十嵐冷堂 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4158 27 池宮克賢書簡 池宮克賢 浅沼享子 昭和（36）年（2）月 ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月は消印より採った

4185 61 生駒芳野書簡 生駒芳野 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
21日

鉛筆・
ペン

1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 肩書きは、生駒芳野(68才)　年月は消印より採った

4185 133 石井忠五郎書簡 石井忠五郎 浅沼享子
昭和35年11月23
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 105 石毛晋吉書簡 石毛晋吉 浅沼享子
昭和35年11月
（22）日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 日付は消印より採った

4188 7 市川憲一書簡 市川憲一 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（24）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 173 一市民書簡 一市民 浅沼享子
昭和(35)年11月26
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
差出人不明瞭、差出人名義は「一市民」　年は消印より
採った

4185 122 一ノ瀬明書簡 一ノ瀬明 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 50 市村士久・三谷一弘書簡 市村士久・三谷一弘 浅沼享子
昭和（35）年（12）
月（8）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、市村士久、三谷一弘(デュプロ株式会社)　年
月日は消印より採った

4185 79 出浦まつよ書簡 出浦まつよ 年月日不明 墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 浅沼享子の衆院選当選に際して贈られたものヵ

4185 202 井出米太郎書簡 井出米太郎 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 80 伊藤喜一郎〔祝儀袋〕 伊藤喜一郎 年月日不明 謄写 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 祝儀袋　浅沼享子の衆院選当選に際して贈られたものヵ

4185 66
伊藤次郎左衛門・能勢昌雄書
簡

伊藤次郎左衛門・能勢昌雄 浅沼享子
昭和35年11月22
日

活版・
ペン

1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、伊藤次郎左衛門（日本百貨店協会会長）、能
勢昌雄（同専務理事）

4185 88 糸川嘉雄書簡 糸川嘉雄 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(22)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 156 今島高明書簡 今島高明 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 158 岩城孝志郎書簡 岩城孝志郎 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 130 岩野薫書簡 岩野薫 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（24）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4158 22 岩野哲夫書簡 岩野哲夫 浅沼享子
昭和35年11月24
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4188 13 上村雅子書簡 上村雅子 浅沼享子
昭和(35)年11月24
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 92 臼田恵格書簡 臼田恵格 浅沼享子
昭和35年11月21
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4158 21 薄田辰五郎書簡 薄田辰五郎 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（24）日

ペン 1通 浅沼享子衆院当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 37 内田耕造書簡 内田耕造 浅沼享子
昭和35年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
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4185 93 内海勝之助書簡 内海勝之助 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 146 海野誠書簡 海野誠 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(21)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 137 海野亮書簡 海野亮 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 47 遠藤多恵子書簡 遠藤多恵子 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(22)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 3 太田哲三書簡 太田哲三 浅沼享子
昭和35年11月20
日

活版・
ペン

1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 肩書きは、太田哲三(社団法人日本公認会計士協会)

4185 188 太田文蔵書簡 太田文蔵 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（21）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 40 太田政記書簡 太田政記 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（23）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、太田政記(太田財政研究所所長)　年月日は消
印より採った

4188 9 大宅チノ書簡 大宅チノ 浅沼享子
昭和(35)年11月28
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 57 岡小春書簡 岡小春 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 16 小笠原孝三郎書簡 小笠原孝三郎 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（23）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 136 岡田実五郎書簡 岡田実五郎 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(24)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 肩書きは、岡田実五郎(弁護士)

4185 172 岡本武書簡 岡本武 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(28)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 138 奥村耕作書簡 奥村耕作 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（24）日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、奥村耕作(表具師春風堂)　年月日は消印より
採った

4185 149 小倉周太郎書簡 小倉周太郎 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(26)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、小倉周太郎(交楽会部落代表)　年月日は消印
より採った

4188 6 小田清一書簡 小田清一 浅沼享子
昭和35年11月22
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 肩書きは、小田清一(港区長)

4188 15 小幡清治書簡 小幡清治 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(24)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、小幡清治(川崎調理人組合長)　年月日は消印
より採った

4181 62 加来金昇書簡 加来金昇 浅沼享子
昭和（35）年12月7
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 63 柏崎恭書簡 柏崎恭 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 111 粕谷老書簡 粕谷老 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 114 加藤イエ書簡 加藤イエ
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和(35)年11月23
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 86 加藤康信書簡 加藤康信 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（21）日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 21 金津熊夫書簡 金津熊夫 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（21）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 82 金野七右エ門書簡 金野七右エ門 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(22)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 33 鎌倉米造書簡 鎌倉米造 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(22)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 24 川上喜波書簡 川上喜波 浅沼享子
昭和(35) 年(11)月
(28)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 102 河村清一書簡 河村清一 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4203 5 木川茂石材部書簡 木川茂石材部 浅沼享子
昭和35年11月22
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4186 9 菊地美津子書簡 菊地美津子 浅沼享子
昭和(35)年11月29
日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　浅沼稲次郎を
偲ぶ内容

年は消印より採った

4185 81 北内義男書簡 北内義男 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(22)日

鉛筆 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 46 北島運蔵書簡 北島運蔵 浅沼享子
昭和35年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4175 15 北代岩水書簡 北代岩水 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は封筒の書き込みより採った

4185 85 紀平乃秋書簡 紀平乃秋 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った
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4187 2 木村和子書簡 木村和子 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、木村和子(オリオン興業株式会社)　年は消印
より採った

4185 83 木村智恵書簡 木村智恵 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 163 工藤丑太郎書簡 工藤丑太郎 浅沼享子
昭和(35)年11月26
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4174 44 久保善吉書簡 久保善吉 浅沼享子
昭和35年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 肩書きは、久保善吉(建設業)

4188 66 熊木いし子書簡 熊木いし子 浅沼享子
昭和（35）年11月
28日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　「最後の演説
でアメリカ、ソ連、中共、日本が手を握って
いくべきだと」の声が耳に残る

年は内容から採った

4185 84 倉沢末清書簡 倉沢末清 浅沼享子
昭和35年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 62 黒田捨次書簡 黒田捨次 浅沼享子
昭和35年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 166 源田渡蔵書簡 源田渡蔵 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通
衆院選当選後の浅沼享子への意見　鈴木
茂三郎夫人への中傷

年月日は消印より採った

4188 21 小池ツマ書簡 小池ツマ 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 90 小島長助書簡 小島長助 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 107 国会花苑書簡 国会花苑 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（24）日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 157 後藤角太郎書簡 後藤角太郎 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（24）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 28 小西慶子書簡 小西慶子 浅沼享子
昭和35年11月22
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 142 小沼さよ書簡 小沼さよ 浅沼享子
昭和35年11月24
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 30 小林公一郎書簡 小林公一郎 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（23）日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、小林公一郎(国際観光タイムズ社代表者、関
東地区松本市岡田会会長）　)　年月日は消印より採った

4185 199 小林隆一書簡 小林隆一 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(23)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 51 小林隆一書簡 小林隆一 浅沼享子
昭和（35）年（12）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 2 小峰久四郎書簡 小峰久四郎 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(22)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4184 39 米虫貞義書簡 米虫貞義 浅沼享子
昭和35年11月23
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 肩書きは、米虫貞義(株式会社さくら堂薬局)

4185 106 小山得三郎書簡 小山得三郎 浅沼享子
昭和35年11月21
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 44 近藤武夫書簡 近藤武夫 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 104 近藤真柄書簡 近藤真柄 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 31 斎藤恵美子書簡 斎藤恵美子 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(22)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、斎藤恵美子（高級芸物セキセイ研究所)　年月
日は消印より採った

4185 193 斎藤益雄書簡 斎藤益雄 浅沼享子 昭和35年12月5日 ペン 1通
国会への初登場おめでとう　社会党も方針
転換が必要　民社党に注意　西尾末広は
まだ信用できず

4185 165 酒井恒次郎書簡 酒井恒次郎 浅沼享子
昭和35年11月23
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 9 逆井康恵書簡 逆井康恵 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（21）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4174 40 崎口玄吾書簡 崎口玄吾 浅沼享子
昭和35年12月23
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、崎口玄吾(自転車及付属品商吉田支店)　封筒
の差出人欄には「崎口政行」の印もあり
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4186 16 桜井莞士書簡 桜井莞士 浅沼享子
昭和35年11月23
日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　愛知県第五区
の穂積七郎と懇意にしながら、親子で社会
運動に専念している

4185 35 桜井貞男書簡 桜井貞男 浅沼享子
昭和35年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4164 60 桜井喜光書簡 桜井喜光
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和35年12月1日 ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4186 10 笹川良一書簡 笹川良一 浅沼享子
昭和（35）年11月
26日

謄写 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、笹川良一(全国モーターボート競走会連合会
会長)　年は消印より採った

4185 115 佐々木泰助書簡 佐々木泰助 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 120 佐々木正人書簡 佐々木正人 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4188 23 左座スエ書簡 左座スエ 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 64 佐藤情吉書簡 佐藤情吉 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4203 8 佐藤信一郎書簡 佐藤信一郎 浅沼享子
昭和（35）年11月
21日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4175 24 佐藤文野・佐藤マサキ書簡 佐藤文野・佐藤マサキ 浅沼享子
昭和（35）年11月
21日

ペン・
墨書

1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 60 佐藤正顕書簡 佐藤正顕 浅沼享子
昭和35年11月20
日

墨書・
ペン

1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 20 佐藤吉松書簡 佐藤吉松 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 34 里見高治書簡 里見高治 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(21)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 18 寒川治夫書簡 寒川治夫 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 161 沢田敏子書簡 沢田敏子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（26）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 110 澤田弘道書簡 澤田弘道 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4188 5 山東東峰書簡 山東東峰 浅沼享子
昭和35年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 131 椎野享子書簡 椎野享子 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(24)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4188 14 塩島義雄書簡 塩島義雄 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　浅沼稲次郎刺
殺事件に対する所感

年は消印より採った

4185 32 嶋津一郎書簡 嶋津一郎 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(22)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、嶋津一郎(自由人新聞編集局)　年月日は消印
より採った

4186 2 白田うた子書簡 白田うた子 浅沼享子
昭和(35)年11月23
日

ペン 1通
浅沼稲次郎刺殺から選挙当選まで御苦労
様　江田三郎と池田勇人の間で低所得の
線に差があり　自民党にあきれる

年は消印より採った

4185 113
進駐軍宮城県被害者連盟書
簡

進駐軍宮城県被害者連盟 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 13 杉原岩作書簡 杉原岩作 浅沼享子
昭和35年11月21
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4188 25 鈴木輝一郎書簡 鈴木輝一郎 浅沼享子
昭和(35）年11月
22日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 41 鈴木重書簡 鈴木重 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（21）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4186 17 鈴木重定・鈴木貞子書簡 鈴木重定・鈴木貞子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和(35) 年11月
22日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀　孫の絵送付 〔紙片〕・〔紙片〕 年は消印より採った

4185 42 鈴木敏雄書簡 鈴木敏雄 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(21)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 184 鈴木理平書簡 鈴木理平 浅沼享子
昭和35年11月24
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 95 角花章書簡 角花章 浅沼享子
昭和35年11月22
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
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4168 6
世界連邦建設同盟他2団体書
簡

世界連邦建設同盟他2団体 浅沼享子
昭和35年11月21
日

活版・
ペン

1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
差出は、世界連邦建設同盟、世界連邦日本国会委員
会、世界連邦平和都市協議会

4188 26
全日本自由労働組合中央本
部書簡

全日本自由労働組合中央本
部

浅沼享子
昭和35年11月21
日

活版・
墨書

1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4188 4
全農林東京都本部林業試験
場分会書簡

全農林東京都本部林業試験
場分会

浅沼享子
昭和（35）年11月
22日

林業試験
場罫紙

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 29 千波和夫・千波ゑい書簡 千波和夫・千波ゑい 浅沼享子
昭和((35)年11月
22日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 17 戴永順書簡 戴永順 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 198 高木春重書簡 高木春重 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(22)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 19 高崎光尊・高崎信尊書簡 高崎光尊・高崎信尊 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 200 田熊徹二書簡 田熊徹二 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(24)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 39 武田良一書簡 武田良一 浅沼享子
昭和35年(11)月
(21)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 月日は消印より採った

4188 24 田代三九郎書簡 田代三九郎 浅沼享子
昭和(35）年11月
21日

ペン 1通

浅沼享子衆院選当選祝賀　江田〔三郎〕が
自民党に対してあまり反対反対と叫ばない
ようにしてほしい　「なんでもかんでも減税
として予算を削られると社会保障や病人の
保護は騒ぐだけで実行が永引結局はアブ
蜂とらずです」

年は消印より採った

4185 38 田所府司書簡 田所府司 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 180 田所司・田所三喜子書簡 田所司・田所三喜子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（25）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4174 41 田宮とし書簡 田宮とし 浅沼享子
昭和（35）年12月
21日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4186 14 ちっぽけな女性書簡 ちっぽけな女性 浅沼享子
昭和35年11月25
日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　浅沼稲次郎刺
殺事件を振り返っての思い

差出人不明瞭、差出人名義は「ちっぽけな女性」

4186 13 ちっぽけな女性書簡 ちっぽけな女性 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（27）日

ペン 1通 先便に一字の誤字あり、陳謝
差出人不明瞭、差出人名義は「ちっぽけな女性」　年月日
は消印より採った

4185 97 千葉匡書簡 千葉匡 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(21)日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 139 千葉千代世書簡 千葉千代世 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（24）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 132 千葉テル書簡 千葉テル 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 87 千葉正胤書簡 千葉正胤 浅沼享子
昭和35年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 135 塚本昭書簡 塚本昭 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(23)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 143 津川道子書簡 津川道子 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 葉書表には「津川主一」の印あり　年は消印より採った

4164 29 津田純代書簡 津田純代 浅沼享子
昭和（35）年11月
21日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 6 寺崎松太郎書簡 寺崎松太郎 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 118 寺田利一書簡 寺田利一 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 14 東堀一郎書簡 東堀一郎 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 175 所沢市一労働者書簡 所沢市一労働者 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
差出人不明瞭、差出人名義は「所沢市一労働者」　年月
日は消印より採った

4188 8 栃沢たま書簡 栃沢たま 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（29）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 15 利根川寿恵書簡 利根川寿恵 浅沼享子
昭和35年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4174 39 中川きよ書簡 中川きよ 浅沼享子
昭和（35）年12月
12日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った
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4185 109 中島力書簡 中島力 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、中島力(日本教育テレビ)　年月日は消印より
採った

4185 43 中田嘉寿太書簡 中田嘉寿太 浅沼享子
昭和(35)年11月23
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 53 中田三平書簡 中田三平 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（23）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

2348 中野きみ子書簡 中野きみ子 浅沼享子
昭和（35）年11月
22日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 〔新聞切抜〕（3枚） 年は消印より採った

4185 36
仲野恭一・富安泰正・森芳樹
書簡

仲野恭一・富安泰正・森芳樹 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(22)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4186 7 中林ミツル書簡 中林ミツル 浅沼享子
昭和(35)年11月24
日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　福岡二区の選
挙状況

年は消印より採った

4185 56 中村情吉書簡 中村情吉 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4188 32 中村広光書簡 中村広光 浅沼享子
昭和35年11月30
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 〔詩編〕・〔揮毫〕

4185 22 那須悟書簡 那須悟 浅沼享子
昭和(35)年11月25
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 134 滑川光雄書簡 滑川光雄 浅沼享子
昭和35年11月23
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 121 新倉馨書簡 新倉馨 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4188 3 根本保書簡 根本保 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（24）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4174 42 野崎教信書簡 野崎教信 浅沼享子
昭和（35）年（12）
月（8）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 150 野田利子書簡 野田利子 浅沼享子
昭和35年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 49 野村宗平書簡 野村宗平 浅沼享子
昭和35年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 肩書きは、野村宗平(農業)

4185 98 野村治男人書簡 野村治男人 浅沼享子
昭和35年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 7 売春対策国民協議会書簡 売春対策国民協議会 浅沼享子
昭和35年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 167 長谷川九暮書簡 長谷川九暮 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 162 長谷川佐右衛門書簡 長谷川佐右衛門 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 145 花村一男書簡 花村一男 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（24）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、花村一男(大阪平和守る会泉刕連絡事務所)
年月日は消印より採った

4185 169 林久一書簡 林久一 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 日付は消印より採った

4185 160 原田清子書簡 原田清子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4186 11 原田静江書簡 原田静江 浅沼享子
昭和(35)年11月25
日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　民社党惨敗の
原因

年は消印より採った

4185 45 日比野一男書簡 日比野一男 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4186 3 平野和子書簡 平野和子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和(35)年11月23
日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　孤児院とか養
老院とかの人達を救いたい

年は消印より採った

4185 91 平野至道書簡 平野至道 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 108 深川武書簡 深川武 浅沼享子
昭和35年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 164 福田勝子書簡 福田勝子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（21）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 67 藤野久光書簡 藤野久光 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（27）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4188 27 藤村京子書簡 藤村京子 浅沼享子
昭和(35）年11月
23日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 肩書きは、藤村京子(立川一中)　年は消印より採った



浅沼稲次郎関係文書　その2　書簡の部　目録

181

番号
枝番
号

標題 作成者 宛先 年月日 用紙 型式
数
量

内容 付 備考

4185 70 藤本玲子書簡 藤本玲子 浅沼享子
昭和(35)年11月26
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 155 藤森亥太郎書簡 藤森亥太郎 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 肩書きは、藤森亥太郎(稲門会)　年は消印より採った

4207 藤原敏夫書簡 藤原敏夫 浅沼享子
昭和(35)年12月12
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4168 7 星佳子書簡 星佳子 浅沼享子
昭和（35）年12月4
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 4 細田貞子書簡 細田貞子 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（22）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 8 堀口庄太郎書簡 堀口庄太郎 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 5 毎田保男書簡 毎田保男 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 48 前川憲夫書簡 前川憲夫 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 152 牧山耕蔵書簡 牧山耕蔵 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(23)日

活版 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、牧山耕蔵(国際観光興業株式会社、自由民主
党創立者の一人)　年月日は消印より採った

4186 4 松岡源之真書簡 松岡源之真 浅沼享子
昭和35年11月23
日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　早大で同級生
だった浅沼稲次郎の急逝は残念でたまら
ぬ

〔名刺〕松岡源之
真・〔名刺〕清水正
行・浅沼稲次郎追
悼を兼ねての淡
交十三会の案内

肩書きは、松岡源之真（中小企業政治連盟総務、社団法
人全国金融業団体連合会副会長、大日本不動産株式会
社社長）、清水正行（三中十三回　淡交十三会員、同盟
興業株式会社取締役社長）

4185 151 松岡伊子書簡 松岡伊子 浅沼享子
昭和35年11月27
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4174 43 松岡鈴子書簡 松岡鈴子
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和（35）年12月3
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4186 21 松原いつ子書簡 松原いつ子 浅沼享子
昭和(35)年11月26
日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　占領軍と交通
事故を起こし夫を亡くす　補償問題を解決
してほしい

[手紙]松原氏以
外の人からの手
紙が混入？

年は消印より採った

4185 112 松本好司書簡 松本好司 浅沼享子
昭和35年11月21
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 119 皆川古山書簡 皆川古山 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(23)日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 52 箕浦信一書簡 箕浦信一 浅沼享子
昭和(35)年11月30
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 101 宮内イネ書簡 宮内イネ 浅沼享子
昭和(35)年11月23
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 141 三輪総子書簡 三輪総子 浅沼享子
昭和35年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 204 無説書簡 無説 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
21日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月は消印より採った

4186 12 武藤百合子書簡 武藤百合子 浅沼享子
昭和(35)年11月25
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4188 67 村上六三書簡 村上六三 浅沼享子
昭和（35）年11月
22日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 12 室井篤書簡 室井篤 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4188 31 守野武書簡 守野武 浅沼享子
昭和35年11月25
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 23 安井誠一郎書簡 安井誠一郎 浅沼享子
昭和(35)年11月29
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 68 安井猛書簡 安井猛 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（26）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 59 安田敏雄書簡 安田敏雄 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(25)日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、安田敏雄(参議院議員)　年月日は消印より
採った

4188 30 矢野千代松書簡 矢野千代松 浅沼享子
昭和(35)年11月23
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
〔揮毫〕最高祝御
当選

年は消印より採った

4185 54 山崎一雄書簡 山崎一雄 浅沼享子
昭和(35)年11月25
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った
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4185 148 山崎一芳書簡 山崎一芳 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(23)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 〔絵葉書〕（安西啓明）年月日は消印より採った

4185 123 山崎宗太郎書簡 山崎宗太郎 浅沼享子
昭和35年11月22
日

墨書 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 128 山崎瞳書簡 山崎瞳 浅沼享子
昭和(35)年(11)月
(24)日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年月日は消印より採った

4185 26 山下喜美江書簡 山下喜美江 浅沼享子 昭和35年12月1日 ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4164 59 山田喜美子書簡 山田喜美子 浅沼享子
昭和(35)年12月8
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4185 201 山屋義一郎書簡 山屋義一郎 浅沼享子
昭和（35）年11月
22日

ペン 1通 選挙結果についての所感

4186 8 洋子書簡 洋子 浅沼享子
昭和(35)年11月22
日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　委員長問題で
の社会党の内乱おそれる　江田〔三郎〕先
生はまだ若いので大人しく

年は消印より採った

4185 94 横田訓正書簡 横田訓正 浅沼享子
昭和35年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀

4185 11 横田幸広書簡 横田幸広 浅沼享子
昭和(35)年11月21
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4164 58 李清伝書簡 李清伝 浅沼享子
昭和（35）年（11）
月（30）日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀
肩書きは、李清伝(中国居留民)　年月日は消印より採っ
た

4186 15 渡辺くら書簡 渡辺くら 浅沼享子
昭和（35）年11月
24日

ペン 1通
浅沼享子衆院選当選祝賀　浅沼稲次郎刺
殺事件を振り返っての思い

年は消印より採った

4185 25 〓〓巌書簡 〓〓巌 浅沼享子
昭和(35)年12月1
日

ペン 1通 浅沼享子衆院選当選祝賀 年は消印より採った

4155 6 明瀬孝行書簡 明瀬孝行 浅沼稲次郎
昭和（26）年（5）月
（9）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕
肩書きは、明瀬孝行(今津中学校)　年月日は消印より
採った

4155 24 秋山宥尚書簡 秋山宥尚 浅沼稲次郎
昭和26年10月22
日

墨書 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　肩書きは、秋山宥尚(三豊中学校PTA会長)　封
筒表に「平衡交付金大巾増額方陳情書」とあり

4085 28 浅沼宏行書簡 浅沼宏行 浅沼稲次郎 昭和33年4月27日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4085 17 浅沼力造書簡 浅沼力造 浅沼稲次郎 昭和26年6月8日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4188 10
朝日新聞東京本社庶務部書
簡

朝日新聞東京本社庶務部 浅沼享子
昭和35年11月18
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4102 29 東義太郎書簡 東義太郎 浅沼稲次郎 2月13日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4148 4 熱海市書簡 熱海市 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

2288 阿部一松ヵ書簡 阿部一松 浅沼稲次郎
昭和（22）年（6）月
14日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月は消印より採った

4155 3 網城佐市書簡 網城佐市 浅沼稲次郎
昭和（25）年12月8
日

ペン １通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4087 7 アメリカ文化研究所書簡 アメリカ文化研究所 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4085 21 荒木好三書簡 荒木好三 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月13
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　「荒木油店」の押印あり　年は消印より採った

4154 15 石川伍作書簡 石川伍作 浅沼稲次郎
昭和（22）年（6）月
（25）日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4085 4 石出悦子書簡 石出悦子 浅沼稲次郎
昭和（33）年（4）月
（28）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4184 24 一主婦書簡 一主婦
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月29
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　差出人欄に「一主婦」とあり

4155 8 市村国三郎書簡 市村国三郎 浅沼稲次郎
昭和（26）年5月1
日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

2279 伊藤礼吉書簡 伊藤礼吉 浅沼稲次郎
昭和（21）年5月21
日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った　鉛筆による書込みあり

4155 14 糸川折之助書簡 糸川折之助 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4154 6 稲垣徳三郎書簡 稲垣徳三郎 浅沼稲次郎
昭和（26）年（10）
月（15）日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4085 33 井上やこじ書簡 井上やこじ 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月10
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

3.その他（封筒のみなど）
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4085 24 居原田栄治郎書簡 居原田栄治郎 浅沼稲次郎
昭和(33)年4月30
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4155 7 植木仙次郎書簡 植木仙次郎 浅沼稲次郎 昭和（26）年（5）月 墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4085 36 上田龍男書簡 上田龍男 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（12）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4086 1 氏家孝夫書簡 氏家孝夫 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1枚 〔封筒のみ〕 包紙のみ

4085 8 遠藤正平書簡 遠藤正平 浅沼稲次郎
昭和(33)年4月27
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4089 3 遠藤与市郎書簡 遠藤与市郎 浅沼稲次郎
昭和（26）年（3）月
（26）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4089 2 大賀道蔵書簡 大賀道蔵 浅沼稲次郎 昭和25年5月10日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　「藤〓半太郎住所問合せ」と封筒に記載あり

4155 4 大川利三書簡 大川利三 浅沼稲次郎
昭和（26）年（8）月
（3）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4148 10
大阪市城東区選挙管理委員
会書簡

大阪市城東区選挙管理委員
会

浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（2）日

活版・
ペン

1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4085 3 大塚光治書簡 大塚光治 浅沼稲次郎
昭和（33）年（4）月
（26）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4085 31 大塚実書簡 大塚実 浅沼稲次郎 昭和33年4月13日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4188 57 大野豊書簡 大野豊 浅沼享子 昭和35年 墨書 1通
なにか細長いものを包んだ紙に住所を記載し、送付した
ものか

4155 13 岡本きみえ書簡 岡本きみえ 浅沼稲次郎
昭和（26）年7月1
日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4155 17 小川実書簡 小川実 浅沼稲次郎
昭和（26）年5月8
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 年は消印より採った

4118 13 落合信男書簡 落合信男 浅沼稲次郎 9月8日 ペン 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　肩書きは、落合信男(釧路地方労働組合協議会
事務局)

4085 9 小野川俊二書簡 小野川俊二 浅沼稲次郎
昭和（33）年（3）月
（30）日

ペン
1通
う

〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4155 19 影山書簡 影山 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1通 〔封筒のみ〕陣中見舞い 中身欠

4085 20 加古桂堂書簡 加古桂堂 浅沼稲次郎
昭和（33）年（4）月
（23）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4085 12 加藤清書簡 加藤清 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（17）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4154 14 金井次人書簡 金井次人 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（7）日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4087 9 金川文楽書簡 金川文楽 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　肩書きは、金川文楽（東京芸術協会）
2293 金田範俊書簡 金田範俊 浅沼稲次郎 昭和26年1月1日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠
4154 1 茅部頼助書簡 茅部頼助 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4183 3 川口寿書簡 川口寿 浅沼稲次郎
昭和（17）年（5）月
（15）日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

2280 川崎栄見ヵ書簡 川崎栄見 浅沼稲次郎
昭和（戦後）（　）月
24日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年日は消印より採った

4154 11 北田伊一書簡 北田伊一 浅沼稲次郎 昭和25年6月7日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　肩書きは、北田伊一(日本社会党鳴尾支部)

4154 2 木下郁書簡 木下郁 浅沼稲次郎 昭和25年4月24日 ペン 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　肩書きは、木下郁(弁護士・法学士)　表に「木下
哲紹介状」とあり　年月日は消印より採った

4154 9 木場貞幹書簡 木場貞幹 浅沼稲次郎
昭和（25）年6月9
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4085 5 木村潔書簡 木村潔 浅沼稲次郎 昭和33年4月25日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　玉村式索道株式会社封筒

4154 5
九州地区労務用物資対策協
議会書簡

九州地区労務用物資対策協
議会

浅沼稲次郎 年月日不明 ペンぺ 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4154 13 日下英五郎書簡 日下英五郎 浅沼稲次郎
昭和25年12月28
日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4155 25 釧路食品協会書簡 釧路食品協会 浅沼稲次郎
昭和26年10月20
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4155 9 栗原金蔵書簡 栗原金蔵 浅沼稲次郎 昭和26年3月24日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4085 27 原水爆禁止東京協議会書簡 原水爆禁止東京協議会 浅沼稲次郎
昭和(33)年(5)月
(15)日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った
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4178 1 憲法普及会書簡 憲法普及会 浅沼稲次郎 昭和（22）年（8）月 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月は消印より採った

4085 2 神戸和子書簡 神戸和子 浅沼稲次郎
昭和(33)年4月24
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

2284 国際調和クラブ書簡 国際調和クラブ 浅沼稲次郎 昭和22年8月24日 墨書。 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4089 8
国鉄労働組合岐阜工事事務
所分会書簡

国鉄労働組合岐阜工事事務
所分会

浅沼稲次郎
昭和（26）年（9）月
（25）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4089 9 小山正次書簡 小山正次 浅沼稲次郎
昭和（26）年（10）
月（19）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　肩書きは小山正次（神教本部教主）　年月日は
消印より採った

4085 11 斎木良夫書簡 斎木良夫 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（14）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4155 12 坂本貞二書簡 坂本貞二 浅沼稲次郎
昭和（26）年4月10
日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4085 34 桜井喜二書簡 桜井喜光 浅沼稲次郎 昭和33年4月29日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4155 5 佐藤克治書簡 佐藤克治 浅沼稲次郎
昭和（26）年3月23
日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

2285 佐藤常四郎書簡 佐藤常四郎 浅沼稲次郎
昭和（戦後）　（6）
月12日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　月は消印より採った

2611 佐藤義夫書簡 佐藤義夫
浅沼稲次郎・
浅沼享子

昭和（14）年11月
29日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4085 10 里見高治書簡 里見高治 浅沼稲次郎 昭和(33)年3月8日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4123 7 島静一書簡 島静一 古田徳次郎
昭和（25）年2月21
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　肩書きは、古田徳次郎（読売新聞社政治部長）
年月日は消印より採った

4087 3 下河栄書簡 下河栄 浅沼稲次郎 (5)月(24)日 ペン 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　「三内炭鉱職場支部結成準備委員会」と封筒に
記載あり　月日は消印より採った

2296 下平一一書簡 下平一一
鈴木茂三郎・
浅沼稲次郎

昭和（戦後）　（5）
月（17）日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　月日は消印より採った

4085 23 社会大衆党書簡 社会大衆党 浅沼稲次郎 昭和（23）年（4）月 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　差出人住所は「那覇市」　年月は消印より採った

2538 進藤浪二書簡 進藤浪二 浅沼稲次郎
昭和（7）年（9）月
（8）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　年月日は消印より採った　封筒は函館合同労働
組合封筒を使用

4085 29 信藤寛書簡 信藤寛 浅沼稲次郎 昭和33年4月23日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠
4155 22 鈴木栄蔵御祝 鈴木栄蔵 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 〔封筒のみ〕御祝 中身欠
4102 30 鈴木貞一郎書簡 鈴木貞一郎 浅沼稲次郎 昭和24年2月12日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　肩書きは、鈴木貞一郎(税務代理士・計理士)
4087 6 鈴木三郎書簡 鈴木三郎 浅沼稲次郎 昭和(23)年1月9日 墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4089 7 鈴木忠雄書簡 鈴木忠雄 浅沼稲次郎
昭和(26)年(5)月
(30)日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4085 16 鈴木幸雄書簡 鈴木幸雄 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　封筒に全東京印刷労働組合連合会の押印

2292 世界平和党書簡 世界平和党 浅沼稲次郎
昭和（戦後）　（7）
月（8）日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　月日は消印より採った

4085 6 関口ナヲ書簡 関口ナヲ 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月24
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

2283
全国公共団体職員労働組合
連合会書簡

全国公共団体職員労働組合
連合会

浅沼稲次郎 昭和（戦後） 墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4155 23
全国料理飲食業組合連盟本
部書簡

全国料理飲食業組合連盟本
部

浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

2281 綜合通信社書簡 綜合通信社 浅沼稲次郎 年月日不明
活版・
ペン

1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4148 7 台東区選挙管理委員会書簡 台東区選挙管理委員会 浅沼稲次郎 昭和25年5月25日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4048 3 高井秀雄書簡 高井秀雄
昭和（22）年（6）月
（3）日

1通 〔封筒のみ〕 中身なし

4085 35 高木明子書簡 高木明子 浅沼稲次郎
昭和（33）年（2）月
（17）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4183 2 高梨二男書簡 高梨二男 浅沼稲次郎
昭和（17）年（5）月
（31）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

2291 高梨輝憲書簡 高梨輝憲 浅沼稲次郎 昭和 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠
4089 4 高橋民治書簡 高橋民治 浅沼稲次郎 5月24日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　「東京駅前、中央郵便局靴ミガキの件」
4089 5 田上博書簡 田上博通 浅沼稲次郎 昭和26年2月21日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4175 9 高安書簡 高安 浅沼享子
昭和（36）年（3）月
（9）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4178 2 滝川一之助書簡 滝川一之助 浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（23）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　肩書きは、滝川一之助(偕生工業社大海木工場)

4183 5 武田享書簡 武田享 浅沼稲次郎 2月3日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4085 7 忠政弘之書簡 忠政弘之 浅沼稲次郎
昭和（33）年（3）月
（24）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った
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4155 18 田中堅吉書簡 田中堅吉 浅沼稲次郎
昭和（26）年5月15
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 年月日は消印より採った

2298 田原春次書簡 田原春次 浅沼稲次郎
昭和（30年代）　8
月16日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年代は消印から推定

4085 22 秩父武甲山自然動物園書簡 秩父武甲山自然動物園 浅沼稲次郎
昭和（33）年（5）月
（25）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4155 15 螺良和男書簡 螺良和男 浅沼稲次郎
昭和（26）年（5）月
（11）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 年月日は消印より採った

4085 1 津村道雄書簡 津村道雄 浅沼稲次郎
昭和（33）年4月26
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4148 6 東京都豊島区役所書簡 東京都豊島区役所 浅沼稲次郎 昭和25年5月26日 墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4146 4
東京都港区選挙管理委員会
書簡

東京都港区選挙管理委員会 浅沼稲次郎
昭和（25）年（5）月
（22）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4146 1
東京都目黒区選挙管理委員
会書簡

東京都目黒区選挙管理委員
会

浅沼稲次郎
昭和(25)年(5)月
(26)日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4085 25 徳田正次書簡 徳田正次 浅沼稲次郎 昭和(33)年5月1日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った
4085 26 冨岡武書簡 冨岡武 浅沼稲次郎 昭和33年5月8日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4085 15 中川清貴書簡 中川清貴 浅沼稲次郎
昭和（33）年4月10
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4155 16 中川伝三郎書簡 中川伝三郎 浅沼稲次郎 6月7日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　月日は消印より採った
4183 1 長俊英書簡 長俊英 浅沼稲次郎 昭和35年2月24日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月は消印より採った

4155 1 中林通夫書簡 中林通夫 浅沼稲次郎
昭和（25）年（11）
月（29）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4154 7 中村義麿書簡 中村義磨 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　肩書きは、中村義磨(福岡県自家用自動車組合
連合会会長)

2287
日本社会党岩手県支部連合
会書簡

日本社会党岩手県支部連合
会

浅沼稲次郎
昭和（22）年（8）月
（24）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

2286 日本青年共産同盟本部書簡 日本青年共産同盟本部 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4154 8 野瀬林蔵〔紙片〕 野瀬林蔵 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1枚 〔封筒のみ〕
中身欠　肩書きは、野瀬林蔵(新潟県北蒲原郡分田村農
業協同組合)

2289 橋本勝文書簡 橋本勝文 浅沼稲次郎 7月19日 墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠
4087 4 畑沢伸一書簡 畑沢伸一 浅沼稲次郎 12月22日 墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

2278 発明協会東京支部書簡 発明協会東京支部 浅沼稲次郎
昭和（24）年（10）
月（15）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4155 11 平岡省三書簡 平岡省三 浅沼稲次郎
昭和（26）年（2）月
（28）日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4085 14 平木利子書簡 平木利子 浅沼稲次郎 2月11日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　切手なし
4155 21 深川警防団御祝 深川警防団 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4154 12 深作万之介書簡 深作万之介 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（10）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　肩書きは、深作万之介(久慈郡社会党副支部長)
年月日は消印より採った

2295 福岡武書簡 福岡武 浅沼稲次郎
昭和（戦後）　11月
29日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4087 8 藤村三郎書簡 藤村三郎 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4085 32 藤原つる子書簡 藤原つる子 浅沼稲次郎
昭和(33)年4月25
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4155 10 細野軍治書簡 細野軍治 浅沼稲次郎
昭和（26）年（11）
月

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

2290 益田忠夫書簡 益田忠夫 浅沼稲次郎 昭和（戦後） ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4164 45
松井その・川口和子・渡辺操他
一同書簡

松井その・川口和子・渡辺操
他一同

〔宛名なし〕 年月日不明 1通 〔封筒のみ〕金五百円也
中身欠　肩書きは、松井その（ヤマギシイズム東京実験
地実践場婦人部）、他の人物も同じ　封筒に「金五百円
也」とあり

4087 5 松田十九三書簡 松田十九三 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4087 2 三木和臣書簡 三木和臣 浅沼稲次郎
昭和(24)年(3)月
(25)日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4089 6 三関福一書簡 三関福一 浅沼稲次郎
昭和（25）年（12）
月（30）日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月日は消印より採った

4102 28 三田四郎書簡 三田四郎 浅沼稲次郎 昭和24年2月20日 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4154 3 三田松次郎書簡 三田松次郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年（6）月
（5）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4183 7 宮崎龍介書簡 宮崎龍介 浅沼稲次郎
昭和（5）年（6）月
（16）日

墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4146 6 宮島幸太郎書簡 宮島幸太郎 浅沼稲次郎 昭和25年5月24日 ペン 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　肩書きは、宮島幸太郎(荒川区選挙管理委員会
委員長)

4146 5 宮島幸太郎書簡 宮島幸太郎 浅沼稲次郎 昭和25年5月26日 ペン 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　肩書きは、宮島幸太郎(荒川区選挙管理委員会
委員長)
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4148 12 宮島幸太郎書簡 宮島幸太郎 浅沼稲次郎
昭和（25）年（5）月
（22）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　肩書きは、宮島幸太郎(東京都荒川区選挙管理
委員会委員長)　年月日は消印より採った

4087 1 宮部万吉書簡 宮部万吉 浅沼稲次郎 昭和23年 ペン 1通 〔封筒のみ〔 中身欠　年は消印より採った
4155 20 森下御祝 森下 浅沼稲次郎 年月日不明 墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠
2294 森冨太書簡 森冨太 浅沼稲次郎 昭和22年8月15日 墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4154 4 柳原増右衛門書簡 柳原増右衛門 浅沼稲次郎
昭和（25）年6月5
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4183 6 山川三之助書簡 山川三之助 浅沼稲次郎 年月日不明 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4085 30 山川宗清書簡 山川宗清 浅沼稲次郎
昭和(33)年4月17
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠

4115 5 山岸金四郎・山岸君子書簡 山岸金四郎・山岸君子 浅沼稲次郎
昭和（24）年（7）月
（11）日

ペン 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　肩書きは、山岸金四郎・山岸君子(ともに未亡人
組合・引揚者救済会)　年月日は消印より採った

4085 13 山下彰十郎書簡 山下彰十郎 浅沼稲次郎 昭和（33）年（4）月 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年月は消印より採った

4155 2 山下良介書簡 山下良介 浅沼稲次郎 昭和25年12月4日 墨書 1通 〔封筒のみ〕
中身欠　封筒裏に、「昭和25年12月4日静岡市俵沢山下
良介」と記された付箋あり　年月日は付箋より採った

4154 10 山田日出夫書簡 山田日出夫 浅沼稲次郎
昭和（25）年6月8
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4117 16 山田日出夫書簡 ニッポン放送選挙班 8月31日 ペン 〔封筒のみ〕 差出人面のみ

4089 1 吉田實書簡 吉田實 浅沼稲次郎
昭和(25)年8月19
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

4085 19 米倉次朗書簡 米倉次朗 浅沼稲次郎
昭和(33)年5月24
日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った

2282 輿論科学研究所書簡 輿論科学研究所 浅沼稲次郎
昭和（　）年（　）月
31日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　日は消印より採った

4184 1 鷲峰文之書簡 鷲峰文之
浅沼稲次郎・
浅沼享子・浅
沼衣江

昭和35年10月13
日

墨書 1通
〔封筒のみ〕暴力は徹底的に排除しよう
浅沼委員長の死を惜む

中身欠

2297 渡辺潜書簡 渡辺潜 浅沼稲次郎 昭和17年4月12日 墨書 1通 〔封筒のみ〕 中身欠
4123 10 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎 年月日不明 鉛筆 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　The Curtis Hotel (Minneapolis)のもの
4183 4 差出人不明書簡 差出人不明 高山昭憲 年月日不明 ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　消印なし

4078 1 差出人不明書簡 差出人不明 浅沼稲次郎
昭和(33)年(11)月
(10)日

ペン 1通 〔封筒のみ〕 中身欠　年は消印より採った
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